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き 本書 描き お ろ し カバ パー イラスト 
当初 シン と カイ だ け の つも り で レイ アウ ト し まし た が 、 主 人 公 


ーー 


塞 「GUILTY GEAR 2 -OVERTURE-|」 パッ ケー ジイ ラス ト 
だ っ た ん で す が 、 ゴ 


全員 を と り だ し て 集合 体 と し て 見 せる の も ひと つの 手 だ チャ ゴチ ャ し た 印象 に な り そ う な の で 現在 の よう な イラ スト に な り ま し た 。 個人 的 に 集合 イラ スト が あま り 得 意 で は な い 、…… と いう の も 理由 の ひと つ で す 。 (石渡 ) 
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空 「GUILTY GEAR 2 -OVERTURE-| 海外 版 パ ッ ケ ー ジ イラ スト 
海外 版 の バッ ケー ジ な ら ア クリ ル ガ ッ シュ で 捨 いた ほう が 雰囲気 が 出る と は 思う ん で す が 、 あ えて 日 本 的 な タッ チ を 強調 し た ほう が 文化 的 な イン パク ト が ある か な …… と 。 そ うい っ た 狙い も あり 、 コ ミッ クス 的 な ベン タッ チ で 描い て み ま し た 。 ( 生 小 ) 
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"9 「 ギルティ ギ ア 2 オー バー チュ ア オリ ジ ナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク Vol.2」 パッ ケー ジイ ラス ト 


\ な ご 指摘 も あり 、 反 省 し て いま す 。 (石渡 ) 


レン タイ ン の コス プレ で す 。「 エ ロ す ぎん じゃ ね ぇ か ?」]「 ギ リ ギ リ じ ゃ ね ぇ か ] み た い 


サウ ンド トラ ッ ク の ジャ ケッ ト は 、 い つも ゲー ム の キャ ラク ター の コス プレ を し た 女性 を モチ ー フ に 描い て いま す 。 今回 は ヴァ 


中 「 ギ ル テ ィ ギ ア 2 オー バー チュ ア コン プリ ー ト ガイ ド 」 カバ ー イ ラス ト 
カメ ラ ア ング ル 的 な 構図 と 一 枚 絵 と し て の “まとまり 感 " を 意 議 し て 捨 いた イラ スト で す 。 見 どこ ろ は デニ ム 生 地 的 な 装飾 で 、「 こ れ は オレ だ け の も の だ ぞ ] と 主張 し よう か と ( 笑 )。 今後 は この 装飾 を 自分 の 中 で 昇華 させ て いき た いと 思っ て いま す 。 (石渡 ) 
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クリ エイ ター コメ ント に ある 「 (石渡 ) 」 の 記述 は 、 本 作 の ゼネ ラル ディ レク ター 石渡 太輔 氏 に よる も の 。 イン タビ ュー 
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園 キ ャ ン ペ ー ン モー ド : スト ーー リー ダイジェスト 
アク ショ ン と リア ル タ イ ム ス ト ラテ ジー の 融合 に よる 、 新 ジャ ン ル の 対戦 ゲー ム と し て リリ ー ス され た 「GUILTY GEAR 2 -OVERTURE-」。 そ の 見 どこ 
ろ の ひと つ に 、 主 人 公 ソ ル ニ バ ッ ド ガイ を 中 心 に 繰り 広げ られ る 戦い の 物語 を 描く キャ ン ペ ー ン (スト ー リ ー モ ー ド ) が ある 。 本 作 を 未だ 体験 し て いな い 
読者 の た め に 、 下 に キャ ン ペ ー ン の あら すじ を 掲載 し た 。 本 書 の 各種 設定 資料 を より 深く 楽し むための 一 助 と し て ほし い 。 
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井 12「 私 欲 は ま ば ゆ く 」 
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革 14「 情 行灯 (ひる あん と ん ) 」 
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19「 序 -OVERTURE-」 
芋 20 「 カ ー テ ンコ ー ル 」 


あら すじ 

賞金 稼ぎ の 旅 を 続け る ソル 。 キャ ンプ に て 「 あ の 男 」 の 影 を 振り 払う よう に 黙々 と 剣 を 振る う ソ ル に 、 旅 を 共に する 少年 シン が うる さい と か みつ く 。 

厳重 に 管理 され て いる GEAR た ち が 消 失 す る 不可 和解 な 事件 が 発生 。 それ と 同時 に カイ が 治め る イリ ュ リ ア に 「 ヴ ィ ズ エル 」 と 呼ば れる 謎 の 軍勢 が 出現 する 。 
ヴィ ズ エ ル に 圧倒 され る イリ ュ リ ア 軍 。 その 頃 、 ソ ル た ちの 前 に も 同じ 手 の 者 が 立ち は だ か る が 、 イ ズ ナ と 名 乗る 人 外 の 者 の 助け に よっ て 撃 破 に 成功 する 。 
イリ ュ リア に 急行 すべ く 、 イ ズ ナ の 転移 法 術 に よっ て 黄泉 平 坂 を 進む ノル た ち 。 し か し 、 ヴ ィ ズ エル の 手 に よっ て 洗脳 され た イズ ナ の 仲間 た ち が 朋 いか か る 。 
イリ ュ リ ア は すでに ヴィ ズ エ ル の 手 に 下 ち て いた 。 事件 の 首謀 者 と し て 姿 を 現し た 少女 は 、 ソ ル に と っ て どこ か 見 覚え の ある 顔 を し て いた 。 

血 の 匂 いで 満ち た 城内 。 玉座 に は 封印 され た カイ の 姿 が あっ た 。 そこ に 、 永き に わた る ソル の 宿敵 「 あ の 男 ] の 側近 で ある レイ ヴ ン が 現れ る 。 

「 纏 」 を 求め て 執 拐 に イリ ュ リ ア を 襲う ヴァ レン タイ ン 。 サー ヴァ ント 召喚 の 術 を 身 に つけ た ソル は 、 彼女 を あと 一 歩 まで 追い 詰め る も 取り 逃がし て し まう 。 
シン に 留守 を 預け 、 イ ズ ナ と と も に ガニ メデ に 向かう ソル 。 カイ を 救う た め 、 彼 は GEAR た ち を 率い る Dr. パラ ダイ ム に 半ば 脅迫 に 近い 形 で 助力 を 求め る 。 
Dr. パラ ダイ ム の 見 識 の 高 さ に 驚か され る ソル 。 一 刻 も 早く イリ ュ リ ア に 連れ 帰り た いと ころ に 、 ガ ニ メ デ の GEAR を 狙う ヴァ レン タイ ン が 現れ る 。 

カイ 救出 が 優先 事項 と 判断 し た Dr. バラ ダイ ム 。 彼 を 救う 手だて は 黄泉 平 坂 に 隠し た 自身 の 研究 スコ ア に ある と 言う 。 ソ ル は スコ ア の 回 収 を めざす 。 

スコ ア を 回 収 し 、 イ ズ ナ の 仲間 の 洗脳 を 解く こと と に 成功 し た ソル た ち は イ リュ リア へ 急ぐ 。 その ころ 留守 を 預かる シン は 言い よう の な いい ら だ ち を 覚え て いた 。 
封印 を 解 か れ た カイ 。 臣民 の 犠牲 を 悔やむ 父 の 姿 に 、 息 子 で ある シン は 激しく 慎 り 外 に 飛び 出す 。 複 訂 な 父子 の 関係 を 察し 、 彼 を 追う 者 は いな か っ た 。 
再び イリ ュ リ ア に 現れ た ヴィ ズ エ ル 。 シン は 剖 り に 任せ て 一 人 立ち 向かう 。 し か し 、 そ れ は 「 鍵 」 た る 資質 を 持つ シン を 捕らえ る 罠 で あっ た 。 
拉致 され た シン を 助け る べく 、 ヴ ァ レ ンタ イン の あと を 追う ソル と イズ ナ 。 城 に 残る カイ と Dr. パラ ダイ ム た ちの 前 に ヴィ ズ エ ル の 大 群 が 刻々 と 迫り 来る 。 

ペル ・ カ ント ・ ヴ ァ レ イ に 張り 巡ら され た 陰陽 結界 。 特異 な 生い立ち か ら 攻 略 の 術 を 知る イズ ナ は 、 結界 を 解く べく 地下 世界 を 駆け めぐ る 。 

ソル は シン の 身柄 を 無事 に 確保 する も ち 、 す で に キュ ー フ 進入 の 「 鍵 」 と な る GEAR 細胞 を シン か ら 手 に 入れ た ヴァ レン タイ ン は バッ ク ヤ ー ド へ と 姿 を 消し て し まう 。 
迫り 来る ヴィ ズ エ ル の 大 軍 。 追跡 も ここ まで …… と 思わ れ た その と き 、 イ リュ リア 軍 を 率い た カイ が 救援 に 現れ る 。 遂に 父子 が 並び 立つ 。 

突如 現れ た 「 あ の 男 」 。 思わ ぬ 宿 英 の 登場 に 体 を 居 わ せる ソル だ っ た が 、 世界 を 救う た め 「 あ の 男 ]」 に よっ て 開か れ た バッ ク ヤ ー ド の 扉 に 足 を 進め る 。 

バ パック ヤー ド 。 ソ ル が キュ ー ブ を 破壊 する 時 間 を 稼ぐ た め に 、 シ ン と イズ ナ 、Dr. パラ ダイ ム が 巨大 な マシ ン と 化し た ヴァ レン タイ ン を 相手 に 決死 の 戦い を 挑む 。 
ソル た ちの 活 忠 で キュ ー ブ 進 入 を 阻止 され た ヴァ レン タイ ン は 暴走 する 。 ソル は 彼女 と の 決着 を 付け る た め に 、 一 人 バッ ク ヤ ー ド に 残る 。 

ヴァ レン タイ ン を 倒し 、 世界 は 救 わ れ た が 、 す で に バッ ク ヤ ー ド の 扉 は 閉じ られ た 。 ソル が 現世 に 帰る 手立て は 尽き た か の よう に 思わ れ た が ……。 
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戦士 と し て の 顔 は も ちろ ん 、 科 学者 と し て の 一 面 を 持つ ソル 。 
彼 の トラ イブ は 、 メ カニ カル な マシ ン を モチ ー フ に し た も の で 構成 され て いる 。 
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So Ever 


比類 な き 尼 尼 


遠く な い 将 来 、 世 界 の 新 首都 に な る と 目 さ れる 近代 建 
築 が 立ち 並ぶ 都市 イリ ュ リア 。 
賞金 稼ぎ と し て 生体 兵器 を 狩る こと を 生業 と する 
男 ソル = バッ ドガ イ が 知人 の 要請 に 応じ し て この 地 
を 訪れ た の は 年 の 瀬 も 差し 迫る 冬 の 時 期 で あっ た 。 

「… こ の 先 の 聖堂 に いる と 思い ます 」 
説明 を 終え た 女性 は 最後 に そう 結び が 「 ど うか 、 あ の 人 を 

…」 と 付け 加え て 深々 と 頭 を 下げ た 。 リポ ン で 東 ね られ 
た 長い 髪 が 括 れ て サラ サラ と 背中 か ら 有 零れ る 。 
[面倒 くせ ぇ な …] 

仏 丁 面 の まま 、 ソ ル は 淡白 な 言葉 を 返し た 。 特 に 不機嫌 
な わけ で は な い 。 彼 を 知る 者 で あれ ば 、 そ の 様子 は 普段 
と 変わ ら な いと 感じ る だ ろう 。 

「… こ の ガキ が ? 」 

ソル が 視線 を 下方 に 移し て 言う 。 先 ほど か ら 女 性 の 足 
彼女 の スカ ー ト の 陰 に 隠れ る よう に し て 自分 を 
和 7 に な っ て いた 。 見 た 目 の 
年 頃 は 三 ー 四 歳 。 淡 い 金色 の 髪 に 陶磁 器 を 思わ せる 自 い 
肌 、 整 っ た 目鼻 立ち と 散 次 色 に 煙 く 左目 。 それら を 上 品 
に 急 み 込 む 服装 。 小さな 手 の 片方 に は 女性 の スカ ー ト を 
撮り 締 め 、 も う 片 方 に は 自分 の 上 顔 ほ ども ある 大 き な ぬ い 

ぐる み を 大 事 そ うに 抱え て いた 。 男の子 だ と いう 予備 知 
識 が な けれ ば 女の子 だ と 勘違い し て いた か も し れ な い 。 
整い 過ぎ た 容姿 か ら は どこ か 現実 離れ し た 印象 を 受け 
た 。 そ の よう な 総合 的 な 美 の 調和 の 中 に お いて 、 一 際 に 
異質 を 放ち 、 目 を 引く 箇所 が あっ た 。 右 目 で ある 。 

男の子 の 右目 に は 不吉 な 何 か を 覆い 隠す か の よう に 眼 

帯 が 装着 され て いた 。 そ の 一 点 だ けが 芸術 的 な 調和 を 奏 
で る 他 の 部 分 と の バラ ンス を 極端 に 崩し 、 不 気味 な ほど 
に 現実 前 だ っ た 。 ソ ル は 一 皮 、 隆 き を 忘れ 見 入っ て し まっ 
た 。 ソ ル の 視線 が 気 に な っ た の か 、 少 年 と 呼ぶ に は 幼 す 
ぎる 男の子 は 視線 を 逸らし 、 そ の 身 を さら に 奥深 く 母 の 
陰 に 沈め た 。 
「… は い 、 私 の … 
に 授かり まし た 」 
ソル は 確信 し た 。 男の子 の 背丈 は すでに 母親 の 腰 ほ ども 
あり 、 半 年 前 に 生ま れ た に し て は あま り に も 大 きい 。 無 
論 、 人 間 の 成長 速度 で は あり えな い 。 母親 の 表情 が 剛 る 。 
本 来 で あれ ば 女性 の 人 生 に お いて 最も 多幸 な 時 期 の 答 で 
ある 。 し か し 、 彼 女 は その 時 期 に お いて 幸福 の 全て を 享 
受 で き な い 状況 に あっ た 。 

石 辿 の 上 を ゆく ソル の 足取り は 重い 。 昼 下がり 、 上 級 
官僚 用 に 区 画 分 けさ れ た 高級 住宅 街 の 人 影 は まばら だ 。 
昼食 の 準備 を 進め て いる の だ ろう か 通り 過ぎ る 民 
家 か ら 漏 れる 炊 煙 が 鼻腔 を くす ぐる 。 
入り 組ん だ 路地 を 曲がる と 、 程 な くし て 視界 が 開け た 。 
石造 り の 建造 物 が 目 に 入る 。 

木戸 を 開け 、 足 を 踏み 入れ る 。 室 内 に は 大 き な 空 間 が 
広がっ て いた 。 中 は 灰 暗く 、 空 気 は 外界 以上 に 乾燥 し て 
いる 。 上 方 か ら は わずか な 光 が 差 し 込ん で いた 。 愉 面 の 
ステ ンド ガラ ス か ら 採 光 し て いる よう だ 。 

視線 を 正面 戻す と 、 す ぐ 下 に 聖母 の 像 。 そ し て 一 
その 聖母 像 に 向かっ て 片 膝 を つき 、 祈 り を 捧げ る ひと り 
の 青年 の 姿 が あっ た 。 他 に 人 影 は な い 。 青 年 の 傍ら に は 
愛用 の 剣 が 置か れ て いる 。 


いえ 、 私 た ちの 子供 で す 。 半 年 ほど 前 


ヤツ と の 再会 は 何 年 ぶり だ ろう か ? 最後 に 会 っ た の 
は …。 思い を 巡ら せ て いる うち に 足音 に 気付 いた 青年 が 
一 瞬 ハ ッ と し た よう に 上 顔 を 上 げ 、 振 り 返 っ た 。 


その 言葉 に は 稀 き と 戸惑い が 入り 混じっ て いた 。 二 人 の 
視線 が 交錯 する 。 利 那 、 ソ ル は 息 を 飲み 、 眉 を 稀 め た 。 
そこ に は ソル が 記憶 し て いた 青年 の 印象 一 一 カイ = キ 
スク の 面影 か ら は お よそ 程遠い 顔 が あっ た 。 類 は 痩 け 生 
色 を 失い 、 眼 の 下 に 大 き な 隈 を 作り 、 唇 は 乾き ひび 割れ 
瞳 に は 光 が 見 えな い 。 そ し て 、 何 より も ーー 一 一 右目 に は 
先ほど の シン と いう 子供 と 同様 に 眼帯 を 装着 し て いた 。 
「 フ ン … な る ほど な …」 

呆れ た 様子 を 故意 に 内 合 き させ ソル が 声 を 掛け た 。 カ イ は 
応 を な い 。 し ば らく の 静寂 。 二 人 の 間 を 冷め た 空気 が 包 
ん だ 。 乾燥 し た 空気 を 振る わせ て 時 刻 を 告げ る 鐘 の 音 が 
響い た 時 、 カ イ が 先 に 静寂 を 破っ た 。 


「… 何 を し に … 来 た ? 」 
喉 が 泡 い て いる の だ ろう か 。 絞り出す よう に 言葉 を 吐き 
出す 。 


「 テ メ ェ の 神 に 頼ま れ た ん だ よ 。 翌 悔 が 長 す ぎる っ て な 」 
「… ど うい う 意 味 だ … ? 」 

言い 捨て る よう に 咳 く カイ 。 し か し 、 そ の 言葉 を 待た ず 
し て ソル が 間合い を 詰め ボディ ブロ ー を 放つ 。 器 叶 に 側 
面 に 転がる よう に 身 を 翻 し て 攻撃 を 回 避 す る カイ 。 

「 な 、 何 を する ん だ 、 お 前 は っ ! ?」 

「 以 前 に も まし て 、 ムカ つく ツラ に な りや が っ て …」 

「 ふ ざけ る の も 大 概 に し ろ っ ! 」 

カイ が 勢い よく 床 を 蹴り 、 掴 みか か る 。 ソ ル は その 場 を 
動く こと な く 、 自身 に 伸び て きた カイ の 腕 を 掴み 上 げた 。 
「 お 前 に …、 お 前 に … 私 の 正義 が 理解 る も の か っ ! 」 

一 旬 一 名 を 絞り 出す よう に カイ は 叫ん だ 。 そ れ は まる で 
自問 自 答 し て いる 響き が あっ た 。 

「 テ メ ェ の 正義 な ん ざ に 興 味 は ね えん だ よ ! 」 

ソル の 大 剣 が 横 北 ぎ に 空 を 裂く 。 喘 叶 に 構え た 封 雷 剣 で 
その 攻撃 を 防ぐ カイ 。 ー ウ の 知 が 激しく ぶつ か り 合 い 、 
火花 を 散ら し 、 室内 に 間 音 が 反 千 する 。 

「 遊 ん で や る 。 お っ と 、 初 端 っ か ら 全力 で 来い よ ? 」 
カイ は 辱 を 噛み し め 、 拳 を 握り し め た 。 殺気 が 笹 も る と 、 
に わか に 封 雷 剣 に 雪が 宿る 。 

一 関 一 一 カイ の 繰り 出し た 素早 い 一 撃 を 面白 く な いと 
言わ ん ば か り に 力任せ に 弾き 返す ソル 。 

「 展 悔 は に こ か ら だ … ! 」 


る ぐる する る する る る る ぐる $ る ぐる る ぐる る ぐ を 


数 多 の 合戦 を 重ね 、 二 人 の 間合い が 離れ た 。 カ イ の 攻 
撃 は その 殆ど が 避け られ 、 弾 き 返さ れ 、 そ し て 時 に 逆 撃 
を 受け た 。 元 々 、 精 神 面 ・ 内 体面 共に 完 調 で は な か っ た 
カイ で ある 。 疲 労 感 を 隠せ ず 、 愛 剣 に 身 を 預け る よう に 
し て 息 を 吐く 。 片 や ツル は 平然 その も の 、 療 労 は 見 えな 
い 。 

「 ど う し た 、 も う 終 わり か ?」 

、 ま 、 ま だ … だ !」 

気力 を 秦 い 立た せ 再 び カ イ が 立ち 上 が る 。 領 か ら 噴き 出 
し た 汗 が 滴 と な っ て 零れ 落ち た 。 何 時 し か カイ の 顔 は 紅 


潮 し 血色 が 戻っ て き て いた 。 眼光 も また 本 来 の 克 き を 取 
り 戻 し つつ ある 。 

「 ち っ た ぁ マ シ な 顔 に な っ て きた か ? 
り ね ぇ な ! 」 

ソル が 再び 大 剣 を 構え る 。 そ の 動き に 呼応 し て カイ も ま 
た 身構え た 。 大 きく 一 歩 を 踏み 込む ソル 。 剣 を 振り か ぶっ 
た 利 那 
「 や 、 や め て っ ! 」 

足下 に は 、 お よそ 殺伐 と し た 場 に は 相応 し 
纏 わ り つい て いた 。 

「… シ ン っ 1 ?」 

「 な ん だ 、 ボ ウズ 。 ど うし た ?」 

シン は 必死 に ソル の 足 に し が みつ き 、 そ の 手 を 離 そ うと 
し な い 。 

「 パ パ の こと … だ いき らい … だ 。 け ど 、 パ パ が ケガ する 
と ママ が な くん だ 。 マ マ を な か す や つ は … ゆ 、 ゆ る さ な 
い 1! 」 

「… そ うか 。 小僧 、 俺 が 怖く ね ぇ の か ? 」 

ソル を 恐れ て いる の は 一 目 瞭 然 で ある 。 今にも 泣き 出し 
そう な 表情 。 ぬ い ぐ る み を 持つ 手 が 小 刻み に 震え て いる 。 
「 こ 、 こ わい よ 。 だ けど … ゆ 、 ゆ る さ な い 1! 」 

自分 の 倍 以上 も ある 大 男 に 向かっ て 気丈 に 立ち 向かい シ 
ン は 言い 放っ た 
カイ の 手 か ら 離 れ 落 ち た 剣 が 床 を 叩く 。 右 目 か ら 溢れ 出 
し た 涙 が 滴 と な っ て 類 を 伝っ た 。 

「 や れ や れ …、 テ メ ェ よ り 息 子 の 方 が よっ ぱ ぽ ど 立派 じゃ 
ね ぇ か 」 

ソル は 頭 を 拉 い た 。 


… い や 、 ま だ 足 


く な い 何 か が 


ぐる る る る $ る $ る る ぐる $ す ぐる ぐる $ す ぐる を 


「 ソ ル … ひ と つ 、 頼 みた いこ と が ある …」 


[息子 を … シ ン を し ば らく 預かっ て くれ な いか … ? 」 
「… ん だ と ?」 

「 無 理 を 承知 で … 頼 みた い …」 

突然 の 申し 出 に 意表 を つか れ た ソル は めずらし く 狼 狼 し 
た 。 当 の 本 人 は 二 人 の 会 話 を 理解 し て いる の か いな い の 
か 、 オ ド オ ド と し た 様子 で 交互 に 二 人 を 見 比べ て いる 。 
「… そ れ が 、 テ メ ェ が 出し た 答え か ? 」 

ソル が 問い 返す 。 

「… い や 違う 。 だ が 、 少 し だ け 時 間 を くれ な いか 。 こ の 
子 や 妻 が 笑え る 世界 を 創る まで …」 

カイ は 淀 み な く 答 えた 。 ソ ル が 不 敵 な 笑み を 浮か べ る 。 
「 ふ ん …、 ど ん な 風 に 育っ て も 文句 は ね ぇ ん だ な ? 」 


MASTER CHARAOTER 
Mi 1 DTPTE DS 
や や No 
ジル テバ ッ ド ガイ 
中 無 朋 で 面倒 くさ が り 屋 。 口 数 は 少な く 、 必 要 最 低 限度 の 言葉 し か 口 に し な い 。 そ の 性 格 は あら ゆる 行動 に 反映 され て いて 、 自 ら 繰り 出 
す 攻 撃 に も 、 荒 削り で あり な が ら 一 整 必 中 で ある と ころ に 表現 され て いる 。 人 当たり は 冷た い が 、 悪 党 で は な い 。 ぷ 100 年 以上 も の 昔 、 聖 


戦 の 引き 金 を 引い た 「 あ の 男 」 に よっ て ギア へ と 改造 され た 元 科学 者 。 過 去 を 捨て 自ら の 運命 に 決着 を つけ る べく 「 あ の 男 」 の 足跡 を 追う 日 々 
を 過ごし て いる 。 現在 は ソル ニ バ ッ ド ガイ と 名 乗り 、 シ ン と 共に 旅 を 続け て いる 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

ソル 自身 に は 大 き な 違い は な いん 
で す が 、 ナ ン バ リ ング 作品 と いう こ 
と で 衣装 の デザ イン を 見 直し て いま 
す 。 従来 の 作品 は 非常 に タイ ト な 衣 
装 を 身 に つけ て いま す が 、 本 作 の 世 
界 観 に そぐわ な いん で すね 。 そ こ で 
和製 RPDG み た いな も の を 意識 し て 描 
いて み ま し た 。 当 初 は ロン グ コ ー ト 
を 羽織 ら せ た り も し た ん で す が 、 シ 
ル エ ッ ト が 既存 の キャ ラク ター に 似 
て いる た め ボ ツ に …… 。 独自 性 を 出 
そう と あれ これ と 試行 錯誤 を し た 結 
果 、 待 を スネ の あたり まで 上 げた よ 
うな 衣装 に な り ま し た 。 武 器 の カタ 
チ も 従来 か ら 変わ っ て いま す が 、 同 
じ 封 炎 語 で す 。 こ れ は ソル が 封 火 剣 
を 改造 し て いる と いう 設定 が あっ て 、 
ゲー ム の シス テム に 合わ せ て 剣 が レ 
ベル アッ プ し て いく 工程 を 剣 自体 の 
モデ ル で も 見 せ て いこ う 、 と 。 最 終 
形態 は ゴツ イ 感 じ に な る た め 、 初 期 
段階 の 封 炎 剣 は シン プル な デザ イン 
に し て いま す 。 (石渡 ) 

格闘 ゲー ム の 頃 と は ガラ ッ と 印象 
の 異な る コス チュ ー ム に な っ て いる 
の が 新鮮 で し た 。 同 時 に 、 ブ カブ カ 
で 布 生地 に 余 裕 の ある 衣服 だ っ た た 
め に 、 体 の ライ ン が つか み づ ら く 、 
モデ リン グ に 苦労 し た 記憶 が あり ま 
す 。 た し か マス ター の 中 で は 一 番 最 
初 に モデ リン グ を 行っ た キャ ラク 
ター で し た 。 そ の せい も あっ て 開発 
が 進み 技術 も こなれ て きた あと に 見 
直す と 、 「 な ん じゃ こり ゃ ! 」 と 。 最 初 
の モデ ル は 今見 る と 貧弱 そう で ひど 
い モ ン で し た 。 開 発 中 に も 2 一 9 回 、 
大 幅 な 修正 を し た キャ ラク ター で す 。 
お か げ で 最終 的 に は か な り 存 在 感 の 
ある 、 主 人 公 ら し いい シルエット に な 
り ま し た 。 マ スタ ー 全 体 に いえ る こ 
と で す が 、 テ クス チャ や ポリ ゴン 数 
を 変 に ケチ っ た の は 失敗 で し た 。 も っ 
と 豪勢 に 使え ば 良かっ た 。 (本 村 ) 


ゞ 決定 稿 (バス ト ア ッ プ ノ 全 身 ) 


ゞ PROFILE 

ソル ニ バ ッ ド ガイ (CV : 中 田 誠治 ) 
身長 182cm 

体重 74kg 

血液 弄 不明 

出身 アメ リカ 

誕生 日 不明 

アイ タイ ブ 赤 

趣味 QUEEN を 聞く こと 


大 切な も の QUEEN の 「 シ アー ハー ト 
アタ ッ ク 」 の レコ ー ド 
嫌い な も の 努力 、 が ん ば る こと 


ゞ 設定 (三面 囲 ) 


Y GEAR E 昌 H HE MATERIA GO E 


邊 =* 


ゞ 設定 (表情 ) 
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ゞ 設定 (コス チュ ー ム ) 
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ゞ 設定 (ドラ ゴン イン スト ー ル 時 ) 


Y ル し 


ツ 攻 、 


ドラ ゴン イン ズ ト の 時 = ラ インザ っ スト -/ し 捧 2 
の 2 ト クイ デイ シシ と の トド 
武 参 利和 隊 昌 
ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス シチュ エー ショ ン ボイス シチュ エー ショ ン ボイス 
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MASTER 


Mi 1 DMRTWTNUTED1 


マス ター ゴー スト 


ソル の パー ソナ リティ を 示す 「 機 械 」 を モチ ー フ に し た マス ター ゴー スト 。 
巨 肛 の 人 物 が 歯車 を 支え る か の よう に 拘束 され て いる 。 


ゞ 設定 


ーー ャ クリ エイ ター コメ ント 
| 基本 的 に マス ター ゴー スト は 、 何 か 
し ら マ スタ ー 当 人 の パー ソナ リティ 
や その 背景 が 反映 され て いま す 。 ソ 
ル の 場合 、 彼 の 属性 の モチ ー フ で あ 
る ※ や 、 本 人 の 背負 っ た 業 、 ま た は 
力強い デザ イン が 課題 と な り ま し た 。 
そし て 、 ソ ル の トラ イブ 全体 に 共通 す 
る コン セブ ト な の で す が 、 彼 の 冷や 
や か で 無骨 な 個性 を 表現 する た め に 
あえ て 動物 や 人 物 を 避け て デザ イン 
し まし た 。 こ れ は 、 ソ ル の 仲間 に 対 
する 命令 が 舞 慈 悲 に 見 えな いよ うに 
配慮 し た た めで も あり ます 。 (石渡 ) 
最初 に デザ イン 作業 が 回 っ て きた 
マス ター ゴー スト で す 。 正直 「 マ ス 
ター ゴー スト 」 と いう も の が どう いう 
| 姿 を し て いる べき な の か 、 な か な か 
p\ ツ の 2 つか め な く て 迷走 し まし た ね 。 ラ フ 
\6 こ を 何 枚 も 描い て 3D で ラフ モデ リン グ 
し な が ら バ ラン ス と か 構成 と か を い 
じ っ て まし た 。 ソ ル ら し さ を 出 す た 
め に 見 慣れ た パー ツ を 随所 に 配置 し 
た り 、 作 品 全体 の キー ワー ド で ある 
「 ギ ア 」 の メタ ファ ー を 用 いた り 。 真 
ん 中 で 人 間 バ ー ベ キュ ー に な っ て い 
る 黒い 人 は 「 ソ ル 」 で は な く 「 フ レデ 
リッ ク 」、 つ まり ギア で は な い ン ソル 。 
それ が ギア に 巻き 込ま れ て 囚われ て 
いる よう な イメ ー ジ で す 。 発売 直後 
に ネッ ト で 「 焼 き 土下座 」 と いう 呼び 
方 を され て て 大 笑い し まし た 。 (本 村 ) 


es 


N \ ゆで そ ッ 
NN 
! 


] 了 NL 
/ 7 【/ 6 
3 二 が 記紀 
NN 5 必 


マッ プ に 点 在 する ゴー スト は 最初 中 立 状態 ヴァ レン タイ ン 
に ある が 、 ト ライ ブ の 攻撃 に よっ て 支配 ゲー 
ジ が 振り 切れ る と 制圧 で きる 。 こ の と き ト ラ 
イブ に 応じ て 、 下 写真 の よう に ゴー スト に エ 
ン ブ レ ム が 映し 出さ れる の だ 。 エン ブレ ム は 
レイ ヴ ン も 合わ せ て 7 種類 存在 する 。 


と 1 


s 困 RfriRR 導 9 で \IYH 
へ 上 章 右 へ 出 に サー 
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Di 5 


+ ゞ クリエイター コメ ント 


キャ プチ ャ ー は シン プル な シル 
エッ ト を 心がけ まし た 。 結 果 、 ソ ル 
の イメ ー ジ に 対し て 少し 可愛 すぎ る 
デザ イン に な っ て し まっ た 反省 点 は 
あり ます が 、 ユ ー モ ア を 無く し た 世 
界 観 に 見 える 表現 に は し た く な か っ 
た こと も あり 、 ど こ か に 愛 婚 を 残す 
よう に し まし た 。 (石渡 ) 

キャ プチ ャ ー は 開発 初期 は こう い 
う 実 体 を 持っ た キャ ラク ター で は な 
く て 、 光 の 塊 、 エ ネル ギー 体 の よう 
な も の が 想定 され て いま し た 。 そ の 
ほう が ゲー ム 機 の 処理 的 に 軽い の 
で 。 そ の 後 、 紅 余 曲折 あっ て 今 の よ 
うな 形 に な り ま し た 。 本 当 は 持っ て 
いる 武器 で 直接 攻撃 する と いう 予定 
も あっ て モー ショ ン も 作っ て あっ た 
ん で す が 、 ゲ ー ム バラ ンス 優先 で ボ 
ツ に な り ま し た 。 ソル の キャ プチ ャ ー 
は まさ に [炉心 ]」 と いう 雰囲気 で すね 。 
本 来 は 上 部 の 汽笛 の よう な 形 の パー 
ツ が 頭 な の で し ょ う が 、 ど うし て も 
お 腹 の 窓 の 部 分 が 顔 に 見 えて し まい 
ます 。 (本 村 ) 


キャ フチ ャ ー 


まる で スト ー ブ の よう な フォ ルム を し た ソル の キャ プチ ャ ー。 
動力 源 と な る 中 心 部 の 炉 は ゲー ム 中 で も 煙 煙 と 照ら され て いる 。 


綱 め 前 


終 め 後ろ > 


時 宗 
ソルト ライ 
ほか の キャ ラ と 同じ で す 


に 


ンド は 
ララ ス ド ラ イィ バー 
み だ い な 携 造 で す 


胡 光 イメ ー ジ 


文 ハ ンマ ー ヘ ッ ド 横 か ら 


フ ァ イ ア パタ ダー ン 


WI 
ぞ の 分 バラ ンス を と っ て 
重心 を 後ろ に し て いま す 


ゞ 設定 (全身 ) 


文 胸 の 騰 位 置 は 
モー ショ ン 使い 回 し を 諸 ま えて 講 季 し て くだ さい 


メ 放 断 面 


板 ポ ボリ と 
統 き で 良い か と 


文 肝 の 付け 柏 遇 か ら . 
権 ボ リ と 燃え テ ケ ス キャ 


文生 の 構造 詳細 (全て 参照 まで に ) 
/ 

メ 白 だ だ み ナ イフ 

の よう な 見 だ 目 で す 、 

板 ポ り で 


文 指 の 障 問 は 
電 り ませ ん 支 手 中 パー ツ 


設定 で は 手 
ジョ イン ト 和 を 


ゞ 設定 (三面 較 各 部 パー ツ ) 


背 びれ は 板 ポ ボリ と 撤 を で 


指 3 本 で 丸め て 持ち ます 
( 填 指 は 無し ) 


ルー まで うな け て 下さ い 


MATERIAL 


COLLECTION 


MET 1 DOUWIANUED* 


NN、]】 
や 
ザ に ドリ ルー 
巨大 な ドリ ル が 特徴 的 な 下級 近接 兵 。 フ ラッ ト な 性 格 の ソル サー ヴァ ント の 中 で も 、 や や 俗 っ ぽい 喋り 方 を する 。 


「 男 な ら 、 勇 気 と 希望 と ドリ ル を 誇 れ 。 目 指 せ で っ か い 男 前 」 


く 右 ドド 9I レ ラッ 


1 


きい 9 し 


ゞ 設定 (全身 ) 


く 正 負う 
| 二 了 dt も 人 すり て と て 


人 い て いる の て ヽ 
こ ホ て - 休 か と 9R 加 し た り は 


SMM パ ワー アッ プ 武 器 1/2 
く ド 9 人) 肢 回 欄 フ ro > 


すっ モー ショ ン と た り 章 定 の 仁和 と 香 多 で 
大 きる 順 障 し ます 、 で きれ ば これ くら ちい 大 くし た い 


く 志 4 ドリ ル し 正 思 > 


/ と 
信 貼 村 の 人 の を て のり 取り 
と 4 た W% で る 


っ 
ーー= ハ 2 


衣 培 定 に ここ は ま 機 人 半 の 
立 の 科 る 枯 き て す 
す て - 何 か せ 生え そい イ 坪 そ も て ます 。 


ゞ 設定 (武器 通常 時 ) 


ゞ 設定 (武器 パワ ー ア ッ プ 時 ) 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

ソル の トラ イブ の 中 で 、 最 初 に 具 
体 的 な イメ ー ジ が 出来 上 が っ た キャ 
ラク ター で す 。 ポポ ディ の ファ イヤ ー 
パタ ー ン や 、 細 く 並 ぶ 鎧 な ど 、 よ く 
見 る と そこ そこ に ディ テー ル も ある 
の で す が 、 シ ル エ ッ ト が スッ キリ と 
し て いて 個人 的 に 結構 気 に っ て いま 
す 。 蛇足 情報 で す が 、 コ イツ の 歯 は 
ライ フル の 弾 の よう に な っ て いま す 。 
当初 は 噛み 付き 攻撃 な ん て いう も の 
も 考え て いた の で す よ 。 (石渡 ) 

どう いう わけ か 、 最 初 は こい つが 
装甲 兵 で 、 ブ レイ ド が 近接 兵 だ と 勘 
違い し て まし た 。 も と も と の デザ イ 
ン が シン プル で 完成 度 が 高かっ た の 
で 3D の モデ リン グ は か な りす ん な り 
いき まし た ね 。 ポ イン ト に な る の は 
や は り ド リル で し ょ うか 。 こ ん な 先 
端 が 平ら 5 な ドリ ル で 穴 が 掘れ る の か 
は と も か く 、 人 迫力 は あり ます 。 人 迫力 
は 事実 に 優先 する 、 と いう の は ゲー 
ム を 作る うえ で の ひと つの 真実 か と 。 
こい つ に 限ら ず ソ ル サ ー ヴ ァ ン ト は 
最初 は 銅 や 真 仁 の よう な 質感 が 想定 
され て いま し た 。 設 定 画 で カラ ー が 
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1 』 \。1 


違う つの は その た めで す 。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ーー 

攻撃 (level up) ー 

ダメ ー ジ (4) ギ 

ダメ ー ジ (大 ) ギ ゴ 

死亡 What a shame… 

令 受話 OK、BOSS 

出撃 ( 再 出撃 ) gotta go 

感謝 Thank God 

褒め That s my BOSS ! 

マス ター 夢 遇 Head of the 
enemies 

マス ター ゴー スト 到着 reached 
Masterghost 

目的 地 到着 Im here 

撤退 fall back 

対面 時 劣勢 予想 oh hell… 

優勢 (対面 時 ) we can handle it 

呼び か け Hey BOSS 


So mamcty | 目 証 記 目 計 を 置 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ソル の トラ イブ の 中 で は 、 最 も デ 
ザイ ン に 苦し ん だ キャ ラク ター で す 。 
基本 的 に ザ ・ ド リル と 近い シル エッ ト 
を 意識 し な が ら 、 ひ と 回 り 大 きく 、 
た くま し く 見 せ た か っ た の で す が 、 
関節 な どの 可動 領域 を 考慮 する と 、 
GD に し た 時 に いま いち 厚み の ある ボ 
リュ ー ム 感 が 表現 で きま せん で し た 。 
さら に 、 当 時 は グラ フィ ッ ク エ ンジ 
ン の 限界 に 結論 が 出 て いな いま ま 製 
作 が 進め られ て いた た め に 、 へ ん に 
ポリ ゴン 数 を ケチ っ て 表現 を あき ら 
め た デザ イン な ども 結構 あり まし た 。 
(石渡 ) 

ザ ・ ド リル と 比べ る と か な り 複 雑 な 
デザ イン で ポリ ゴン 数 的 に 大 丈夫 か 
な と 思い な が ら モ デリ ング し まし た 
が 、 何と か な り ま し た ね 。 細 か い パ ー 
ツ が それ ぞ れ 独立 し て 動く の で モー 
ショ ン つ ける 人 は 大 変 だ っ た ん じゃ 
な いで し ょ うか 。 モ ーション と いえ 
ば 、 ソ ル の サー ヴァ ント は エン ジン 
の バイ ブレ ーション みた いな 振動 が 
お も し ろ い で すね 。 ま た 、 ザ ・ ド リル 
も そう で す が 、 吹 っ 飛ば され る 時 の 
動き が ユニ ー ク で 秀逸 で す 。 モ デリ 
ング 段階 で は デザ イン 的 に 尻尾 (? ) 
の イカ リ が お も し ろ い な 、 と 思っ て 
いた の で す が 実 際 の ゲー ム 画 面 だ と 
あま り 目 立た な か っ た の が 残念 で す 。 
も っ と 大 きく し て も 良かっ た か も 。 
(本 村 ) 


+ ャ キャ ラク ター ボイス 

攻撃 ー 

攻撃 (level up) ー 

複数 攻撃 Dont touch me! 

ダメ ー ジ (ゆり ガ 

ダメ ー ジ (大 ) ガ ゴ 

死亡 No way! 

命令 受諾 Yes sirl 

出撃 ( 再 出 撃 ) GO GO GO! 

感謝 Thank you sirl 

褒め Yourre the best. Sirl 

マス ター 鞍 遇 There's the leaderl 

マス ター ゴー スト 到着 MasterGhostin 
sight. 

目的 地 到 着 Here l am. sirl 

撤退 Retreat 

対面 時 劣勢 予想 We need backup 
Sirl 

優勢 (対面 時 ) We can do it! 

呼び か け Sirl 


ブレ イド 


両 腕 が 巨大 な 剣 の 下級 装甲 兵 。 仕 事 に 徹する 職人 気質 な 雰囲気 を 持つ 。 
「 鍛 えた 拳 は 鋼 の 刃 。 頼 れる 男 の 一 般 兵 」 


+ 設 定 (全身 ) 


に ます る (こう 7 


ゞ 設定 ( 妥 体 下部 ) 


中 内 で 具 方 の 2 つの プロ ベラ の 岡 に 
2 先 
用 に 業 を つけ て くだ さい 人 大 > 
' 火 が 噴 由 し て プロ ベラ の 形 を 
か た どり つつ 、 攻 撃 男 囲 を 
カバ ー し ます 


プロ パラ 新 邦 
欧 み を つけ て くだ さい 


MKO か Ge が iM て ます 
ノー マル バー ジョ ン の 

調 炊 奏 か ら の 人 を 

その まま 利用 する 六 図 で す 、 
動き が 不 自 付 で す が 気 に ぜ ず に 


二条 末田 、 醒 入口 は 3 方 向 に 出 て いま す 


前 硬 か ら 妖 た プロ ベラ の イメー ジ 較 
プロ ベラ 自体 は も う 片 方 の プロ ペラ に 


き で す 、 
エフ ェクト で 仕様 の 攻撃 舌 還 を カバ ー し ます 


ゞ 設定 (パワ ー ア ッ プ 時 ) 


LTY GEAR 


ゞ 設定 (側面 較 ) 


-OVERTURE MATERIAL COLLECTION 


Di SB 


NET111 DIRSTMWINTFD1 


0 】 ぺ ペ ゃ 
ペン シリ レガ イ 
ライ フル を 携え た 下級 射撃 兵 。 ソ ル サ ー ヴ ァ ン ト の 中 で も 、 比 較 的 お 調子 者 な 性 格 。 


「 狙 っ た 獲物 は 逃さ な い 。 い ぶし 銀 だ ぜ ペン シル ガイ 」 


く 小 信 後 ろ > 


ナナ メ 前 > 


生生 


0 
2 る を の 中 か は も 下 "Hz 


A 名 5( は チ (, ょ を を に 中 人 いう) 


ーー 族 っ す 放 


すい ッ そ フル キシ フー し に 


Y ダ 交 2 な し た い の で it パッ ト の 
ド 名 - こ と を > てこ 
了 f9 ン ンチ し て 下さ o 


4 
生 】 


* 時 定 (生身 ) 


ぐす せよ 上 考 (< と り る 柏 - 枚 イメー ジッ 
ぐ 205 > SN ク く 6 
K ヽ 、 ぐー 
べ いや へ ひい ニン の 人 
邊 ー ド に で を 拉 っ 企 召 っ 包 く ま て 全 計 て す 。 
1 ゞ 設定 ( 手 ) 
この えさ ミ 。 2 半 


衣 多 し z 季 きた い 。 


馬 か ら > も /(ー ツ の プロ ポーション は こも ら 人 球 で お 禁 い し ます 


大き き は モー ショ ン 和弘 で が / 
CS 大 W く し た いで す 7 


ま 仙 に よっ て ん ガ ー の 本 


和合 も る すく ん 回 < さい 、 
下 上 Im し た いて うす 。 


すり ロー ドア クシ ョ ン 打 


Wat 
< 給 エン 
3 
を EE 
ロン 
]】 


ョ コン サナ の 半生 が 
、 5 イド イン 


J 電 る 4 の 本 7 リッ と 殿 た が 信 
を す の 履 評 う イ つ フル 放す 3 状 て * 


方 
で "ヤン イト 


ゞ 設定 ( 哉 器 通常 時 ) 


GUILTY GEAR 2 


ゞ 設定 ( 哉 器 パ ワー アッ プ 時 ) 


MATERIAL COLLECTION 


OVEHTURE 


PB 


店 笑 も 因 . も で たり は 本 T 代 j に と て 下 こい 。 
くら) 
欄 aa 
E3 比 光 みっ 


ゝ 
Py 
2 っ 
ーーー マ ヽ ンダ 
Eh 
5 こ 2 ay 
に 】 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ペン シル ガイ は 好き な デザ イン の 
ひと つ で す 。 イ ラス ト 段 階 で すん な 
り と イメ ー ジ が 固まり まし た 。 こ の 
ゲー ム は 大 量 の キャ ラク ター が 一 堂 
に 会 する 場面 が 多い た め 、 そ れ ぞ れ 
94 クシ ョ ン を じっくり と 見 る 機会 


は 少な いと 思い ます が 、 ペ ン シ ル ガ 
イ は モー ショ ン も ちょ っ と 凝っ て い 
ます 。 「 ラ ン ニ ング ワイ ルド 」 と いう フ 
ラッ シュ グレ ネー ド を 投げ つけ る ア 
クシ ョ ン で は 、 自 ら も 爆風 に 巻き 込 
まれ な いよ うに 、 後 方 に 避難 ・ 飛 び 表 
く の で す が 、 一 度 様子 を 見 る た め に 
振り 返る な ん て いう 細か い 芸 も させ 
て いた り し ます 。 (石渡 ) 

開発 中 は ソル トラ イブ で も っ と も 
存在 感 の な い サ ー ヴ ァ ン ト で し た ね 。 
な に せ 鎖 で 構成 され て いる の で 細く 
て スカ スカ だ っ た の で 。 パ ー テ ィ ク 
ル で 炎 が つく よう に な っ て か ら だ い 
ぷ ぶ マ シ に な り ま し た が 、 本 当 に キャ 
ラク ター が 立っ た の は 「 ペ ン シ ル ガ 
イ 」 と いう ネー ミン グ が 決ま っ て か ら 
で し ょ うか 。 ス タン グレ ネー ド を 投 
げ て か ら 伏 せる モー ショ ン が 秀逸 で 
し た 。 ブ ロッ ク ヘ ッ ド に よる パワ ー 
アッ プ で 武器 が 変化 する の で す が 、 
よく 見 る と 新しい 武器 は ル ガ ー み た 
いな 尺 取 虫 機構 に な っ て ます 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 (level up) 記 

ラン ニン グ ワ イル ド Heads up! 

ダメ ー ジ ( 小 ) ジレ 

ダメ ー ジ (大 ) ゲ ギ 

死亡 Im busted… 

命令 受諾 Il give it a shot 

出撃 ( 再 出撃) Forward! 

感謝 My thanks! 

誤 め Bull's eye! 

マス ター 中 遇 The enemy leaderl 

マス ター ゴー スト 到着 Targetinsight 

目的 地 到着 Im in position 

撤退 Out of ammo… 

対面 時 劣勢 予想 We need more 
guns! 

優勢 (対面 時 ) We have the 
dvantage 

呼び か け Commanderl 


DIATrhdM NEWIEDD 


ファイ ヤー ホ ポイ ー ル レ 


バイ ク を 模 し た 姿 か ら 格闘 ロボ ッ ト に 変形 する 上 級 近接 兵 。 性 格 は 比較 的 気 が 強 い タ イプ 。 
「 魂 の シン バル が お 前 の 鼓 障 を 焼き ま 尽くす 、 埋 駄 天 の 近 接 兵 」 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

個人 的 に は デザ イン の デキ が 悪 
か っ た と 反省 し て いま す 。 バ イク 形 
体 で 移動 する と いう 発想 は 悪く な 
か っ た の で す が 、 こ れ ま た ポリ ゴン 
を ケチ りす ぎ て 、 メ カ デ ザ イン 特有 
の ギミック 感 が 薄く な っ て し まい ま 
し た 。 な ん と も 中 途 半端 で す 。 ま た 
デザ イン の 都合 上 、 ど ちら か の 形態 
が 小さ く 見 えて し まっ た り 、 上 級 兵 
と し て の 威厳 の よう な も の が な か っ 
た り で 、 完 成 ま で 非常 に 長い 道のり 
で し た 。 最終 的 に 実際 に 作っ た サイ 
ズ よ り 無 理 や り 大 きく 表示 し た な ど 
の 秘話 も あり ます 。 (石渡 ) 

バイ ク み た いな 外見 だ っ た の で 最 
初 は 機動 兵 か と 思っ て まし た が 、 実 
は すばやい 近接 兵 と いう こと で 。 ゲー 
ム 中 で は か な り 強 力 で 頼り に な る 
サー ヴァ ント な ん で す が 、 作 っ て る 
最 中 は 正直 あん まり そん な イメ ー ジ 
は な か っ た で すね 。「 上 級 兵 に 見 えな 
い 」 な どの 理由 か ら 最 初 の デザ イン よ 

り 点 た 回 りほ ど 巨 大 化し て た り し ま ュー ーー ニー 
す 。 ソ ル が 踏 っ て 高速 移動 する 、 み 
た いな ネタ も あり まし た が 今回 は あ 
えな く ボ ツ に 。 機 会 が あれ ば 次 回 作 


と か で 実現 し た いで すね 。 (本 村 ) 
+ キ ャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
攻撃 ー 
レッ ドア ウト Burn in hell 
ダメ ー ジ (』) 当 
ダメ ー ジ (大 ) ゴム 
死亡 Neverll 
命令 受諾 Right away! 
出撃 ( 再 出撃) Here we go! 
感謝 Thanks manl 設定 ( 頭 部 ) 
褒め Youre the manl 
マス ター 財 明 Its the BOZO! ー の は 
マス ター ゴー スト 到着 Look at that! 9 6 
目的 地 到着 What now? 
撤退 Pull back 
対面 時 劣勢 予想 Need help! Now! 
優勢 (対面 時 ) They have no 
chance 
呼び か け Hey. man! 


左 fp/F ウ は 上 る 5 の アザ し 


回 軒 お の で 
別 そ 〒C て 5 


オル し 
下 45 の アァ 776 
と 基 ら 部 人 2 
脱 nzr 想 と 〒04 は 
5 ん に 扱 基 と 但 st6u0 
ゞ 設定 (胴体 ) SSH2S32。 ゞ 設定 (前 輪 ) 
GUILTY GEAR 2 -O ERTURE MATERIAL COLLECTION 


DP 自 


MEO111 DTINDFD* 


エン ガリ レブ ァ ー 


ヨッ ト を 模 し た 姿 か ら 格闘 ロボ ッ ト に 変形 する 上 級 機動 兵 。 人間 で いう と ころ の 「 親 分 肌 ] な タイ プ 。 
「 乗 船 切符 は 要ら な い ぜ ? た だ し 二度と 戻れ ぬ 死 出 の 旅 。 地 獄 の 水先 案内 エン ガル ファ ー ! 」 


ッ ク リ エイ ター コメ ント 

ファ イヤ ー ホ イー ル 同 様 、 移 動 時 
と 待機 時 で 種類 の 形態 持つ エン 
ガル ファ ー で す が 、 こ っ ち は 結 構 気 
に 入っ て ます 。 わ か り に くい か も し 
れ ま せん が 、 移 動 時 に は ヨッ ト の よ 
うな 形 に な っ て いま す 。 骨格 か ら ギ 
ミッ ク ま で 、 個 人 的 に は な か な か カッ 
コ い いと 思う の で す が ……。 ど な た 
か フィ ギュ ア 化 し て くれ な いで し ょ 
うか 。 (石渡 ) 

こい つの デザ イン に は な か な か 度 
肝 を 抜か れ ま し た ね 。 パ ー ツ パー ツ 
の デザ イン は ヒー ロー ロボ ッ ト っ ぱ ぽ 
い の に 全体 の 構成 が それ を 裏切っ て 
いて 、 で も それ が 逆 に イン パク ト に 
な っ て いる 。 ヨ ッ ト み た いな 長い 首 
の せい で な ん と か な く キ リン の よう 
な 印象 を も っ て いま す 。 移動 時 に は 
変形 し て 完全 に ヨッ ト み た いな シル 


ンー エッ ト に な る ん で す が 、 ソ ル は な に 
\ ヨ ッ こ 因 い 日 で 
設定 (全身 ) の) ッ ト に 思い 入れ で も ある ん で 
5 3 し ょ うか ね ー ? (本 村 ) 
く SKILL 用 ギミック > ゞ キャ ラク ター ボイス 
2、 用 と 胸 の 関節 が 大 きく 開い て お な か に 内 蔵 さ れ た メカ が 企 出 し ます 。 シチュ エー ショ ン ボイス 
時 に 補 如 が 出る よう な ら / 攻撃 ー 
/ シャ ッ ト ア ッ プ That's enough! 
ノム 電 1 ダメ ー ジ ( 小 ) グ 
し 」 し, Y ダメ ー ジ (大 ) グ 時 
4 死亡 What the.…!? 
N パ 命令 受諾 ASAP 
/ チ 二 押 の 内 作 に 炉 が あり ます が 、 1 出撃 ( 再 出撃) Move move move! 
ポリ ゴン を 食わ な いよ うに フタ を する 彼 目 で す 。 
和 和 に つ 0 位置 や ディ テー ル 等 氏 策 し て で もらって か まい ませ ん 。 _- 感謝 10we you. 
< く ギミック 開放 時 > トラ ンス で 押上 よ く 衝動 させ ます 2 文 移動 時 モー ショ ン 可 め Gimme five! 
ヨッ ト ポ ボ ポーズ マス ター 甘 遇 Found the bastard! 
マス ター ゴー スト 到着 Objective in sight 
目的 地 到着 Right on time! 
撤退 Gotta runl 
対面 時 劣勢 予想 TI gotta bad feeling 
about thiS… 
優勢 (対面 時 ) Easy! 
* 呼び か け Chiefl 
が 
ゞ 設定 ( 肌 体 ) そ 設 定 (正面 岡 側面 較 ) 
横 > 
よこ の イク キャ モ ・ 
く 背 びれ パー ツ > 
ョ 首 周 り > 
正面 > 
二 設 定 的 に は 穴 で す が モ デル 上 で は バン プ と チク スチ ャ で 筆 税 し て くだ さい 。 
ゞ 設定 (背びれ ) 
上 か ら 
で 衝 め 下 か ら > 庫 み は 必要 無い か も ラグ 
ひざ の 軸 こ ボ ポリゴン 節約 宋 
さ 
ダ 
さ 
いい 幡 子 の 内 側 は テク スチ ャ で 


去 関 節 部 は 作成 
まき の 辺 の 立体 は テク スチ ャ で お 願 いし ます は 


ゞ 設定 ( 脚 部 ) 


GUILTY GEAHR 2 -OVERTUBE MATERIAL COLL 


ゞ 設定 ( 頭 部 ) 
5 | 


O ド 


m 


1 ピー ピコ 


MASTER 


Sot.mAmety | 目 是 記 目 目 包 時 


プロ ッ ク ペ ヘッ ド 


オイ ル ラ イタ ー の よう な 姿 形 を し た 上 級 法力 兵 。 性 格 は 後ろ か ら 応援 する 控え め な タイ プ 。 
「 見 た 目 に こだわ る 奴 は 放っ て 置け ば いい 。 男 な ら 中 身 で 勝負 だ ろ ?」 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ブロ ッ ク ヘ ッ ド も お 気に入り の 
キャ ラク ター の ひと つ で す 。 た だ 、 
待機 時 に は 完全 に モノ リス の よう に 
継ぎ 目 も 見 えな いた だ の 板 に する 予 


定 で し た が 、 次 世代 表現 技術 を いろ 
いろ と 取り 入れ て いる 過程 で 、 こ の 
間接 の 継ぎ 目 が どう に も 消せ な い 状 
態 と な か り ま し た 。 今 な ら ば 打開 策 も 
ある と 思い ます が 、 当 時 は それ だ け 
が 心残り で し た ね 。 (石渡 ) 

た だ の 直方 体 の 金属 ブロ ッ ク が ガ 
チョ ガチ ョ ワキ ャ ワキ ャ と 複雑 な 変 
形 を し て まっ た く 別 の 形 に な る と い 
う オ トコ ノコ の メカ 魂 を くす ぐる デ 
ザイ ン 。 壊 れる と き な ど に ちゃ ん と 

ー ツ が 一 個 一 個 ず れ て た り と 、 実 
は 結構 見 所 が 多い キャ ラク ター で す 。 
開発 中 は こい つの 発射 する 5WAY 弾 
が 一 時 期 猛 威 を ふる っ て まし た 。 製 
品 版 で は か な り 落 ち 着き まし た が 。 
ブロ ッ ク 状 態 で フワ フワ と 戦場 を 移 
動 す る 見 た 目 が 今見 て も シュ ー ル で 
すね 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 


拡散 SHOT ーー 


ワウ シダ ウシ ーー 

イー ジー イー ジー ー 

ダメ ー ジ (④) ボ 

ダメ ー ジ (大 ) ボ グ 

死亡 Cant be! 

命令 受諾 Leave it to me 
出撃 ( 再 出撃 ) Party timel 
感謝 Gracious! 

褒め You rule! 

マス ター 鞍 遇 The masterl 


マス ター ゴー スト 到着 Cantbelieve my 


eyeS! 


目的 地 到着 Arrived at the point. 
撤退 Run for your life! 
対面 時 劣勢 予想 Werre in trouble! 
優勢 (対面 時 ) Piece of cake! 
呼び か け Hello? 


ぐ く 変形 (cast ski 山 崎 ) 


神 艇 槍 在 出す 為 、 
と の 形 友 の 時 は 、 
モノ リス の ふう に 
表面 を 滑ら か に 
し て 下 き い 


ゞ 設定 (全身 サイズ 比較 ) ーー 
ゞ 設定 ( 足 可動 部 ) 


すこ と っ 構 放 て すす 
た ムー ネ 人 の 販 て 
ミネ の テム て 誠に 人 ほす 


に き /1 有 0 オト NTP 


LE て と イル ン 2 
入 く し て 下さ い 。 


ーー 一 eo 委 


ァ イ そ 6 を の 
條 雪 へ の ヤー ム 朋 夫 


2 た パ も ルル を 


ゞ 設定 (本 体内 部 ) 


7 Ja 
一 味 旋 を パウ ー カ ッ プ きせ る 


スニ ッ ト が と こと に 層 り ます 。( 別 オブ ジェ クト ) 


この 辺 の ミ ゲ は 「 
を MM 


友和 の さき 
4 生 も な いで 1) 


寺 カ の す に 収納 さい て い を (上 刻ま rr ) か 
224 ド で せり ます 。 


かー ツ の 
授 で 面 は 浴 和 っ た 1 た 
すけ 9 テリ 


ERTURE MATERIAL COLLECTION 


1 性 - お っ - 


上 目 So apcy 


クイ ー ン 


女性 的 な フォ ルム が 特徴 の 上 級 法力 兵 。 ソ ル サ ー ヴ ァ ン ト の 中 で も 性格 は 、 完 全 仕事 第 一 。 
「 戦 油 に た た ず む お 一輪 の 華 。 男 の ハー ト は すべ て 燃やす 。 決 し て ヤケ ド じ ゃ 済ま な いよ ! 」 


終 め 後ろ る 本体 の み > 本 体 と シー ルド 位 履 共 | 


> 


ゞ 設定 (三面 囲 ) 


ベー ル 橋 か ら > ベー ル 綱 め 後ろ う 上 か ら > 


まり ゴン ほう けれ 


リコ ン 
新 け 合 いと っ て 下さ い 


る のり よい ので 
9 


0 ルッ Ersu 


+ 設 定 ( マ ント ) 


GUILTY GEAR 2 -OVERHTURE MATERIAL COLLECTION 


1 ワン 8 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

当初 、 彼 女 は 強力 な 銃 を 4 機 備え て 
お り 、 一 発 撃 つ ひ こと に それ ら を 消費 
し て いき 、2 発 全 弾 撃ち 尽く す と マ 
スタ ー ゴ ー ス ト に 帰る と いう 仕様 が 
あり まし た 。 そ の た め 自 分 も 相手 も 
今 ク ィ ー ン が 何 発 残し て いる か の 情 
報 が 必要 と 考え た の で す が 、 全 体 の 
シル エッ ト が 変わ っ て し まう の を 避 
けた か っ た た め に 、 銃 の 表面 に ある 
薬 き ょ う の み を 廃棄 し て いく と いう 
形 を 取り まし た 。 結 局 は ゲー ム バ ラ 
ンス の 調整 に 融通 を 利 か せる た め に 
この 仕様 は な く な っ て し まっ た の で 
す が 、 初 期 段階 で は ちゃ ん と デカ イ 
薬 き ょ う を 廃棄 し て いく 姿 が あり ま 
し た 。 (石渡 ) 

ソル トラ イブ 唯一 の 女性 型 で あり 、 
ゲー ム 中 最速 か つ 最 短命 サー ヴァ ン 
ト で すね 。 炎 に 包ま れ た 外装 の 中 に 
女体 の シル エッ ト が 一 瞬 か いま 見 え 
る と ちょ っ と どき っ と し ます よね 。 
この 拓 を どの よう に 表現 する か で か 
な り 苦 戦 し まし た 。 最 終 的 に は 今 の 
無難 な 形 に 落ち 着き まし た が 本 当 は 
も っ と 派手 な 雰囲気 に し た か っ た と 
ころ で す 。 攻 撃 を 繰り 出す と き の 腰 
の 入っ た モー ショ ン が か っ こい い の 
で 気に入っ て ます 。 実は ソル トラ イ 
ブサ ー ヴ ァ ン ト の 声 は 全部 自分 が 
や っ て いる ん で す が … と いう こと は 
こい つの 声 も …… あ わ わ 、 忘 れ た い 


過去 で す ( 笑 )。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

バー ニン グ HAKKEI 一 

弾 補充 帰還 My ammo 
ダメ ー ジ (4 り My dress… 
ダメ ー ジ (大 ) My skin 

死亡 My Goshl! 
出撃 My turm 

命令 受諾 My pleasure 
感謝 My gratitude 
衣 め My sunshinel 
マス ター 正明 My foe! 

マス ター ゴー スト 到着 Mytarget 
目的 地 到着 My destination 
撤退 My shame… 
対面 時 劣勢 予想 My patience 
優勢 (対面 時 ) My stage 
呼び か け My love 


sou.msAmctny | 軒 早 記 目 目 包 時 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

ハン チバ ッ ク は 、 ソ ル の トラ イブ 
の 中 で 僕 が 最も 気に入っ て いる デザ 
イン で す 。 ス チー ム パ ンク の 要素 を 
取り 入れ な が ら 、 基 本 的 な シル エッ 
ト は ファ ンタ ジー に 出 て きそう な モ 
ンス ター を イメ ー ジ し て デザ イン さ 
れ て いま す 。 ま た 、 ソ ル の サー ヴァ 
ント で は 唯一 の 二 足 歩行 で 、 最も ヒ ョ 
ウキ ン な 外見 と 動き を 見 せ て くれ ま 
す 。 仕様 の 都合 上 短い 命 を 懸命 に まっ 
と うし よう と する 姿 が 、 い じらし く 
て 愛着 が 湧い て し まい ます 。 (石渡 ) 
持ち 運ん で 好き な と き に 召喚 で き 
る か ら か 、 ペ ッ ト み た いで な ん と な 
く 愛 着 の 沸く キャ ラク ター で すね 。 モ 
デリ ング の 担当 は 別 で し た が 、 ユ ニー 
ク な 動き と シル エッ ト で 気に入っ て 
いる キャ ラク ター の 一 人 で す 。 体 の 
前 面 を 覆う 巨大 な シー ルド や 、 背 中 
か ら 突 き 出し て いる 電極 な ど 印象 に 
残り や すい デザ イン で す よ ね 。 自爆 
し よう と する と き の ウ ニン ウニ ン と 
し た 動き が 楽し い キ ャ ラク ター で す 。 
ソル の サー ヴァ ント な の に 電気 が モ 
チー フ に な っ て いる の が な ぜ な の か 


は 今 で も 分 か り ま せん 。 (本 村 ) 

+ ャ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ーー 

爆発 ー 

ダメ ー ジ ⑭ り EAA 

ダメ ー ジ (大 ) ジ ゴ ッ 

死亡 o.oh! 

出撃 March 

命令 受話 Consider it done 

感謝 Thank you. master. 

褒め That' s my master 

マス ター 匠 届 Enemy leaderl 

マス ター ゴー スト 到着 MasterGhostit is 

目的 地 到 着 Im in place 

撤退 Im screwed! 

対面 時 劣勢 予想 Cant hold it onger 
xsi 

優勢 (対面 時 ) We own this place! 

呼び か け Masterl 


ンプ ナッ バッ ク 

ムン ツ 
小型 ロボ ッ ト を 模 し た ミニ オン 。 マ シン を モチ ー フ に し な が ら も 、 楽 天 家 っ ぽい 性 格 。 
「 人 生 に 優劣 な ん て ね ぇ 。 己 の 花火 が 一 発 撃て る か どう か だ ぜ ! 」 


* 眼 定 (全身 ) 


。 ゃ 設定 ( 頭 部 騰 部 / 手 ) 。 


ゞ 設定 (武器 ) 


HH e@ 


仙人 下 個 用 仙 ヒザ サー ゅ > 


スネ 大 
ゞ 設定 (骨盤 部 プ ヒ ザン スネ ) 


MATERIAL COLLECTION 


1 ピオ イコ) 


MASTER 
NIOH DRT 呈 TED1 


ギガ ント 


巨大 ロボ ッ ト を 模 し た 上 級 装甲 兵 。 見 た 目 ど お り ど っ し り と 構え た 性 格 。 
「 多 く を 語る 必要 な ん て ね ぇ …。 男 は た だ デカ イ 育 中 を 見 せ て や れ ば いい ん だ 」 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ギガ ント は 設定 初期 で は も っ と ギ 
ミッ ク 満 載 な 巨大 ロボ ッ ト を 想定 し 
て いた の で す が 、 関 節 構造 や 内 蔵 パ ー 
ツ の 再現 に は グラ フィ ッ ク リ ソー ス 
を 大 量 に 消費 する 懸念 が あめ っ たため 
に 、 最 終 的 に は 無難 に まとめ まし た 。 
当初 は 、 敵 マス ター の 魂 を くら っ て 
変身 する な どの ネタ も あっ た の で す 
が 、 ル ー ル が 複雑 に な りす ぎる と 判 
断 し 、 ボ ツ に し まし た 。 次 回 が あれ ば 、 
マス ター が ギガ ント に 乗れ る くら い 
の 仕掛 け を 盛り 込み た いな と 思っ て 
いま す 。 (石渡 ) 

いわ ず と 知れ た ソル トラ イブ の 最 
終 決戦 兵器 、 ロ マン 溢れ る 鉄 塊 野郎 
ギガ ント 。 開発 当初 は 「 正 気 か ?」 と 
いう ほど 巨大 な イメ ー ジ で し た 。 こ 
いつ を 作っ て いる ころ に や っ と スペ 
キュ ラー( 光 沢 表現 の 一 種 ) が 画面 に 
表示 で きる よう に な っ て き て 、 当 初 
は ボディ ー カ ラー が 黄色 だ っ た こと 
も あり 、 テ カテ カ の 金色 に 輝い て い 
まし た 。 デ ザイ ン 画 と 比べ て 足 の 位 
置 が 変化 し て いる の は 実際 に 立体 に 
起こ す と バラ ンス が 悪かっ た か ら で 
すね 。 そ うい う 変 更 は 柔軟 に 対応 し 
て いき まし た 。 胴体 が 開い て ミサ イ 
ル ラ ンチ ャ ー が 無茶 な 変形 を し な が 
ら 現れ た り 、 フ ェ イ ス オ ー プ ン し て 
ビー ム を 撃っ た り と いろ いろ ギ ミ ッ 
ク が 仕込 まれ て いま す が 、 ゲ ー ム で 
は で か すぎ て カメ ラ に 収まり に くい 
の と 、 あ まり に 一 上 通 な の で あん まり 
分 か ら な いで すね 。 残念 。 追加 パー 
ツ が いろ いろ あっ た り 、 変 形 し て 飛 


ノ Ne 天 行 形態 に な っ た りな ど 、 か な り 恵 ま 
[ 相 > 聞 ae ] れ た キャ ラク ター な の で は な いで 
2 し ょ うか 。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ー 

オノ ー 

破壊 選 ー 

攻撃 速度 上 昇 ー 

エス ティ メイ トワ ン 一 

ゲッ トロ スト ーー 

ダメ ー ジ () ガ 

ダメ ー ジ (大 ) ガ ガ 

死亡 Gooooooahhhh… 
命令 受諾 Yes. BOSS… 

出撃 ( 再 出撃) Time to gO… 

感謝 Im grateful 

誤 め Way to go!l BOSS! 
マス ター 遭遇 Heyl lsnt that… 
マス ター ゴー スト 到着 1found something… 
目的 地 到着 Got there. 

撤退 Cant stay here. 
対面 時 劣勢 予想 Were in bad shape 
優勢 (対面 時 ) Dead meat! 

呼び か け Ah..BOSS…? 


ゞ 設定 ( 頭 部 ) 


GUILTY GEAR 2 -OVEHTUHRE- MATERIAL COLLEGCTION 


1 ビス イロ 


本 作 の 物語 の カギ を 握る キャ ラク ター と し て 登場 し た シン 。 
彼 の トラ イブ は 、 父 で ある カイ 配下 の 騎士 団 が モチ ー プ に な っ て いる 。 


[IIJ い MM DI い M bh 


描き お ろ し イラ スト 


オリ ジ ナ ル ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


謎 定 画 

シン 

マス ター ゴー スト 
キャ プチ ャ ー 
コジ / 

ガン ドレ ッ ト ボ ディ 
スプ リン グ ボ ッ ク 
ツイ ント リガ ー 
ワイ ズ マ ン 

コン ヴィ クト ハン マー 
クワ ドロ ベイ リフ 
へ ヴ ン ズリ ブラ 
7 コジ クー に 


OFFICIAL SHORT STORY 


さら な る 高み へ 


「 な あ 、 オ ヤジ ! この トカ ゲ っ て 食え た っ け ?」 

[お い 、 き っ き と 隆 り て こい 」 

「 ち ょ 、 ち ょ っ と 待っ て くれ 、 も う 少 し …」 

( 作 程 高い と ころ が 好き と 見 える …) 

「 き っ き と 来 い 。 今 日 は も っ と 高 え トコ に 連れ て っ て や る 」 


る すす すす る すす すす すす $ る すす $ ぐ すぐ すすぐ 人 を 
「 う ぉ お おぉ おおお! スゲ ええ ええ ええ 
は し ゃ ぎ 回 る 養い 子 の 様子 を 見 て 、 養 父 一 ソル = バッ 
ドガ イ は 深い た め 息 を 吐い た 。 
(連れ て こ な き ゃ よかっ た か …) 
好奇 心 狂 盛 な 年 頃 で ある 、 そ の 目 に 映る も の 全て が 新鮮 に 
見 を える の は 仕方 な いこ と で は ある が 、 喧 嘆 を 好ま な い ソ ル 
に と っ て 、 養 い 子 の 無邪気 き に は ほとほと 許 易 し て いた 。 
故 あ っ て 知人 の 息子 で ある シン を 引き 取り 、 育 て る よう 
に な っ て か ら 半 年 。 そ の 日 二 人 は 、 仕 事 の 報酬 を 受け 取る 
た め に 空中 浮遊 国家 と し て 有名 な ツェ ッ プ を 訪れ て いた 。 
賞金 秋 ぎ を 生業 と する この 父子 は 、 賞 金閣 を 求め て 日 々 
世界 を 旅 し て いる と いえ ば 聞こ え は いい が 、 つま る 
と ころ 根 無し 章 の 放浪 旅 で あっ た 。 主 な 標的 は 害 ある 
生体 兵器 の 討伐 で ある が 、 既 に それ ら の 個体 数 は 激減 し 
て お り 、 そ れ だ け で 生計 を 賭 うこ と は 難し く な っ て いた 。 
必然 的 に 父子 は 一 般 的 な 賞金 間 を 狙う こと も ある 。 先日 、 
二 人 は た また ま 運 悪く 一 一 否 、 こ の 父子 に と っ て は 運 良 
く チ ン ピ ラ ー 味 に 絡ま れ た 。 こ の 一 団 が 多少 な り と も 名 
の 知れ た 賞金 首 で 、 武 装 浮遊 国家 ツェ ッ プ が 目下 鋭意 捜 
索 中 の 特別 報奨 金 付 の 指名 手配 犯 だ っ た 。 客観 的 に 判断 
し て 過剰 すぎ る 自己 防衛 を 行使 し た 二 人 一 一 も と い 主 に 
一 人 は 、 労 せ ず し て まん ま と 賞 金 に あり つい た の だ っ た 。 
「 ス ゲ ェ 、 マ ジ で 空 申 に 浮い て る ぜ 1 あれ は な ん だ 1 ?」 
手近 な 物 に 一 喜一 散 す る 息子 を 横目 で 眺め な が ら ソ ル は 途 
巡 し た 。 無用 の 誤解 と あら ぬ 嫌 疑 を 避け る た め に も 、 報 半 
金 を 受け 取る 役所 に は シン を 連れ て 行く べき で は な い 。 
「 こ こ か ら 先 は 條 一 人 で 行く 。 こ こ で 大 人 し くし て ろ 」 
「… え 、 何 で だ よ !| また 、 置 いて け ほ りか よっ !」 
路地 裏 の 街路 樹 に 手 に 持っ て いた 鎖 を 括り 付け 、 ソ ル は 
歩き 出し た 。 鎖 の 先 に は 当然 首輪 が ある 。 そ し て も ちろ 
ん 、 首 輪 は シン に 繋が れ て いた 。 ち ょ こま か と 五 月 量 い 
シン を 制御 する た め に 、 元 科学 者 の 知恵 を 振り 絞っ て 考 
案 し た 作戦 だ っ た 。 無 論 、 シ ン は 始め 極 章 に これ を 嫌がっ 
た が 、 ソ ル の 愛 あ る 鉄拳 に よっ て 今 で は 従順 に な っ た 。 


ト 2 2 2 2 に 、 2 2 2 に 2 2 2 人 2 


差 父 を 待つ 間 も シ ン は 忙し な く 付近 を 物色 する 。 通 り 
すがる 住人 た ち が 首 輪 で 繋が れ た シン を 見 て クス クス と 
笑う 。 し か し 、 シ ン は 気 に も 留め な い 。 半径 五 メ ー ト ル 
圏内 の 物色 を 一 狼 り 終え た シン が 一 息 つ いて いる と 、 彼 
と 同じ くら い の 背 丈 の 少年 三 人 組 が シン を 取り 囲ん だ 。 
「 何 だ 、 コ イツ ! 首輪 し て や が る ぜ ? 」 
リー ダー 格 の 少年 が シン を 指さし て 嗣 笑 う 。 釣 られ て お 


年 齢 の 離れ た 養父 と 過ごし て いる 所 為 か 、 彼 が 同年 代 と 触 
れ あ う 機 会 笑 で あり 、 そ れ だ け に 興味 を 引か れ た の だ 。 
「 何 だ コイ ツ … バ カ じ ゃ ね ? 」 

「 そ れ で き 、 何 し て 遊ぶ ? 」 

「 オ イ 、 生 意気 な クチ きく ん じゃ ね ー よ 。 ヘ ン な カッ コ 
し や が っ て 。 テ メ ェ 、 ど この 人 小学校 だ よ ? 」 

少年 達 に と っ て 自分 た ちの 縄張り で 目立つ 行動 を 取る 
余 所 者 の シン は 目障り で 仕方 な か っ た 。 

「 オ イ 、 何 と か 言え よ コ ラ ! シカ ト か よ !」 

無邪気 な シン の 発言 は 、 少 年 達 を 茜 立 た せ た 。 業 を 煮 や 
し た リー ダー 格 の 少年 が だ 胸 ぐ ら に 掴み か か る 。 

シン は その 攻撃 を "遊び " だ と 勘違い し た 。 日 頃 か ら 養父 
の 人 間 上 離れ し た 動き を 見 慣れ て お り 、 隠 れ て 自己 銀 錬 を 続 
け て いた シン に は 、 少 年 の 動き は お 遊戯 に し か 映ら な い 。 
「 ん 、 あ れ … こ れ は 何 て 遊び ? 」 

少年 た ち は シ ン の その 言葉 に 逆 上 し た 。 

「 ふ ぎ け ん な ! 交 め て ん じゃ ね ぇ ぞ ! 」 

「 も うい いや 、 や っ ち ま お う ぜ ! 」 

少年 た ち が 拳 を 撮り 締め て 取り 囲む な 。 こ の 段 に な っ て シ 
ン は よう や く "遊び" じゃ な いこ と に 気づい た 。 

「 キ ショ イ 了 眼帯 し や が っ て 。 カ ッ コ つけ て ん の か ! 」 

「 も の も らい は 似合い ませ ん よっ て か ! ?」 

少年 た ち が 次 々 と 失 し 立て 、 シ ン の 眼帯 に 手 を 伸ばす 。 
その 手 は シン の 眼 壮 を 拡 め て ズラ す 結 果 と な っ た 。 そ の 
隙間 か ら シ ン の 右目 が 一 瞬 だ け 赴 呈し た 。 

「… コ イッ に … 触 ん じゃ ね ぇ …] 

シン が 索 て て 右目 を 手 で 角 い 隠す 。 す で に 痛み な ど な い …。 
だ が 、 シ ン に と っ て それ は 禁忌 で あっ た 。 

右目 に 触れ る 度 、 脳 裏 に 焼き 付い た 忌 ま わ し き 映像 が 走 
馬 燈 の よう に 蘇る 。 静 か に 、 だ が 確実 に シン の 中 で 行き 
場 の な い 怒 気 が 沸 々 と 沸き 上 が っ て くる 。 

「 な 、 な ん だ よ 今 の … キ モチ 悪い ぃ …] 

シン の 右目 の 中 身 を 垣間見 た 少年 た ち は 、 触 れ て は な ら 
な い 危 険 な 存在 に 触れ て し まっ た 直感 が あっ た 。 

「 も 、 も う 行 こう ぜ … コ イツ の 眼 、 恐 えよ …」 

少年 達 が 無意識 に 後 ず き っ て いく 。 

シン が 右目 を 押さ えな が ら 左 目 で 少年 た ち を 見 据え 、 身 
を 乗り 出す 。 

「 ち 、 近 寄る な っ ! 化け 物 っ !」 

その 言葉 は シン の 鑑 を 決壊 させ る の に 充分 で あっ た 。 


周囲 の 建物 を 二 ま せる ほど の 勢い で シン は 史 叫 し た 。 シ 
ほ と ば し 

ン の 身体 が 淀 電 し 黒い 軍 が 天 に 向かっ て 送る 。 

少年 た ち は そ の 衝撃 波 を 直 に 受け 、 数 メー トル を 吹き 飛 


ば され て 、 尻 も ち を つい た 。 
ぐる すす すす る る $ す する る ぐる ぐす ぐす を 


シン の 胡 走 を 察知 し て 、 ソ ル が 引き 返し て きた 時 に は 、 
既に 人 だ か り が 出来 て いた 。 右 目 を 押さ きえ て 疾 る シン 。 
その 先 で 尻 も ち を つい た 少年 た ち を 見 て ソル は 理解 し た 。 
「 シ ン 、 テ メ ェ が これ を や っ た の か ? 」 


その 言葉 が 終わ る 前 に ソル の ブー ツ が シン の 身体 に 突き 
刺 き っ た 。 そ の 衛 撃 は 鎖 で 繋が れ た 街路 樹 も ちろ と も シ 
ン を 吹き 飛ば し た 。 野 次 馬 た ち は そ の 信じ が た い 光 景 に 
ハッ と 息 を 飲み 、 周 囲 の 喧 咲 が ビタ リ 止 ん だ 。 

ソル が 悠然 と 少年 た ちの 前 に 歩 を 進め る 。 観衆 た ち は 固 
座 を 飲ん で 動向 を 見 守っ た 。 

[馬鹿 息子 が 面倒 を 掛け た な …・] 

「 そ 、 そ ん な …・ 減 相 も な い 1 !」 

[キッ チリ 点 て や っ た 。 テ メ ェ ら の 痛み も 倍 に し て 返し た ] 
( 倍 ど ころ じゃ ね ー よ 1 !) 

その 場 に いた 全て の 人 間 が 同様 の 感想 を 抱い た 朋 間 だ っ た 。 
「 こ れ で 迷惑 分 は 相殺 だ な ? 」 

「 は 、 は い ぃ 。 も ちろ ん ! 1 1 

言い な が ら 踊 を 返し 、 そ そく さき と 立ち 去 ろ うと する 少年 
た ち 。 し か し 、 背 後 か ら 慈悲 無き 音 が 飛ん で きた 。 

「… 待て 」 

ひい ぃ ぃ | と いう 悲鳴 が 聞こ えて くる か の よう に 、 少 
年 た ち が 身 体 を 仰 け 反 ら せ る 。 

「… な 、 な ん で し ょ うか ?」 

リー ダー 格 の 少年 が 、 上 ずっ た 声 で 返事 を する 。 

「 迷 惑 分 は これ で 終 い だ 。 だ が …"」 

「? ? ?」 

「 ア レ は 馬鹿 だ が 余 程 の こと が ね ぇ 限り 手 を 挙げ ね ぇ 。 
俺 の 尋 が いい か ら な …。 テ メ ェ ら 、 何 し や が っ た ? ] 
別段 湊 ん で いる わけ で も な く 、 ソ ル の 調子 は 普段 と 変わ 
ら な い 。 し か し 、 少 年 た もち に と っ て 、 に じ り 寄 る ソル の 
巨体 と 先ほど の 蹴り の 成 力 は まさ に 恐怖 の 対象 だ っ た 。 
「 テ メ ェ ら の 分 が まだ だ っ た な 。 し っ か り 放 罪 を 払っ て 
いき な …-] 


る る る すす る $ る る $ る る すぐ る ぐ を 


「 オ ヤジ 、 ワ リィ イ …・。 つ い カ ッ と な っ ちまっ た …」 
「… も うい い …… 次 か ら は 加減 する こと を 学べ 」 


る る る る すす る $ る る $ る る $ す ぐる 人 ぐ 


お まけ 
「 あ の さ …、 オ ヤジ が 持っ て る ソレ 。 俺 で も 使え る ? ] 
「… 封 炎 剣 か ? テ メ ェ に は ムリ だ ろ 」 
「 そ っ か …・。 俺 、 雷 属性 っ ぽい し な …」 
「 属 性 の 問題 じゃ ね ぇ …・。 で 、 急 に どう し た ん だ ? 」 
「 俺 も さき 、 そ ろ そ ろ オ ヤジ みた い に 聞 いて ぇ 。 だ か ら 武 
器 が 欲し いん だ よ 1 」 
「…… ま だ 早 ぇ 。 が 、 ま あい い 。 どん な 武器 が いい ん だ ? 」 
「 そ うだ な ぁ 。 ま ず 、 男 らし いこ と だ な 。 ア グレ ッ シ プ ブ 
な 突き 技 と か 出来 る ヤツ ! あと 、 や っ ぱ ス タイ リッ 
シュ な フォ ルム も 重要 だ ! 」 
ss s | 
「 そ れ と も う 一 つ 。 と に か く 大 事 な の は スカ イハ イ に 目 


供 の 二 人 も 笑い 出す 。 且 5 な 」 立つ 武器 だ 1 」 
「 お ! 俺 と 一 緒 に 遊ぼ ほう ぜ ! 」 「 ど っ ちな ん だ ? 」 Fe ws 旗 で も 振っ て ろ 」 
空気 を 読め ず シ ン は 少年 た ち を 遊び に 誘っ た 。 四 六 時 中 も 「 だ 、 だ っ て 、 コ イツ ら が …・」 IIZ 3」 
LTY GEAR ERTURE- MATERIAL COLLECTION 


MASTER CHARACTER 


3 IN 
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呈 礼 節 を わき まえ た 物言い や 人 付き 合い が 苦手 。 し か し 反面 、 物 事 を 振り 返ら な いそ の 性 格 は デリ カシ ー に 欠け る が 天真 燃 漫 で 気持 ち が 
いい 。 楽観 的 で 自信 過剰 な 一 面 も ある 。 呈 この 数 年 、 ソ ル と 共に 賞金 稼ぎ と し て 明 難 辛苦 を 共に し て きた 。 親 子 、 友 人 、 師 弟 の 間柄 を 通し 
て ソル に は 深い 信頼 を 置い て いる 。 現在 は 放浪 の 旅 を 楽し ん で いる 。 


た も UM20 
e 好 で ホン 
で At みて いう 投 定 で 


ゞ 設定 (三面 囲 ) 


+ ャ クリ エイ ター コメ ント 

シン は 「 梶 術 で 戦う } と いう コン セ 
プ ト が 最初 か ら 決ま っ た キャ ラク 
ター で す 。 し か し 、 棒 っ きれ を 持た 
せ た だ け で は 、 モ デリ ング 化し た と 
き に 非常 に 線 の 細い キャ ラク ター に 
な っ て し まう た め 、 最 終 的 に 旗 に 得 
物 を 変更 し まし た 。 衣 装 の デザ イン 
は 、 海 賊 の 衣装 を 意識 し て 描い て い 
ます 。 「 ど こら へ ん が !?] と 聞か れる と 
答え に 詰まっ て し まう ん で す が 、 海 
賊 の 資料 で 見 た 服 の 縫い つけ の 荒 っ 
ぽい 感じ に 魅せ られ て し まい 、 デ ザ 
イン に 取り 込ん で いま す 。 ち な み に 、 
シン が 身 に つけ て いる ネッ クレ ス は 、 
カイ が 従来 の シリ ー ズ の 登場 シー ン 
で キス し て いた も の で す 。 一 応 親子 っ 
て こと で シン に 受け 継が れ て いま す 。 
(石渡 ) 


へ 、 準 主人 公 と いう 立ち 位置 の シン で 


す が 、 極 め て 特徴 的 な コス チュ ー ム 
を ポリ ゴン 上 で 再現 する の に 苦労 し 
まし た 。 あ る 意味 ファ ンタ ジッ ク な 
デザ イン の ロン グ コ ー ト で す が 、 肩 
まわ りな ど 「 こ れ 腕 を あげ た ら ど うな 
る ん だ ろう ?」 と いう 形状 。 ポ リ ゴ ン 
で の キャ ラク ター モデ リン グ は 特に 
間接 の 構造 に 繊細 な 設計 が 必要 に な 
る わけ で す が 、 い ろ い ろ と 小 技 を 使っ 
て な ん と が 許容 範囲 な レベ ル に 押さ 
えて いま す 。 コ ー ト の すそ な ど 、 布 
が な びく 部 分 は 布 シ ミュ レー ショ ン 
で 動か し て いま す が 、 キ ャ ラク ター 
が 大 量 に 登場 する 本 作 で は 、 そ の 部 
分 に 負荷 を か ける わけ に も いか ず 、 
か な り 簡 易 な 処理 に な っ て いま す 。 
次 回 作 が ある な ら 、 こ の 辺 は も う 少 
し 上 手 に 処理 で きる よう に が ん ば り 


た いで すね 。 (本 村 ) 

yPROFILE 

身長 181cm 

体重 73kg 

血液 型 不明 

出身 不明 

誕生 日 5 月 31 日 

アイ タイ プ エメ ラル ド グ リ ー ン 

趣味 斬新 な 形容 詞 を 模索 する 
こと 、 苦 手 を ひと つ ず つ 
克服 する こと 

大 切な も の の みな ぎる 食欲 、 も う ひ と 
つ は 言え な い 


嫌い な も の 苦手 を 克服 し な い 奴 、 子 
ども 扱い され る こと 、 イ 
リュ リア 連 王 国 
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文 詳細 : ジ ー パ ン ら し さ テ ニム らし さ を お 願い し ます 
すべ て すず ウ ス 〒 ャ で この バーツ は 会 司 で す 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ 


「 文 章 が 書い て ある 」 程 度 の 
ニュ アン スズ が 出れ ぼ よ いと 中 いま す 
内 容 判明 で を な いよ うに し て くだ さい 


シチュ エー ショ ン ボイス 
特殊 敗北 (VS カイ ) くそ …… ! な ん で だ ! (カイ : 真 の 雷 は 、 騰 に も 心 に も 焼き 付く も 


の で す )〆 ち っ ・……、 伊 眉 じ ゃ ね えっ て こと か よ ……( カ イ : 軽 ん 
ずる な 、 字 は 自ら つけ る も の で は あり ませ ん ) プ ウソ だ ろ … コ イツ 、 


ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス シチュ エー ショ ン ボイス 
攻撃 (0) は っ ! ノ へ っ ! ノ あっ ! ン お ら / ほ っ ! / で りゃ ! タメ ー ジ ( ぐ ) うお あ ノ げ ヘ ネ ュ ノ く っ そ ! 
才 撃 (大 ) お あら ぁ 1 / せ りゃ ぁ 1 ノ どう し た ? ン ぬり いん だ よ ! ン どう だ ダメ ー ジ (の ) っ ざけ ん な | ノ ご ぞ は ぉ お ! / ま だ まだ ぁ ! 
ボラ リン 壮 8) ダメ ー ジ ( 香 太 ) な め や が っ て … ! 落ち る か よ ! ぎゃ ほぼ ー! 
ピー ク ド ラ イ バ ー ビー ク ド ラ イ バ ー | 飛び や が れ ! で ら ゅ ああ ! 5 こう の 5 な の の 5 のか うら ニワ 5 
ムツ ャ に R い て みた いけ 1 こと だ あ ル 見 えた 1 ラウ ンド スタ ー ト ちょ っ と 早い が ……「 残 念 だ っ た な 」 だ 知れ 、 黒 の 志 箇 を 聞こ 
エレ クト ロリ ヴァ ー ブ 残念 だ な ぁ ン 須 い な ぁ ン へ っ 憎 し い ! える か 、 イ ンド ラ の 征 き が 
バテ カト ルス テイ ン バテ カト ルス テイ ン | ノ 大 大 か ! ノ や うち ょ い 誠 れ ! プリ ー フ ィング 系 和 ぉ - し 
ファ ント ムレ ル ファ ント ム バ レル | ノ と どけ え | / そ こ だ ぁ 認 し ね ぇ と 
エキ サイ ター し の 7 た ね ぇ なぁ / ま どろ っ こし いな - ン じ れ っ て えな ちょ っ と タイ ム ! 
上 科技 (準備) 他 の 本 気 が 見 た いか ……?/ ぬ う あ ああ !! | わり u、 決 め る ぜ ? ブリー フィ ング 癌 OK 
攻 条 技 ( 動 ) ライ ドサ - ラ イト ニン グ ! / 消 え ち ま え ! ノ は ああ ああ ああ ! oki 
ダッ シュ よし …… プ ヘ っ ノ 待 っ て な OKI 
命令 (W 和 ちょ っ と 先行 っ て て くれ ノ こ こ は 任 せろ 、 進 ん で くれ ノ 力 押し だ 、 勝利 へ つ 、 ざ まぁ 。( 原 び れ た 様子 は な く 、 純 和 に 騰 利 に 人 ん だ イメ ー ジ ) 
し 股 っ た か ? イ ンド ラ の 委員 に 
命 人 07 き に し て ) うし 和 ま ま に 行く ぞ 9 き 且 セ っ て よし 1 正人 の ペー ス 記し T 全 ] 
命令 ( 衝 退 し ろ ) や べ ぇ な 、 退く ぞ 」 / く そ 、 背 中 は 見 せ た くね ぇ の に / こ こ は マ EE EE 人 
ズ イ 、 脱出 ! リタ ー ン マッ チー 少 … 
EC) 上 まれ 、 こ こ が 良 い / 待 っ て くれ / へ た に 動か な い 方 が 良い 放 、 還 い ミ ス っ っ ちまっ た -… 
フイ テム 合用 (回 居 ) = ちえ … ン ふう ー ン な さけ ね えな 特 聞 場 VS ソル ) 知っ て る か 、 イ ンド ラ も 寿 を 生 お ん だ ぜ ? (ソル : な ら 、 硬 こ と 色 
アイ テム 合用 (攻撃 系 ) = で ら ! ン せい ! ン ほら よ ! ンカ イー に する と 、 炎 人 する ビッ (ソル 上 だ 
ーー SS 特 折 勝利 (VS ソル ) な ん だ よ 、 俺 じゃ 不服 か う 軍 生 、 ガ キキ 扱い すん な っ て 言っ た の 
アピール ( 移 の 女 入 が 作 を 差別 し て いる 盛り 上 が ん ね ぇ な 、 ム カ つ く ぜ に … ノ だから 言っ た ろ ? 


2 / 俺 の スマ イル が 0 円 の うち に 、 本 気 を だ せよ ? 
く 、 な ん て バイ オレ ンス な 運 中 な ん だ …… わ り い 、 そ ろ そ ろ 本 


特殊 敗北 (VS ソル ) へ 、 悔 し い が 、 流 石 だ ぜ - 


な )/ な ん だ よ …… 本 気 が 。 


アピ ー ル (敬意 ) 


ソル : まだ 、 ミ ディ アム レア な ん だ が 
ー( ン ソル : 加減 が わか らん か ら な ) 


強 え ……( カ イ : …… 青 い 。 真 剣 勝負 で は な か っ た の で すか ? ) 

ユニ ッ ト 呼 び か け ソー ド マ ン ! プ ガ ント レッ ト ボ ディ ! プス プリ ング ボッ ク ! 〆 ツ 
イン トリ ガー ! プ ワ イズ マン ! プ コ ン ヴ ィ ク ト ハ ンマ ー! へ ヴ 
ンズ リブ ラ ! プク アド ロ ベ イ リフ ! ノ ハ ミン グ ソ ー ド ! 

ガー ド 終わ りか ?〆 ど うし た ? 〆 お い お い 

バナ ナ ポ ボイス あぷ ぶ ねぇ! プア バナ ナ か が よ ! ひげ ち ゃ ぶ ! 

チャ ッ ト 用 挨拶 お す ! ay 電 

チャ ッ ト 用 . 別 れ じゃ あな ! 

チャ ッ ト 用 同調 お う よ 

チャ ッ ト 用 否定 ん な わけ ね ぇ だ ろ ! 

チャ ッ ト 用 怒り ぶ ざ けん じゃ ね ぇ ! 


チャ ッ ト 用 ・ ア ピー ル く 、 な ん て エキ サイ ティ ング な 空気 な ん だ …… 
各 マ スタ ー 対 ち 取 り ボ イス お っ し ゃ あ 、 ど う よ ! 
ラウ ンド 開始 時 みね うち 宣言 本 気 で や ら な きゃ いい ん だ ろ ? 任せ ろ 


マッ プ 確 認 マッ プ を 見 て くれ よ 

回 収 要 請 それ を 見 つけ て くれ よ / そ れ を 回 収 し て くれ よ a 

良い 感想 オ っ け ぇ ー 

悪い 感想 候 う ぜ 

ソル に 事 願 オヤ ジ 、 ま だ か よ …… ぎ り ぎ り だ ぜ ! 

お 頼み ポイ ス オヤ ジ 、 今 だ ! プイ ズ ナ 、 頼 ん だ ! プ お い 、 任 せ た ぜ ! プ パ ラダ 
イム や っ て くれ ! 


ヘル プ ボ イス ・ マ スタ ー 操 作 どう し た ん だ オヤ ジ ? 何 し て ん だ よ オ ヤジ 。 そう じゃ ね ぇ だ ろ 


気 だ さ ね ぇ と な / ち ぇ 、 す ぐに 追い 誠 い て や る よ こ 、 これ が 格 っ て か つか よ ……( ソ ル : さあ な ) VS キャ フチ ャ ー オヤ ジ 、 ちゃ ちゃ っ と や っ ち ま お う ぜ | / 何 し て ん だ オヤ ジ ! 見 
和 ウン 、 や べ 、 まじ か よ / え … と 、 待 っ て くれ る -……? ノ く 、 何 特 丈 登場 VS カイ ) 黒い だ ろ ……? これ が 傷 の 千 だ (カイ : … 見 事 だ 、 し か し 壮 馬 に 欠 で 和 和 で 所 人 

て サイ ケ デリ ッ ク な ける ) ン ノ 著 け ね え ぇ か? 迅 吉 の 名 前 を (カイ : な ら ば 、 私 内野 を と キャンペ ー ン す 5 どう し た ん だ オヤ ジ ! マジ で や ん ね ぇ と ヤ ベ ぇ ぞ 1 1 の うわ 、 な 
PT で UDG の 2 の 計 旬 52 が いい この 記 っ 記 に SG 5 えて 見 せな さい ) ン = 基 で こね ぇ と 、 多 60 も よ 2 (カイ ミカ イ ん て マゾ ヒス ティ ッ ク な ヤロウ な ん だ ! まとも じゃ ね え ! 

プ へ へ 、 ブ ッ ち ぎり だ な ー キャ ン ペ ー ン #15 あれ …-?…… オ ヤジ 2…… お …… オ レ は …… 
聞 化 ( 不 和 ) ウソ 、 い つの 聞 に 押さ れ て た ? ノ や べ え ヒート アッ プ し ね ぇ 折 科 利 (VS カ イ ) (カイ : 8Gr…… 歴 を つか され る と は ね 所 を 人 希 し VC な 、 ら し てく キャンペーン #16 無事 か ! カ 、 カ イ | ほお っ と し て ん じゃ ね ぇ ンス ゲ ェ ー…… こ い 

の ね え ン (カイ : 見 人 えた な …- 嬉 し いよ ) 何 で 持 和 作 を 使わ ね えん つ 、 こ ん な に 強かっ た の か …・ 

ミ だ …… プ (カイ : ああ 、 見 事 だ ……) シ ン : お い 、 ま さか 手 を 抜か = ー 
タメ ー ジ ) う ノ わっ ノ な ろ っ ! な か っ た だ ろう な ? キャ ン ペ ー ン *18 任せ ろ ! 
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マス ター ゴー スト 


巨大 な 細 を 持つ 女神 の 姿 を モチ ー フ に し た シン の マス ター ゴー スト 。 
台座 に は 西洋 的 な 満 洒 な 装飾 が 随所 に 施さ れ て いる 。 


ゞ 設定 (全体 ) 


ゞ 設定 (女神 像 ) 
文体 の 機 欄 詳細 : バ ラ と イバラ の 墓 の モチ ー フ の ダダ トゥ ー の イメ ー ジ で す 


ゞ 設定 (正面 較 側 面 図 ) 
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ゞ クリ エイ ター コメ ント 

シン の マス ター ゴー スト は 役 自 身 
の 潜在 意識 で 大 切 に し て いる も の と 、 
その 遠い 過去 の 記憶 か ら 形 成 され て 
いま す 。 彼 の サー ヴァ ント が 王国 の 
騎士 た ち で 構成 され て いる の も 、 彼 
の 幼い ころ に 見 た 兵士 た ち が 、 戦 う 
者 の イメ ー ジ と し て 記憶 され て いる 
た めで す 。 シ ン の 成長 に 伴っ て 、 今 
後 は 彼 独自 の パー ソナ リティ を 反映 
し た サー ヴァ ント が 産ま れる か も し 
れ ま せん 。 (石渡 ) 

イリ ュ リ ア 関 係 全 般 に つい て ゴ 
シッ ク 建 築 風 の 意匠 +@ と いう 方 針 
が あり 、 シ ン 、 カ イ の マス ター ゴー 
スト も その 流れ で すね 。 卵 を 抱い た 
女神 像 は シン 、 カ イ の ふた り が 命 に 
代え て も 守 ろ うと し て いる も の の 象 
徴 で し ょ うか 。 女神 像 は 半裸 な わけ 
で す が 、 神 聖 な 雰 囲 気 に し な いと い 
け な い の で で きる だ けい や らし く な 
ら な いよ うに 気 を つけ まし た 。 ゴ シ ッ 
ク 建 築 の ディ ティ ー ル 感 を 完全 に 表 
現す る の が ポリ ゴン 数 、 テ クス チャ 
サイ ズ 的 に 厳し か っ た の が 心残り で 
すね 。 こ れ に 限ら ず 、 マ スタ ー ゴ ー 
スト は ダメ ー ジ を 受け て いく と だ ん 
だ ん と 見 た 目 も 壊れ て いく 、 と いう 
よう な ネタ が あっ た ん で す が 時 間 の 
合 で あえ な く カ ッ ト に 。 本 当 は も っ 
と 派手 に ぶっ 壊せ は る よう に し た か っ 
た の で す が 。 次 の 課題 と いう と ころ 
で し ょ うか 。 (本 村 ) 


MASTEP 


Sry | 時 証 記 目 目 目 ソ 


キャ プチ ャ ー 


宝石 の よう な 本 体 に 西洋 的 な 甲 表 を 身 に つけ た シン の キャ プチ ャ ー。 
その 右手 に は シン の トラ イブ を 示す 戦旗 を 携え られ て いる 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 
ナイ ト の よう な 姿 を モチ ー フ と し 本 に 終 め 前 > 
て デザ イン され まし た 。 全 て の トラ 
イブ に 共通 する 考案 の 指針 な の で す 
が 、 キ ャ プチ ャ ー は エネ ルギー ソー 
ス で ある こと を ビジ ュ ア ル で 理解 し 
や すい よう に 、 身 体 の どこ か が 光る 
よう に デザ イン され て いま です 。 シン で 構成 され て いま す 
の キャ プチ ャ ー は 鎧 の 下 の 本体 が 宝 
石 の よう な 質感 に な っ て お り 、 そ れ 

が 光る と いっ た 内 容 で す 。 当初 そ の 
宝石 の 質感 に こだわ っ て いた の で す 
が 、 光 る と 質感 も クソ も な いと いう 
結果 か ら 、 注 力 し な く な り ま し た 

宮寺 (石渡 ) 

ソル の キャ プチ ャ ー は 炎 で 駆動 す 
る メカ が モチ ー フ と な っ て いま す が 

シン 、 カ イ の キャ プチ ャ ー は クリ ス 
タル 状 の コア を 簡易 な 鎧 が 包 お 、 と 
いう ファ ンタ ジッ ク な も の に な っ て ょ 設定 ( 三 面 園 ) 
いま す 。 残念 な が ら 大 量 に 出現 する 
た め に あま り 処理 に 負荷 を か ける わ 
け に も 行か ず 、 ク リス タル の 表現 は 
か な り 限 定 的 な も の に 落ち 着き まし 
た 。 本 当 は も っ と キラ キラ と 透け る 
よう な 形 に で きれ ば よかっ た ん で す 
が 、 半 透明 な どの 処理 は 最新 世代 の 
ゲー ム マ シン で も いろ いろ と 制約 が 
多い の で す 。 (本 村 ) 


州 め 後ろ > 


・ 青 金属 
・ 光 る 石 (大 理 石 の よう な つる つる の 質感 ) 文 モ テル 上 で は 陣 み 末 和 ませ ん 


ゞ 設定 (全身 ) 


ゞ 設定 ( 腕 部 ) 


文 旗 機 様 
テ ケ クス チャ サイ ズ に 合わ せ て 
テテ ィ ー ル の 調整 と 省 路 を お 願い し ます 


上 か ら > 本 体 自 


体 は 正 円 好 文 ペ イン ト で な ぐ 
(8 戸 形 く らい で 良い か も ) 刺繍 で す 


モ ーション イメ ー ジ 
攻撃 と 修理 を 同じ モー シ ョ ン で まかない ます 、 
打撃 の よう な お 祈 山 の よう な モー ショ ン に な る か と 


ゞ 設定 (モー ショ ン ) ゞ 設定 ( 旗 ) 
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Mi1111 DIRR 
ソー ド マ ン 
洋 妃 を 携え た 下級 近接 兵 。 模 節 的 な 騎士 道 精 神 を 持っ て いる 。 
訓練 され た 歩兵 で 、 技 も 多彩 。 個 より も 組織 を 重んじ る 。 


頭巾 橋 様 : 金 水 の 刺 粒 で す 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

シン の サー ヴァ ント は 、 い わ ゆ る 
国産 ファ ンタ ジー 色 の 強い デザ イン 
で 統一 され て いま す 。 ソ ー ド マン は 
その 中 で も 方 向 性 の 基準 と な る デザ 
イン が 要求 され る の で 、 あ まり 奇 を 
て ら わ な い 形 で デザ イン し まし た 。 
し か し 本 来 僕 の デザ イン 方 針 は シル 
エッ ト で 見 せ て いく こと な の で す が 
フォ トリ アル な ライ ティ ング の 3D モ 
デリ ング に お いて は 、 質感 や ディ テー 
ル も 重要 な 要素 と な り ま す 。 そ の 部 
分 は 僕 の 得意 て と する と ころ で は な い 
の で 、 シ ンプ ブル に 見 えて 意外 と 苦労 
し まし た 。 (石渡 ) 

一 番 最初 に デザ イン が 上 が っ て き 
て 、 一 番 最 初 に 作り 始め た キャ ラク 
ター の 一 体 で すね 。 何 体 も 出 て くる 
キャ ラク ター な の で 無 個性 に する 必 
要 が ある わけ で す が 、 そ の へ ん は 仮 
面 が いい 働き を し て いま す 。 デ ザイ 
ン の バラ ンス が すご く 好 き で 楽し ん 
で 作れ た キャ ラク ター の 一 人 で すね 。 
そう いう 意味 で は すご く 愛 着 が あり 
ます 。 開 発 初期 は 旧 世 代 機 向け で 
+ 設 定 (三面 図 ) ディ ティ ー ル が 少な か っ た の で す が 、 
Xbox 360 に プラ ッ ト フ ォ ー ム が 移 
る 段階 で 一 度 デ ザイ ン の リフ ァ イ ン 
が 行わ れ ま し た 。 個 人 的 に は 昔 の シ 
ン ブ ル な デザ イン も 捨て が た いん で 
す が ね ー。 ち な み に 「 マ スタ ー、 あ と 
は 頼み マス ター」 と いう 死に 際 の セリ 
フ は 狙っ た わけ で は な く 天 然 だ っ た 
そう で す 。 (本 村 ) 


ゞ 遇 定 (全身 ) 


% ャ キャ ラク ター ボイス 
を へ ぅ 3 ZS MAO で は な << 、 ) シチュ エー ショ ン ボイス 
2 放 / 人 7 突進 攻撃 は ! 
NO ンス ンド 本 oku べ は を 修行 の 成果 行く ぞ ! 
ーー > ン 
4 / 堆 2Tv33. タダ メージ) < っ 
ょ kk ノ ダメ ー ジ (大 ) ぐ は ぁ ! 
ンタ ぐー 死亡 マス ター、 後 は 頼み ま 
人 ーーーーー 光 し た 
事 女 。 し 半 ター ー ー 
Fe @ 命令 受話 了解 し まし た 
銀 c2oRR , 出撃 ( 再 出 ) 進軍 いた し ます 
体 ラ 公夫 に Me 人 は . 感 感 用 い た し ます 
人 Pe に 褒め お 見 事 で す 、 マ スタ ー 
eS 
9 マス ター 通過 敵 の マス ター に 鞍山 し 
ae まし た 
ーー ジテ S 
ョ ン ン ング Lo ド マス ター ゴー スト 到着 敵 本 拠 地 に 到着 いた し 
まし た 
目的 地 到着 目的 地 に 到着 いた し ま 
し た 
搬 退 く 、 鬼 退 し ます 
92 ee 対 画 時 勢 予想 劣勢 に お か れ ま し た 
ヒザ 敵 様 * 見 肌 の 作 替 (対面 時 ) 作 勢 で す 、 問 題 あり ま 
上 せん 
の > エトス 
用 yc 呼び か け 報告 し ます 


ま そ も 9 あ が リ 
ト 」 本 珠 
人 宮 
ーー ズボン の す と は 
『 MS 足 k ょ < っ か まず 
"ボン o キ の し y77 ガ トド D 
0 余 符 る 3 
ゞ 設定 (各種 パー ツ ) で と と の 
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ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ガン ドレ ッ ト ボ ディ は シン の サー 
ヴァ ント の 中 で も 最も お 気に入り の 
デザ イン で す 。 重 厚 感 を 演出 する た 
め に 、 逆 三角 形 の シル エッ ト を モチ ー 
フ と し た の で す が 鎧 の 首 周 り の デザ 
イン が 思い つい た と き は 、「 こ れ だ ! 」 
と いう 手応え が あり まし た 。 惜 し む 
らく は 、 あ の デカ イ 腕 を 活か し た ア 
クシ ョ ン が な いこ と で す 。 (石渡 ) 

マッ シブ な シル エッ ト と ユニ ー ク 
な 肩 ア ノー マー が 特徴 的 な 装甲 兵 で す 
ね 。 こ うい う ガ ッ シ リ し た シル エッ 
ト の キャ ラク ター は 作っ て いて 楽し 
いで す 。 敵 と し て 戦う と き で も 的 が 
で か く て 気持 ちい いで すし ね 。 デ ザ 
イン 的 に は 失っ た つま 先 が い い ア ク 
セン ト に な っ て ます 。 走 り に くそ う 
だ けど 。 肩 アー マー の ノー マル マッ 
プ ( 擬 似 的 に 凹凸 が ある よう に 見 せる 
3D の 技法 ) が 非常 に うま く 行っ た の 
が 嬉し いで すね 。 か な り カ ッ コ よく 
仕上 が っ た と いう 手ごたえ の ある 一 
体 で す 。 (本 村 ) 


ャ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ぷん ! 

近接 ダウ ン 攻 撃 ぬう ん ! 

ダメ ー ジ ( 小 ) う 

ダメ ー ジ (大 ) うお お 

死亡 く 、 口 惜しい … 

語 令 受諾 了解 し た 

出撃 ( 再 出撃) 出撃 する 

感謝 あり が た い … 

褒め や は り 、 我 が マス ター 
マス ター 甘 明 敵 の マス ター だ ! 
マス ター ゴー スト 到着 敵 の 本 拠 地 に 着い た 
目的 地 到着 到着 し た 

撤退 ぬう っ つ 、 搬 退 だ ! 
対面 時 劣勢 予想 な か な か の 使い 手 だ 
優勢 (対面 時 ) 赤子 同然 よ ! 

呼び か け 報告 する 


科 娘 な あがり は 1 
| ME) トド を が ) 必 
! あ 避 は *。 
ゞ 設定 (武器 ) 
ぐ ュ ント og 人 WW)> 


ゞ 設定 (胸部 ) 


ガン ドレ ッ ト ボ ディ 


差 を 手 に し た 下級 装甲 兵 。 パー ソナ リティ は 騎士 と いう より も 武人 に 近い 。 
戦い に 身 に 投じ る こと が 至福 で あり 、 酒 を 飲む と き 以 外 は 差 を 振っ て いる 。 


大 ご ご に メー カー 名 
OATH 
2 の 佐 を お 願い し ます 
(NMM 参照) 


恨 ま わり 参 照 醒 か ら > 半 


この ライ ン は 溝 で す 


@⑬【 ん 
ペッ アッ / 


MASTER 


NiO11H DI 


い e】 に 、】 や 
W』* ゃ や 
Zn ツ 
檎 を 構え た 下級 機動 兵 。 訓 練 に よっ て 培 わ れ た すばやい 身 の こ な し が 身上 。 
上 品 な 性 格 で は ある が 、 実戦 経験 が 浅く 、 頭 で 先 に 結論 を 出す タイ プ 。 


グ 


ヘル メッ ト 上 か ら 棋 欄 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

- スプ リン グ ボ ッ ク も 結構 お 気 に 入 
り の サー ヴァ ント で す 。 た だ 、38D 
で 細身 の キャ ラク ター を 表現 する と 、 
どう に も 画面 が 寂し く な る 傾向 が あ 
り 、 全 身 の ス ケー ル や 手足 の 長 さ な 
どの 調整 に 、 意 外 と 苦労 させ られ ま 
し た 。 また 、 こう いっ た ロン グ ス カ ー 
ト の キャ ラク ター は 、 服 の 部 分 を ク 
ロス シム で 動か す と 、 大 量 に キャ ラ 
クタ ー が 表示 され る 本 作 で は 動作 処 
理 に 負荷 が 大 い の で 、 手 付け の モー 
ショ ン に 頼る こと に な り ま す 。 面積 
の 広い 布 の 動き も 面倒 な の で す が 、 
見 えも し な い ス カー ト 内 の 足 の 動き 
も 作る 理不尽 さ に スタ ッ フ は 泣い て 
いま し た 。 (石渡 ) 

細身 の 体 に 得 物 は 槍 、 と 極め て 機 
動 兵 らし い 機 動 兵 。 こ いつ に 限ら ず 
一 番 ス タン ダー ド な トラ イブ と いう 
コン セプト の た め シ ント ライ ブ の 
サー ヴァ ント は 、 ど の 兵種 も 「 ら し さ 」 
の ある オー ソ ド ッ クス な デザ イン に 
な っ て ます ね 。 デ ザイ ン 的 に は 背中 
か ら 突 き 出 た 尾びれ や 、 空 力 を 意識 
し た 肩 ア ー マ ー な ど 個 性 が 出 て いま 
す 。 ま た 、 槍 の 取っ 手 や 石 突 の あ た 
り が 古式 の ライ フル 銃 を 礼 御 と させ 
る あたり が お も し ろ い で すね 。 今 に 
も 棒高跳 び を し そう な 移動 モー ショ 


違う アン グル 


会 色 部 分 の 福 
表 き 膨 り で き 


ベル ト の 下 機 橋 参 照 > 


メメ ゲー カー 名 の 入っ だ ベル ト は 
下 の 一 本 だ け で す 


ン が 印象 的 で す 。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 は ぁ ! 

ステ ィ ー ル アン トラ ー 装甲 を 無力 化 さ せま す 

ダメ ー ジ (』 り う 

ダメ ー ジ (大 ) ふう あ ! 

死亡 マス ター、 お 供 で きず 、 
残念 で す 

命令 受諾 了解 し まし た 

出撃 ( 再 出撃) 出撃 し ます 

感謝 お 心遣い 感謝 いた し ま 
す 

誤 め 流石 で す 、 マ スタ ー 

マス ター 遂 遇 敵 の 旗頭 を 見 つけ まし 


た 
マス ター ゴー スト 到着 敵 の 本 拠 地 に 到着 で す 


目的 地 到着 到着 いた し まし た 
撤退 退 却 いた し ます 

対面 時 劣勢 予想 敵 は 精鋭 で す 、 強 い ! 
優勢 (対面 時 ) 敵 は 、 ま る で 新兵 で す 
呼び か け 報告 し ます 


FR 衣 7 は も / 


人 ル レト で な ュー です 化 本 ま ラ 42 し の 生 )、7 は ント の 性 六 的 
ューーー 作 ニ ーー 


+ 設 定 (胸部 ン 手 対 ) + 設 定 ( 本 体内 部 武器 ) 
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呈 ユ 


に KNINMIOIEHDD 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

通称 「 弓 子 ]。 サーヴァント 全体 の 
コン セプト に ある の で す が 、 出 来る 
だ け 彼 ら の 顔 は 、 表 情 が 見 えな いよ 
うに し て いま す 。 喜 怒 哀楽 が 豊か に 
見 えて し まう と 、 マス ター で ある キャ 
ラク ター た ちの 存在 感 を 上 回 る 可能 
性 が ある こと と 、 同 じ 顔 の 人 物 が 大 
量 に 絶命 し て いく 光景 は 、 背 徳 的 に 
感じ られ た た めで す 。 ツイ ント リガ ー 
の 顔 は ユー ザー の 皆様 の 中 で 様々 に 
想像 し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 
(石渡 ) 

シン トラ イブ の 紅 一 点 スト イッ 
ク な 声色 と ボディ コン (死語 ) っ ぽい 
ファ ッ シ ョ ン が アン バラ ンス な 将 力 
の 射撃 兵 で すね 。 最 初 は も っ と 凹凸 
の な い ス レン ダー な ボディ ライ ン で 
し た 。 開発 の か な り 後期 に な っ て か 
ら 「 こ の ゲー ム 全 体 的 に 色気 が 足り な 
く な い ?」 と いう 話 の 流れ が あり 、 さ 
り げ な く モ デル を 修正 し て グラ マラ 
ス 風 味 に 改造 し た り し まし た 。「 顔 が 
見 た い ] と いう 人 も いる か も し れ ま 
せん が 、 マ スク で 顔 を 隠し て いる ミ 
ステ リア ス な 雰囲気 が お し ろ い いん 
じゃ な いで し ょ うか が 。「 花 束 を 贈る 」 の 
アク ショ ン が 非常 に カッ コイ イ で す 
ね 。 (本 村 ) 


ャ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
通常 SHOT 一 
花束 を 贈る 今 だ ! 
ダメ ー ジ ( 小 ) く 
ダメ ー ジ (大 ) きゃ ぁ ! 
死亡 御免 な さい 、 マ スタ ー 
命令 受諾 了解 し まし た 
出撃 ( 再 出撃) 出 ます 
感謝 あり が と う ご ざ いま す 
褒め マス ター、 ご 立派 で す 
マス ター 甘 遇 英 の 頭目 で す 


マス ター ゴー スト 到着 敵 本 拠 地 に 到着 し まし 


た 


目的 地 到着 着き まし た 

撤退 撤退 し ます 

対面 時 劣勢 予想 出来 る …、 劣 勢 で す 
優勢 (対面 時 ) 支障 あり ませ ん 、 勝 て 
呼び か け マス ター 


ゞ 設定 ( 青 面部 プス カー ト 内 部 脚 部 ) 


ツイ ント リカ ガー 


両手 に ボウ ガン を 携え た 下級 射撃 兵 。 マ スタ ー 想 いで 、 勝 気 な 性 格 。 
意外 と シャ イ な 一面 も ある が 、 仕 事 に 私 情 は は さま な い プ ロ 意 識 を 持っ て いる 。 


リル ス に 梨 稚 が る は" 
ュ ン ト g 電 区 を 伯 放 し ます 


| T s-IE う 
信和 St ング デ 


/ タカ ン t* 
PWF3hAIEIN 
の 2327 ガメ (541 


ゞ 設定 (武器 ) 
く ス カー ト の キ う > 
ウン 時 重 る あ 


-ー こ まき で そ 〒- ル 作 太 < 


く 和 2 
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ロア スィ 


MASTER 


MiEO 1 DRR 


ワイ ズ マ ン 
下級 法力 兵 。 人 生 経 験 豊富 な 老兵 で 若輩 者 を 軽く あし ら う 余裕 を 見 せる が 、 
どちら か と いう と 若 さ に ね じ 伏 せら れる こと の ほう が 多い 。 


顔 の 十字 菜 詳 細 、 な に や ら ゴ コー ジャス な 感じ が 出れ ば 良い で き 、 
無理 に 解像度 を 上 げ る 必要 は 無い で す 


文中 央 の 備 は 立体 の 設定 で す が 、 
現状 の ボリ ゴン モ 子 ルル く らい の 
ニュ アン ス で 十分 か と 思い ます 


綱 め 前 か ら > 


* メ 金属 


文 哲 く ペ イン ト さ れ だ 
回 み の メ ー カ ー 名 


* 金 玄 と 録 玄 に よる 卓二 


前 壮 れ は 布地 で す 、 
スカ ー ト 郡 は テニ ム 生 好 で 
壇 謎 の 内 仙 、 遂 当 で す 


+ 雪 症 (全身 ) = 


こら 5 の ホン 


/ Pe マメ ク に 


ボク っ 2 を り 


に 
p- Yo 人 体 〕 
に 


ーー 胡 2 
ヽ ンー 人 写 


すま - グ し みき ぶた 
EZ ン ノ xy 人 ネーC に ゃ 設定 ( 枯 ) 


際 償 2 ーー ママ \ レン 1 ウ 222 
czce 無 。  \。 上 | ー 内側 
り も っ 3 い へ 、 ウジ シ クー 
を Y か が cn 
ル う バー ーー ュ 器 ョ ッ ン ン 外 負 
N に ゴロ ピン 
ン 7 も と た 時 a 
で テア < uu 
0 時 寺 素 ギリ ンー は 
ー て ピー (W 放 2 の <3lie * 
ゞ デザ イン 案 
GUILTY GEAHR 2 -OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


= 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

IGG2」 の 兵士 ユニ ッ ト は 、 各 々 異 
な っ た ボー ン 構 成 の キャ ラク ター を 
大 量 に 出す こと が ひと つの 目的 で し 
た 。 な ら ば せっ か く な の で 出来 る だ 
け シ ル エ ッ ト か ら 変 えて いこ うと 決 
め 込 ん だ 結果 、「 ワ イズ マン は な ん か 
スラ イム みた いな の が 良い 」 と いう 運 
びに な り ま し た ……。 し か し まぁ 、 
僕 自身 は 好き な 造形 で 、 独 特 の ボ イ 
ス や 着 グ ルミ 的 な 動き も あい まっ て 、 
死な せ た く な い 、 愛 婚 の ある ユニ ッ 
ト に な っ た と 思い ます 。 簡単 に 殺 ら 
れ て し まい ます けど ね 。 (石渡 ) 

か な り 初 期 の ころ に モデ リン グ し 
た 覚え が あり ます が 、 こ いつ の 法衣 
の 下 が 一 体 どう な っ て いる の か は 、 
今 で も さっ ぱり 分 か り ま せん 。 中 で 
正座 で も し て る ん で し ょ うか ? 不 定 
形 生物 の よう な 異様 な モー ショ ン 
で 、 完全 な 人 型 が 多い シン の サー ヴァ 
ント の 中 で は へ ブン ズリ ブラ と 並ん 
で か な り 異 色 に いえ る の で は な いで 
し ょ うか 。 設定 画 で は マス ク の 下 が 
ちょ っ と イケ メン 風味 の 坊さん で す 
が 、 声 か ら は 全く 想像 が つき ませ ん 
ね 。 あ と 、 あ の 地球 儀 に は どん な 効 
果 が ある ん で し ょ うか ね ? (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

山 な り 法 力 SHOT ほっ ! 

が ん ば りな さい 今 こそ 攻め 入れ ! 

耐え な さい し ば らく は 持つ じゃ ろ 
に 

ダメ ー ジ ⑭ り ぐふ ぅ 

ダメ ー ジ (大 ) ん ど ぼ お お ! 

死亡 ご 期待 に 沿え ず 、 申 し 
訳 あ り ま せん … 

命令 受話 承知 し た 

出 撃 ( 再 出撃) よっ こら せい 

感謝 いや 、 あ り が た い 

褒め 流石 で す な 、 マ スタ ー 

マス ター 述 週 敵 の マス ター じゃ 

マス ター ゴー スト 到着 本 拠 地 に 着き まし た ぞ 

目的 地 到着 ゆう 、 着 いた 

撤退 ここ は 退き ます か 

対面 時 劣勢 予想 芳しく な い 状 況 で す 

優勢 (対面 時 ) まあ ぁ 、 軽 くけ ひねり ます 
よ 

呼び か け ちと 、 よ いで すか な ? 


Sly | 時 計 記 目 目 目 じ 


コン ヴィ クト ハン マー 


巨大 な 鉄 村 を 武器 に し た 上 級 装甲 兵 。 持 の 器 を 持っ た 武人 。 
誇り 高く 自信 も ある が 、 決 し て 己 を 過信 は し な い 。 ま た 、 信 心 深 い 一 面 も ある 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

コン ヴィ クト ハン マー は オー ソ 
ドッ クス に 上 級 兵 と し て の 威厳 を 表 
現す る こと が で きた と 思い ます 。 背 
中 の 羽根 の よう な も の は 、 ギ ミッ ク 
を 仕込 ん で 攻撃 用 途 も 備え る 予定 
だ っ た の で す が 、 も ろ も ろ の 事情 で 
割愛 され まし た 。 し か し 、 鎧 も ここ 
まで 重層 に な っ て くる と 、 も は や 口 
ボッ ト の よう に 見 えま すね 。 (石渡 ) 

開発 時 の 通称 は 「 フ ルアー マー 将 
軍 ] で し た 。 重 量 級 な イメ ー ジ の ある 
上 級 装甲 兵 ら し か ら ぬ スマ ー ト で 細 
身 な ラ イン が 特徴 的 で すね 。 デ ザイ 
ン が 立体 的 に か な り 細か く 、 旧 世代 
機 の ポリ ゴン 能力 で は 表現 が 難し い 
キャ ラク ター の 一 人 で し た 。 その 意味 
で Xbox 360 に 開発 プラ ッ ト フ ォ ー 
ム が 移っ た こと で 大 き な 因 恵 を うけ 
た キャ ラク ター と いえ る で し ょ う 。 
力強い モー ショ ン が と に か く か っ こ 
いい で すね 。 カ ブ ト の 先端 に 白鳥 の 
頭 が 着い て いる の で す が 、 最 初 は そ 
こ が 本 人 の 頭 だ と 勘違い し て まし た 。 


失礼 極 ま り な し 。 (本 村 ) = _- 
ゞ 設定 (武器 テク スチ ャ ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
突進 攻撃 ぬん ! 
催 悔 せよ 祈 れ ! 
信心 が 足り ん 齋 清 ! 
タメ ー ジ の ) く ぬ 
ダメ ー ジ (大 ) ご ぉ う あ ! 
死 記 皆 を 頼み まし た ぞ 、 マ 
令 受 有 御 療 に 
出撃 ( 再 出撃) 出陣 ! 
感 腹 ”)”"” も っ た い の う ご ざい ま 

す 
可 め これ ぞ 天 下 人 よ 
マス ター 通 我 が 典 に 仙 な す 者 あり 
マス ター ゴー スト 到着 敵 本 拠 地 に 到着 人 2 ^ 和 ま う 
目的 地 到 着 着き まし た KS 内 \ (NR 02 
FT 撤退 ! な ん と 無様 WAN ) 二 
ii か / | ) 
対面 時 劣勢 予想 存外 、 猛 者 も いる よう set 伯 ayrt 半 NN / 

だ SW 1 | -twz2t9 イ 月 
優勢 (対面 時 ) 0 和 ど も ゝ 間 ョ | / 
呼び か け 申し 上 げ ま す | 5 ) 


H 


3 人 | 
Set の T ツ 1 っ 】 【 で ト わ KOT 朋 
ょ 設定 ( 頭 部 / 大 隔 部 胸部 ) | 。 * 設 定 ( 育 面 部 ブレ ー ド ノ 武 器 / 本 体内 部 ) 
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=5 3 


di11H DR 


クワ ドロ ベイ リフ 


馬上 か ら 敵 を 射 周 く 上 級 射撃 兵 。 完 全 に 上 か ら 目 線 の エリ ー ト 思考 。 
物事 に 白黒 つけ な けれ ば 気 が 済ま ず 、 我 が マス ター で すら ライ バル 視 し て いる 。 


ゃ (全身 ) 


正人 2974 
7 人 の 
勿 y 屋 模 朱 . 
PLEDGE ALE61ANCE To 


紅 す 1 ORD 
EAC'5INy で 3.3 と LIVAIRY 


失 唱 ト 先 5 を <t を uu. 
欠 守 まだ た 、 
ゞ 設定 (武器 騎馬 頭 部 / 脚 部 の 騎馬 鞍 ) 
ュ 、 -TY GE と ZH 2 -OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


gl 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 

考案 時 は 最も 夢 が 広がる ユニ ッ ト 
で し た 。 乗り 降り が 可能 で ある と か 
二 体 に 分 か れ て 攻撃 で きる と か 、 色々 
ネタ は あっ た の で す が 、 も ろ も ろ の 
事情 で 割愛 。 残念 祭り で は あり まし 
た が 、 作 中 で 乗り 物 に 乗る タイ プ の 
キャ ラク ター は 少な い の で 、 楽 し ん 
で デザ イン で きた と 思い ます 。 お 気 
に 入り は 、 ラ ンス と シー ルド と ライ 
フル を 兼ね た 武具 で す 。 そ うそ う 、 
苦労 し た 点 を 挙げ れ ば 、 ゲ ー ム の 仕 
様 上 サー ヴァ ント は サイ ドス テッ プ 
で きた りす る の で す が 、 そ ん な こと 
が 出来 る 馬 は 実在 し な い の で 、 ど ん 
な 動き を させ る か 悩ま され まし た 。 
(石渡 ) 

騎馬 兵 な の で 機動 兵 か と 思い き や 、 
実は 射撃 兵 と 近接 兵 の 中 間 と いう 意 
表 を つい た キャ ラク ター。 ダ ウン し 
た と き と か どう する の か 、 落 馬 す る 
の か 、 な ど な ど いろ いろ と 検討 し た 
キャ ラク ター で し た ね 。 結局 この キャ 
ラク ター だ け 特 殊 な 処理 を 行う わけ 
に も 行か ず 、 ま さ に 「 人 馬 一 体 ] と い 
う 形 に 落ち 着き まし た ね 。 唯 一 死亡 
時 の み 、 沙 馬 す る 姿 が 見 られ ます 。 
モデ リン グ の 際 に は 1 キャ ラク ター 分 
の ポリ ゴン 数 で 人 と 馬 の 双 方 を 作ら 
な けれ ば な ら な か っ た の で 、 ど こ で 
ポリ ゴン を 削る か か な り 厳 し い 選 択 


を 迫 ら れ ま し た ね 。 (本 村 ) 

+ ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン 。 ボイス 

攻撃 は ! 

接近 モー ド 刃 に 伏せ て 見 せま す 
射 黄 モ ー ド 射 抜い て 見 せま す 


エリ ー ト だ か ら な 見 えた ! 
その 罪 と 共に 身 も 両断 こざ か し い ! 


ダメ ー ジ ( 小 ) ぬ ! 

ダメ ー ジ (大 ) ぬう あ ! 

死亡 及ば ぬ と いう の か が 、 私 
が … 

命令 受諾 承知 ! 

出撃 ( 再 出撃) 討 手 出 ま す 

感謝 申し 訳 あり ませ ん 

誤 め 見 事 な 武 陳 だ 

マス ター 通明” あれ が 逆 の マス ター か 

マス ター ゴー スト 到着 敵 本 拠 地 に 着き まし た 

目的 地 到 着 目的 地 到 達 

撤退 くぅ 、 後退 だ 

対面 時 劣勢 予想 2 し お っ て 、 な め る 
な ! 

優勢 (対面 時 ) まさ に 有 象 無 象 

呼び か け お 知ら せ す る 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

「GG2J で は 、 イ ラス ト で 膨らん だ 
イメ ー ジ が 3D 化 の 際 に 想像 と 違う 結 
果 に な る こと が 多々 あり まし た 。 こ 
の へ ヴ ン ズリ ブラ も その 一 例 で す 。 
な に か いろ いろ な 仕掛 け や 派手 な 電 
飾 な ど が 飛び 交 う イメ ー ジ が あっ た 
の で す が 、 画 面 に 出し て みる と 意外 
に 地味 で 、 最 終 的 に 上 官 ら し さ を 出 
す た め に 苦労 し まし た 。 頭 上 の 天 各 
は 敵 の 「 徳 」 に 対し て 「 罪 ]」 が どれ ほど 
ある か を 量 る と いう 設定 で す 。 ま ぁ 、 
ゲー ムル ー ル 上 、 絶 対 有 罪 に な る の 
で すけ ど ね ……-。 (石渡 ) 

宇宙 人 の よう な 特徴 的 な シル エッ 
ト を し た キャ ラク ター で すね 。 デ ィ 
ティ ー ル も ほか の シン トラ イブ サー 
ヴァ ント に 比べ る と どこ と な くら S 
F っ ぽい 雰囲気 。 デ ィ テ ィ ー ル 部 分 
の ライ ン が クワ ドロ ベイ リフ と 少し 
似 て る の は 同じ 時 期 に デザ イン され 
た か ら で し ょ うか ね 。 天 笠 の モチ ー 
フ を 大 胆 に 取り 込ん だ デザ イン で す 
が 、 お むし ろ 謎 の 円 盤 型 の 下半身 の ほ 
う が 印 象 に 残り ます ね 。 こ いつ も 、 
も う 少 し 人 間 ら し い シ ル エ ッ ト だ っ 
た ら イ ベン トシ ー ン で 出番 が あっ た 
か も 知れ な い の に ……。 (本 村 ) 


ャ キャ ラク ター ボイス 


放物線 法力 拡散 SHOT て あ ! 


疾風 の 加護 を 疾風 の 加護 を ! 

罪 の 手 を 清め ん 罪 の 手 を 清め ん 

ダメ ー ジ (4⑭ り く は 

ダメ ー ジ (大 ) ほお ぉ う あ ! 

死亡 我 死 し て 、 希 望 は 死 せ 
ず 

命令 受話 承知 いた し まし た 

出 届 ( 再 出撃) 参り ます 

感謝 拝 謝 いた し ます 

褒め 真 の 折 に ご ざい ます 

マス ター 遭遇 敵 マ スタ ー と 遂 早 

マス ター ゴー スト 到着 敵 の 本 拠 地 で す 

目的 地 到着 到着 いた し まし た 

搬 退 撤退 いた し ます 

対面 時 劣勢 予想 客観 的 に 勝ち 目 が 薄い 
か と 

優勢 (対面 時 ) この 場 の 勝利 は 期待 で 
きま す 

呼び か け 報告 いた し ます 


へ ヴ ン ズリ ブラ 


強力 な 法力 攻撃 を 得意 と する 上 級 法力 兵 。 主 君 と 組織 に 忠実 。 
客観 的 に 物事 を 見 る 目 に 優れ て いる が 、 す べ て の 可能 性 を 否定 で きず な か な か 結論 を 出さ な い 性 格 。 


人 


ゞ 設定 (三面 較 


ゃ 設定 (武器 手 負 ノ 接 首 ) 


頭 wt 
上 E お 馬 天 條 


2】 
聞 沖 


と 1 
スル の 契 物 時 に 
スク 2P- ル か" 末 、 
と 3 
- 須 て - の ょ 名 す 寿 Ao 
] 状 に な > 3。 
ゞ 設定 ( 頭 部 ) 
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用語 


MASTER 


Mi 1 DR 


2\ ミ ング ソー ド 


鳥 形 の ミニ オン 。 マ スタ ー に も タメ ロロ を 使い 、 主 従 関係 と いう より も 友好 関係 で あり た いと する 。 


し か し 、 い ざと な れ ば 身 を 抵 し て マス ター を 守る 一 面 も 。 


内 WP を 2 外 ト 佑 9 の 3 相 、 
9 い 桶 。 


クー 到 hM に 約 す あり すす 。 


p し に 7 た の ェ ン イイ ルム 
(へ こ に で ます ) 


喝 っ 断 麗 参 東 フ 
ゞ 設定 (全身 ) の 


BL47 た AL 
か な り 下 きれ で す \ / 


く 陶 23p ス 再 た う 


、| 


WW 


N ae テー 


抽 析 は 作 に ポキ の / ル 』 


ニー 宛て ザー な る 4 入 て -8p 生 の / ガ 
hk 宛て が ガード し しい 3 側 で す 人 を 層 ueua 人 // 
も う で す 、 し 7 
まれ KNNN 
対 に に だ し ト 表 村 の いい NNN 
ジ 54 い が " 希 り 、 ッッ NN 
七 *c 途 で が る 3 i 
特定 で グ 
し 
ゞ 設定 (サイ ズ 比 較 プ 胸部 ) 
GUILTY GEAHR 2 -OVEHTURE- MATERIAL COLLECTION 


用 


ャ クリ エイ ター コメ ント 
. ど うに も 僕 は 、 ミ ニオ ン が 天寿 を 
まっ と うす る 姿 に 愛着 を 寄せ て し ま 
いま す 。 ハ ミン グ ソ ー ド の 場合 、 小 
さい 外見 と 必死 な 雰囲気 の 漂う モー 
ショ ン 、 フ ラン ク な 口調 な ども あい 
まっ て 、 特 に 可愛 い キ ャ ラク ター だ 
な と 感じ ます 。 ハ チドリ を モチ ー フ 
ど し た ミニ オッ で 、 近づい て よく 中 
を 浴 ま す と 、 躍 が 飛 点 よう な 羽音 が 
聞け ます 。 彼 女 は 鳥 な の で 言葉 を 発 
する こと は あり ませ ん が 、 一 応戦 況 
報告 は し て くれ る ん で す よ 。 (石渡 ) 
これ も また 設定 画 を 見 た と き に 意 
表 を 突 か れ た キャ ラク ター で し た ね 。 
シン トラ イブ の エン ブレ ム が 鳥 を モ 
チー フ に し て いる の で 、 あ る 意味 ぴっ 
た りな の で す が 。 モ チー フ と し て 八 
チドリ を も っ て きた と ころ は さす が 
で すね 。 そ の 場 に 滞空 で きる の で ア 
クシ ョ ン ゲ ー ム の キャ ラク ター と し 
て 扱い や すい 。 こ いつ に 限ら ず 、 小 
さい キャ ラク ター と いう の は 画面 上 
に 表示 され る 面積 が 小 べ さい の で どう 
し て も 目立た せ に くい 。 こ いつ の 場 
合 は 羽 が 常に 動き 続け る の で その 分 
見 つけ や すい で すけ ど ね 。 速く 飛ん 
だ り 上 昇 し と り で き な い の は 多分 カ 
ブ ト が 重い か ら で し ょ う ( 笑 )。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 デ 

ダメ ー ジ ー 

死亡 さよ な ら 、 マ スタ ー… 

命令 受諾 わか っ た わ 

出撃 行く わ 

感謝 あり が と う 

衰 め マス ター、 凄 いわ ! 

マス ター 直 届 敵 マ スタ ー を 発見 

マス ター ゴー スト 到着 敵 本 拠 地 に 到着 

目的 地 到 着 着い た わ 

撤退 逃げ る わ ね 

対面 時 劣勢 予想 まず 勝て な いわ ね 

優勢 (対面 時 ) あら 、 い け そ うじ ゃ な 
い ? 

呼び か け 聞い て 一 


ハイ ブリ ッ ド 方 言 が 印象 的 な バッ ク グ ラウ ンド の 住人 、 イ ズ ナ 。 
彼 の トラ イブ は 妖怪 を モチ ー フ に し た デザ イン で 統一 され て いる 。 
(IJN い M M DI い M 

描き お ろ し イラ スト 

オリ ジ ナ ル ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


イズ ナ 

マス ター ゴー スト 
キャ プチ ャ ー 
河童 

な ま は げ 

猫又 ちゃ ん 

一 反 木 綿 

天狗 

で い だ ー ら で い だ ー ら の 使い 
応 騰 

だ る ま 


お や び 入 今 普 


ま 般 
lm」 


バッ ク ヤ ー ド や 現世 と は 全く 異な る 次 元 と し て 存在 す 
る 世界 が ある 。 その 世界 は 現世 か ら も パッ ク ヤ ー ド か 
ら も 隔絶 きれ て お り 、 バ パッ ク ヤ ー ド の 定義 な し に 自由 に 
往来 する こと は 出来 な い 。 そ の 世界 は 天 よ り 人 に 非 ざる 
者 た ち が 数 多く 棲 ま う 異 境 の 土地 で あっ た 。 

次 泉 平 坂 。 そ れ ら の 中 で も 特に 有名 な 世界 で ある 。 一 
般 的 に は 「 黄 泉 比良 坂 ] と 書か れ 、 古 く は 旧 ジ ャ パニ ー 
ズ の 古文 書 で ある 古事 記 や 日 本 書 紀 に 想像 上 の 国 と し て 
登場 する 。 無 論 、 当 時 の 人 々 の 手 が 及 ば な い 場所 と いう 
意味 で 憶 恨 と 長 怖 の 念 を 込め て 生み 出さ れ た 世界 だ 。 

ここ で 注目 すべ き は 死後 の 世界 と いっ た 現世 と 異な る 
次 元 世界 の 概念 を 当時 の 人 々 が 有 し て いた と いう 事実 で 
ある 。 近 年 に な っ て よう や く バ パッ ク ヤ ー ド の 存在 が 仮説 
と し て 立て られ 、 そ の 研究 の 過程 で 黄泉 平 坂 な どの 人 外 
の 棲 ま う 世 界 の 存在 が 推論 され 、 バ パッ ク ヤ ー ド と は 別 次 
元 の 世界 で ある こと が 仮説 と し て 立て られ た 。 


る する する る る すす る $ る $ る ぐる $ す ぐる る ぐ 


「 ね ぇ ね ぇ 、 お や びん お や びん ! 」 

主人 の 頭髪 を 毛 繕 いし な が ら 、 猫 又 ち ゃ ん が 話し 掛け る 。 
「… ん 一 。 ど ぎゃ ん し た と ? 」 

ボ ヘ ー っ と 返事 を し た の は 、 親 し み を 込め て 「 お や びん 」 
や 「 お いち ゃ ん 」 と 呼ば れる 人 気 者 イズ ナ で ある 。 

「 お や びん は 御札 と か 刀 の 独 と か 色々 付け て る よね ぇ 。 
これ 、 ど ー し た の ? 」 

「 そ い が な ぁ 、 オ イ も 覚え て な いっ ちゃ よ 。 物 心 付 いた 
と き に は 付け と っ た さき かい] 
「 ぉ ふぅ ん 。 何 だ ろ ね ー? あ 、 
まっ も を) 

ワサ ワサ と 待 を 引っ 張る 。 

「 イ タッ ! 痛い っ て ば よ 、 そ れ を 引っ 張っ た ら ア カ 
ジン 1!」 

怒ら れ て 類 を 膨らませ る 猫又 ちゃ ん 。 だ が 、 す ぐに その 
こと は 忘れ た よう だ 。 

「 あ ー そ うだ 。 い つも みた い に 面 白い お 話 、 開 かせ て 
ょ ー 1 

平穏 な 日 常 。 イ ズ ナ は 仲間 の 妖怪 達 に 物語 を 開か せ て や 
る の が 日 課 と な っ て いた 。 妖怪 達 も また 彼 の 語り に 熱心 
に 耳 を 傾け る の が 常 で あっ た 。 

「 そ うじ ゃ ね 。 よ し 。 今日 は アノ 話 に し よ ょ 。 ほ ん じゃ 、 
の ん びり と 始め まし ょ か ね 」 

「 う に ゃ ー」 - 
獲 又 ちゃ ん が 顔 を 綻 ば せる の を 見 て か ら 、 イ ズ ナ は 薄々 
と 語り 始め た 。 


これ … こ の か ん ざし カワ 


る る すす る る る $ る る $ す ぐす $ る $ す ぐる る ぐ 


今 は 昔 の お 話 だ で ? ある 所 に 夫婦 が お っ た ん よ 。 夫 は 
武 朋 者 や っ た けん ども 真面目 で 働き モン の 役人 だ っ た き 
に 。 妻 も 気 だ て よく 、 夫 を よう 助け 、 尽 くし て いた そう 
な 。 あ る 日 、 夫 は 妻 に 美しい 木 箱 を 差し 出し て 告げ た ダ 
ニ 。 と ある 任務 で 自分 が 旅立つ こと 。 そ れ は 危険 な 仕事 
な の で 二度と 帰れ な いか も 知れ ぬ 、 と 。 

うわ ー い き な り 一 。 も し か し て 悲し い お 話 … ? 


そう で も な か よ 。 安心 し ぃ 。 


うん うん 。 ほ いじ ゃ け 、 最 後 ま で よー 聞く っ ちゃ よ 

… う ん ! 
妻 は 夫 に 任務 の 内 容 を 尋ね た ん よ 。 夫 の 任務 は 国 中 に 散 
ら ば っ た 九 つの “殺生 石 " を 封印 する こと や っ た 。 
殺生 石 は 、 と ある 妖怪 を 退治 し た と き に 現れ た 石 じ ゃ け 。 
前 に 高尚 な 坊さん が 叩き 割っ た ん だ けど も 、 そ の 時 に 破 
片 は 九 つ に 分 か れ て 国 中 に 散ら ば っ て も うた 。 そ し て 、 
破片 は 辺り に 毒 の 霧 を 搬 き 始め た っ ちゃ 。 辺り の 草木 は 
枯れ 、 近 づく 者 は 皆 そ の 毒気 に よっ て 死ん で まう 危険 な 
義 ダ ニ 。 妖怪 の 恨み が 石 か ら 噴 出し と る … そ う 伝 えら れ 
て いた そう だ っ ちゃ 。 

むむ む 。 不穏 な 気配 ? 
ん だ ども 、 殺 生 石 に 誰か ら 賜っ た 御札 を 貼り 付け 、 お 経 
が 書き 込ま れ た 刀 で 貫 け ば 邪気 が 消え る 、 と 

A2GR2 ほ へ ぇ 一 。 それ で それ で ? 
夫 は 九 枚 の 御札 と 九 本 の 人 節 り 太刀 を 帝 か ら 下 賜 さ れ て 
持っ て 帰っ て 来 と っ た 。 妻 は 考え を た っ ちゃ 。 こ の まま 夫 
が 出征 すれ ば 生き て 帰ら ぬか も 知れ ぬ 。 げ に 、 夫 を 死な 
せ た く な い 、 と 。 

な 。 な かう …? 
その 夜 、 夫 が 寝 静 ま る の を 待っ て 妻 は 御札 と 太刀 を 持ち 
出し た っ ちゃ 。 こ れ が 無く な れ ば 夫 は 出征 出来 ぬ 。 
な ら ば 何処 か に 捨て て し まえ ば いい 、 と 。 夫 を 助け た い 、 
死な せ た く な いっ ちゅ う 気 持ち の 現れ っ ちゃ ね 。 

そ 、 そ れ で どう な っ た に ゃ ん ? 
妻 は 近く に ある 湖 に 沈め る こと に し た っ ちゃ 。 人 小舟 で 池 
の 中 央 まで 注ぎ 出し 、 布 で 包ん だ 御札 と 刀 を 投げ 捨て よ 


足 を 滑ら せ て … 湖 に 落ち た っ ちゃ ! 
ぎ に ゃ ー! 111! 
猫又 ちゃ ん 、 声 が 大 きす ぎっ ちゃ よ ! 
だ っ て だ っ て だ っ て 一 … ! 
どう する ? 続き 、 聞 きた く な い だ ら ? 
… 悲 し い お 話 は 嫌 だ ー。 で も 、 気 に な る 一 
じゃ 、 続 け よ っ か ね 。 妻 は 包み も ろ と も 湖 に 沈ん で 行っ 
た っ ちゃ 。 終わ り 。 
seem え ? それ で 終わ り ? 
や っ ぱり 悲し い お 話 だ っ た ぁ 。 オ イ ち ゃ ん の 嘘 
つき 一 ! 
冗談 冗談 。 次 の 日 、 夫 が 目覚 め る と 妻 は 朝食 の 準備 を 済 
ませ て 待っ て いた っ ちゃ よ 。 
近 の 玩 沈 沈 沈 え 光 えり) る 
どう し で ? 
夫 は 黙々 と 食事 を 済ま せ 、 出 立 の 準備 を 始め た 。 ん だ ども 、 
肝心 の 御札 と 妃 が 見 当たら な い 。 妻 に 問う て も 知ら ぬ 判 
ら ぬ と し か 言わ ぬ 。 生 真面目 な 夫 は あり の まま を 帝 に 報 
告 し 裁き を 求め た っ ちゃ 。 帝 は 多く を 語ら ず 、 代 わり の 
御札 と 刀 を 準備 する まで の 間 、 待 機 せ よ と 命じ られ た 。 
あり ゃ りゃ りゃ ? 
それ か ら 数 日 後 の こ と じゃ ね 。 殺生 石 が 散ら ば る 各地 か ら 
相次い で 毒 の 霧 が 消え た っ ちゅ う 報 告 が 届い た っ ちゃ よ 。 


な ん で な ん で 


に ゃ 、 に ゃ ん と 1 ? 
結果 良し っ ちゅ うこ っ て 、 夫 は 符 め られ る こと な く 、 そ 
の まま 夫婦 は 仲良 く 末 永く 暮らし まし た と き 。 今 度 こそ 、 
めで た し めで た し 、 で 、 本 当 に 終わ り 1 
ハッ ピー エン ド ? な に か だ まさ れ て る 気 が す 
る ! … 何 で 奥さん は 生き て た に ゃ ? 
さぁ ね え ? 昔 語 り に 深い 意味 は な い の か も 知 ん な いね 。 
だ ども 、 猫 又 ち ゃ ん が 良い 子 に し て れ ば 解る か も な ぁ 。 
むむ わ っ! ? アタ シ 頑 張る っ 1 
あー そ や っ た 。 言い 忘れ と っ た 。 贈り物 の 木 逢 な 、 あん 
中 に ゃ 帝 か ら 賜 っ た 由緒 ある 「 待 ] が 入っ と っ た ん よ 。 
> 何 百年 も 前 に 作ら れ た … 「 稲 穂 を 象 っ た 待 ] が ね ぇ 
な 、 謎 が 深まっ た だ け に ゃ … 


ト 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 人 、2 


バッ ク ヤ ー ド と 現世 を 繋 ぐ 「 ゲ ー ト 」 の 存在 を 人 類 が 
知覚 する 確率 は 限り な く ゼ ロ に 近い 。 現 世に お いて ゲー 
ト が 出現 する こと は 極め て 稀 で ある 上 に 、 そ の 出現 範囲 
は 全 宇 宙 と いう 広大 な 領域 に 拡がっ て いて 、 時 間 も 不 規 
則 な た めで ある 。 間違っ て も 探し て 見 つか る よう な 代物 
で は な い 。 

その よう な 天文 学 的 に 低い 唱 遇 率 を この と き 妻 は 偶然 
に も 引き 当て た 。 暗く 深い 湖 の 奥底 へ と 沈ん で いく 途中 
で 、 妻 は バッ ク ヤ ー ド へ の 門扉 に 遭遇 し 飲み 込ま れ た 。 
彼女 の 身体 は 高密 度 の 情報 圧縮 濃度 を 誇る バッ ク ヤ ー ド 
の 外圧 に 面 え られ ず に 僅か 数 秒 で 霧 散 し て 消え た 。 

神 も 悪魔 も 人 も 妖怪 も 、 こ の 世に お ける あり と あら め 
く 生 命 は 等 し く バ ッ ク ヤ ー ド で 存在 を 定義 る 8 れ て 生 を 受 
ける 。 イ ズ ナ も また 、 そ の 枠 か ら 外 れる 存在 で は な い 。 

本 来 、 九 十 九 神 や 妖怪 は 、 万 物 八 百 万 の 何かしら に 魂 
を 宿 し た 後 、 形 状 を 本 来 の 姿 に 固定 化し た 状態 で 百年 余 
の 時 を 過ごし 、 よ う や く 神 格 化 する 。 例 えば イズ ナ は 、 
と ある 銀河 系 の 地球 と いう 惑星 に 存在 する ジャ パニ ー ズ 
と いう 島国 を 護る 九 十 九 神 で ある 。 こ れ ら の 現象 は 、 バ ッ 
ク ヤ ー ド に お いて 稀 に 発生 する イレ ギュ ラー に よっ て 引 
き 起 こさ れる 。 

イズ ナ の 構成 要素 の 「 可 能 性 の 海 汰 ] は か な り 早 い 時 
期 か ら 発生 し て いた 。 お お よそ の 構成 要素 が 確定 し た 段 
階 に お いて 「 固 定 化 し つつ あっ た イズ ナ の 構成 情報 」 に 
ノイ ズ が 混入 し 、 構 造 に 変革 が 起こ っ た 。 こ れ は 陶 体 を 
失っ て な お 、 バ ッ ク ヤ ー ド 内 に 情報 と し て 残存 し て いた 
「 夫 を 想う 妻 の 強い 思念 ] が イレ ギュ ラー が 起こ っ た 際 
に 偶々 イズ ナ の 構造 情報 を 書き 換え る 結果 と な っ た た め 
で ある 。 

そし て 、 そ の イレ ギュ ラー な 構造 変革 現象 は 結果 と し 
て イズ ナ の 形状 と 性 格 の 形成 に 多大 な 影響 を 及ぼ し た 。 
イズ ナ は 彼女 が 生前 に 夫 か ら 受 け 取 っ た 贈り 物 「 稲 穂 を 
象 っ た 待 ] に 魂 を 宿 し た 。 


る る る る $ す る する $ る る すぐ る ぐ 


※ こ の 作品 は 「 九 尾 の 狐 」「 殺 生 石 」 と いっ た 日 本 古来 の 伝説 ・ 伝 承 
に 緯 わる 文献 を 参考 に 、 筆 者 が 「GUILTY GEAR] シリ ー ズ の 世界 観 
に マッ チ す る よう 独自 の 解釈 を 加え て 執筆 し た も の で す 。 本 文 は 正当 
な 伝承 を 踏襲 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 ご 注意 くだ さい 。 


- MATERIAL COLLEGCTION 


HARACTER 


-:- 鋭 い 観察 力 を 持ち つつ も 、 表 向き は 衣 々 と し て お り 掴 み 所 が な い 。「 適 当 ] を モッ トー と し て お り 、 一 人 より 皆 と 喜び を 共有 する こと を 大 
事 と 考え る 。 し か し その 実は 決し て 楽天 家 で は な い 。- バ ッ ク ヤ ー ド の 住人 と 語る 人 外 の 者 。 彼 を その 出生 か ら 知 る 者 は いな い が 、 和 柔らか 


い 物 腰 と 不 釣合い な 日 本 刀 が 妙 に 馴染 ん で いる その 様 は 、 そ の 歴史 が 決し て 浅い も の で は な いこ と を 語っ て いる 。 情 報 世界 に 生ま れ た た め 
か 、 あ ら ゆ る 話し 方 が 混ざり 合っ た ハイ ブリ ッ ド 方 言 を 使う 。 


MASTE 
2 


ャ クリ エイ ター コメ ント 
そもそも イズ ナ の トラ イブ は 、 既 
存 の RTS に 「 妖 怪 ] と いう 種族 が いな 
か っ た こと も あり 、 日 本 の 妖怪 文化 
を 世界 に 広め て や ろう と 作り まし た 。 
その 長 と し て どん な マス ター が 志 当 
か と 考え た と き 、 九 尾 の 狐 を モチ ー 
フ に し た キャ ラク ター を あて が っ た 
らい いん じゃ な いか と 。 頭 の お 札 は 9 
枚 あ っ て 、 イ ズ ナ が 九 尾 の 狐 で ある 
こと を 匂わ せ て いま す 。 衣装 は オリ 
ジ ナ リティ を 出 そ うと 洋服 と 和服 を 
合 さ せ た り も し た ん で す が 、 結 局 
シン ブル な 和服 の スタ イル に 落ち 着 
きま し た 。 当 初 は 色男 を 想定 し て い 
まし た ん で す が 、 色 男 は ほか に も い 
る じゃ ん と いう こと で 、 不 精 ヒ ゲ が 
以 合 う オ ヤジ を 狙っ て いま す 。 ナチ ュ 
ラル 汚い みた いな 。 (石渡 ) 

イズ ナ も また 独特 な 衣装 を まとっ 
た キャ ラク ター で ある た め に 、 モ デ 
リン グ 時 に か な り 苦 労 し た キャ ラク 
ター で し た 。 着物 を 肩 の 上 か ら 羽 織っ 
て いる 、 と いう これ また ポリ ゴン で 
は 表現 が 難し い デ ザイ ン と な っ て ま 
す 。 と に か く 和 服 の 類 は ポリ ゴン で 
は 再現 が 難し い ! 体 に 密着 し て い 
な が ら 、 動 き に 合わ せ て な びき 、 か 
つ 腕 な どの 動き と 連動 し て 動く と い 
うこ と で 、 相 当 悩 まさ れ ま し た 。 今 
の イズ ナ が いる の は モー ショ ン 担 当 
が が ん ば っ て 調整 し て くれ た か ら で 
すね 。 ち ょ うど モデ リン グ を し て い 
る の が 布 シ ミュ レー ター が 実装 され 
る か どう か と いう 時 期 だ っ た た め に 、 
迷い な が ら 作 業 し て いた の が 精神 的 
に も きつ か っ た 。 ち な み に 、 ほ か の 
マス ター は 顔 で リテイク を 受け る こ 
と が 多かっ た ん で す が 、 ど うい うわ 
け か イズ ナ は ほぼ 一 発 OK で し た 。 
(本 村 ) 


ゞ 決定 積 (全身 バス ト ア ッ プ ) 


xSPROFILE 

身長 : 182cm( 耳 込み で 204cm) 
体重 :68kg 

血液 型 : 不明 

出身 : 不明 

誕生 日 :8 月 3 日 


アイ タイ プ : 写真 を 撮る と 高 確率 で 赤く な 
る が 茶色 


趣味 : 御 当地 油揚 げ の 食い 比べ 、 演 歌 
大 切な も の : 何と か な る さ 、 友 達 、 愛着 


嫌い な も の : 可愛 げ の な い 排 他 思 想 、 も の 
を 大 切 に し な い 人 、 言 及 


ゞ 設定 (全身 ) 


GUILTY GEAH 2 -OVERHTUHE- MATEHIAL COLLECTION 


有馬 


ゞ コス チュ ー ム 案 
ンズ 
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+ ゞ キャ ラク ター ボイス 


シチュ エー ショ ン 


ボイス 


ゞ 設定 (ボディ ペイント) 


シチュ エー ショ ン ボイス 


シチュ エー ショ ン ボイス 
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PP ゆう くり DEU の に の 穫 DC8357 他 が ュー ッ ト 時 か け 河 重 さん / な ま は げ さ ん ノ 獲 又 ち ゃ ん ノ 今 日 も ひら ひら ! 頼ん ey 
四 2 だ 、 句 神 ! / お 押さ ん 、 お ね が い ノ た の ん ます 、 先 生 ! / ち ん ま 中 
命令 (人 ん じゃ 、 前 進 で / 前 に 行っ ちゃ て / 先 の 方 で 集合 ね い 先 生 ! ノ 放 放 さ ん 、 よ ろ し く ! / 男 気 み し た っ て くだ さい ! キャンペーン (バリ ア 破 震 ) ご な いし た ? サ ー ヴ ァ ン ト を 瑞 の マス ター ゴー スト まで 連れ て 行 
上 紀 
命令 ( 好 き に し て ) 適当 で ええ よ ノ 好き に や っ と いて ね ン ほ ぼちぼち で か まわ ん よ ガー ド ほ 、 本 気 は 良く な いよ ン こ わい ね 、 ど う も / ま ぁ 、 沙 ち 省 き お 2 つじ リア が 本 入 は VOU お ら 到 っ (9 や 
PS ー - ーー - 5 腔 堪 キャ ン ペー ン ( ブ リー フィ ング ) サー ヴァ ント を 出し て 対抗 せん ば 、 1 人 じゃ 勝ち 目 は な か ! ノ サー 
命令 ( 地 退 し ろ ) に 、 遂 げ れ | / 命 あっ て の も の だ ね ! / 無 理 無 理 、 帰 ろ チャ ッ ト 用 . 挨 どーも 彰人 e。 
司令 ( 人 ) ここ で 気 張 ろう ね じゃ ぁ 、 居 座り ます か ノ こ こ は 座 も 入れ ちゃ チャ ッ ト 用 別れ さい な ら ー ンマ ナ ば 足ら ん の は ゴー スト を 取ら れ た か ら や 。 ゴ ー ス ト を 夫 う 
民 較 4 ・ チャ ッ ト 用 ・ 同 まぁ 、 そ うだ な や (CA 
アイ テム 合用 回復 ))” し ん どい ね 、 ど う も ノ 不 味 いよ ね 、 こ れ / 大 か な - 受 = キャ ン ペ ー ン (上 直通 戦 ) 一 の マ スタ ー ゴ ー ス ト ば 、 域 すん が 一 等 大 田 な こつ ば い ノ サー 
チャ ッ ト 用 否定 そう で な いよ ヴァ ント が キモ っ ちゃ よ ! バリ ア は ヤツ ラ に し か 剥が せん けん ! 
アイ テム 使用 (攻撃 系 ) ほ い っ と / よ っ は い ! アン 1 還 加 
チャ ッ ト 用 . 女 り な ん だ っ ち が あん さん の マス ター ゴー スト が 危な か と よ ! 壊さ れ た ら 一 巻 の 
サー ヴァ ント 机 和 一 簡 に いこ か / 付 いて 来 て ね ン こ っ ちこ っ ち 用 ビー 9 に 選 、 間 が 終わ り だ ざ ? 
アピール ( 朱 し ょ う も な い の う …… 楽 出来 て いい ね 、 こ の 勝負 ン 明 的 も 、 過 ー = キャ ン ペー ン #3 な ん ば し ちょ る ? サー ヴァ ント を 回 収 し て 、 あ の 門 ま で 走れ ! ン 
ざれ ば 如 に な る で よ ? Aegis 証人 5 だ ! あの 門 の バリ ア を は が さ ね ば 、 オイ ら ど こ に も 行け ん ぞ や ! ノバ 
ー 記 ポ ご ア は サー ヴァ ント に き に 
5 本 ニコ だ 短けれ ご 抽 ち 取 D ポ イス : 記 め な ダス リア は サー ヴァ ント に し か 壊せ ん き に ! 
あん た 、 混 繋が 見 えと る ね ラウ ンド 開始 隊 みね うち 宣言 ちょ っ と だ け 表 て て も ら うば いね キャ ン ペー ン #5 げ - ・・、 何 この 人 。 不 死 身 ? ン こり ゃ 、 ち ょ っ と や そっ と の 攻 机 
二 ーー ーー ご ー で は 倒せ ん の と ちゃ うか ! ? 出し 惜しみ し て る 場合 じゃ な か ! 
宮 ちょ っ と 、 待 っ て …… ン あれ 、 径 ん で る ?/ ふ ら っ ぶ ふら マッ プ 確認 マッ プ を 見 れ 光ら 
状態 化 有利) お 、 皆 いい 仕事 し よる ね / さ こ て 、 又 に な っ て きた よ ! / 皆 、 も 回収 要 誠 それ を 見 つけ る ダス ノン それ を 1 個 見 つけ れ / そ れ を ら 但 探す ダス 2 ーー 
う 一 頑張り だ が や ! それ を 3 個 見 つけ よ か / そ れ を 2 信 探 す た い / そ れ を 5 二見 つけ = ヤン ペー ン * リ 5 夫人 
ーーーー る ん よ ノ それ を 6 個 探 し た っ て / そ れ を 7 個 見 つけ ん し ゃ い / そ キャンペーン #18 オイ の 出番 だ 
状態 化 (不利 ) あら らら ら … ン げ ー、 面 負 く さ | オイ も 匠 が 下っ ちゃ ね 人 DIR とれ は 間 コ け で お の 1 ら 
それ を 回 す る だ が や 
タメ ー ジ いり な っ / ち ょ / あ や 


古来 より 伝承 され て いる 「 九 尾 の 狐 ] を モチ ー フ に し た イズ ナ の マス ター ゴー スト 。 


後方 に は い ず こ か へ と 通じ る 階段 が 掘 え られ て いる 。 


* 設 定 (全体 


文 前 ダレ 以外 は 科料 で す 、 


経 
に 


ゞ 設定 (三面 較 ) 


バリア 有 解説: 本 体 か ら 伸び た 影 が カコ メメ Z み だい に 周回 を 回 っ て いま す 


給電 
( れ て ! 
に 


ゞ 設定 (演出 ) 


鳥居 内 部 空間 参照 > 中 の 景色 は 鳥居 の 一 か ら は 見 えま せん ( 重 奄 ) 


すき 、 
Y 連 の み の ス ケー ル で 細 み ます 、 
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ゞ クリ エイ ター コメ ント 

イズ ナ の マス ター ゴー スト は 、 言 
わ ず も が な 九 尾 の 狐 が モチ ー フ と 
な っ て いま す 。 こ れ は イズ ナ 達 や そ 
の 仲間 が 東洋 に お いて 妖怪 と 呼ば れ 、 
永き を 生き て きた 存在 の シン ボル と 
し て 最適 な モチ ー フ と 思え た か ら で 
す 。 た だ し 、 イ ズ ナ の 出生 に まつ わ 
る モデ ル は 、 実 は 九 尾 で は あり ませ 
ん 。 も っ と 素朴 な 存在 が 始ま り で あ 
り 、 そ の 歴史 の 過程 で 九 尾 と 呼ば れ 
た こと も ある と いう 設定 で す 。 と こ 
ろ で この マス ター ゴー スト 、 よ く 見 
る と 鳥居 の 奥 に 階段 が 続い て いま す 。 
中 の 木々 も 揺 ら め いて いた り 、 正 面 
の アン グル か らし か が 見 る こと が 出来 
な い 変 わっ た 作り だ っ た り 、 結 構 無 
駄 に 疑 っ て た りす る ん で す よ 。 (石渡 ) 

や る 気 の な さそ うな ポー ズ で 座っ 
て いる 狐 が な ん と も イズ ナ ら し い デ 
ザイ ン 。 正 面 か ら は 鳥居 の 中 に 階段 
が どこ へ と も な く 続 いて いる けど 、 
裏 か ら 見 る と な ん に も な い 、 と いう 
ちょ っ と 特殊 な 表現 を し て いま す 。 
これ も また 、 イ ズ ナ らし いと いう ベ 
きか 。 和風 キ ャ ラク ター と いう こと 
で モチ ー フ が は っ きり し て いた の で 
デザ イン の 方 向 性 も ソル の マス ター 
ゴー スト な ど に 比べ る と すん な り 決 
まっ た ほう で すね 。 (本 村 ) 


キャ プチ ャ ー 


箕 か さ を 被 っ た 「 風 鈴 」 を モチ ー フ に し た イズ ナ の キャ プチ ャ ー。 
周囲 に は 人 魂 と 思わ れる ゆら めく 思念 体 が 浮遊 し て いる 。 


ゞ 設定 (全身 ) 


* 起 騰 の 模造 人 昭 、 
鋼 め 後ろ > 見 だ 目 に 居 和 感 な けれ ば 
アレ ンジ し て も ら っ て いい で き 


ャ クリ エイ ター コメ ント 


イズ ナ の キャ プチ ャ ー は じっくり 
見 る と 結構 キモ いで す 。 し か し 、 デ 
ザイ ナー の 妙 な こだわ り で 、 ほ か の 
キャ プチ ャ ー で は や っ て な いよ うな 
処理 が 施さ れ て いる 、 特 殊 な モデ ル 
に な っ て いま す 。 基本 は 風鈴 が モチ ー ド 
フ と な っ て いる の で す が 、 そ れ 以 外 vv 6 
の 部 分 に 存在 感 を 持た せ た く な か っ es 

た の か 、 腕 の パー ツ は ライ ティ ング 

され て いま せん 。 あ まり 注目 され る 
ユニ ッ ト で は な い の で 気づか れ な い 
と 思い ます が 、 実 は 腕 の 部 分 だ け 立 
体感 が な い の で す よ 。 (石渡 ) 

イズ ナ の キャ プチ ャ ー は 正体 不明 
の オリ ジ ナ ル 妖 怪 で すね 。 風 鈴 と 唐 
傘 お 化け の あい の こ 、 と で も いっ た 
よう な 紛 囲 気 で し ょ うか 。 ま あ 、 妖 
怪 で すか ら ど ん な も の が いて も 不 思 
議 は な い の で し ょ う 。 謎 の 女 念 電 
波 を 発し な が ら 無 言 で 行進 し て いき 
ます が 、 ソル や ヴァ レン タイ ン の キャ 
プチ ャ ー と 比べ る と ちょ っ と 地味 で 
すね ー。 あ る 意味 、 日 本 の 怪談 の 地 
味 な 怖 さ を 表現 し て る の か も ? = = 
(本 村 ) ゞ 設定 (各種 パー ツ ) 


メ 表 と 理 で 絵柄 が 違い ます 


 + デ ザイ ン 案 


ネバ パー ティ の と 
テク スチ ャ アニ メー ショ ン を 予定 


+ 目 の 立体 詳細 
半 立 体 で す 、 曲 を で きる よう 
ポーン 仕込 ん で 頂 を だい 


† 上 記 参 照 で 文 ち らしさ を 残し つつ 
() 内 傘 判 別 で を な いく らい に デ ケス 〒 ャ を 清 し て 下さ い 


から の アン グ L Lo 

ダウン 時 くら 4 い に し か 施 え な いと 
星 う の で 、 ポ り 食 わせ い ご と 健 先 に | 
仙 ま し て くだ さい 


* 和 手のひら 


ボリ 諸 ら し の だ め 、 ご ご は くぐっ つけ て 作成 し て くだ さい 


Mi11iHPI 


MASTER 
BZ も 


旨 莉 


下級 近接 兵 で 、 い わ ゆ る 「 河 意 ] と 呼ば れる 妖怪 。 穏 や か な 性 格 で 本 来 戦い に は 向い て いな い が 、 
その 割 に は 攻撃 手段 が 豊富 。 キ セル を 少々 た し な み 、 農 作業 を 趣味 に し て いる 。 


+ 設 定 ( 全 身 ) 


ゞ 設定 ( 三 度 笠 ) 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

河童 の 正体 に 関し て は 諸説 あり ま 
す が 、 あ る 地方 で は イタ チ で ある と 
いう 見 方 も あり 、 そ こ に 着想 を 得 て 
デザ イン し まし た 。 も っ と も 、「GG2」 
の 中 で は ウナ ギ を モチ ー フ に し て い 
ます が 、 そ れ は 河童 に 対す る 大 多数 
の 認識 が 、 有 虫 類 や 両生 類 の よう な 
質感 を 想像 し て いる だ ろう と 考え た 
た めで す 。「 ウ ナギ が 地上 を 歩い て い 
た ら イ タチ の よう に も 見 えな い だ ろ 
うか ?」 と いう 、 風 説 の 裏づけ に も な 
り ま し た 。 モ デリ ング の 仕上 が り に 
関し て は 、 思 っ て いた より も 貧相 に 
見 える 結果 に な っ て し まっ た の が 残 
念 で す 。( 濾 ) 

ウナ ギ を モチ ー フ に し た 、 格 闘 家 
風味 の 河 意 、 と いう か な り ヒ ネリ の 
利 い た デザ イン な の で す が 、 見 慣れ 
て くる と な ん だ か 妙 に し っ くり 来る 
の が 不思議 で すね 。 回 転 する 笠 も お 
も し ろ い アイ デア で す よ ね 。 背 中 の 
甲 思 は ノー マル マッ プ ( 擬 位 的 な 四 
が 極め て 分 か りや すく 効果 的 に 使 
われ て いま すね 。 か な り 初 期 に デザ 
イン が 上 が っ た キャ ラ で 、 一 度 旧 世 
代 機 向け に 作っ た も の を Xbox 360 
用 に ポリ ゴン 数 を アッ プ し て 作り 直 
し て いた の を 叶い 出し ます 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 くわ っ ! 

カウ ンタ ー 能 力 も ら っ た … ! 

ダメ ー ジ (|) げ 

ダメ ー ジ (大 ) げ ぇ え 

死亡 ん ぐ わ ぁ ー ! 
命令 受諾 あい よ 

出撃 ( 再 出撃 ) 行く け 

感謝 感謝 で すわ 

衰 め 流石 お や びん 
マス ター 適 遇 英 大 将 だ よ ! 
マス ター ゴー スト 到着 本 丸 に 来 た よ ! 
目的 地 到着 着い た で よ 

撤退 駄目 だ 、 逃げ る よ 
対面 時 劣勢 予想 む 、 無 理 っ ぽい わ 
優勢 (対面 時 ) いけ そう で すわ 
呼び か け お ー い 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 
開発 当初 ナマ ハゲ の 目 は モデ ル 
で 作ら れ て いて 、 膨 き な ど も し て い 


まし た 。 そ し て 目 を 光ら せる た め に 、 
新しい 技術 を 導入 し た と ころ 、 夜 は 
や た ら 光 り 、 朝 は まっ た く 光 ら な い 
と いっ た 具合 に 、 背 景 の 輝度 に よっ 
て キャ ラク ター の 見 た 目 が 不安 定 に 
な っ て し まっ た の で 、 最 終 的 に は 無 
難 に パー ティ クル で 表現 する こと に 
な り ま し た 。 つ く づ く 最 近 の ゲー ム 
ビジ ュ ア ル は 複雑 に な っ た と 思い ま 
す 。 と ころ で 、 ナマ ハゲ と いえ ば 恐い 
イメ ー ジ が つき 物 で す が 、 こ ん な モ 
フ モ フ し て いそ うな ナマ ハゲ な ら 背 
中 に 乗っ て 妖怪 の 国 と か に つれ て っ 
て ほし いと 思い ませ ん か ? ちな み 
に 、 ナ マハ ゲ の シル エッ ト が 決定 す 
る まで に は ニ 二 転 三 転 以上 の 苦労 が あ 
り ま し た 。 オ リエ ンタ ル な 顔面 マス 
ク が メイ ン の シル エッ ト に な る よう 
に し た く て 、 デ ザイ ナー に さま ざま 
な アイ ディ ア を 出し て も ら っ た の で 
す が 、 ど うし て も 威圧 感 と 愛 婚 を 両 
立 さ せ た 雰 囲 気 に 落ち つか ず 、 何 度 
も サジ を 投げ られ まし た 。 結 果 と し 
て は 納得 の 行く 形 に 落ち 着き まし た 
が 、 こ の ラフ の 数 を 見 る と 当時 の デ 
ザイ ナー の 機嫌 が 相当 悪く な っ て い 
た 思い 出 が よみ が えり ます 。 (石渡 ) 
未だ に 仮面 の 目 と その 口 の 中 の 目 
の どっ ち が 本 物 か た ま に 迷 っ て し ま 
う 装 甲兵 で す 。 装 甲兵 だ け あ っ て ボ 
リュー ム の ある シル エッ ト で 、 画 面 に 
出 た と きも 目立つ 気 が し ます 。 包丁 
を 振り 回 す 怖 い ヤ ツ で す が 、 開 発 中 
は 8 回 連続 で メッ 夕 切り に する 仕様 
で し た 。 見 た 目的 に も 性 能 的 に も さ 
す が に 凶悪 すぎ て 結局 半分 の 4 回 に 
落ち 着き まし た ね 。 で か いく せ に 足 取 
り が 妙 に 軽い 印象 が ある 装甲 兵 で す 。 
技術 的 に は 、 肩 周り の ワラ 傘 を 多重 
構造 に し て ファ ー( 毛 の 表現 ) ぼ ぽく 見 


せる 手法 を 試し こ た り し ます 。 (本 村 ) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 

近接 攻 軸 ふん 1 

悪い 子 いね が ? 悪い 子 いね が ! 
ダメ ー ジ ( 小 ) ぼ ぅ 

ダメ ー ジ (大 ) ほぼ おおう 
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下級 装甲 兵 。 鬼 の 面 を し た 妖怪 。 小 さい こと を 気 に し な い 、 お お ら か な 性 格 。 
子供 が 好き で 、 た ま に 人 前 に 姿 を 現す も の の 、 た いて い の 場 合 麗 が られ て し まう 。 
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下級 機動 兵 。 飼 い 猫 が 変化 し た 妖怪 。 イ ズ ナ を 兄 の よう に 慕い 、 天 真 畑 漫 な 性 格 。 
「 ま た た び 」 や 「 カ ツ オ 節 」 と いっ た 食べ 物 も 月 並み に 好む が 、 一 番 の 好物 は ミル ク 。 
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本 書 の イラ スト で は つい に 顔 も 見 
せ て し まい まし た が 、 ゲ ー ム 中 で は 
マス ター の キャ ラク ター 人 気 を くわ 
な いよ うに ずっ と 顔 を 伏 は て いま す 。 

ー 応 顔面 は 作っ て あり 、 ロ ー 
ング ル か ら 見 る と 顔 も 見 えた りす る 
ん で すけ ど ね 。 ち ょ っ と 怖 め の 顔 が 
作っ て あり ます 。 最 初 は 腰 に つい て 
いる 鈴 の 音 を シャ ン シ ャ ン 只 ら す つ 
も り だ っ た の で す が 、 あ まり に も う 
る さい た め に や め ま し た 。 (石渡 ) 

た し か 一 番 最初 に 作っ た 女性 型 
か つ Xbox 360 用 に モデ リン グ し た 
最初 の サー ヴァ ント だ っ た の で は な 
いで し ょ うか 。 女性 型 な の に 顔 が 隠 
れ て いる の で 、 和 覆面 の 下 を どう し よ 
うか 結構 悩み まし た 。 唯 一 見 えて い 
る 口元 だ け は 「 ぷ る ぷる し た 唇 に し 
て 」 と いう 難し い 注 文 が 来 て まし た 
ね 。 声 も あい まっ て 非常 に か わい ら 
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一 反 木 編 


下級 射撃 兵 。 白 い 布 の 姿 を し た 妖怪 。 忠 義 に あつ い 性 格 。 
人 の 首 に 巻き つい て 迷惑 を か ける 伝承 が ある が 、 実 は 「 暖 め て あげ た い 」 と いう 思い や り で ある 。 


ゞ クリ エイ ター コメ ント < で >| 
手足 が 細い キャ ラク ター は 、 立 体 ク 。 パ 
化し た と き に そ の 存在 感 が 薄く な っ 


て し まう 傾向 に ある の で す が 、 こ の 
一 反 木綿 は まっ た くも っ て ペラ ペラ 
な た め に 、 角 度 に よっ て は 見 えな く 
な る 現象 が 起き て いま し た 。 そ の た 
め に どこ か ら 見 て も 視認 し や すい 
モー ショ ン と いう も の な を 模索 し た 
億 が あり ます 。 国民 的 メジ ャ ー イ メー 


ジ と し て は 、 何 人 か 人 を 運べ る よう 雪 

な 大 き さ が ある と 思い ます が 、 確 か Aa 1 

に 本 来 の 「 一 反 」 と は 1 1 メー トル 近く SA 

の 長 さ を 指す 単位 だ そう で す 。 そ の 還 

位 大 きけ れ ば も っ と 見 や すか っ た か | 

も し れ ま せん 。 (石渡 ) GS 
お そら く ゲ ー ム 史上 も っ と も 立体 

的 に 「 薄 い 」 ポ リ ゴ ン キャ ラク ター。 

常に 浮か べ て いる 満面 の 笑み と 、 い 

や らし い 攻 撃 手 段 が へ カカ つく ナイ ス 
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上 級 近接 兵 。 妖 怪 を 主 と し た イズ ナ の トラ イブ で も 古参 の 豪傑 
作戦 上 イズ ナ を 大 持 と し て 扱っ て いる が 、 マ スタ ー と は 同格 の 指導 者 的 立場 。 曲 が っ た こと が 嫌い 。 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

天狗 と いえ ば 妖怪 の 中 で も 特に ポ 
ピュ ラー な 存在 と いえ ます 。 し か し 、 
その 威厳 を 表現 する の は 難し い ! カ 
ラス の 羽 で も 生やし て し まえ ば 、 大 
分 印象 も 変わ っ た と 思い ます が 、 背 
中 に 羽根 を つけ る と ゴー ジャ ス に 見 
える 、 と いう 世界 観 は 安直 な 気 が し 
て 、 ま た 、 い ざ そ うい う 表 現 が 必要 
に な る キャ ラク ター が 現れ た と き に 
その 神々 し さ が 浮 き 立 た な いと 考え 
た 理由 か ら 、 細 キ ャ ラク ター は 極力 
避け て きま し た 。 な の で 別 の 部 分 で 
が ん ば ろう と 思い 、 天 狗 の 顔面 を 派 
手 、 か つ 前 例 の 無い デフ ォ ル メ に し 
よう と 意気 込み まし た 。 この モグ ラ っ 
ぽい 顔 は お 気に入り で す 。 (石渡 ) 

裕 と 袖 の 部 分 の 表現 に か な り 苦 労 
し た 記憶 の ある キャ ラク ター で す 。 
まず 裕 は 、 ボ リュ ー ム の ある 布 と 、 
中 の 足 の 動き を 正しく 表現 する こと 
は か な り 難 し く 、 説 得 力 の ある 裕 の 
表現 を 行っ て いる ゲー ム は な か な か 
見 な いで すね 。 袖 部 分 も 布地 の 面積 
が 広く て ひら ひら ゆれ る の で す が 、 
上 腕 と 下 腕 に また が る デザ イン の た 
め 、 ク ロス シム (ゲー ム 機 上 で 布 の 動 
き を 計算 で 再現 する 処理 ) を 使っ て も 
どこ まで うま く 行 く か 不安 で し た ね 。 
時 間 と 処理 の 都合 で 結局 [動い て これ ば 
あん まり 気 に な ら な い 」 と いう 結論 に 
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で い だ ー ら の デザ イン は 好き で す 
ね 。 た だ 、 こ の キャ ラク ター は 最も や 
り 残し た こと が 多い か も し れ ま せん 。 
まず 全長 で す が 、 イ メー ジ で は も っ と 
巨大 に な る は ず で し た 。 し か し ゲー ム 
の 仕様 上 、 レ ベル デザ イン に 立体 交差 
を 含ま ざる を 得 な いた め 、 ト ン ネ ル や 
橋 の よう な 地形 の 下 側 を 通れ る サイ ズ 
に 収め な く て は いけ ませ ん 。 こ れ に 伴 
い 、 で い だ ー ら の 攻撃 モー ショ ン に も 
制約 が か か り ま し た 。 ま た 、 体 の 表面 
に は 、 お モチ の よう な 流体 が 全身 を 覆 
う 予 定 で し た が 、 表 現し た 結果 、 変 に 
生々 し く な っ て し まっ た た め に 和 却下 。 
現状 に 落ち 着き まし た 。 あと 、 ポ リ ゴ 
ン を ケチ りす ぎました :…・。 (石渡 ) 

どろ どろ と し た モチ の よう な 質感 の 
何 か が 絶え ず 上 か ら 流 れ 落ち て くる 、 
と いう 極め て ユニ ー ク な 表現 に チャ レ 
ンジ し た キャ ラク ター で し た 。 も と も 
と 、 「 こ の キャ ラク ター は 何 か 特 殊 な 処 
理 を し よう ! 」 と いう よう な 話 が あっ 
て 、 デ ザイ ナー 同士 で ネタ を 出し 合っ 
て 決め た の で す が 、 プ ログ ラマ ー に 苦 
労 を か けた 割り に は いま いち で し た 。 
キャ ラク ター が で か い の で イン パク ト 
は ある の で す が 。 実は こい つが 歩い た 
後に は 足跡 が し ば らく 残る の で す が 、 
それ は 通り が か っ た 敵 マ スタ ー が こい 
つの 接近 に 気付 ける よう に 、 と いう 
ゲー ム 上 の 理由 も ちょ っ と あっ た り し 
ます 。 で い だ ー ら の 使い は デザ イン が 
シン プル に まとまっ て いて 、 マ ッ シ ブ 
だ っ た の で 今 で も 気に入っ て ます ね 。 
画面 に 出し た 時 に 思っ て いた より も 小 
さか っ た の が 残 意 で し た 。 (本 村 ) 


+ キ ャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
攻撃 ー 
ミニ オン 召喚 ー 
近接 支配 攻撃 ー 
ダメ ー ジ (]) ー 
ダメ ー ジ (大 ) ー 
死亡 すま ん 。 オ ヤ ビ ン 、 カ 
に な れ な ん だ (ご めん 。 
オヤ ビン 、 力 及ば ず …) 
命令 受話 いい だ ろう (いい よ ) 
出撃 ( 再 出撃 ) 行く か (行く よ ) 
感謝 悪い な (あり が と ) 
褒め 大 し た も の だ (凄い や ) 
マス ター 間 遇 敵 の 大 将 だ 
( 英 の 大 将 だ よ ) 
マス ター ゴー スト 到着 本 丸 に 着い た 
(本 丸 に 着い た よ ) 
目的 地 到着 着い た (着い た よ ) 
撤退 退く か (逃げ る ね ) 
対面 時 劣勢 予想 正直 苦手 な 募 だ 
( げ 、 強 そう ) 
優勢 (対面 時 ) ここ は 任せ て お け 
(な ん だ か が 弱 そう だ 
な ぁ ) 
呼び か け 聞い て くれ 
(聞い て ぇ ー) 


で い だ ー ら で い だ ー ら の 合い 


上 級 装甲 兵 の で い だ 一 ら は 、 イ ズ ナ より も 古く か ら 和 存在 する 神 に 近い 存在 。 本 人 の 表層 意 議 と は 関係 な く 、 現 世 を 作り 出す 力 を 持つ 。 
ミニ オン の で い だ 一 ら の 使い は 、 や ん ちゃ な 行動 が 目 に 付く が 、 素 直 な 性格 。 人 間 味 が あり 、 ブ ルー ス ・ リ ー の ファ ン 。 


+ 設 定 (全身 ) 


\ た を 対象 に 
ゞ 設定 (三面 図 ) 


ゞ 設定 (で い だ 一 ら の 使い ) 


※ カ ッ コ 内 は で い だ 一 ら の 使い の ボイス 


cp =p 


di11iH UM 
お 圭 


上 級 法力 兵 。 雪 を 司る 妖怪 。 見 た 目 ど お り に お し と や か で 、 丁 寧 に 仕事 を こなす 。 
女流 意識 が 高く 、 美 学 を 重んじ て いる 。 し つけ や 作法 に 厳し い が 、 根 は 優し い 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 


. お 婁 さん は 当初 、 ま さ に 水 の 女王 
と いっ た ゴー ジャ ス な 外見 を 想定 し 
て いま し た 。 し か し 、 氷 や 圭 、 冷 所 
な どの 表現 を 重ね て いく と 、 真 っ 白 
RE に な っ て 全身 が お ぼろ げに 見 えて し 
を < て wu 。 まう 懸念 が めった の で 、 最 終 的 に は 
シン ブル な デザ イン に 落ち 着 か せま 
し た 。 余 談 で は あり ます が 、 チ ー ム 
カラ ー を 赤 に し た と き の お 婁 さん を 、 
開発 チー ム の 間 で は 「 フ ァ イ ヤ ー 圭 
女 ] と 呼ん で いま し た 。 語感 が お も し 
ろく な いで すか ? (石渡 ) 

初期 の ころ に モデ リン グ を 行い 、 開 
発 後半 に な っ て か ら 多 少 手直し を し 
た キャ ラク ター で すね 。 胸元 の デザ 
イン が か な じ 立 体 的 に 入り 組ん で い 
る の で す が 、 全 部 ポリ ゴン で 作る と 
いう 結構 無謀 な こと を し まし た ね ー。 
武器 の 手裏剣 は 当初 手 に 持た せる つ 
も り で 作っ て いた の で 、 手 の 形状 も 
その つも り で 結構 細か く 調整 し て た 
り し まし た 。 結局 手裏剣 は 常に 浮 放 
し て る こと に な り ま し た が 。 作 っ て 
いた 当初 は か な り 美 人 に で きた ! と 
思っ て いた の で す が 今見 る と すご く 
直し た い 気 分 に な り ます 。 (本 村 ) 


* 股 定例 身 ) oo 


ゞ マキ ャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン  。 ボイス 
近接 多段 攻撃 ふう 一 
白眼 の 涙 ほっ … 
病 て つき な さい て つき な さい 
ダメ ー ジ (ゆり あぁ 
ダメージ (大 ) 痛い … 
死 いと 、 偽 し … 
命令 愛 賠 素 知 いた し まし た 
出撃 ( 再 出撃) 人 り ます 
感 時 か た じ け の う ご ざ いま 
す 
豆 め 素敵 で す 、 お や びん 様 
6 くさ マス ター 遂 遇 敢 大 将 と お 見 受け いた 
し ます 
ャ デザ イン 案 ーーーーーーー ーーーー ーー 
ee うに に に ee = マス ター コ ゴー スト 到着 悲願 、 本 丸 に 参じ まし 
た 
介 の 人 り ッ N と 目的 地 到着 着き まし た … 
凍り い パ | ( NSSN 授 この 場 は 退き ます 
3 めで 。 IX | ン 用 ぶ 対面 時 予想 長く 持ち そう に ご ざい 
ーー ーー ペペ ジグ ませ ん … 
き 赤 ) 7 優勢 ( 対 画 時 ) ここ は お 任せ くだ さい 
2 の 電 用 ルン ん で 
ンー ぎー MI/ ざ 
| 3 も | / 呼び か け あの 、 も し … 


142 の まう な イン て 


の) WE へ 2cm31 

し 2 且 ー ( 栓 才 人 kW り で 3) 

イム 志 4) HH 計 」 
2 トリ 仙 ンズ ベン 


人 間 引 に て | 


CX ゾ L こい = で 0 


FAXy es 39 に 
_- NL 
| 1 販 7 | 2 に oo 居 生ま KC うす 。 
| に | アグ 
章介 ょ 設定 (本 体内 部 ) ゞ 設定 (本 体内 部 頭 部 ) 
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村 記 ン が 人 答 る る で 召 和 う 


pcp 5 


MASTER 


上 級 射撃 兵 。 伝 説 上 の 生き 物 と され 、 現 世 の 文 化 形成 に 深く 影響 を 及ぼ し た 神 獣 の 一 種 。 
実は 女性 。 純 心 す ぎ て 、 よ く 人 に 騙さ れる 。 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 

人 間 の よう に 手 定 が 自由 な キャ ラ 
クタ ー で は な い の で 、 攻 撃 モ ー シ ョ 
ン の ネタ に 枯 潟 する キャ ラク ター で 
し た 。 ア クシ ョ ン ゲ ー ム の ボス と し 
て 作る 分 に は いく ら で も ネタ が ある 
の で す が 、 本 作 の 場合 は CPU の キャ 
ラク ター 同士 が 戦う 場面 が 多く 、 彼 
ら は プレ イヤ ー と は 異な り 学習 能力 
が な いた め に 、 対 人 戦 以外 の ケー ス 
で も 強 さ の バラ ンス を 調整 で きる 形 
に まとめ る 必要 が あり ます 。 そ の た 
め 、 安 易 に 思い つい た 攻撃 を 敢行 す 
る こと が で きま せん で し た 。 そ れ で 
も 、 応 上 と いう 既存 の 外見 イメ ー ジ 
を アレ ンジ する 部 分 で は 悪く な い デ 
ザイ ン に な っ た と 思い ます 。 (石渡 ) 
背中 の 炎 の 表現 に 最後 まで 四 苦 八 
苦し た 覚え が あり ます 。 い ろ い ろ な 
手段 を 試し た り 研究 し た り し た の で 
す が 、 結 局 最後 は 割り と 無難 な 形 に 
落ち 着い て し まい まし た 。 炎 に 隠れ 


て 見 え づ らい で す が 、 背 中 を 覆う 金 
属 の 紋様 は 実は 結構 気 を 使っ て 作っ 設定 (全身 ) 


て まし た 。 作 っ て る 最 中 は も の すご 
く 神 々 し い イ メー ジ だ っ た の で す が 、 
いざ 画面 に 出す と すご く 地 味 で 泣け 
まし た 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン  。 ボイス 
近接 SHOT ー 
イラ ワラ ジ 記 
木漏れ日 記 
量 神 の 羽衣 呈 
ダメ ー ジ ( 小 ) 一 
タダ メージ) 三 
死 記 次 泉 が 見 える … 
全 令 受 詳 ほ い - 
出撃 ( 再 出撃) 向かい ます 
感 有 本 当 に 、 ありがと う … 
刻 め と て も 誇らしい お 方 で 
す … 
マス ター 通過 瑞 の 大 将 の よう ネ … 
マス ター コ ゴー スト 到着 本 丸 に 着い た わ 
目的 地 到着 ここ ね 、 着 いた わ 
es 2 6 枚 の 田 柚 は 第 に 回 転 し て いま す ーーー 
対 面 時 欠 予想 得意 で は な いわ 、 あ の 
人 た ち ゞ 設定 (三面 較 武 器 ) 
作 勢 (対面 時 ) 私 の 心配 は 要ら な いわ 
呼び か け 今 良 いか し ら ? So トレ スタ ルー トン | 
地 胃 が 見 えて いま は 
| 
| 還 旨 


メス ダレ し 状 の 槍 廷 で す 
(ボリ ゴン で 作成 する 事 も 
舞 れ る 事 も 舞い で す が 

テク スチ ャ の 参考 まで で ) 


ゞ 設定 ( 育 面部 ) ゞ 設定 (頭巾 ) 


Mi1 1 DU 庄 
と 遇 1 


だ る ま 


縁起 物 の 玩具 を 模 し た ミニ オン 。 和 粋 で 男前 (お っ と こま え ) な 性 格 。 
面倒 見 が よく 頑固 者 。 何 で も 豪快 に 解決 し よう と する た め 、 ま わり の 人 間 は た ま に 暑 苦し く 感 じ て い る 。 


だ る きま 本 体 の 下 、 生 康 を に 座布団 の 設定 で は 、 
モテ テル 作 成 の 必 本 は な いで す 


神農 の 下 鐘 、 
何 も を な いで す 


に 穴 が 問い て ます 、 横 か ら > 


文頭 頂部 
時 フタ で お 願い し ます 


MIN INIUIII 
ws と 


aw w で 


も 作る 
HIIIHIIII 


"KNW 少 | 


後頭 部 構造 参照 、 全 て テク スチ ャ で 


メ 担 


左右 対 務 (鏡面) を ない です 顔 の 立体 は 本 物 の ダル マ を 参照 し て くだ さい 


目 と 鼻 以 外 は バン フ と テク スチ ャ に な る か と 足 い ます が 
ゞ 設定 (三面 較 ) 


補 の 下 設定 、 影 で 出来 て いま す 


ひっ くり 遅し だ も の に 
テクス チャ で 


員 間 的 に され くら い 表情 を 動か し た いで す 
前 か ら > 

担ぎ 手 詳細 : 

棚 の 校 の 間 か ら 、 

影 と 目 が 

の どい て いま す 

目 は 佑 い で す 


ゞ 設定 (本 体 / 本 体内 部 ) 


OVERTURE- 


GUILTY GEAR 2 MATERIAL COLLECTION 


cp 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

達磨 は そもそも 妖怪 の 類 で は あり 
ませ ん 。 し か し 魔よけ 効果 の ある 存 
在 と し て 伝わっ て いる た め 、 スー パー 
ナチ ュ ラ ル な 世界 の 住人 と 決め 付け 
て スタ メン に 加え まし た 。 こ の キャ 
ラク ター は 、 基 本 、 顔 面 し か な いた 
め に 、 そ の ほか の に ぎ や か し で 演出 
を 考え まし た 。 し か し 本 体 以 外 の 部 
分 が 目立ち すぎ て も 困る の で 、 顔 芸 
で が ん ば っ て も ら お うと 、 表 情 が 複 
雑 に 作れ る よう に ボー ン を 入れ て あ 
り ま す 。 恐らく 作 中 で は 主人 公 を 差 
し 置い て 、 最 も 表情 を 豊か に 作れ る 
キャ ラク ター で す 。 (石渡 ) 

だ る まとい う シ ンプ ル な ネー ミン 
グ な が ら 、 神 バ 奥 に 乗っ て いた り 、 頭 
か ら お ひね り が 噴出 し て いた り 、 の 
ぼり が 立っ て いた り と ネタ の 詰まっ 
こ ミ ニオ ン で すね 。 様々 な 特殊 能力 
の た め に 敵 に 回 す と うっ と お し いこ 
と この 上 な いで す が 。 本 来 は 上 半身 
(だ る ま ) と 下半身 ( 神 奥 ) が 別々 に 分 
か れ て 動く と いっ た ネタ も 想定 され 
て いま し た 。 攻撃 を くら うと だ る ま 
だ けが 吹っ飛ん で 行っ て 、 神 和典 は 一 
生 懸 命 走 っ て いっ て キャ ッ チ する と 
か 。 見 た 目 は お も し ろか っ た の で す 
が 、 諸 般 の 事情 に より 泣く 泣く カッ 


ト さ れ ま し た 。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

| シチュ エー ショ ン = ボイス == | 

達磨 さん が 転ん だ だ ノ る まさ ん 
が / こ / ろ ノル ん ルプ だ / 
達 暦 さん が 転ん だ ! 

ヌメ 君 召喚 か ぁ あ っ ! 

ダメ ー ジ ( 小 ) ぬう あっ は ! 

ダメ ー ジ (大 ) ご き で ご ん ! 

死亡 く 、 く や し い ! 

命令 受話 オス ! 

出撃 出撃 ! 

感謝 あり が た い ! 

可 め 男前 だ な ! オヤ ビン 

マス ター 甘 遇 敵 の 大 持 、 こ こ に あ 
り ! 

マス ター ゴー スト 到着 敵 の 本 丸 と 見 た り ! 

目的 地 到 着 到着 

撤退 退却 ! 

対面 時 劣勢 予想 まず い ! 勝て ん 

優勢 (対面 時 ) ぬ あ は は ! 弱者 よ ! 

呼び か け も ん も ん 


(IJN い M M DI い M 1 


描き お ろ し イラ スト 


オリ ジ チ ナル > ジ ショー ドド ニ リ ー 


Dr. パラ ダイ ム 
に 多 と ノニ ョ ピッ 4 
キャ プチ ャ ー 
ゲロ ッ パ 
国 且 ラ 全 

バウ ウニ 

レオ ナル ド 
ボー ン バ イ ター 


スピ リッ ド シ ー カ ー ジ バウ ワー Jr。 


デュ アル ホー ン 
ウー ドガ ジジ ェ ニ 


ココ ペリ 


Dr- IPAHt ADWGxiw 


形 面 上 学 推論 ・ 序 


朝食 後に 鳥 内 を 一 周 ほ ど 散 歩 する の が 彼 の 日 斉 で あっ 
た 。 秋 の 心地 よい 日 差し と 風 を 受け 、 自 律 型 生体 兵器 で 
ある 彼 一 Dr. パ ラダ イム は 上 機嫌 で あっ た 。 上 空 を 
飛来 する カモ メ も 潮騒 も $… 全 て が 平穏 その も の 。 
聖戦 後 、 ジ ャ ステ ィ ス の 呪縛 か ら 逃れ た 自律 型 生体 兵器 
を 従え 、 人 と の 接触 を 避け る よう に 各地 を 転々 と し て 、 
よう や く 安 息 の 地 を 見 つけ 移住 し た の が 数 年 前 。 こ の 地 
で 彼ら は 平穏 な 日 々 を 勝ち 取っ た 。 「 神 は 天 に 在り 、 全 
て 世 は こと も な し 」 自作 の 鼻歌 を 歌い な が ら 歩 いて いる 
と 、 前 方 か ら メ ソ メ ソ と 泣き な が ら 駆け 寄っ て くる 同胞 
の 姿 が 目 に 入っ た 。 
「 ど 、 ド クタ ー? 1] 
「 そ ん な に 慌て て 、 一 体 ど う し た の か ね 、 ゲ ロッ パ 君 」 
「 頭 が …、 い 、 い 、 痛 い カ モ …」 
見 れ ば 、 頭 部 に 大 き な 噛 み 振 が あっ た 。 
「 や れ や れ 、 ま た 噛ま れ た の か ね …] 
ゲロ ッ パ の 後 を 追っ て きた の だ ろう 。 大 き な 地 響き を 立 
て て 、 巨体 が 人 辿 っ て くる 。 見 慣れ た 光景 だ 。 
「 こ れこ れ 、 ボ ー ン バイ ター 君 。 ゲ ロッ パ 君 を 胃 っ て は 
いか ん 。 い つも 言っ て いる だ ろう 」 
お お お お お ん …」 G E A R 
紋 め られ 、 寂 し そう に 雄叫び を 上 げ る 竜 型 の 生体 兵器 を 
見 て パラ ダイ ム は た め 息 を 吐い た 。 本 能 に よる 行動 な の 
は 理解 し て いる が 、 何 度 注意 し て も 同胞 を 捕食 する 行動 
を 辞め られ な い の に は 、 ほ と ほ と 手 を 焼い て いた 。 
[毎日 毎日 、 君 た ち は こ の 調子 だ 。 こ れ は 日 々 平穏 と 喜 
ぶ べ き な の か 、 危 機 的 状況 と 悲観 すべ き な の か 。 判断 に 
困る ] 
腕組み を し て 咳 く 。 す る と 突然 、 音 も な く 飛 来 し て きた 
何 か が 、 パ ラダ イム の 耳元 で 甲高い 音 を 上 げた 。 

「 ド クタ ー ド クタ ー! た 、 大 変 で すぅ 1! 」 

「 お 、 驚 か す で な い 、 ボ ニー 助手 。 耳 元 で 大 声 を 上 げ る 
な と 何 度 言 を ば …] 

「 そ 、 そ ん な こと より 早く 来 て くだ さぁ い ! 」 


る る る る すす $ る る $ る する する る ぐ を 


研究 室 に 戻る 。 助 手 た ち が 慌 た だ し く 飛 び 回 っ て いた 。 
彼女 た ち は 生 体 兵 器 細 胞 技 術 を 応用 し て パラ ダイ ム が 創 
り 出 し た ホム ンク ルス で ある 。 

「 ど うし た と 言う の だ ね 。 時 は 金 な り と は 言う が 、 慌 て 
て 良い 結果 が 出 た 試し は な い ぞ 」 

「 お 説教 は 後 で 聞き ます か ら … と に か く こ れ を 見 て くだ 
さい 1 」 

「… ム ッ 、 こ れ は … ? 1 」 

パラ ダイ ム の 視線 が バッ ク ヤ ー ド を 観測 する 計器 の モニ 
ター に 注 が れる 。 数値 の 変動 を 示す カー ソル が 普段 と は 
全く 異な る 動き を 示し て いた 。 

「 こ れ は … 1! ? 空間 が 僅か に 歪ん を で いる の か 。 何 が 起 
こっ た の だ ? 」 

コン ソー ル に 手 を 伸ばし 、 コ ー ド を 入力 し て いく 。 

「 歪 み を 発生 きせ て いる の は … こ れ か ! ボニー 助手 。 
そちら の 端末 か ら デ ィ ラ ッ ク 定 数 の 百 万 分 の 一 桁 を 順に 
ー ず つ 加 算 し て みて くれ 給え 」 

「 は 、 は いっ ! え 、 え ー と … た の … こ れ で すね ! わ 
わ わ っ 。 歪 み の グ ラフ が さら に 大 きく な り ま し た よ ! !」 
「 や は りか ! 助手 、 続 け 給え 」 

「 は いっ ! あ 、 今 度 は 向き が 変わ っ た ! 


逆 側 に 振り 


切れ まし た よぅ 1 」 

「 よ し 。 そ の まま 状態 を 固定 し て くれ …。 い や 、 い か ん 。 
これ で は 演算 が 成立 せん 。 助 手 。 今 度 は 減算 だ 。 ゆ っ く 
り と 戻し て くれ ] 

「 は い … っ と 。 あれ? 
よぅ 1! 」 

「 よ し 、 そ れ で いい ! 数値 を 固定 し て くれ 給え 。 ベ ニー 
助手 、 手 伝っ て くれ 。 次 は こっ ち に も 同じ 値 を 」 

本 の 上 で ボー っ と 成り 行き を 見 守っ て いた も う 一 人 の 助 
手 、 お っ と り ベ ニー が ふ に ゃ っ と 起き 上 が る 。 パ ラダ イ 
ム が も う 一 つの 計器 の コン ソー ル を 指し 示す 。 

「 な る ほど 。 ドクター さすが で す ! 別 の 装置 か ら 位置 
を 変え て 観測 し て 、 物 体 の 形状 を 算出 する ん で すね ! 」 
「 古 典 的 な 三角 法 だ 。 大 し た こと で は な い 。 法力 波 測 距 
儀 は 私 の 発明 だ が ね …。 い や 待て 、 そ ん な こと は 今 は ど 
う で も よい 。 こ れ は …… 直 径 1.7 モン チ 程 度 の 球体 … か ? 
これ を 境 に 定理 が 二 極 化し て いる …。 現世 と バッ ク ヤ ー 
ド の 狭間 か ! !」 

「 あ ! カー ソル の 振れ 幅 が …。 あ うう ぅ 、 消 え ち ゃ いま 
し た ぁ …」 

「 ベ ニー 助手 。 今 の レコ ー ド は ? 」 

「 ロ グ 、 問 題 な し 」 

「 よ し 。 定 数 を 固定 し た 後 の 計器 の ログ を 全て 出力 し て 
くれ …」 

「… 了 了解 」 


カー ソル が 戻っ て きま し た 


ぐる る ぐる る る ぐる $ る る る する する する すぐ 


数 分 後 、 パ ラダ イム は 水槽 の 中 … も と い 、 彼 の 私 室 に 
いた 。 水 中 で し か 呼吸 出来 な い 自身 の 身体 の た め に 、 再 
用 に 設え た 部 屋 で ある 。 助 手 た ち は 机 に 腰掛 け 、 デ ー タ 
を 読み 取る 主人 の 様子 を 伺う 。 心 な し か 顔 が 強 ば っ て い 
る よう に 見 えた 。 

「 ど うか し まし た か 、 ド クタ ー? 」 

「 う 、 う む …、 出 力 さ れ た デー タ か ら 読 み 取れ た こと を 
説明 し よう …」 

「… は 、 は い 」 

「 先 ほど の 球体 は 現世 と バッ ク ヤ ー ド を 繋ぐ 境界 の よう 
な も の だ 。 こ の 球体 の 中 央 に 向け て 発し た バッ ク ヤ ー ド 
観測 用 に 最適 化 さ れ た 法 階 光波 は 数 値 化 出来 な い 値 を 返 
し た 。 逆 に 現世 の 法 階 光波 に は 実数 を 返し た の だ 。 つ ま 
り 、 球 体 の 内 側 は 現世 で ある 。 そ し て 、 こ の ゲー ト を 構 
成す る 分 子 は 法力 に よる 特殊 加工 が 施さ きれ て いる と 思わ 
れる 。 法 力 光波 の 吸収 率 か ら 見 て 間違い な い ]」 

「 を 、 え と 、 そ れ は つま り ど うい うこ と で すか ? 」 

「 即 ち 、 私 が バッ ク ヤ ー ド の 観測 の た め に 使用 し て いる 
特殊 な コー ド に 酷似 し て いる の だ よ 」 

「 す み ま せ ん 、 ド クタ ー が どう や っ て バッ ク ヤ ー ド を 観 
測 し て いる の か 、 私 は 存じ ませ ん 」 

「 あ あ 、 そ うか 。 そ の こと は 教え て お らん か っ た か 。 
mo 簡単 に 言 を ば この 世 の 定 理 を バッ ク ヤ ー ド 側 の 定理 
に 擬似 的 に "なり すま し" させ る こと で 、 バ ッ ク ヤ ー ド 
を 現世 か ら 観 測 し て いる 。 私 に は これ が 精 一 杯 で バッ ク 
ヤー ド に 対し 実数 を 送り 込む ーー 一 物 理 的 な 干渉 を 行う 
こと な と 到底 出来 な い …。 し か し 、 あ の 球体 は 現世 か ら 
バッ ク ヤ ー ド に 対し て 物理 的 な 干渉 を 行っ て 組成 され て 
いた 。 つ まり 、 私 以外 の 誰か が 先んじ て バッ ク ヤ ー ド へ 
の 物理 的 接触 に 成功 し た こと を 意味 し て いる ] 


「 は ぁ …、 そ れ っ て 、 も し か し て ドク ター より 頭 の 良い 
方 が いる っ て こと で す ? 」 

「 悔 し い が そ うな る な 。 ま あ 、 そ の こと は 置い て お く と 
し て 、 問 題 は …」 


「 そ れ が 誰 で ある か … と いう こと だ 。 い ささ か 心 外 で は 
ある が 、 ひ と つ 心 当たり が ある 」 
「 え っ 、 誰 な ん で すか ぁ っ 1! ? 
「 先 ほど 説明 し た 通り 、 バ ッ ク ヤ ー ド を 現世 か ら 観 測 す 
る た め に “な りす まし " コー ド を 使用 し て いる 。 し か し 
この コー ド は 実は 私 の す オリジナル で は な い 。 生体 兵器 細 
胞 に 含ま れる 遺伝 情報 か ら 抽 出し た ソー ス の 一 部 を 改変 
し て デコ ー デ ィング し た も の だ 」 
「 生 体 兵器 細胞 ? 」 
「 そ う 。… 先 ほど の 球体 を 組成 し て いる 分 子 結合 部 分 に 
は 生体 護 器 細胞 に よく 見 られ る コー ド の クセ が 散見 し て 
いた … つ ま り 。 不愉快 な が ら 、 あ の 球体 は 恐らく …… “ あ 
の 男 " が 創り 出し た も の だ ろう …」 
「 あ の 男 … っ て 、GEAR MAKER で すか っ ! ?」 
「GEAR MAKER っ て アレ で し ょ 。 聖戦 を 起こ し た 極悪 
人 …」 
の っ そり と 顔 を 上 げ て 会 話 に 参加 し て きた の は 、 ボ ニー 
助手 の 婦 の バニ ー だ っ た 。 勤 和 で お し と や か な 妹 に 比べ 、 
いき さき さか 勝ち 気 で 記 情 な 性 格 を し て いる 。 
「 う も 。 我 ら 生体 兵器 の 生み の 親 。 何 度 も 何 度 も その 次 
を 変え 、 数 百年 の 時 代 を 生き る と 言わ れる 恐る べき 極悪 
人 だ 。 し か し 、 よ も や バッ ク ヤ ー ド に 直接 干渉 する な ど 
…、 人 類 の 領分 を 逸脱 し 過ぎ て いる …! ! ] 

バッ ク ヤ ー ド は この 世 の あ り と あら ゆる 法則 を 定義 
し 、 事 象 を 生み 出す 高 次 元 空間 で ある 。 その 存在 は 
ニ 十 一 世紀 末 に 概念 と し て 仮説 が 立て られ て 以来 、 一 部 
の 科学 者 た ちの 間 で 研究 が 進め られ た 。 し か し 、 未 だ 人 
類 は その 存在 の 立証 に は 至っ て いな い 。 
「… 何 を する つも りな の で し ょ うか ?」 
「 分 か ら ぬ 。 し か し 、 あ の 者 が バッ ク ヤ ー ド に 到達 し た 
と な る と … こ れ は 聖戦 どこ ろ の 騒ぎ で は な い ぞ ! 」 
「 ね ー、 よ く 分 か ら な いか ら 説 明 し て よー? 」 
「 バ ッ ク ヤ ー ド は この 世 を 定義 し 制御 する 高密 度 に 圧縮 
され た 情報 が 集合 し て 形成 され て いる 高 次 元 空間 だ 」 
「… の … ドク ター。 悪い けど 全然 分 か ら な い 。 人 間 の 言葉 
で 説明 し て よ 」 
「 む 、 ウ ム ム ? 」 、 
「 あ の ね 、 姉 さん 。 た と え 話 だ けど 。 バ ッ ク ヤ ー ド は 
1+1 が 2 に な る こと を 決め て いる 場所 な の 。 そ の 場所 に 
悪い 和 人 が や っ て き て 、1+1 が 3 に な る よう に 悪 虚 し た ら 
どう な る と 思う ?」 
「……1+1 は 2 で し ょ 。3 に は な ら な いよ ? ] 
「 う ん 、 ま あ そ う な ん だ けど 、 悪 虚 し て 3 に な る よう に 
出来 る の よ 。 リ ン ゴ を 一 回 切っ た ら 三 つ に な る の 」 
「 そ れ っ て 、 便 利 じ ゃ な い ! 」 
「 も ぅ ! 便利 と か じゃ な く て 、 物 理 法則 が 全て 才 る の ! 
世界 が 崩壊 し ちゃ う の ! 」 
「 ゴ メン 、 ア ンタ の 説明 も よく わか ら な いわ …」 
「 と も か くだ 。 こ れ ま で 、 あ の 男 に は 関わ る まい と 考え 
て いた が 、 そ う も 言っ て お れん 」 
「 ド クタ ー、 イ ズ ナ さん に 連絡 し て みて は ? 」 
「 お お 、 そ うだ な ! 彼 に は この 異変 を 伝え て で おく べき 
だ な …」 
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MASTEHR CHARACTER 
di1 1 PITT DTE 


Dr. フ バ パラダイム 


真面目 な 勉強 家 で 、 ギ ア の 身 で あり な が ら 和 柔軟 に 情報 を 吸収 する 。 非 常に 理性 的 で 、 こ の 世 の 理 を 自分 な り に 悟っ て いる 。 対 し て 性 格 
その も の は 非常 に 頑固 で 融通 が 利 か な い 。 特 に 人 間 に 対 する 評価 は 低く 、 敵 対 視 し て いる 訳 で は な い が 係 わり 合い を 避け た いと 思っ て いる 。 
また 、 正 直人 間 が 絶 減 し て も 別段 自分 は 還 ら な いと も 考え て いる 。 叶 蛋 戦後 、 行 き 場 の な く な っ た 自律 型 ギア の 統率 に 努め る 。 バ ッ ク ヤ ー 
ド に 造語 が 深く 、 さ ら に は 検索 プロ グラ ム を 走ら せる 事 が で きる 者 と し て 重要 な 役割 を 持っ て いる 。 気 位 が 高く 、 他 人 と の 馴れ 合い を 苦手 
と する が 、 イ ズ ナ と は 何故 か ウマ が 合う 。 ち な み に 、 水 が な いと 満足 に 生き て いけ な いと いう 欠点 が ある 。 


ゞ 設定 (三面 園 ) 


・ クリ エイ ター コメ ント 


HTS の オー ク に あたる 種族 と し て 獣 
が 寄り 集まっ た トラ イブ を 作っ て みた 
わけ で す が 、 そ の 長 た る 者 は パワ フル 
で ある べき と 思う ん で す 。 た だ 、 ゲ ー 
ム 的 に サー ヴァ ント を 強く し た か っ た 
こと も あり 、 マ スタ ー 自 身 は 非力 に し 
た ほう か が 意外 性 が ある か な …… と 。 結 
果 、 イ ンコ みた いな キャ ラク ター に な 
り ま し た 。 最初 は カエ ル で デザ イン し 
て いた ん で すけ ど ね 。 本 を 持た せ た の 
は 非力 な イメ ー ジ に 加え て 、 総 司令 官 
と し て の 彼 の 存在 理由 を 示し た も の で 
す 。 お 供 の ボニー 助手 で す が 、 パ ラダ 
イム に 爆弾 を 設置 し て 攻撃 させ よう と 
いう コン セプト が 第 一 に あっ て 、 そ れ 
を 運ぶ 人 間 が 必要 な ん じゃ な いか と い 
うこ と で 作ら れ ま し た 。 ボ ニー は ギア 
で は な く て ホム ンク ルス で す 。 パ ラダ 
イム 自身 が 作っ た 便利 な 助手 。 ア バ な 
ん か と 同じ で すね 。 (石渡 ) 

衣装 が 比較 的 シン プル だ っ た た め 、 
ほとん ど 苦 労 せ すず に モデ リン グ で きま 
し た 。 あ る 意味 、 も っ と も 簡単 に 制作 
で きた マス ター で し た 。 い わ ゆ る 人 間 
型 の キャ ラク ター で は な い の で す が 、 
骨格 は 人 型 と ほぼ 同じ で す 。 ガ ラス 球 
の 中 に 納まっ て いる た め 、 大 き な ア ク 
ショ ン も し な いこ と が わか っ て いた の 
で 、 ス ムー ズ に 作成 で きま し た 。 ブ ッ 
クス タン ド に し が みつ いた 独特 な ポー 
ズ も 大 し た 障害 に は な ら な か っ た の で 
す が 、 問 題 だ っ た の は 彼 を 包 お 液体 の 
満た され た ガラ ス 球 。 こ れ を どう 表現 
する か で 試行 錯誤 し まし た 。 液 体 は 最 
初 波打つ よう な 処理 を 目指 し て いた の 
で す が 、 最 終 的 に は オミ ッ ト し て いま 
す 。 イ ベン トシ ー ン で ガラ ス 球 に 映る 
人 ハイ ライ ト が ちょ うど パラ ダイ ム の 顔 
を 隠し て し まっ た り 、 結 果 的 に キャ プ 
チャ ー と 見 か けが 被っ て し まっ た り 
と 、 反 省 点 も いろ いろ で す 。 (本 村 ) 


*SPROFILE 


全長 : 1 15cm( 軸 開 長 1 142cm) 
体重 : 32kg 

血液 型 : 不明 

出身 : アメ リカ (オハ イオ 上 州 ) 
誕生 日 : 不明 

アイ タイ プ : 赤 


趣味 : 組織 相関 図 を 美しく する 研 
究 。 全 て の 事象 を 暫定 的 な 情 
報 単位 に 換算 し 、 自 分 の 脳 の 
処理 速度 と 記憶 容量 を 知る 。 


大 切な も の : 内 容 を 問わ ず 具 体 的 な 理念 
眼鏡 紳士 朋 着 

料 い な も の : 無 計画 な 者 ・ バ ー ド ウォ ッ 
チャ ー の 目 ' 数 
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ッ ャ デザ イン 案 


+ キ ャ ラク ター ボイス 


ゞ 設定 (ボニー 助手 ) 


ほ > まみ 


日 が 大 きい で す 
台 バー ツ の 
比 車 は 人 間 と 
還 ら か に 美 な る 


ゞ 設定 (武器 ) 


アク ショ ン 「 機 
林 午 


攻撃 モー ショ ン 時 に 
カバ ン か ら 取 り 出 す ア イ テ ム で す 


少し 尾 い て ます 


和 > 


内 子 の 本 千 
や や 複 封 な 立 で す が 
で だ ら か な ライ ン で 


外 : 抽 の と 隊 じ 入村 で 、 つ C げ る よう に し て 下 い 


先 如 の 色 が 斉 わ っ て いま す 、 
未 拓 に 記法 手中 が 


アタ ッ チ され ます に で 還 


で で な 本 で ん た を し た きず と に いい 
TTY 時 
(いと 5 の で めか ーー 


フラ (Ni け かい ン な らん 記 て いる 人 
PT や す TFTT 
て 


いろいろ な も の が 一 革 ー/ 
結 ま っ て いて 
パン パン に 硬め ん で いる ! 


計 じ を 出し て くだ さい 


魚 リ ン ゴ で す 、 と に か く 時 そう に お 願い し ます 


能 ら れ て いる 意 式 角 
万 直 引 カ の 数 式 で す 
プレ イヤ ー 擬 点 と 般 
具 重 い 様 に 

| に 瑞 ん で くだ きい 


ロッ クオ ン 前 赤 評 「 オ プシ ョ ン 族 下 」 時 の 
方 か ら 


シテ ュ エ ーション 。 ボイス 2 タニ エー ショ ンス rrb 
攻撃 () ふっ ノ は ぁ / さ ぁ ノ お / う お / ほ ら 所 平 肝 だ 、 平 有 を 保 て … ン お 、 医 ち 着き な さい 、 話 し 合い を …: バナ ナ ポ イス 古典 的 な 民 か | ぎょ わ お う ?/ 非 科学 的 な ! 
攻撃 (大 ) 試し て みよ う ノ コレ は 効く か な ?/ ど れ ど れ / ひ と た まり も ある ン 委 と した こと が チャ ッ ト 用 . 挨 提 ご き げ ん よう 
まい ノ 耐 えら れる 訳 が 無い / 場 える だ ろう ? 状 参 化 (有利 りん と 5 え の 衣 い … ン の 上 だ 胡 し 。 テ ィ ッ ト 用 . きま 
攻撃 (転がり ) ほう あぁ / め 、 目 が …… プ し まっ た 、 勢 い が …… = あー で FPSTYs ク PT チャ ッ ト 用 同調 うお 、 い か に も 
役 ( び 道 世 い 込 み ) 打 ち だ な / 陳 央 お 法 力 だ ノ 下 手 な 鉄 交 か 條 生 IC0G9 つの た ーー 5 本 
大 法 第 十 三 肝 人 大 法 生 直 計 を 教え よう お W、 独 直 首 め / 地 力 を あな どる な よ 。 ラメ ー ラ CDO ーー お | 
スジ 0 ス フ ーK ド I レ 洒 の 6 と ト 生 た 120 休 本 に 5 う 22 お お / う お / な ぬ チャ ッ ト 用 . ア ビー ル ゆとり と 明 は 同 杯 だ 。 違う か ね ? 
ET お 2 調和 5 記 の タメ ー ジ ベ ) 必 且 な あ |! / こ れ ほ ど と は ! / 抜 か っ た か ! 各 マ スタ ー 討 ち 取 り ポ イス 頭 を 使い た まえ 、 頭 を 
0 コト 二 33。。 旧 ん お WU する か 5 英 ジニ ジ (2 べ ど げ ほ ふう ! 規格 外 の 力量! ノ 不 愉 選 な ! ラウ ンド 開始 時 みね うち 宣言 手 心 必 要 だ な 
り 札 を 出す よ こん な デタラメ な 電 法 に 屈する と は ………… ノ 本 料 が 中 に 勝る と 言う = マッ プ 確 認 マッ プ を 確認 し て くれ 
守 必 科 投 ( 動 ) エー テル の 無 駄 導い め | / 君 に 付き 合う 時 間 が 惜しい 本 ye 回 要 馬 それ を 見 つけ て くれ ノ そ れ を | 個 深 す の だ / そ れ を 6 個 探す の だ ン 
2 BGPZ5WE な 53gER9S フン ドウ 222PRES8R Eames 8 
証人 (前進 の 坦 で 落ち 合 お う / 先 を 目指 し て くれ / 科 を 前 廊 に 転じ る | リーフ ィング ※ 入 和信 折 2 お おけ な この 箇 Z 家 の それ を 9 個 探す の だ / そ れ を 10 個 探す の だ ノ そ れ を 回収 し て くれ 
仙人 ( 好 き に し て ) 各 目 目 的 を 優先 し て くれ / 単 膨 で 行く 、 解 確 回 上 は ここ に ある アシ スト そこ を だ ノ そ こ を 左 だ / そ の まま 頁 っ 直ぐ 引き 返し て くれ 
古人 ( 得 退 し ろ ) 昌和 で は な いな 和 大 H、 放 げ | ン 人 を て 画 、、) ニ プ リー フィ ング 略し も に アー” 
己 3 PH 理 を 極め ば 百 戦 の 香 は いら ん 、 そ うい うこ と だ ノ 場 当たり な 戦 に だ ! 
古人 ( 信 清 ) 地 利 を 得る ぞ 1 / こ の 坦 の 制 を 優先 だ ノ 氏 法 第 相 計 停滞 し よう 昌 な どの る も の 2 送る て の 人 に づく - と らら a ヒ ント 51 こ アァ TTP エコ っ: 
フイ テム 公用 (回 居 茶 ) ここ か ら 挽回 だ 人 坦 し の ぎ だ が - ン 軽い 手 介 も あな どれ ん カリ し て お っ た 
アイ テム 合用 ( 攻 琶 系 ))” 喰らい た まえ / そ れ / ど うか な ? WE 良い 司 想 よし 、 いい ぞ 
サー ヴァ ント 格 人 事 馬 お ノ 兵 を 拡 了 す る / 洲 いて さ た まえ ん 者 に … 悪い 朋 う 違う 、 そ う で は な い 
アピール ( 計 ち 本 を あげ て も いい か な ? ン 良く な いな 、 あ ぁ 、 妊 が 尿 記 を 無 "ユニ ッ ト 攻 び カ け クロ ッ リ (! フ ローラ ー 理 パウ ワー 君 ! プ ポ ー ン バイ ソル に 原 まだ か 、 フ レデ リッ ク | も う 久 際 な 状態 だ 
いる こと だ 悪い 退 を お デ ー ン ! ン : 殿 ! アス ピリ ッ ト シ ー の 
アビ ピー ル ( 和 ) DS お と ラーン EL ウード 雪 ノダ ー ト ガン ナー! ノコ ロペ リ ま | 中 了 用 記 3 0 4 
めも 、 運 だ け は 計り きれ ん か ノ 下 らん 、 た だ の 何 策 じゃ な いか 。。 ガー ド 半生 な だ け で は いか ん / ま る で 初 学 だ な / ず さん な 攻撃 だ な ジン 5 3 艇 aa 
※ パ ラダ イム は 記 介 違い で 「 第 十 四 計 ] と 言っ て いま す 。 
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や 〇 = Na 
ドク 夕 人 ラダ イム 
先住 民 の 神像 を キチ ー フ に し た パラ ダイ ム の マス ター ゴー スト 。 
後方 に は パラ ダイ ム の 知 を 支え る 書庫 が 掘 えら れ て いる 。 


全体 イメ ー ジ 、 図 書館 と 樹 の コラ ポレ ーション 


文 台本 棚 は 、 

絵 ツ ラ で は ば ら つ き あ り ま す が 
モデ ル で は 高 さ は 同じ に 

疹 え て くだ さい 


文 手すり は モデ ル これ を 
桶 部 分 は こ 地 績 エ で 
抜き の 板 ポ リ で 立 呆 化 し た も の 


* 遇 定 ( 全 人 午 ) 


本 体 通 か ら > 


が 下 のみ 4 で す 
| 上 と の 笛 が り の 和え ) 


ま リ ング の 色 柄 


吉 品 誠 コン パス の 情 様 が モチ ー フ で す 、 
台 り タイ リン グレ し て くだ さい 


ゞ 設定 (神像 三面 図 ) ゞ 設定 (神像 エフ ェクト ) 


ゞ 設定 (書庫 三面 図 ) 
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6GD65 用 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

パラ ダイ ム の マス ター ゴー スト は 、 
トー テム ポー ル の イメ ー ジ を モチ ー 
フ と し て いま す 。 た だ し 、 こ の 場合 
は 記 意 碑 や 墓標 で は な く 、 持 諭 を 体 
現さ せ た 「 真 理 の 偶像 ] と し て 表し て 
いま す 。 中央 の モニ ュ メ ント は 知恵 
の 鳥 、 フ クロ ウ で あり 、 ま た 自分 自 
身 を 指し て いま す 。 背景 に あめ る も の 
は 図書 館 で 、 そ れ は 世界 の 森 羅 万 象 
が 知識 と し て 大 系 化 で きる と いう パ 
ラダ イム の 考え が 表現 され た も の で 
す 。 そ し て 昼夜 を 問わ ず 知 見 を 広げ 
世界 の 中 心 に 自ら が 位置 する こと を 
主張 する シル エッ ト に も な っ て いま 
す 。「 こ こ に 座 す る 」 を 主張 する パラ ダ 
イム で す が 、 「 掌 握 す る 」 で は な いと こ 
ろ が 、 彼 の 科学 者 と し て の 本 質 が 純 
粋 で ある こと を 裏付け て いま す 。 
(石渡 ) 

大 自然 の 才 制 を モチ ー フ と し た マ 
スタ ー ゴ ー ス ト で すね 。 木 と 本 棚 と 
いう ネタ は デザ イン が 上 が る 前 か ら 
提示 され て いた の で 、 最 初 は も っ と 
生 っ ぽい 樹木 が 直接 くり ぬか れ て 本 
棚 に な っ て いる 、 と いう よう な も の 
を 想像 し て いま し た 。 トーテム ポ ー 
ル が ぐる ぐる 回 っ て た り 、 裏 に 回 る 
と セ フ ィ ロ ト の 樹 み た いな 紋様 が 
あっ た り と 、 予 想 外 に 呪術 的 な 雰 因 
気 に な つて ます ね 。 モデ リン グ で も っ 
と ポリ ゴン を 使い た か っ た も の の ひ 
と つ で すね 。 (本 村 ) 


ゞ ャ クリ エイ ター コメ ント 

パラ ダイ ム の トラ イブ は 、 な に げ 
に オシ ャ レ で す 。 最 も 獣 に 近い モデ 
ル で あり な が ら 、 チ ェ ッ ク 模 様 を 基 
調 と し た 服装 で 統一 され て いま す 。 
この トラ イブ は 、 西 洋 フ ァ ン タ ジ ー 
や ゲー ム で よく 見 られ る 「 オ ー ク 」 の 
種族 を イメ ー ジ し て 作ら れ た の で す 
が 、 ど う せ な らい つも 不潔 に 表現 さ 
れる 彼ら を 小 奇 豚 に し て あげ よう と 
いう 発想 か ら デ ザイ ン さ れ ま し た 。 
キャ プチ ャ ー も 例 に 漏れ ず 、 よ く 見 
る と オー バー オー ル の よう な 衣装 を 
まとっ て いま す 。 (石渡 ) 

パラ ダイ ム の キャ プチ ャ ー は 他 と 
比べ て か な り 特 異 で 、 ウ ー パ ー ル 一 
パー と か 山 概 魚 に 似 た 、 生 物 っ ぽい 
デザ イン に な っ て いま す 。 本 来生 ま 
れ て すぐ に 備 く 消え 去っ て し まう 
キャ プチ ャ ー と いう 存在 が ここ まで 
生物 っ ぽい と いろ いろ と 葛藤 が 生ま 
れ そ うな ん で す が 、 な ぜ か あま り 議 
題 に 上 ら ず その まま 進み まし た ね 。 
デザ イン 自体 は か な り 好 き な ん で す 
が ……。 こ いつ に 限ら ず 、 ド クタ ー 
トラ イブ の 面々 は 野生 動物 が モチ ー 
フ な の に な ぜ か ゴー グル みた いな も 
の を 装備 し て いま す 。 自 律 型 ギア は 
目 が 弱点 な ん で し ょ うか ね ? (本 村 ) 
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キャ プチ ャ ー 


奄 虫 類 ち しく は 両生 類 に 属す る で あろ う パ ラダ イム の キャ プチ ャ ー。 
ゴー グル に ツル ハシ と 、 採 検 守 の よう な 装備 を 身 に つけ て いつ 。 


文 作業 員 的 な 雰囲気 
使い 込ま れ だ 名 、 迷 末 材 の 褒 を お 願い し ます 


ゴー ゲル 詳細 > 


斜め 上 か ら 


ぐ 手 詳 細 > 
一 
ぐ 


* 胸 の ボタ ダン の エン フレ ム 
時 い 人 分 は へ こん で ます 


平 側 
早出 
ゞ 設定 (全身 ) = 4 縛 R 
前 > 手 > 
板 未 り で 全く 立 人 逢 で ー 
橋 > 本 体 と 至 げ て くだ さい 
ボ ケット 捧 に 
な っ て いる 構造 の 中 に 
ペ ベルト が 
取 給 され て いま す 
結び 目 の 位置 は 
本 持 の 疹 の 
影響 を 節 け な し 
調 難 し て くだ さい 
+ 設 定 (三面 団 ) 


マト ッ ク > 


マト ッ ク ヘ ッ ド 義 > 
下 か ら の アン グル > 


背中 > 


メチ ー ム エン フレ ム の 化 即 < クワ 状 エ ッ ジ の 付け 栓 


< ペイ ント 


回 
* 若 千 末広 が り で す 


ゞ 設定 (コス チュ ー ム ) 時 上 間 要 


T MATERIAL COLLECTION 


MIET 1 DTE 


や ぺ ゃ 【<】 
ク ケロリ ロ ツバ パ 
名 前 か ら わ か る と お り 、 カ エル の 姿 を し た 下級 近接 兵 。 
気弱 で 勝 病 だ が 、 仲 間 は 決し て 見 捨て な い 「 イ イ 奴 」。 よ く 捕 食 さ れる 。 


赤 用 マン ト の 要 和 : 一 枚 の 布地 を 折り た た ん だ 間 に 
装っ げ を あし ら っ て いま す が 、 廊 : 進 の 庫 の よう な 、 一 枚 の 表 枚 の 大 きい 滞っ ば で す 


も ちろ ん テク スチ ャ の みみ の 表現 で か まい ませ ん 


* 遇 定 ( 信 身 ) uo 


て く 顔 の アム プッ > 
ベリ ュ ッ ク 構 造 > 

橋 衝 は 本 用 ま で に 、 

ポリ ゴン を 食わ ず に 刀 包 と キー プ す る 方 向 で お 攻 い し ます 


去 リ ュ ッ クア タッチ 役 定 


衣 ペ ルト を いで す 


ぐ ス カー ト の 中 > ( 弟 念 よく ) 
何 も は いて な いで す 
衣 | 台 当 で す 、 す いま せん 
/ 
で 横 っ > ピッ ア を を を た 0 リブ シ を を か を いま うに 


アイ ル ラ ンド 民族 の よう な 風貌 で す . 
トラ イブ の 文化 を 象徴 し て いま す . 


ゞ 設定 ( 頭 部 / 下 腹部 プ 手 ) ゞ 設定 (正面 側面 図 ) 


GUILTY GEAR 2 -OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


IT D 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 


ゲロ ッ パ は 、 本 作 中 の サー ヴァ ン 


- ト で 一 番 の お 気に入り で す 。 僕 は ナ 


マハ ゲ や 、 こ の ゲロ ッ パ の よう に 首 
が な い 体 格 が 好き な の で す 。 声 を 担 
当 し て くれ た の は 開発 スタ ッ フ の 一 
人 で 、 ま た この 八 マ リ が 非常 に よかっ 
た 。 「GG2」 で は 写実 に 近い 方 向 性 で 
質感 を 追求 し た の で す が 、 も う 少 し 
シン プル に テク スチ ャ ー を 描け れ ば 
丸っこい 形 が も っ と 活き た か も し れ 
ませ ん 。 ラ ブリ ー。 (石渡 ) 

弱い くせ に 必死 で 戦う 健気 ご が ほ 
ほえ まし い ド クタ ー ト ライ ブ の マス 
コッ トキ ャ ラク ター。 突 進攻 撃 を か 
わ さ れ る と 悔し が っ て 地面 を 叩く な 
ど 、 か わい いや つ で す 。 デ ザイ ン 的 
に も ネタ が 多数 仕込 まれ て いま す 。 
武器 と な る 梶 棒 は サボ テン 、 背 中 に 
は 寝袋 や その 他 大 量 の 荷物 を 背負 い 
準備 万 端 、 戦 意 に 満ち て いま す 。 肥 
いけ ど 。 こ の 背 園 が 歩く た びに ゆっ 
さゆ っ さと ゆれ る の が 見 て いて 楽し 
いで すね 。 実は に こい つの ボイス 担当 
は デザ イナ ー の 一 人 だ っ た ん で す が 、 
あま り に も キャ ラク ター が は まり す 


ぎ て いて びっ くり し まし た 。 (本 村 ) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

近接 攻撃 ゲ コ ッ ! 

突進 攻撃 げ ぇ え ! 

ダメ ー ジ ( 小 ) ゲッ 

ダメ ー ジ (大 ) つげ っ げ え え 

死亡 きゅう うう ぅ 
命令 受話 解っ た ゲロ 

出撃 ( 再 出 撃 ) 出る ゲロ 

感謝 タス カッ タ … 
褒め スゴ イ 、 ス ゴイ } 
マス ター 直 遇 マス ター だ ゲロ 
マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト だ ! 
目的 地 到 着 着い た ゲロ 

激 退 に 、 逃げる ゲロ 
対面 時 勢 予想 恐い ヨー 

優 即 ( 対 面 時 ) か 、 勝 て る か モ ! 
呼び か け ゲロ ゲロ 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

晶 を 装甲 兵 と し て 起用 し た アイ 
ディ ア は 、 成 功 し た と 思い ます 。 本 
来 は 背中 か ら キ ャ ノン 砲 が 出 て くる 
と いう ネタ が あっ た の で す が 、 メ カ 
な ら ま だ し も 生き 物 の 甲羅 の 中 に 何 
か が 仕込 ん で ある の は 、 想 像 する と 
気持 ち 悪 か っ た の で 却下 し まし た 。 
ロー ラー の 背中 と いえ ば 、 真 っ 黒 な 
タワ シ の よう な 生き 物 が 優雅 に 座っ 
て いま す 。 皆さん は 気づか れ た で し ょ 
うか ? 実は コイ ツ が 、 ロ ー ラ ー の 
眼前 に 好物 で ある キノ コ を 垂らし て 
操縦 し て いる 、 と いう 設定 が ある の 
で す 。 (石渡 ) 
晶 な の で ちゃ ん と 手足 と 頭 が 引 つ 込 
お む お よう な ギミック に な っ て いま す 。 
ゴロ ゴロ 転がる 攻撃 に 不器用 な 装甲 
兵 ら し い 、 分 か りや すい キャ ラク ター 
で す 。 最初 は 背中 に 大 砲 が 積ん で あっ 
た り 、 頭 が ふた つ あ っ た りな ど と ま 
た さら に ネタ 満載 だ っ た の で す が 諸 
般 の 事情 で ボツ に な っ て ます ね 。 下 
級 兵 の 割 に は 派手 すぎ た の か も 。 間 
延び し た 口調 に 妙 な 愛 婚 が あっ て 、 


priyAisAipmeswi | 目 計 記 四 軒 を 置 


戦場 で あの 声 を 聞く と 敵 味方 か か わ 
ら ず 、 な ん だ か ほっ と し ます 。 (本 村 ) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 う ~! 

ロー リン グ まわ る 

ダメ ー ジ (4 お が ' 一 

ダメ ー ジ (大 ) の ぉ お 一 

死亡 む ぼ お お お ・・・ 
命令 受諾 あい 一 

出撃 ( 再 出撃) が 一 

感謝 ん も っ 

褒め ん も も っ 

マス ター 遺 遇 マス ター いた 


マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト 着い 


た 


目的 地 到着 着い た 
撤退 逃げ る 
対面 時 劣勢 予想 相手 、 強 い 
優勢 (対面 時 ) 敵 、 弱 い 
呼び か け お ん も 一 


ドー 
I ペ ユー ツマ プ = 

下級 装甲 兵 。 亀 が 本 体 だ が 、 甲 羅 の 上 に は 操縦 席 が 設け られ て いる 。 

片言 し か 人 語 を 解 さ な いも の の 、 意 思 の 疎通 は 可能 。 食 欲 が な に に も 増し て 優先 され る 。 


ゞ 設定 (全身 ) Rs 
ゞ 設定 (三面 較 ) 


の た た 


{ 側 征 


を 
促す と 
仲の 』 


を gg が 


うば 9 ぶり 


/ a< キ ーー ト (本 徐 
ン し 3 ト 


4 
み の る: 補 


ホー で 才 下 (Ei 
と を ed の 電 叫 7 


3 た 。 
和 徐 0! 


ゞ 設定 (甲羅 イス ) 


-OVERTUHE- MATERIAL COLLECTION 


TTF アタ 


NiO11] DTD 


バウ ワー 


犬 種 に 属す る 下級 機動 兵 。 生 粋 の ヤン キー 気質 で 、 人 情 に 厚く 弱い 者 の 味方 。 
彼ら の 中 で すべ て の 価値 は 呈 の 数 で た と えら れる 。 よ く 捕 食 さ れる 。 


へ 7 
し を て え を NN 


メ 上 か ら 
ナナ メ 上 か ら > お な か 錠 > 


シュ ント は 
格 ふ て Cu 


痢 の アッ プ > 


46 枯 六 う 


ーー ルー テグ クタ サン で は 無く 
] 著 通 の ブー グル の 箕 に 
金色 の 目 が 寺 っ て いま す 
テク スチ ャ で お 願い し ます 


支間 段 地 箇 を 表 え て いる 都 分 は 、 
人 人 同 で いう 指 に あたる 部 分 で す 


た の 表 ニ 
指 は 三 本 で 、 肉 球 あ り ま す 


ゞ 虹 定 (全身 ) 


刻 ニ 0 補 な ら し "の を を 
絡 に て 9 つの" 秦 kCt いす 


+ 設 定 ( 頭 部 ) * 設 定 (コス チュ ー ム ) N% 


GUILTY GEAH 2 -OVEHTURE- MATERIAL COLLECTION 


1Ti そ < 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

狼 を モチ ー フ と し た と き に 、 月 並 
みな 雰囲気 か ら 脱却 し た く て 、 ロ ッ 
クン ロー ラー の よう な 性 格 を 思い つ 
きま し た 。 実際 に クシ を 取り 出し て 、 
リー ゼン ト を 整え る モー ショ ン も 試 
作 す る ほど 気持 ち が 入 っ て いま し た 
が 、 動き の テン ポ が 悪く な り そ う だ っ 
た の で あき ら め ま し た 。 作 中 で は ボ 
イス は な く 、「 ワ ン ! 」 と か し か 言い ま 
せん が 、 バ ウ ワ ー も バウ ワーJr. も 粋 
な セリ フ が 多い の で 戦況 報告 の ほう 
も チェ ッ ク し て みて くだ さい ね 。 
(石渡 ) 

開発 中 に 一 度 手違い で 本 来 の 10 
倍 の サイ ズ で 画面 に 表示 され て 強い 
イン パク ト を 残し まし た ね (巨大 バウ 
ワー 事件 )。 デ ザイ ン 上 の ポイ ント は 
頭 突 き で 人 が 殺せ そう な リー ゼン ト 
で し ょ うか 。 尻尾 に 接続 され た 刃物 
の 形状 か ら な ん と な く 八 サミ ムシ も 
連想 させ ます 。 モ デリ ング を 行う に 
あたっ て 犬 の 骨格 や 解剖 図 な ど を か 
な り 参 考 に し た り し まし た が 、 見 慣 
れ て いる 人 間 や 現実 に は 存在 し な い 
怪物 と 比べ て か な り 苦 戦 し まし た ね 。 
リベンジ し た い キ ャ ラク ター の ひと 
つ で す 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ー 

ダメ ー ジ (4』) ー 

ダメ ー ジ (大 ) 計 

死亡 へ 、 眠く な っ ちまっ た 。 
あ ば よ … (ちっ 。 ここ 
まで か が よ ) 

命令 受 諸 お う よ ( 解 っ て る よ ) 

出撃 ( 再 出撃 ) うし 、 行 く ぜ ! (行く 
ぜ り ) 

感謝 わり いな 、 な ん か 。 今 
度 骨 お ご る ぜ ( 助 か っ 
た ぜ 、 ド クタ ー) 

誤 め 骨 が ある じゃ ね ぇ か 、 
ドク ター( で ら ス ゲ ェ 
ぜ 、 ド クタ ー ! ) 

マス ター 中 遇 や っ こさ ん 、 マ スタ ー 
だ ぜ ( 敵 の マス ター だ 
ぜ !) 


マス ター ゴー スト 到着 は ! マス ター ゴー ス 
ト 着い た ぜ ( マ スタ ー 
ゴー スト に 来 た ぜ ) 

目的 地 到着 ここ か ? 着い た ぜ 
(よし 、 着 いた ぜ ) 

撤退 ちっ 、 退 却 か よ 。 ざま ぁ 
ね ぇ ぜ ( く そ ! 逃げ る 
わけ じゃ ね ぇ ぞ ! ) 

対面 時 劣勢 予想 ちょ っ と 骨 が 折れ そう 
だ ぜ ( ち ょ っ と は 人 骨 が 
あり そう だ ) 

優勢 (対面 時 ) し ゃ ば い 野 朗 だ ぜ ( ボ 
ケ が 、 楽 勝 だ ぜ ! ) 

呼び か け ドク ター ! (ドク 
交 ー89 

※ カ ッ コ 内 は バウ ワーJr. の ボイス 


MASTER 
pciAmtAmpmtiwn | 目 計 記 目 四 時 


レオ ナル ド 


巨大 な 剣 を 持っ た 上 級 近 接 兵 。 武 人 と し て の 高み を 目指 す 孤 高 の 戦 士 。 
プラ イド が 高く 、 負 けず 嫌い 。 彼 の 周囲 に は 威厳 の オー ラ が 漂う が 、 同 時 に 安らぎ も 得 ら れる 。 王 の 風格 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

レオ ナル ド も そう な の で す が 、 や 
は り 立 体 化す る に 当たっ て イメ ー ジ 
に ズレ が 出 ます 。 今 だ か ら 解 る 事 な 
の で す が 、2D で イメ ー ジ され た デザ 
イン は 、 可動 GD モ デル に する 際 に 「 整 
合 性 を 捨て る 覚悟 ] こ いう も の が 必要 
に な り ま す 。 例 えば 腕 だ けが メチ ャ 
メチ ャ 太い キャ ラク ター に 腕組み を 
させ る こと は で き な い と か 、 そ の 腕 
で 綺麗 に 脇 を し め る こと は で き な い 、 
と いっ た 「 で き な い 」 こ と を 前 提 に 、 
それ を 許容 する 必要 が あり ます 。 と 
ころ が コレ を イラ スト の 時 点 で 「 で き 
る 」 と 、 漠 然 と イメ ー ジ し て 進め た 場 
合 、 モ デル 化 の 際 に 不具 合 が 生じ る 
の で す 。「 脇 が し ま ら な いか ら 腕 を 小 
さく し よう 」 と いっ た 具合 に ズレ て く 
訳 で すね 。 で も 、 そ れ な り に カッ コ 
良く まとまっ た と は 思い ます 。 (石渡 ) 

個人 的 に は 最強 に カッ コイ イサ ー 
ヴァ ント の 一 人 で すね 。 ぶ っ と い 腕 
と 屈強 な 上 半身 、 ボ リュ ー ム の ある 
スカ ー ト の 中 に は 意外 と 細い 足 が あ 
る 、 と いう アン バラ ンス さ が 尊 力 で 
す 。 カ ッ コ イイ 空中 コン ボ も あり ま 
すし ね 。3D ゲ ー ム で は 実は スカ ー 
ト 状 の 布 と いう の は 鬼 門 で し て 、 な 
か な か キレ イ に 表現 する の が 難し い 。 
そもそも ほか の ポリ ゴン が め り 込 ん 
だ り は み 出 し た りす る の を 防 が な く 
て は いけ な い 上 に 、 動 か す と 布 に 描 
か れ た 模様 が 伸び た り 縮 ん だ り 。 そ 


ゞ 設定 (全身 ) 


の 辺 は 次 回 作 の 課題 で すね 。 (本 村 ) 

ャ キャ ラク ター ボイス 

近接 2 段 攻 撃 ぶん! 

王 の 狩り 覚悟 し ろ … 

アキ レス バス ター 少し 黙れ 

ダメ ー ジ (⑭) ぬ 

ダメ ー ジ (大 ) ぐぅ お 

死亡 ふ 、 不 覚 を と る と は 

命令 受諾 心得 た 

出撃 ( 再 出撃) 出る ぞ 

感謝 悪い な 

褒め いい ぞ 、 ド クタ ー 

マス ター 間 遇 いた ぞ 、 瑞 マス ター だ 

マス ター ゴー スト 到着 見 えた 、 マ スタ ー ゴ ー 
スト だ 

目的 地 到着 さて 、 到 着 し た が …? 

撤退 く 、 退け と 言う の か 、 
私 に - 

対面 時 劣勢 予想 尺 、 只 者 で は な いな 

優勢 (対面 時 ) 案 ず る な 、 ね じ 伏 せ て 

呼び か け 聞こ える か 、 ド クタ ー 


ゞ 設定 (武器 プ 額 部 プ 腕 部) ゞ 設定 (コス チュ ー ム ) 
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ME111] DTDTE 


ボー ン メ ミイ ター 


上 級 装甲 兵 。 そ の 姿 形 は まさ し く 竜 その も の だ が 、 ガ タイ の わり に 意外 と 気 が 弱 い 。 
本 来 は 争い を 好ま ず 、 温 厚 。 ゲ ロッ パ や バウ アー ら を 捕食 する 行為 は 本 能 に よる も の 。 


斜め 前 か ら > 


支 こ の 享 分 は 
胃酸 の 通り 道 と いう 設定 で す 、 
テク スチ ャ 上 て 明 流 させ て 下さ い 
構造 的 に は 、 表 皮 よ り 

少し 凹ん だ 部 分 を 通っ て いま す 


生き 物 ら し い 肌 の 劣化 虐 を 
ふん だ ん に 取り 入れ て くだ きい 


ゞ 設定 (全身 ) 


人 で を 人 し た きせ を お 緩い し ます 


間 1 機 全 ま い の で 、 あ る 折 
OLTT ス 3 まき 
[ 昌 は 條 で も 一 まっ を 佑 ら 人 もい で) 


和幸 > 


二 こ に 科 の 本 し さい ます 


ゞ 設定 ( 頭 部 ) 


ナナ メ 後 ろか ら > 


ゞ 設定 ( 育 面 ) 


上 で い 信 で す 


衣 こ の 舞 は ベイ ント で す 


衣 テ クス チャ 失 き こえ 
( 体 と 別個 の 裕 れ は 必 を ない です) 


ュ ン 代 


支 央 の ニュ アン ス は 
可能 な 限り パンプ で 表現 し て 下さ い 


まず ギー ン 竹 穫 全 還 、 表 の し っ ぱつ 奄 仙 は 


ギー ン 析 計 上 の す の 手 拘 に を なり ミ オ 


覧 と 判 欠 の 上 便 お よび 俺 人 > 


本 料 で を 較 か っ の 合 


で 電 ) する えす ます りす 
こい フェ は ! 科 」 てい 1 美 です 


イン ト し てい ます 


GUILTY GEAH 2 -OVERTURE 


1 ア 4 


MATEHIAL COLLEOC 


TION 


ャ クリ エイ ター コメ ント 
ボー ン バ イ ター は 連 竜 の 見 た 目 と 
し て 違和感 が 無い 程度 に 、 独 自 性 の 


高い シル エッ ト を 模索 し まし た 。 お 


も し ろ い デザ イン に な っ た と 思い ま 
す 。 こ の ユニ ッ ト の 特徴 と し て 仲間 
を 捕食 する 行動 が ある の で す が 、 当 
初 は ボリ ボリ と 仲間 を くっ て いる 効 
果 斉 まで 作っ て 、 正 に 「 食 べ て 」 い ま 
し た 。 し か し 、 あ まり に も 生々 し か っ 
た た め に 却下 。 そ の た め 、 仲 間 の エ 
ネル ギー だ け を 胃 の 中 で 吸収 し 、 く 
われ た 本 体 は ちっ ちゃ く な っ て 排 油 
され る と いう 設定 に 変わ り ま し た 。 
ケツ か らち っ ちゃ い バ ウ ワ ー と か が 
出 て くる 演出 も 検討 し た の で す が 、 
パッ と 見 で 理解 し づら そう だ っ た の 
で 割愛 し まし た 。 (石渡 ) 

自軍 トラ イブ の 下級 兵 を 捕食 し て 
パワ ー ア ッ プ する と いう いか に も 
RTS 的 な 変則 ルー ル を 持つ 上 級 装甲 
兵 ボ ー ン バイ ター で す が 、 最 初 に そ 
の こと を 聞い た と き に は [正気 か ?」 
と 思い まし た ね 。 デ ザイ ン 的 に も か 
な り と っ ぴ ぱ で 、 尻 尾 と 細 が 合体 し た 
よう な デザ イン 、 か つ 体 中 か ら 酸 を 
噴出 し て いる 、 と いう 非常 に 要素 が 
多い キャ ラク ター で すね 。 ネ タ が 多 
すぎ て ひと つ ひ と つが 目立た な い の 
が 反省 点 で も あり ます ね 。 当 初 は 移 
動 モ ーション 時 は 常に 飛行 し て いた 
の で す が 、 さ す が に 攻撃 モー ショ ン 
な ど と の つなぎ が あま り に も 良く な 
いた め 通 常 の 歩行 モー ショ ン を 後 か 
ら 追 加 し た り し て まし た 。 本 当 は も っ 
と 高い と ころ を 飛ん で いて 、 戦 闘 時 
に は 舞い 降り て くる 、 み た いな こと 
が し た か っ た で すね ー。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

攻撃 ー 

捕食 ー 

ダメ ー ジ ( 小 ) ー 

ダメ ー ジ (大 ) ー 

死亡 の みん な 、 バ イ バ イ … 
命令 受 庄 うん 

出撃 ( 再 出撃 ) 行っ て くる 

感謝 あり が と さん ね 
褒め よー や る ね 。 凄い 。 
マス ター 毅 敵 の マス ター いた 一 


マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト 着い 
ee 


目的 地 到着 着い た な … 

撤退 逃げ ます か 

対面 時 劣勢 予想 これ は キツ イ わ 
優勢 (対面 時 ) な ん と か な る っ し ょ 
呼び か け お ー い い 


pciAmtampmciwt | 目 目 色目 時 や 時 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

スピ リッ トシ ー カ ー は 僕 の 中 で も 
の すご い 夢 の 広がる キャ ラク ター で 
す 。 こ の ポン コツ メカ で 繰り 広げ ら 
れる ギミック か ら 、 さ ま ざ ま か 物語 
が 妄想 され ます 。 し か し まぁ 、 ゲ ー 
ム な の で 必要 の な い 仕 掛け は 入れ ら 
れず 、 結 果 的 に その 見 た 目 が あま り 
活か が せな い ア クシ ョ ン し か させ て あ 
げ ら れ な か っ た の は 残念 で す 。 頭 の 
中 で は 合体 と か まで し て 、 最 終 形体 
で は 「 ハ ウル の 動く 城 ] み た い に な る 
予定 だ っ た の で す が ……。 (石渡 ) 

通称 「 わ ん こ ハ ウス 」。 直 接 攻撃 手 
段 を 持た ず 、 ミ ニオ ン を 大 量 に 生産 
する 、 と いう 仕様 に あわ せ て デザ イ 
ン さ れ た キャ ラク ター で す 。 そ の せ 
いか 、 大 自然 を モチ ー フ に し た トラ 
イブ の は ず な の に な ぜ か メカ 分 満載 
の 歩行 する 犬 小 屋 。 し か も 操縦 者 は 
エリ マキ トカ ゲ と いう 不思議 な キャ 
ラク ター に な り ま し た 。 結果 的 に キャ 
ラク ター が 立っ て よかっ た な 、 と 思 
う 反 面 、 ゲ ー ム キャ ラク ター の デザ 
イン 週 程 は どう ある べき か 、 と 考え 
させ られ ます ね 。 見た目 が 先 に ある 
べき か 、 仕 様 が 先 に ある べき か ……。 
その ふた つの 要素 が 最初 か ら 一 致し 
て いれ ば ベス ト な の で す が 。 (本 村 ) 


ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン 。 ボイス 
キャ プチ ャ ー カ タバ ルト えい! 


出番 だ ぜ チビ 助 ! 

ダメ ー ジ ( 路 ) お わ 

ダメ ー ジ (大 ) こ 、 壇 れ る ! 

死亡 くそ お 、 ロ ー ン も 残っ 
て る の に … 

人" 令 受諾 は い は い 

出撃 ( 再 出 刺 ) は い 今 行く よ 

感謝 ぷ ぁ 、 あ り が て ぇ 

褒め さっ す が 、 ド クタ ー ! 

マス ター 遺 遇 や べ 、 敵 マス ター だ 

マス ター ゴー スト 到着 アレ が マス ター ゴー ス 
ト か 

目的 地 到 着 着い た よ 。 ど する ? 

撤退 お 、 俺 ぁ 逃 げ る ぞ ? 

対面 時 劣勢 予想 この まま だ と 壊れ る … 

優勢 (対面 時 ) 何と か 壊れ ず に すみ そ 
うだ 

呼び か け お < い ドク ター! 


スピ リッ トシ ー カ ー ン バウ ワーjJr. 


上 級 法力 兵 の スピ リッ トシ ー カ ー は 気さく な お 調子 者 。 斉 中 の 家 は 商売 道具 。 実 は ロー ン が 残っ て お り 、 コ レ が 壊れ た 日 に は 嫁 に 殺さ れる 。 


家 か ら 召 喚 さ れる ミニ オン の バウ ワーJr. は 、 バ ウ ワ ー に 似 て 勝気 な 性 格 。 ロ が 悪い 印象 が ある が 、 心 の 奥底 に 男 の 殊 が 燃え て いる 。 


ナナ メッ 


・ 本 に ベイ ント 
で 杖 成 され て ます 


設定 (全身 ノ サ イズ 比較 ) 


婦 性 邊 の 室 明 で す 、 ン * 
時 えな い 部 今 は と 
ボリ ブン を 食わ を いよ うに ッ グ 月 
アレ ンジ し て も ら っ て と 

か まい ませ ん / 


ト / Y 
ーー を 右 対称 一 ーー を 吉 対 称 一 
寺 克 ゞ 設定 (正面 / 面 購 ) 

本 手作り 電 あ っ くす 9 を な 構 放 で す 
いろ い ころ か ら か まる 舌 め た 丈 析 を リン グ 杖 に し て 
03 4 

支 ドラ イ バ ー 電 如 お に は ら 独 あり ミオ が 

エリ マキ トカ アゲ です か ht 


ヘム ト ア が ある の は 
ェ り の 上 部 だ け で す 


二 ウ エイ ト と ポリ ブシ の 制 り 
イメ ー ジ 


機 あ > 


衣 エ り の 接合 部 


棄 役 炒 に て っ つき 方 の 関係 が 
い ミ 


テ タ スチ ャ 9 の ' 寺 うし ベル で すめ 


ゞ 設定 (本 体 ) ゞ 設定 (ジョ イン トパイプ) 
GUILTY GEAHR 2 -OVEHTURE- MATERIAL COLLECTION 


1 アタ | 


MASTER 


NET 1 DEADLF い 


デュ アル ホ ボーン 


上 級 法力 兵 。2 本 の 箇 が 生え た トカ ゲ の よう な 生物 は 、 青 中 に 乗る ライ ダー に 操 ら れ て いる 。 
ライ ダー の 性 格 は 真面目 で 大 人 。 考 え 方 が 硬く 、 冗 談 が 通じ に くい 。 酒 が 好物 らし い 。 


ゞ 設定 (全身 ) 


+ ゃ 数 定 ( 五 画 国 ) 


ゞ 設定 ( 填 頭 部 ) ゞ 設定 (ライ ダー) 


GUILTY GEAH 2 -OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


1 アク ーー 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

- デ ュ ア ル ホ ー ン の よう な 、 猛 獣 ラ 
イダ ー 的 な 見 た 目 は と て も トキ メキ 
ます 。 た だ 、 や は りこ こ で も 貧乏 性 
の ツケ が 回 っ て きま し た 。 こ の 猛獣 
の ほう は も っ と 生き 物 と し て の 質感 
を 追求 し た か っ た の で す が 、 当 時 の 
不透明 な グラ フィ ックス ペッ ク で は 
あま り 冒 険 で き な か っ た の で 、 毛 の 
表現 や ライ ダー で ある 鹿 の デ ィ テ ー 
ル な ど 、 心 残り が 多数 存在 し ます 。 
話 は 跳び ます が 、 デ ュ ア ル ホ ー ン は 
本 体 の 巨大 な 動物 の 名 称 で す 。 報 千 
な ど で し ゃ べ っ て いる の は 鹿 の 方 で 
す 。 (石渡 ) 

モチ ー フ は イグ アナ と ヘラ ジ カ で 
し ょ うか 。 開発 途中 は その まん ま 「 鹿 
ライ ダー」 と 呼ば れ て まし た 。 1 キャ 
ラク ター 分 の ポリ ゴン で 実質 2 体 の 
キャ ラク ター を 造ら な けれ ば な ら な 
いと いう こと で モデ リン グ 担 当 の 苦 
労 が し の ば れ ま す 。 し か も 、 こ いつ 
は か な り 体 が 大 きい の で ポリ ゴン 数 
が 少な いと アラ が 目立ち や すい 。 本 
来 な ら ば も う 少 し ポリ ゴン を 使っ て 
も いい と ころ で し た ね 。 し か し 、 こ 
の 上 に 中 っ て る 鹿 、 存 在 感 が 薄い で 
すね ー。 多 分 、 し ゃ べ っ て る の は こ 
いつ な の に 、 サー ヴァ ント の 報告 ウィ 


ンド ウ な ん か の アイ コン も 下 の イ グ 

アナ の 顔 だ し …… 。 哀 れ 。 (本 村 ) 

+ ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン ボイス 

特殊 SHOT ー 

高原 の 風 修復 する ぞ 

ゴル ゴン の 眼差し ゴル ゴン の 眼差し ! 

ダメ ー ジ (』 り グ 

ダメ ー ジ (大 ) ぬう あ ! 

死亡 情け な い が 、 リ タイ ヤ 
の よう だ … 

命令 受諾 了解 ダ 

出撃 ( 再 出撃 ) 出撃 する 

感謝 あり が た い 

褒め 大 し た も の だ 、 ド ク 
ター 

マス ター 鞍 早 敵 マ スタ ー と 鞍 遇 し た 


マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト に 到 
着 し た 


目的 地 到着 着い た ぞ 

撤退 撤退 する 

対面 時 劣勢 予想 分 が 悪い な 

優勢 (対面 時 ) 優勢 だ 、 問 題 な い 
呼び か け ドク ター ! 


DSKTXDtII NEO1E]D 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

シン プル な 見 た 目 な が ら 、 と て も 
気に入っ て ます 。 作 中 で は 固定 砲台 
と し て 登場 し ます が 、 当 初 の 設定 で 
は 一 応 移動 で きる よう に 、 砲 台 の 裏 
に は 謎 の 車輪 を つけ て いま し た 。 謎 
と いえ ば 、 彼 は マス ク を つけ て いる 
の で 、 実 際 に どう いう 顔 が 納まっ て 
いる の か は 謎 で す 。 ほ か の 仲間 は 基 
本 的 に 動物 の モチ ー フ な ど が 存在 し 
ます が 、 果 た し て ゲー ト ガ ン ナ ー の 
正体 は ? 皆様 の 予想 を 募集 し て お 
り ま す 。 (石渡 ) 

その 場 を 動け な い 固定 砲台 と いう 珍 
し い ミ ニオ ン 。 固 定 砲台 な の で す が 
開発 中 は 一 時 期 も の すご く ゆ っ くり 
と ジリ ジリ 移動 し こ た り し まし た 。 
動け な い 割 に は 、 シ ンプ ル な 砲撃 だ 
け じ ゃ な く 、 万 国旗 が 飛び 出し そう 
な 祝 砲 に よる 支援 効果 な ど 、 意 外 と 
アク ショ ン も 凝っ て ます 。 (本 村 ) 


ャ キャ ラク ター ボイス 


通常 SHOT て ぇ ! 

祝福 砲 援護 する ぜ 

ダメ ー ジ (りり ずっ 

ダメ ー ジ (大 ) お ぁ ! 

死亡 お 、 お 役 ご めん か よ … 
命令 受諾 あい よー 

出撃 ん じゃ 行く か 

感謝 あり が て ぇ 

褒め 信じ て た ぜ 、 ボ ス 
マス ター 中 遇 いた ぜ ! 敵 の マス ター 


だ 
マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト だ 


目的 地 到着 着い た ぜ 

撤退 俺 は 逃げ ける ぜ ? 

対面 時 劣勢 予想 つい て ね ぇ 、 負 け 戦 
じゃ ね ぇ か 

優勢 (対面 時 ) 勝て る と き は 、 つ いて 
る だ け だ 

呼び か け 報告 する ぜ ? 


ゲー ト ガ ン ナ ー 


砲兵 を モチ ー フ に し た ミニ オン 。 客 鋭 的 な 視点 か ら 、 何 事 に も 冷め た 態度 を と る 。 
現実 主義 を 気取っ て 格好 つけ た が る の で 煙 た が れ る こと も ある が 、 仲 間 を 大 事 に する 性 格 。 


= 
ズム オオ Eu 

を 4 タ そ / と し て 、 
4 の fr ES 見 と 
布 で ま 、 て ます 。 
ゞ 設定 (本 体内 部 ) ゞ 設定 (リュ ッ ク ノ 脚 部 ) 


AR 2 -OVERTURE MATERHIAL COLLECTION 


本 
1 
) 
m 


= 


Mi 1 DDTTRYUTE 


ユ コ ペリ 
ロー カル な 神 に 位置 づけ られ る ミニ オン 。 バ ッ ク ヤ ー ド に 古く か ら 存 在 す る た め 、 
パラ ダイ ム よ り 立 場 は 上 。 気 分 屋 な と ころ が ある 。 


ッ ャ クリ エイ ター コメ ント 
神 を 信じ な い パ ラダ イム の 設定 が 
あり な が ら 、 神 を 自称 する ユニ ッ ト 。 
そもそも パラ ダイ ム の 仲間 は 、 ギ ア 
で あり 、 作 中 の サー ヴァ ント と は 厳 
密 に 定義 が 異な り ま す 。 ゲ ー ム ルー 
ル の 解説 上 、 あ えて 差別 化 を 図ら ず 
統一 名 称 で 呼ん で いま す が 、 分 類 と 
し て は ナマ モノ で す 。 し か し そん な 
中 で この ココ ペリ は 、 唯 一 ギア で は 
あり ませ ん 。 イ ズ ナ と 同種 の 存在 で 
あり 、 バ ッ ク ヤ ー ド で 発生 し た 生命 
体 な の で す 。 開 発 途中 の 彼 の 強 さ は 
正 に 神 で 、 河 童 9 体 を 一 人 で 瞬 殺 する 
力 を 持っ て いま し た 。 見 た 目 の 表現 
に 苦労 する 一 方 で 、 ゲ ー ム で 実際 に 
活躍 され る と 、 そ れ だ け で 偉大 に 見 
える の で 不思議 で す 。 (石渡 ) 
土着 の 神様 と いう こと で 、 エス ニッ 
ク な 雰囲気 と 神々 し い 神 秘 性 の よう 
な も の を 纏っ た キャ ラク ター で すね 。 
不定 形 な 腕 や 謎 の 発光 する 首 な し 犬 
な ど 、 こ れ ま た 不思議 な キャ ラク ター 
+ 設 定 ( 全 身 ) に な っ て いま す 。 デ ザイ ン 画 の 段階 
eee ia ー ーー ニー キー = の 8 rc で は 、 胴 体 の 黒い 部 分 は 宇宙 空間 が 
es 投影 され て いて 星空 が 見 える 、 と い 
う ネ タ も あっ た の で す が 、 結 局 実装 
され ませ ん で し た 。 実は に こい つの 声 
は 自分 が 担当 し た の で す が 、 な か な 
か 石渡 の 想定 する 「 神 ボイス 」 に な ら 
ず 、 そ れ な ら ば と 発想 を 変え て 「 麻 呂 
ボイス 」 を 試し こみ たら イン パク ト 強 
で 採用 され た と いう 経緯 が あめ っ た り 


まい イン キ と 年 を 許 モア ャ に で ちろ で 年 は まり モエ せん 
ほそ て ES 


の チマ 4 低 ろ 


し ます 。 (本 村 ) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
突進 攻撃 ほ ぁ ぉ 一 
対価 の 眉 えん ば ら え いや ー 
ダメ ー ジ () う ぬ ぅ 
ダメ ー ジ (大 ) ほ が うお! 
死亡 お お 、 恵 お が こぼれ て 
命令 愛 詳 いい だ ろう 
ゞ 設定 (コス チュ ー ム / 手 ) 出撃 出発 … 
感 計 すま ぬ な 
衣 め うむ お 、 そ れ で よい 
マス ター 通明 敵 の マス ター だ 


に マス ター ゴー スト 到着 うお 、 マ スタ ー コ ゴー ス 


ト だ 


目的 地 到着 到着 … 

撤退 一 時 身 を 隠 そう 

対面 時 劣勢 予想 神 殺し が お る な … 

優勢 (対面 時 ) 心配 は 無用 だ 、 他 愛 も 
無い 

呼び か け 聞く が 良い 


ぶ ぶ てこ 
に こと 3 
\ を 
Pe グ 


ゞ 設定 (正面 / 側 面 較 ) > 設定 ( 肝 部 / 邊 器 ) 


SUILTY GEAHR 2 OVERTURE MATEHRI ECTIO ト 


プ 用 


「 ギ ア 消 失 事件 」 の 実行 犯 と し て 登場 し た ウ ヴァ レン タイ ン 。 


WINk 


彼女 と 同様 、 ト ライ ブ は " 死 “ を 想起 させ る デザ イン イメ ー ジ で 統一 され て いる 。 


LEIN い MM MDI い Mb 
描き お ろ し イラ スト 
オリ ジ ナ ル ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


鼓 定 画 

ヴァ レン タイ ン 
に ク と ニョ ピン 
キャ プチ ャ ー 
キャ ン デ ィ 
ガト ー ス キン 

BS ワラ ンジ シ ジ ンコ 
シャ ル ロ ッ ト 
ニル シイ ニョ ジン チェ リー チェ リ 信 ナチ エッ ツ ド 
エク レア 

MisS ティ ラミ ス 


ジル た ーーー 


OFFICIAL SHORT 


VAILENTTINE 


一 人 目 


現世 で 起こ る 全て の 事象 は バッ ク ヤ ー ド に お いて 決定 
きれ た 結果 に 他 な ら な い 。 よ り 具 体 的 に 説明 する な ら 
ば 、 バ ッ ク ヤ ー ド で 生み 出さ れ た 無限 と も いえ る 可能 性 
の 数 々 が 、 こ れ ま た 数 限り な い 海 汰 の 過程 を 経て 、 発 現 
を 促 され る まで に 至っ た 極め て 低 確率 な 結果 で ある 。 逆 
に 言え ば 、 発 現に 至ら ず 海 汰 され た 可能 性 の 数 は それ こ 
そ 無 限 に 存在 し て いる と 言え る 。 

それ で は 、 私 た ち が 知 覚 可 能 か つ 論理 的 に 解釈 で きる 
最大 の スケ ー ル で ある 宇宙 と いう 枠 で 考え て みよ う 。 我 々 
が 暮らす 地球 ひい て は 宇宙 全体 は 、 お よそ 四 七 び 億 光 年 
の 拡がり を 持ち 、 そ れ ら の 構成 要素 全て は 我々 が 認知 し 
て いる 宇宙 誕生 と いう 原始 に お いて 、 僅 か 直径 17 モン 
チ の 球体 に 収まっ て いた 。 こ の 球体 は は ビッ グ バ ン モ デル 」 
と 呼ば れ 、 正 に 我々 が 暮らし て いる 宇宙 その も の で ある 。 
ビッ ク バ ン モ デル も また バッ ク ヤ ー ド の 規範 に 則っ て 
定義 きれ 、 そ の 存在 の 発生 を 確定 され た 。 さ ら に その 内 
部 の 構成 要素 も 同様 で も る 。 ま ず 始 め に ビッ ク バ ン モ デ 
ル 誕 生 の 可能 性 が 生み 出さ れ 、 そ の 存在 の 発生 是非 を 問 
う 可 能 性 の 海 汰 が 行わ れ 、 次 いで それ に 内 包 さ れる 構成 
要素 の 可能 性 が それ こそ 無限 の 過程 を 経て 決定 され た の 
だ 。 言 い 換えれ ば 、 ビ ッ ク バ ン モ デル その も の が 誕生 し 
な か っ た 可能 性 も あり 、 ま た 形状 、 質 量 が 異な っ て 生ま 
れる 可能 性 も あっ た 。 仮に 球体 の 発生 可能 性 が 確定 され 
た と し て も 、 ビ ッ ク バ ン 自 体 が 確定 し な か っ た 場合 、 別 
次 元 を 永遠 に 初 往 い 続け る と いう 事象 も また 、 あ りえ る 
結果 と し て 存在 し て いた の で ある 。 

奇しくも 、 ビ ッ ク バ ン モ デル は 有名 な 「 ビ ッ ク バ ン ]」 
と 呼ば れる 大 爆発 現象 を 引き 起こ す と いう 極め て 低い 可 
能 性 を 引き 当て た 。 こ の 現象 の 発生 自体 も また 、 バ ッ ク 
ー ド の 規範 に 則っ た 可能 性 の 一 つ に 過ぎ ず 、 天 文学 的 
低 確率 の 結果 で ある 。 

さて 、 バ ッ ク ヤ ー ド に よる これ ら の 可能 性 混 汰 と は 、 
誰 の 意思 も 介入 する こと の な い 極 め て 機械 的 か つ 無 機 質 
な 物理 現象 で も る 。 バ ッ ク ヤ ー ド その も の に は 意思 も 感 
情 も な い 。 あ くま で 、 あ り と あら ゆる 可能 性 を 生み 出し 、 
事象 を 確定 する だ け の 情報 世界 で ある 。 事象 は バッ ク 
ヤー ド で 定義 され た 規範 に 則っ て 可能 性 が 生み 出さ れ 、 
数 限り な い 回 数 の 海 汰 を 受け 、 単 一 の 結果 を 生み 出す の 
で ある か ら 、 私 た ち が 普 段 使用 し て いる 「 運 命 = 定 め ら 
れ た 事象 ] と いう 言葉 を 端的 に 表現 する な ら ば 、 無 限 の 
可能 性 が 単 一 に な る まで 数 限り な い 海 汰 を 繰り 返し 、 削 
ぎ 落 と され た 結果 で ある と いえ る 。 


し か し 、 ヴァ レン タイ ン は 
と ある 不 容 定 な 力 の 介入 を 受け て 


OCSLE こと ご 


「 族 生 し な い 可能 性 を 租 く 破棄 ] し て 生ま れ た 。 
る ぐる する ぐる $ す る ぐる $ す る $ る ぐる ぐる $ る ぐる る ぐ を 


彼女 が いつ 誕生 し た の か ? それ に 答え を 求め る こと は 
ナン セン ス で ある 。 現世 の 時 間 で 推し 量 る こと は 不可 能 
で は な い が 、 そ れ が 等 し く 彼 女 の 年 齢 と いう 計算 に は な ら 
な い 。 な ぜ な ら ば 、 バ パッ ク ヤ ー ド に 流れ る 時 間 は 、 我 々 の 
世界 と 同期 し て いる わけ で は な い 。 簡単 に 言え ば 、 現 世 側 
か ら バ パッ ク ヤ ー ド を 観測 し た 際 の 一 秒 と いう 単位 は バッ ク 
ヤー ド 内 に お ける 客観 的 な 一 秒 で は な い の だ 。 一 分 が 一 秒 
に な る こと も あれ ば 、 百 年 に 相当 する こと も ある 。 


バッ ク ヤ ー ド で 生ま れ 育 っ た ヴァ レン タイ ン が 完成 さ 


れ た 形状 に 固定 され る まで に は 、 人 間 が 同様 の 状態 まで 
成長 する の に 必要 な 時 間 の 数 百倍 を 要 し た 。 

は じ め に 、 器 と な る 肉体 の 形成 が 行わ れ た 。 人間 と 同 
様 の 姿 と な る べく 発案 きれ た 可能 性 の うち 、 そ の ほとん 
ど が 問題 な く 確定 し た が 、 一 部 に お いて 「 力 の 介入 」 に 
よる イレ ギュ ラー が 発生 し た 。 彼女 は ひと り の 人 間 女 性 
を 容姿 の モデ ル と し て 生み 出さ れ た 。 モ デル の 女性 の 外 
見 と 相違 する 全て の 可能 性 を 華 く 破棄 する こ と で 、 極 め 
て 近い 容姿 を 獲得 し た 。 ま た 、 人 間 と の 肉体 的 な 相違 点 
と し て 最たる も の が 、 頭 部 か ら 延 びる ツノ の よう な 器官 
で ある 。 形 状 の 可能 性 が 確定 し 組成 が 行わ れ 、 器 と な る 
まで に 百年 余り の 時 間 を 要 し た 。 

器 が 完成 し 、 次 に 行わ れ た の は 魂 の 形成 で あっ た 。 彼 
女 が 「 意 識 を 持ち 、 言 葉 を 習得 し 、 発 音 する 可能 性 ] を 
獲得 し た 時 、 初 め て 発し た 言葉 は 一 般 的 な 幼児 と 大 差 の 
な いも の で あっ た 。 

「 お 母さん 」 
母親 を 指す 代名詞 で ある 。 彼 女 に は この 時 未だ 感情 が 無 

く 、 知 覚 し た 事象 に 対す る 客観 的 な 事実 の み を 表現 する 
機能 し か 許可 きれ て いな か っ た 。 感情 が な い の で ある か 
ら 「 嘘 」 を 吐く こと も 出来 な い 。 

「 私 は … 誰 ? 」 

次 に 彼女 が 行っ た の は 、 自 身 の 存在 確認 だ っ た 。 肉 体 を 
構成 する 要素 、 形 状 、 質 感 な ど を 事細か に チェ ッ ク し 認 
識 し て いく 作業 で ある 。 

「 私 は ヴァ レン タイ ン …。 ア リア … じ ゃ な い 。 ア リア … 
誰 ? 身体 の 構成 は 把握 し た 。 問題 個所 を 確認 。 下 股 の 
反応 が 悪い 。 情 報 伝達 欠損 を 確認 。 電 気 シ ナ プ ス 伝達 率 
を 計測 。 異常 を 確認 。 軸 策 誘導 を 再 命令 。 海 馬 野 に 障害 
を 確認 。 ヴ ァ レ ンタ イン の 記憶 … は 、 問 題 な し 。… こ れ 
は 何だ ろう ? アリ ア の 記憶 ? アリ ア … こ の 身体 の モ 
デル だ 。 こ の 気持 ち … フ レッ ド … 誰 ? 大 切な 人 … 好 き 
な 人 0 恋人 … 上 暖か い …」 

ヴァ レン タイ ン は そこ で 言葉 を 停止 させ た 。 

「 感 情 は 理解 で き な い か ら 、 こ れ は 保留 。 肉 体 全体 の 稼 
働 率 は 92 パー セン ト 。 拒絶 反応 な し 。 任務 遂 行 に 問題 
な し 。 行動 目的 を 確認 。 お 母さん の お 使い 。 鍵 の 探索 。 
行動 目的 は … 問 題 な し 。 移 動 経 路 を 確認 。 … あ れ ? な 
ん だ ろう ? 」 

そこ で ヴァ レン タイ ン は 首 を 傾げ た 。 

「 あ れ 、 お か し いな … 出 口 が 無い よ 」 

その 時 、 バ ッ ク ヤ ー ド と 現世 を 繋ぐ ゲー ト は 、 す べ て の 次 
元 に お いて 存在 し て いな か っ た 。 偏 っ た 見 方 に な る が 、 こ 
の 状況 は 人 類 に と っ て 幸運 で ある 。 ヴ ァ レ ンタ イン が 目的 
を 遂げ る こと は 、 人 類 に と っ て 減 亡 を 意味 する た めで ある 。 
「 出 口 が な いと 、 お 使い に 行け な い …。 別 の 手段 は … な し 。 
これ は 困る 。 ん 一 、 ん 一 、 ん ー」 

明確 な 意図 も 理由 も な く 、 ヴ ァ レ ンタ イン は 歩き 始め た 。 


る る る る る る る る る ぐる ぐるぐる ぐる 
「 ょ ぅ よぅ 彼女 。 こ ん な と こ 
丸い 物体 が 現れ た 。 

「 あ な た 、 誰 ? 鼻 か ら 血 、 出 て る 」 

「 い や これ は …、 だ っ て よ 、 お 前 … 裸 じゃ ね ー か 」 

よく 分 か ら な い 。 

「 私 は ヴァ レン タイ ン 。 私 が 裸 だ と 、 あ な た の 鼻 か ら 血 
が 出る の ? 」 


ろ で 何 し て ん の き ? 」 


「 常 識 的 に 考え て ドバドバ 出る よ な ]」 

まだ 分 か ら な い 。 

「 っ て ゆー か さ 。 お 前 … 何 で 宰 な ん だ よ ? 」 

「 ヴ ァ レ ンタ イン は 生ま れ た ば か り だ か ら 、 こ れ が 正常 …」 
「 あ 、 そ 。 ま あ 、 そ ーー だ な 。… で 、 お 前 、 何 し て ん の ? 」 
「… こ れ か ら 、 お 母さん の お 使い に 出掛け る 」 

「 親 孝行 だ な ! 」 

「 で も 、 困 っ た 。 出口 が な い 。 こ れ じ ゃ 現世 に 行け な い 。 
お 使い が 出来 な いよ 」 

「 ん ? お 前 、 現 世に 行き た い の か ? 」 

「 非 常に 高い 確率 で 衣 定 …」 

「 ふ ぅ ん …。 で も よ 、 な ら 裸 で 歩き まわ る な よ ? 」 
どう し で 『」 

「 そ りゃ お 前 …。 嫁 の 裸 は 他 の 男 に 見 られ た くね ー だ ろ 」 
「… 嫁 は 否定 」 

「 あ あ 、 そ うか 。 そ うだ よ な 。 よ し 、 俺 で よけれ ば … そ 
の … 付 き 合う ぜ ? 」 

「… 否 定 す る よ 」 


る る る る すぐ すす ぐす $ る する ぐす すす $ す を 


トラ ブル メー カー と いう 言葉 が ある 。 文字通り 厄介 な 
トラ ブル を 作る 、 他 人 か らし て みれ ば 非常 に 迷惑 な 人 の 
こと で ある 。 こ の トラ ブル メー カー に は 、 い くつ か の パ 
ター ン が 存在 する 。 そ の 中 で も 極め て 悪質 な も の が 「 無 
意識 に 問題 を 起こ し 、 自 覚 症状 が な く 、 さ ら に 本 人 に は 
全く 被害 が 及ば な い 」 と いう パタ ー ン で ある 。 

その 最悪 な パタ ー ン の 最も 顕著 な 例 と も 呼べ る 人 物 が 居 
た 。 本 人 の 名 誉 の た め に 、 こ こ で は A 氏 と 呼ぶ こと に する 。 
一 笑 に 付す こと の 出来 る レベ ル の トラ ブル メー カー な ら ば 
数 多く 存在 する が 、A 氏 の 場合 、 事 は 極め て 深刻 で ある 。 
過去 に A 氏 が 起こ し た トラ ブル の 数 々 は 、 そ れこ る 枚挙 
に 暇 が 無く 、 そ の 全て の 事例 に お いて 必ず 死人 を 出し だ > 

A 氏 が トラ ブル を メイ ク す る に は 、 と ある 容 動 か 必 
要 で あっ た 。 逆 に 言え ば 、A 氏 が その 千 動 " を 取っ た 後 
に は 、 必ず トラ ブル が 起こ る の で ある 。 無論 、 本 人 に 自覚 
は な い 。 そ の "行動 が 何で ある の か ーー 一 一 知り た い 方 
が 多い だ ろう が 、 悪用 を 避け る た め 本 書 に は 記載 し な い 。 

ある 日 、A 氏 が 無意識 に その " 千 動 " を 起こ し た 。 周 
囲 で は 目立っ た トラ ブル は 発生 し な か っ た 。 だ が …。 ト 
ラブ ル は 未 仙 有 の 規模 と な っ て 、 別 の 次 元 で 起こ っ て い 
だ の だ > 


る る る る る る する る すぐる る? る ぐる ぐ 


「 て か さき 、 い つま で 続け る ん だ 、 こ れ … ? 」 

「… ゲ ー ト が 見 つか る まで 」 

「 ふ ぅ うん 。 け ど よ … ゲ ー ト っ て そう 簡単 に 見 つけ られ る 
モン で も ね ー だ ろ 」 

「 確 率 的 に は 極め て 低い 」 

「 そ うか …。 ま あい いけ ど な 、 俸 、 由 だ し 。 そ れ に 、 ぞ で 。 
その … お 前 と 一 緒 に いら れる な ら … さ 」 


「 あ ん ま 恥 ず か し いこ と 言わ せん な よ 、 っ て お い ! も 
う 見 つか っ た の か よ ! 」 

「 こ れ は 、 幸 運 」 

ヴァ レン タイ ン が 臣 踏 無く ゲー ト に 飛び 込む 。 

「 お い … 待 て よ ! 俺 も 、 そ の … 一 緒 に … あ ば ば ば 1! ? 」 


OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


と 2 アス 


MIEO111 DKWMDNMVN5 


アレ ンタ ダ タイン 


補 機 械 的 に 事情 に 対応 し 、 感 情 や 欲求 を あら わ に する こと の な い 少 女 。 言 動 や 態度 に 抑揚 が 無い た め に 、 人 形 の よう な 怖 さ を 持っ て いる 。 
号 以 前 の 経歴 は 不明 。“ 鍵 "と 呼ぶ " 何 か " を 探し 求め 、 配 下 の サ ー ヴ ァ ン ト を 率い 、 幾 度 と な く ソ ル 、 シ ン の 前 に 現れ る 。“ ル シフ ェ ロ "と い 
うお 供 を 連れ て いる 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

ヴァ レン タイ ン の トラ イブ は アン 
デッド 系 の 位置 づけ を コン セプト に 
し て いま す 。 そ れ だ け だ と お も し ろ 
味 に 欠け る の で 、 「 エ ロ い 」 と か 「 ゴ ス 
ロリ 」 と いっ た 要素 を 加え まし た 。 さ 
ら に 、 「 汚 い ] と いう 要素 も 加え て み 
た ん で す が 、 こ れ は ちょ っ と や り 過 
ぎました ね 。 ヴ ァ レ ンタ イン 自身 は 
当初 チェ ッ ク 柄 の スカ ー ト を 履い た 
学生 服 的 な イメ ー ジ だ っ た ん で す が 
制服 の 度合 い が 強 く な り 過ぎ て 現在 
の カタ チ に 落ち 着き まし た 。 女性 キャ 
ラク ター を モデ リン グ す る と 、 線 が 
細い の で ディ テー ル や 表情 が わか ら 
な く な っ て し まい ます 。 シ ル エ ッ ト 
を 目立た せる た め に 大 き な 得 物 が 必 
要 と いう こと で 、 ル シフ ェ ロ を お 供 
させ る こと に な り ま し た 。 何 か お も 
し ろ い 得 物 は …… と 考え て いる と き 
に 風船 を 思い つい た わけ で す 。 本 当 
は も うち ょ っ と いろ いろ な も の に 姿 
を 変え させ た か っ た ん で す が 、 次 回 
作 が あっ た ら ぜ ひび 実現 し た いで すね 。 
(石渡 ) 

マス ター 中 、 唯 一 の 女性 と いう こ 
と で 自然 と 注力 され た キャ ラク ター 
で す が 、 開 発 中 に 一 度 デ ザイ ン の 大 
幅 な 変更 が あり 、 モ デル も 合わ せ て 
根本 か ら 作 り 直 すこ と に な り ま し 
た 。 し か し 、 前 の モデ ル に 比べ る と 
か な り 可 愛 く な っ た の も 事実 で 、 何 
が 吉 と 出る か は わか ら な いも ん で す 
ね 。 何 年 も 作業 を 続け て いる と 少し 
ずつ で も 上 達する も の で 、 過去 に 作っ 
た も の を あと に な っ て か ら 新 た に 作 
り 直す と 新た な 発見 と と も に 、 よ り 
良い クオ リティ が 得 ら れる も の で す 。 
そう いう 意味 で は 貴重 な 経験 に な り 
まし た 。 お か げ さ まで プレ イヤ ー の 
人 気 も 高い よう な の で うれ し く 思 っ 
て いま す 。 (本 村 ) 


ゞ 設定 (三面 囲 ) 


*PROFILE 
ヴァ レン タイ ン (CV: 沢 千恵 


身長 : 165cm 
体重 :45kg 
血液 型 :0 弄 
出身 : 不明 
誕生 日 : 不明 
アイ タイ プ : 赤 茶 
趣味 : 無い 

大 切な も の : 無い 
嫌い な も の : 無い 


眼中 に ある も の : 排 除 す る 必要 が ある も の 、 
回 収 す る 必要 が ある も の 
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VAMLEINTIIIN 記 


ゞ 設定 (コス チュ ー ム 各部 プ 面 部 / 頭 部 ) 


ゞ 設定 (本 体 カ ラー) 
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太 鉛 


ゞ ロボ ヴァ レン タイ ン ( 正 式 名 称 不明 ) 
中 ボス と し て 登場 する ヴァ レン タイ ン の 変身 し た 姿 で す 。 


ゞ 最終 ヴァ レン タイ ン ( 正 式 名 称 不明 ) 
数 百 メ ー ト ル も ある 巨大 な ボス で 、 使 用 し て いる テク ス 


= リッ ゲ の イヤ に 
> が 用 りす す 。 


石渡 の ラフ 画 を ベー ス に 、 デ ザイ ン の ツメ と 立体 化 を 同時 に 
行っ た キャ ラク ター で し た 。 メ カ っ ぽ さ と ファ ンタ ジー っ ぽ 
さ 、 そ し て 生物 的 な 雰囲気 を 併せ 持つ と いう な か な か 無茶 
な 課題 へ の チャ レン ジ で し た が 、 苦労 し た 甲斐 め っ て な か な 
か が カッコイイ 人 造形 に 仕上 が っ た の で は な いで し ょ うか 。 人 間 
の 数 倍 の サイ ズ と いう 巨大 な ボス な だ け に 、 ポ リ ゴ ン や テク 
スチ ャ も 思う 存 分 使っ て 作成 で きま し た 。 か な り 細 か い デ ィ 
ティ ー ル や 面取り まで ポリ ゴン で 立体 化し て いま す 。 も と も 
と メカ 系 の モデ リン グ は 得意 分 野 で も あっ た の で 、 楽 し ん で 
作業 で きた の が 良かっ た で すね 。 モデ リン グ と デザ イン 作業 
が 平行 し て いた た め 、 設 定 画 な ど が 存在 し な い の が ちょ っ と 
残念 な と ころ で す 。 (本 村 ) 


チャ 、 ポ リ ゴ ン 数 も 半端 じゃ な いで す 。 も は や キャ ラク ター 
で は な く 、 ひ と つの ステ ー ジ と いっ て も いい 巨大 な デー タ 量 。 
も ろ も ろ の パー ツ あ わせ て 合計 40 万 ポリ ゴン くら い は 使っ 
て ます (マス ター の 40 倍 以上 )。 全 身 に これ で も か 、 と いう 
ほど ギミック を 仕込 ん いで いる ん で す が 、 ま と も に 見 せら れ た 
の が 最終 決戦 で コア が 名 出す る 変形 くら いで し ょ うか 。 全体 
の デザ イン に 関し て も ロボ ヴァ レン タイ ン と 同じ く 、 石 渡 の 
ラフ 画 を ベー ス に デザ イン リフ ァ イ ン と モデ リン グ の 同時 進 
行 で す 。 こ の 作業 は な か な か ゴー ル の 見 えな い 苦 行 で し た 。 
結果 的 に ラフ 画 と は 似 て も 似つか な いも の に な り ま し た が 、 
問答 無用 の 迫力 だ け は 出せ た の で は な いか と 。 音楽 と 演出 の 
お か げ で 印象 的 な ラス ボス に な っ た と 思い ます 。 (本 村 ) 


GEAR 2 OVERTURE- MATERIAL _ COLLECTION 


ど 人 る) 


MASTER CHARAOTER 


ん 1 の D い MM IN 5 


ゞ デザ イン 案 


コッ 2 の ダ 胡 . 銭 ぁ 
て 》 下 夫 


を 2 マ 49ー 


な | 


久 / 


い 


SN 


の 


グ 
D 


ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス シチュ エー ショ ン ボイス シチュ エー ショ ン EEg1 
攻撃 () ー ン えー ン の … アイ テム 使用 (攻撃 系 ) な ら ン せめ ノ さ だ 勝利 排除 し た よ …… ン 次 は 誰 を 殺す ……? ノ …… バ イ バ イ 
攻撃 (大 ) 死ぬ よ ノ 逝く の / ノ 絶命 す る ノン 亡くな る ・ 悩 / 消 える 肉体 サー ヴァ ント 格納 回収 す る よ ノ 入っ て / 一 時 分 解 し よう 必 北 
終え る ・ 命 アピール ( 挑 発 ) 拒絶 …・? 魂 (ぶし ゅ け 一 ) が 変 / 警 戒 の 必要 が 無い な 
ュ タ アト ス ……、 フ ァ ズ 、 ユ ダ ノ 削 いで 四方 は 隙 害 に な ら な い ユー ニット 呼 び か け "キャ ン デ ィ ン プ ロフ ェ ッ サ ー ブ プラ マン ジュ ノン ガ トー スキ 
ー …、 サ ン 、 ブ ルー タス ノ アビ ー ル ( 改 】 な 人 …… ノ 私 の 戦力 が 及ば な い …… で ン ン ミル フィ ー ユ ン シ ャ ル ロ ッ トン エク レア ノミ ステ ィ 
須 = き 8 re タ 2 Sa アビ ピー ル ( 才 意 な MK な 人 戦力 が 及ば な 存在 を 放置 OR 
シウス k ッ ト ……、 カ シウス ン 剥 いで …… - ーーーーー 一 
カル ウ ァ ドス カル ヴァ ドス ノ 治し な さい 気絶 把握 で き な い …… ン けろ も さ た らき ん げ … ン 舞 抗 で き フード Km 044StcA 
な い …… バナ ナ ポ イス な に これ / あ 、 パ バナ ナン ムカ つく よ 
emss ン 裂 き 散 ら す よ ノ 撤 き 散ら 
ト bi ュー ーー 人 強い けど -… ン 望ま し い 形 勢 だ ね ノ 予 定 に 支 陣 な いよ チャッ ト 用 . 拓 こん に ち は 
/ 下戸 MM…… ン トコ ヘ …… ン / 
SN7 選 Pe ES 状態 変化 (不利 ) 実力 を 読み 違え た よ ノ 不利 ……・? 意外 …… ノ 計画 の 修正 チャ ッ ト 用 別れ バイ バイ 
が 必要 か な ーー に 
ワー プ ポ ー タ ル 設 置 ポー タル を …… ン 帰る ね / 出 戻り …… ー ーーー 一 チャ ッ ト 用 同調 確 案 的 に は 正しい よ 
タダ メージ (⑭) あ プ うん / お あ チャ ッ ト 用 否定 理 定 する よ 
上 必 条 技 ( 江 ) )。 番 ( お 4 ね うま ) ご と 肖 ぼ す よ ノ 買 方 は 間 味 が 無い の / 島 害 ーーーーー、 みな 2 
は 認め られ な い デジ (中 も ら す / べ れる / ぜ っ け チャ ッ ト 用 怒り 排除 する よ 
沈 醒 必殺 技 (発動 ) ) エス プリ ・ ト ラヴ ァ イ エ …… ノ 不用 だ よ …… ン バイ バイ ダメージ) が ら も ん だ / け せ ぶ ー ノ ば も ら チャ ッ ト 用 ・ ア ピール 生 も 死 も 、 平 等 意味 無 いよ 
me ダメ ー ジ (特大 ) 分 解す る …… ン 駄目 …… こ れ は ノ い け な い よ …… 志和 スタ 時 5 の! 届 な 和 体 ( チ ご お Jo 
ダッ シュ ル シ フ ェ ロー… ン 飛ん で …… ン 乗る よ …… 死 記 内 人 (を ー ま お) が 和え る me / ぞ ん ぱー が よ 私 は 、 吉 ニワ ント 時 ね おう 攻 泊 析 チ な よう に 天 す よ 
命令 (前 進 ) 先 に 行っ て 前 方 で 狩り を し て / 止 ま ら な いで 進む の 味 が な が ウー ラッ 
マテ 円 5 さ 和束 了 せ る ラウ ンド スタ ー ト 貴方 の 魂 (ぶし ゅ け 一 ) を 汚す よ …… ン お 母さん の 邪魔 3 ーー = 
0 ) 自由 を あげ る = 動 手段 が から …… と りあ え ず 肉体 ( そ 一 ま ) を ちょ うだ い 回 収 要請 発見 し よう 回 収 し よう 
PP 8 拓 定 Do 本 本 お 思 
bas かー 記 本 ブリーフ ィング 突入 お 前 ら … ン 情報 が いる よ ノ 報告 し て … 良い 感想 そう 、 正しい よ 
命令 (停滞 ) 集まっ て …… ここ で 根絶 や し て 侵入 を 許可 し な いで ブリ ー フ ィング 部 脱 まろ 5 お うん 悪い 感想 正しく な いよ 


アイ テム 使用 (回 復 系 ) 修復 する ね 破損 し た …… 復元 し よう 
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わか り に くい か と 思い ます が 、 ヴ ァ 
レン タイ ン の マス ター ゴー スト は 、 
指 問 器具 の アイ アン メイ デン だ けが 
モチ ー フ で は な く 、 メ トロ ノー ム も 
組み 込ま れ て いま す 。 こ れ は ヴィ ズ 
エル 軍 が 時 を つか さ ど る テー マ を 
持っ て いる た めで す 。 時 間 と いう も 
の は 、 人 間 が 決し て 打倒 する こと が 
で きず 、 ま た 、 避 ける こと も で き な 
い 緩 や か な 絶望 で す 。 我 々 現実 の 人 
間 は 、 そ れ を どう 受け 止め る べき な 
の か が 、 後 に 本 シリ ー ズ の テー マ に 
深く 関わ っ て きま す 。 (石渡 ) 

ヴァ レシ タイ ン の マス ター ゴー ス 
ト の モチ ー フ は アイ アン メイ デン 、 
と いう の は 比較 的 すん な り 決 まり ま 
し た ね 。 メ トロ ノー ム や フェ ンス も 
メタ ファ ー と し て ヴァ レン タイ ン の 
キャ ラク ター を よく 表現 で き て いる 
か と 。 そ の ほか の ネタ と し て は 「 地 獄 
の 遊園 地 ] を モチ ー フ と し て 地獄 観覧 
車 や 地獄 コー ヒー カッ プ 、 地 獄 コー 
スタ ー な ど を ミニ チュ ア 的 に 配置 し 
た も の を 考え た り し まし た が 、 ゴ チャ 
ゴチ ャ する の が 目 に 見 えて いた の で 
ボツ に ……。 アイ アン メイ デン が 開い 
て 中 か ら ヴ ァ レ ンタ イン や サー ヴァ 
ント た ち が 出 て くる 、 見 た いな 登場 
シー ン も や り た か っ た で すね 。 (本 村 ) 


ゞ 設定 (本 体内 部 ) 


マス ター ゴー スト 


中 世 の 拓 問 具 「 鋼 鉄 の 処女 ] を モチ ー フ に し た 、 ヴ ァ レ ンタ イン の マス ター ゴー スト 。 
後方 に は ホラ ー チ ッ ク な デザ イン の 塔 が そびえ 立っ て いる 。 


ERTURE 


MATERIAL COLLEGCTION 


に 3 | 


NET 1 DTMPNY Nb 


キャ プチ ャ ー 


鳥かご を モチ ー フ に し た ヴァ レン タイ ン の キャ プチ ャ ー。 
頭 部 に ドク ロ を 配 し 、 お どろ お どろ し い デ ザイ ン に な っ て いる 。 


* 目 の 部 分 の 断 画 

一 呈 へ こみ ま す 

昭 は 象 座 さ れ た 手 立 体 で す 
全て バ パンプ で 良い か と 


終 め 後ろ > 


後 頭 部 模様 
スソ と 同じ で す 


| と どれ らし く 見 えれ ば 良い と 思い ます で 


モ 醒 層 で く ア レン ジ し て ぐだ さい 
月 メメ ゲ レ ア マッ プ 用 の コア に つい て 、 
まかり 間違っ て ポリ ゴン が 余っ だ ら 、 
頭 攻 朋 に し て 下さ い 


* 衝 の 柄 入 設定 、 
ぞ れ っ 墜 く 
アレ ンジ お 圧 い し ます 


文 光 イメ ー ジ 


固め の 市 で くる ん で いす 


新 画 周 は を 記 
* ご ん な 進 り で 自 い か と 2 
* 設 定 (全身 ) 


設定 (正面 図 側 面 図 ノ 武器 ) 


* ス ツ 機 橋 


サイ ド の エッ ジ は 
板 ボ リ & 抜 を で 


こと = es ニ 


一 * 改 だ け 
立体 ( 男 朋 ) 


: 頭巾 の 下 、 作 成 の 必要 まる で 無い で す 
ポリ ゴン 食わ な いよ うに 適当 に 負 理 し て くだ さい 


ゞ 設定 ( 頭 部 ) 
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作品 を 通し て すべ て の キャ プ 
チャ ー は 、 コ ミカ ル に 表現 され て い 
ます 。 し か し パッ と 見 こそ コロ ッ と 
し て いる も の の 、 ヴ ァ レ ンタ イン の 
キャ プチ ャ ー は 殺伐 と し た 表情 で 作 
られ て いま す 。「 容 赦し な い 」 イ メー ジ 
を 意識 下 で 感じ と っ て いた だ けれ ば 
幸い で す 。 ま っ た く 別 の 方 向 性 を 模 
索 し た アイ デア も 検討 し た の で す が 
デザ イン の トー ナリ ティ を 失い そう 
だ っ た の で 、 変 則 的 な アイ ディ ア は 
見 送り まし た 。 (石渡 ) 

全 キ ャ プチ ャ ー の 中 で も も っ と も 
お 気に入り の デザ イン が ヴァ レン タ 
イン の キャ プチ ャ ー で すね 。 鳥 か ご 
に 囚われ た 頭蓋 骨 ( 魂 ) こ いう 極め て 
スト レー ト な モチ ー フ を うま く キ ャ 
ラク ター 化し て いま す 。 ほ と ん ご ど 見 
る 機会 は な いか も し れ ま せん が 、 実 
は キャ プチ ャ ー に も いっ ちょ まえ に 
の け ぞ り モ ーション や ダウ ン モ ー 
ショ ン が あっ た り し ます 。 こ の キャ 
プチ ャ ー の 場合 、 コ ア の 頭 医 朋 が ダ 
ウン の 衝撃 で 島 か ご の 中 を 跳ね 回 る 
よう に な っ て いて 、 結 構 族 っ た 作り 
に な っ て ます 。 (本 村 ) 


MASTER 
vamLwrrnwis| 軒 店 記 目 時 を 置 
キャ ン デ イィ 
巨大 な ハサミ を 手 に し た 下級 近接 兵 。 感 情 が な く 、 起 きた 事象 を 報告 する こと ぐら いし か で き な い 。 
し か し 、 未 使用 ボイス に は 「 う れ し い 」 と いう セリ フ が ある 。 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

ヴァ レン タイ ン 本 体 は 「 意 思 ] が な 
いた め 、「 あ あし た い 」「 こ うし た い 」 と 
いう 欲求 を 前 面 に 出し ませ ん 。 し か 
し 、 サ ー ヴ ァ ン ト ま で 皆 が 皆 そ ん な 
感じ だ と 、 あ まり に も バラ エ テ ィ に 
乏しい の で 、 特 例 的 に 部 下 に は 人 間 
性 を 表現 する こと に し まし た 。…… 
と いう 前 置き の も と 、 キ ャ ン デ ィ の 
パー ソナ リティ は えー と 、 「 感 情 が な 
い 」 で す ( 笑 )。 初 め ゆ は ワラ 人 形 が モデ 
ル だ っ た の で す が 、 デ ザイ ンコ ン セ 
プ ト に ゴシック を 絡ま せ た の で 、 西 
洋 人 形 の イメ ー ジ に シフ ト し まし た 。 
さら に アイ デン ティ ティ を 追求 し て 、 
火災 現場 か ら 拾っ て きた よう な 外見 
に し た と ころ 、 多 く の 人 間 か ら 「 グ ロ 
い 」 と いわ れ ま し た 。 小 さい の で よく 
わか り ま せん が 、 ホ ラー 映画 で 主役 
を 張れ る ほど 、 良 い デ ザイ ン に な っ 
た と 思い ます 。 (石渡 ) 

個人 的 に は モー ショ ン の デキ が す 
ば らし い サ ー ヴ ァ ン ト の 一 人 で すね 。 
ホラ ー 風 味 な ヴァ レン タイ ント ライ 
ブ の 中 で も 、 死 後 硬 直 気 味 の 硬 さ を 
持っ た コミ カル な 動き が すばらし い 。 
デザ イン 的 に も 、 間 違い な く 狙 い 通 
り の キモ さ が で て いる の で 大 成功 と 
いえ る の で は な いで し ょ うか 。 余談 
で す が 、 体 力 が 少な く な る と 回 転 し 
つつ 突進 する あの 技 、 仕 様 書 で は 「 体 
力 が 少な く な る と 一 撃 必殺 の ジャ ン 
ピン グ ニ ー を 繰り 出す こと が ある 」 と 
いう 記述 で し た 。 正直 、 あ の 体型 で 
ジャ ン ピ ン グ ニ ー を 繰り 出す 姿 は 想 


明 の 2 六 


ラ ん エッ ト 


像 で きま せん ね 。 (本 村 ) 

ャ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
突進 多段 攻撃 死ね っ ! 

ダメ ー ジ (すり ぎっ 

ダメ ー ジ (大 ) ぎゃ っ ! 
死亡 圭 ゃ や ーーーーーー 一 山 
命令 受話 は い 

出撃 ( 再 出撃) 行く 

感謝 うれ ・ し い 
褒め 凄い 、 

マス ター 遭遇 敵 マ スタ ー だ 


マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト に 着 
いた 


目的 地 到着 目的 地 … 着 いた 
撤退 帰る 

対面 時 劣勢 予想 殺さ れる 

優勢 (対面 時 ) 殺せ る 

呼び か け あの ね 


C ン と き 2 は 玉 尋 り 
以 3 省 f' サ あの 3 
/ 2 WS&B た 
を 半 
1 2 に に る 細 * し * に と せ ゆ 夫 。 
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N 、) 
ガト ・ 大 スキン 
下級 射撃 兵 。 フ ー ド か ら は 巨大 な ロロ が むき 出し に な っ て いる 。 
圧倒 的 に 教養 が な がい た めか 、 言 葉 の ボキ ャ ブラ リー も な い 。 純 心 と いえ ば 純 心 。 
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ガト ー ス キン は 、 ち ょ っ と デザ イ 
ン が 和 失敗 し まし た 。 この ユニ ッ ト に 
限っ た 話 で も な い の で す が 、 ヴ ァ レ 
ンタ イン の トラ イブ は ゴス ロリ の 衣 
装 を アレ ンジ に 組み 込ん で いる こと 
も あり 、 フ リル だ の 装飾 だ の 、 テ ク 
スチ ャ ー に 頼る よう な ディ テー ル が 
多く 存在 し ます 。 し か し 、 テク スチ ャ 
解像度 を 大 きく 設け て いな か っ た 本 
作 で は 、 こ れ ら の 細か い 表 現 が つぶ 
れ て し まい が ち で 、 結 果 的 に た だ 汚 
く な っ て し まう こと が 多々 あり まし 
た 。 彼 は その 欄 牲 者 の 一 人 で す 。 
(石渡 ) 

あま り の 地味 さ の た め 、 開 発 も か 
な り 後 期 に な っ て か ら 、 テ コ 入 れ が 
入り 、1.5 倍 くら い に 大 きく な り 、 手 
ゞ 設定 (全身 プ フ ー ド 内 部 ) 。 ーー ーー 足 の ボリ ュー ム も 大 幅 増 加 し た キャ 
ラク ター で す 。 お か げ で か な り 存 在 感 
が 出 た ん じゃ な いで し ょ うか 。 ちょ っ 
と や りす ぎ た か な 、 と いう くら いで 
す 。 し か し 、 こ いつ の 最大 の ポイ ン 
ト は あの 声 で すね 。 ブ ログ ラマ の 一 
人 が 担当 し て いる の で す が 、 こ れ 以 
上 マッ チ し た 声 は プロ の 人 で も そう 
そう 出せ な いん じゃ な いで し ょ うか 。 
その せい か 開発 中 こい つ は その プロ 
グラ マー の 名 前 で 呼ば れ て まし た 。 
「 太 田 の 飛び 道具 う ぜ ぇ よー」 み た い 


な 。 (本村) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
通常 SHOT お っ ! 
門 っ た ! あ ' あ ' あ "あお! 
ダメ ー ジ (| り ぎぃ 
タメ ー ジ () ざ ゃ ああ 
死亡 げ げ げ え げ 1 
命令 受 は 、 は ぁ い 
出 黄 ( 再 出 ) で 、 出る 
ゞ 設定 (三面 囲 ) 感謝 う 、 う " れ し い 
隊 京 め す 、 症 い 
YY の 和 も - ヵ - と マス ター 通 骨 て 、 凍 マ スタ ー 
に 4 あし 5。 て い 33 マス ター ゴー スト 到着 / ま 、 マ スタ ー ゴ ー ス ト 
太 ン > ト o 下 > ( ツ ツ | AI 着い た 
5 目的 地 到着 つ 、 着い た 
鬼 退 に 、 逃げ る 
対面 時 劣勢 予想 か 、 勝 て な い 
優勢 (対面 時 ) か て 、 勝 て る ! 
本 び がけ = = 。 。 ぞ 、 え ^ こ と … 


人 】 


カン し - 和 生地 で す 
< の 人 な が を いす 
LN 人 K つ が 
N | 次 og の M 
ニー 包 素 の 模 す 
TI リッ 
ゞ 設定 (下着 手 代 ) 設定 (武器 / 腕 部 装飾 ) 
GUILTY GEAR 2 OVERTURE MATERIAL COLLECTION 


用 


vaioNrrivis| 目 目 記 目 四 を 置 


NO h、】 - ゅ や 
記 ・ プ ラマ ンジ ュ 
鳥類 の よう な 顔 を し た 下級 法力 兵 。 陰 湿 で 面倒 くさ が り 。 格 下 を 馬鹿 に する 。 
誰 に も 敬意 を 払わ ず 、 す べ て に お いて 自分 を 優先 する が 、 残 念 な が ら 命 令 に は 逆らえ な い 。 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 

開発 時 、 あ まり に 時 間 が 無かっ た 
た め 、 ガ トー スキ ン と モー ショ ン を 
使い まわ そう と いう 計画 が あっ た の 
で す が 、 骨 格 が か な り 異 な る の で 、 
使い まわ し て も うま く 動 か ず 、 結 局 
全部 作り 直し た 苦労 が よみ が えり ま 
す 。 し か し 、 こ の キャ ラク ター は か 
な り 気 に 入っ て ます 。 デ ザイ ン も い 
い の で す が 、 何 より ボイス と その 外 
見 の マッ チン グ が 僕 の ツボ に 入り ま 
し た 。 相当 憎たらしい 感じ に 仕上 が っ 
て いま す よ ね 。 ち な み に 声 優 は 、 こ 
れ ま た 開発 スタ ッ フ が 担当 し た も の 
で す 。 (石渡 ) 

デザ イン 的 に は か な り モ チー フ が 
わか りや すい キャ ラク ター で す が 、 
あちこち に アク セ サ リ ー を つけ て た 
り と か な り の オシ ャ レ 。 し か し 、 鳥 
の 羽 な ど は 3D で は 表現 が 難し く 、 苦 
心 の あと が 見 られ ます ね 。 ギ ラ ギ ラ 
し た 金属 表現 も 見 どこ ろ で すね 。 ガ 
トー スキ ン と 同じ く ス タッ フ が 声 を 
担当 し た キャ ラク ター で す が 、 こ れ 
また 声 を 当て た と た ん に いき な り 
「 キ ャ ラク ター が 立っ た 」 一 人 で し た 
ね 。 レ コー ディ ング の 前 まで は こん 
な キャ ラク ター だ と は 思っ て ませ ん 
で し た 。 口 調 ひ と つ で 変わ る も の で ょ ぁ 設定 (全身 ) 


すね ー。 (本 村 ) コピ コラー コピ ラニ ニラ ビニ 5 ご PGIERS 時 Sa EN izabe 
es 7 人 科 な 休 ど す 
ゞ キャ ラク ター ボイス 内 拉 すぎ と ers FR を we. 
シチュ エー ショ ン ボイス MS zo な 際 5 スウ ee 
特殊 近接 攻撃 か っ ! 月 な \ 
ー 県 7 月 し る に 
ブラ ッ ク フ ィ ー ト 重く し ます 人 二 に 人 4 / グ 
3 ど デ 
ドリ ンク ワイ ン 命 を 根 い ます 4 くだ: ws 
タメ ー ジ J り げ s+ cr 人 届 デ NN_ る グ Y LukAXLLLALA&AMLuS4ui to 
5 ー 9 で アー ブー amemr | 1 の 人 の め 7299 
ダメ ー ジ (大 ) げ が ぁ あ あ ] た | ま : を 4 
死 な ん か 、 悲し い MMS | デジ 
命令 受話 は いで す 月 。 * | し co か - 
出撃 ( 再 出撃) は い 、 行 きま ます よ 5 し _」。 | 
に こ ー 
回 どう も で す し 』 
褒め 凄い で す | 1 
マス ター 表 時 敵 マ スタ ー で す 
マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト で す 友 
目的 地 到 着 着き まし た 
- の や 
撤退 光 げ ます 
対面 時 劣 府 予 相 相手 強い で す 
ゞ 設定 (各部 装飾 ) 
優 娠 ( 対 面 時 ) 相手 弱い で す < 
呼び か け すみ ませ ん … 


ゞ 設定 (武器 小物 ) 


GUILTY GEAH 2 -OVEHTURE MATERIAL COLLECTION 


= 


NEO 1 DON いい 


人 0) 
シャ ヤリ レロ ッ ト 
上 級 装 甲兵 。 本 体 は 巨体 の モン スタ ー に 寄生 する 魔術 師 。 上 級 兵 の クセ に 卑 俗 で 、 
後ろ 盾 が な いと 強気 に 出 ら れ な い 。 格 下 の 者 に は 徹底 的 に 高圧 的 。 実 は モン スタ ー が あま り 言 うこ と を きか な い 。 


ゞ 設定 (全身 ) 


ゞ 設定 (本 体 ) 


ゞ 設定 (各部 装飾 ) 


LTY GEAR 2 OVERHTURE- 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

デザ イン の アイ ディ ア は 良く 出来 
た と 思い ます 。 3 D モ デル の ほう 
は 、 も う 少 し ボリ ュー ム 感 が 出せ れ 
ば も っ と 良かっ た の で す が 。 注目 ポ 
イン ト は ジャ ンプ する 攻撃 で 、 着 地 
の 際 に た わ お 腹 。 そ し て 待機 中 に ケ 
ツ を ボリ ボリ と か く の で す が 、 そ の 
ケツ が ちょ っ と 赤み が か っ て 妙 に 汚 
いと いう こと で す 。 ス カー ト を は い 
て いる の で 、 開発 の 間 で は 「 女 子 高 生 」 
な ど と 呼ん で いま し た 。 似 合い ませ 
ん ね ぇ 。 (石渡 ) 

ユニ ー ク すぎ る 風貌 で 3D 化 に か な 
り 苦労 し た 記憶 が ある キャ ラク ター 
で す 。 あ ちこ ちの ピア ス や お 腹 の 術 
者 と の 縫合 な ど 、 見 た 目 が か な り 「 痛 
い 」 キ ャ ラク ター で し た ね 。 テ クス 
チャ も 本 来 は も っ と 肌 も 傷 だ ら け で 
非常 に 痛々 し か っ た の で す が 、 さ す 
が に 不快 感 を 与え ちゃ ダメ だ ろう と 
いう こと で か な り 落 ち 着い た ほう で 
す 。 実 は 開発 中 の 頃 は こい つが 機動 
兵 で 、 ミ ルフ ィ ー コ ユ が 装甲 兵 で し た 。 
見 た 目 と 違い すぎ て プレ イヤ ー が 混 
乱す る か ら 、 と 今 の 形 に 落ち 着き ま 
し た 。 ほ か の 上 級 装 甲兵 と 比べ る と 


防御 力 が 低い の は その 名 残 か も し れ 

ませ ん 。 (本 村 ) 

ゞ キャ ラク ター ボイス 

攻撃 お お ん ! 

で と ビジ ん ふ ー 

ダメ ー ジ ( 小 ) ん っ も 

ダメ ー ジ (大 ) まぁ ああ あ 

死亡 怪獣 ば ぬお お お お お お お ! 

死亡 本 体 お 、 お い ! 行け ! 
戦え ! 

死亡 8 駄目 で し た 

命令 受話 解り まし た 

出撃 ( 再 出撃) 向かい ます 

感 あり が と う ご ざ いま す 

衣 め 流石 で す 、 ご 主人 様 ! 

マス ター 半 遇 敵 マ スタ ー を 見 つけ ま 


し た 
マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト に 到 


着 し まし た 
目的 地 到 着 着き まし た 
撤退 逃げ させ て いた だ きま 
す 
対面 時 劣勢 予想 厄介 な 相手 で 
優勢 (対面 時 ) 弱っ 、 奈 裕 で す よ ! 
呼び か け は い 、 す み ま せ ん 


MASTER 
MD いい MM IN Di 


Mi11HD 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

比較 的 スタ イリ ッシュ な ルッ クス で 
す 。 鎮魂 王 を 奏で る 死神 を イメ ー ジ し 
まし た 。 あ っ さり と 作れ まし た が 、 細 
身 で な か な か 迫力 が 出せ な い 点 で 苦労 
し て いま す 。 例 えば 2D 格 闘 ゲ ー ム で 
も 、 手 や 足 な ど 、 四 肢 の 先端 を 大 きく 
表現 する と 視認 性 が 向上 する の と 同様 
に 、3D に お いて も 用 途 に 合っ た デフ ォ 
ル メ が 重要 と いう こと を 学び まし た 
ミニ オン の 音符 型 の 小さ な モン スタ ー 
と いう ネタ も 、 デ ザイ ン も 好き で す 。 
脊 賊 視点 で 見 る と 、 そ の 愛らしい 動き 
も 見 え や し な い の で 、 も っ た いな いか 
も 。 良 く 見 る と ちっ ちゃ い 目 が 瞬き し 
て いる ん で す よ 。 (石渡 ) 

武器 も 含め て 非常 に カッ コイ イデ ザ 
イン の サー ヴァ ント 。 音楽 モチ テー フ が 
濃く 反映 され て いま す 。 ど こと な く 
SM チッ ク な 雰囲気 も 持ち 合わ せ て い 
ます ね 。 開発 中 の 通称 は 「 魔 神 ] で し た 。 
ちな み に 、 ミ ニオ ン の チェ リー と チェ 
リー 八 チ ェ ッ ト は 、 ミ ルフ ィ ー ユ と お 
な じ く 音楽 モチ ー フ と ホラ ー 要 素 を 
ミッ クス し た デザ イン で す 。 「 か わい い 
くせ に 凶悪 ] と いう 矛盾 し た 要素 を う 
まく まとめ て ます ね 。 大 量 に 出現 する 
こと を 考え て 少な い ポ リ ゴ ン 数 で 表現 
で きる よう に し て いま す 。 ち ょ こま か 
と 、 ゴ ム の よう な 弾力 の ある いい 動き 
を する の で す が 、 な に し ろ 小 さい の で 
目立た な いで すね ー。 (本 村 ) 


+ ャ キャ ラク ター ボイス 
攻撃 は ! 
チェ リー 召喚 出 で よ 、 亡 者 


バリ ア 無駄 だ ! 

ダメ ー ジ ⑪⑫) くぅ ! 

ダメ ー ジ (大 ) な ん だ と ! 

死亡 あり えな い 、 こ の 私 が … (おき ゅ 
むき ゅ ) 


命令 受諾 承知 し まし た (うん うん うん ) 
出撃 ( 再 出撃 ) 出撃 し ます (行く 行く 行く ) 


感謝 真 に あり が た い ( あ り が と う 
あり が と う ) 
褒め お お 、 美 し い 我 が ご 主人 よ ! 


(か っ こい いか っ こい い ) 

マス ター 適時 醒 い 敵 マ スタ ー で す ( 敵 、 マ ス 
ター ノ 敵 、 マ スタ ー) 

マス ター 醒 い マス ター ゴー スト に 着き ま 

ゴー スト 到着 し た (マス ター ゴー スト 着い た 

マス ター ゴー スト 着い た ) 

到着 いた し まし た (着い た / 着 

いた ) 

撤退 美しく 後退 いた し ます (逃げ ろ 
ン 逃 げろ) 

対面 時 劣勢 予想 敵 兵力 強大 、 し か し 美しく あり 
ませ ん ( 不 味 そう / 不 味 そう ) 

優勢 (対面 時 ) 所 訟 、 雑 兵 。 醒 い (美味 し そう 
グ 美 味 し そう ) 

呼び か け 肌 し く ご 報告 いた し ます (ね 、 
ね ぇ ね 、 ね ぇ ) 


※ カ ッ コ 内 左 は チェ リー、 右 は チェ リー ハチ ェ ッ 
ト の ボイス 


目的 地 到着 


ミル フィ ー ユ チェリー ノ チェリ ー ハ チェ ッ ト 


上 級 機動 兵 の ミル フィ ー ユ は 万 物 の 価値 を 美意識 で 測る ナル シス ト 。 一 見 、 紳 士 に も 見 える が 、 自 信 家 で 客観 的 な 判断 力 に 乏しい 。 


ゞ 設定 (全身 ) 


ゞ 設定 ( 頭 部 武器 ) 


チェ リー と チェ リー ハチ ェ ッ ト は 食欲 革 盛 な ミニ オン 。 無垢 な 所 作 が 可愛 い が 、 数 が 増え て くる と 風 音 公害 に な る 。 


AM 
素人 ey 


も こい 3 


に 


人 xo 
が か 72 も 
者 どす 。 
] 
ぃ ーー 
2 
hyt たい 
信 び 3. 
ょ * 玖 に な > て いる 本 分 、 
イン トブ 
強化 販 > ノー マル 版 > 模 か ら > ノー マル 版 橋 か ら > 


ォ お だ まじ ゃ くし の よう な 
ぬら ちり と し た 護 剖 で す 


後ろ > 
加 モー ショ ン イ メー ジ 


eHack : 拓 り 通っ て し っ 休 efeckZ: 義 フレ ス NoNSucAK 
hd 


5 
c ょ PCN タ ト の 】 / 
NL イメ 
- まい 4 よん 馬 O ロ の に 学 交 し て くだ さい 
き 全て テ ケ ス チャ で 良い か と 


ゞ 設定 (チェ リー チェリー ハチ ェ ッ ト ) 
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に アス 


MASTER 
7 目 目 記 目 目 包 目 ん | WAMLIEINTWIN 本 


エク レア 


上 級 射撃 兵 。 背中 の きら びやかな 装飾 で 獲物 を ひき つけ 捕食 する 巨大 昆虫 
人 見 知り する 性 格 で 、 自 ら も きれ いな も の に 惹か れる 傾向 が ある 。 性 別 は 女性 。 


7 メ 天 > 
ゞ クリ エイ ター コメ ント 

も う 何 度 も 見 て いる の で 大 分 慣れ 
まし た が 、 モ ーション を 監修 し て い 
る と き は 、 酷 く 気持 ち 悪い 思い を し 
まし た 。 僕 は 節 足 動物 が 苦手 な の に 
この と き ば か り は 躍ら し い 動 き を 追 
求 す る 必要 が あっ た の で 、 内 心 「 う ぇ 
え 気 色 悪 い ……」 な ど と 感じ な が ら 、 
ああ で も な い 、 こ う で も な いと 躍ら 
し さ を 模 索 し まし た 。 特 に 、 ダ ウン 
状態 か ら の 起き 上 が り は 必見 (?) で 
す 。 虫 嫌い の 人 な ら 間 違い な く 歯 を 
食い し ば っ て 目 を 細め る と 思い ます 。 
(石渡 ) 

虫 の 育 中 部 分 が 擬態 し て 人 間 の 顔 
に な っ て いる と いう これ また ホラ ー 
な デザ イン 。 モ チー フ に な っ て いる 
の は ショ ウリ ョ ウ バ ッ タ と 擬人 化 さ 
れ た 月 で し ょ うか 。 背 中 の 顔 が 実は 
結構 動き 、 ホ ー ミ ング 弾 を 放つ と き 
は 口 が 開い て 中 か ら 羽 虫 が 飛び 出す 
と いっ た ギミック も あり ます 。 背中 
側 な の で 敵 か ら す る と 見 えな い の が 
ゞ 設定 (全身 ) 残念 で す が 。 昆虫 だ け あ っ て 、 体 中 
ー ーー - 上 1 1 旧 肖 - - に 結構 細か い デ ィ テ ィ ー ル が 入っ て 
いま す が 、 こ れ も 前 述 の ノー マル マッ 
プ が 効果 的 に 使わ れ て いる 例 で すね 。 
モー ショ ン が キモ イ の が 最大 の 特徴 
で 、 と くに ダウ ン 後 の 起き 上 が り モ ー 
ショ ン ( 全 部 の 足 を ワキ ワキ させ て も 
が く ) な ど は 石渡 が 賠 絶 し て まし た 。 


く 欄 な ら う 


大 成功 と いえ る で し ょ う 。 (本 村 ) 
ゞ キャ ラク ター ボイス 
シチュ エー ショ ン ボイス 
N 攻撃 ー 
N ダメ ー ジ ④ り ぎ 
り ダメ ー ジ (大 ) ぎ ぎ ぎ 
( リ lp 死亡 き ゅ ー 
? 命令 受話 ハイ 
ノ 出撃 ( 再 出撃) いき ます 
感謝 嬉し い 
褒め ご 主人 様 、 綺 麗 
W マス ター 家財 敵 マ スタ ー 
ー こ ー- 『 マス ター ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト に 着 
いた 
目的 地 到着 着い た 
撤退 逃げ る 
対面 時 劣勢 予想 敵 は 強い 
) 、 fn 電 優勢 (対面 時 ) 私 は 負け な い 
(時 Ed 4 あり 1 て 呼び か け も し も し 
を 放 本 鍵 な 弄 村 て す .) 
角 ンダ 7 つが ぇ て "杉本 
アン ンク 7Ta を 人 % か が ま て さす す 
1 NMM1 に が て を 1 し て て 
/ マ ソ 
人 Q 邦 
障 析 
絡 | 
呈 鬼 天罰 今 * と 内 て 
性 生 つど の 入る うか まい 31。 
特に こだわ りな し 


ゞ 設定 ( 脚 部 ) + 設 定 (武器 ) 1 
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m 
1 


ぺる 


MASTER 


LIN7T 思 IN 本 


@ ゃ ーー に ーー aih、】 
liss テ ディ ラミ ス 
間 、】 
上 級 法力 兵 。 貴族 の 品格 を 備え た ヴィ ズ エ ル の レデ ィ 。 
気品 と 作法 に は うる さく 、 敵 で あれ 好敵手 で あれ ば 敬意 を も っ て 接する 。 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 

ティ ラミ ス を 僕 の 言葉 で 表現 する ue 
な ら ば 、 [地獄 の 花嫁 ] で す 。 茶 化 さ な 導通 曲 ポ リコ ン で 
いで 聞け ば 、 そ の 語感 だ け で も 色々 お 願い し ます 


と 得体 の 知れ な い 人 迫力 を 感じ ませ ん 
か ? と 、 脳 内 設定 は か な り イ カ し 
て いて 、 イ ラス トレ ベル で も 納得 し 
て いた の で す が 、 コ レセ も 立体 化す る 
こと に よっ て 頭 の 中 の ビジ ュ ア ル と 
ズレ が 生じ まし た 。 特 に 骨 の 獣 は 、 
妄想 時 は も っ と 抽象 的 な 見 え 方 を し 
て いた の で す が 、 モ デル に する と り 
アル な 存在 感 が 逆 に チー プ に 見 えて 
し まい まし た 。 さ ら に 、 彼 女 は 初期 
段階 で は 敵 の ユニ ッ ト を 味方 に 譲 返 
ら せ る と いう 、 ロ マン 溢れ る スキ ル 
を 持っ て いた の で す が 、 諸 々 の 事情 
で 実装 で き な く な っ た 経緯 も あり 、 
無 訪 が 募り ます 。 (石渡 ) 


開発 中 の 通称 は その まま 「 貴 婦人 ]。 4 
鹿 の 骨 に 叶っ て 悠然 と 進む 激 女 風 の くべ 、 
サー ヴァ ント で す 。 意外 と バー ツ 構 成 設定 (全身 ) 

が 素直 な た め 、 す ん な り と 3D 化 で き 
た キャ ラク ター の 一 人 で す 。 個 人 的 
に は 顔 を も う 少し か わい くし た か っ 
た の で す が 、 デ ザイ ン 担 当 者 が 「 こ れ 
で いい ん だ ! 」 と 力説 し た た め 、 設 定 
画 の と お り と し まし た 。 杖 の 先端 に 
つい た 操り 人 形 で 敵 に 呪い を か け て 
一 定時 間 操る 、 と いう 和 威 の スキ ル 
が 想定 され て いま し た が 、 も ろ も ろ 
の 事情 で カッ ト に な り まし た 。 (本 村 ) 


+ キ ャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン 。 ボイス 

攻撃 は ! 

バ ベ ッ ト ※ オモ チャ に し て あげ ま 
す 


横 > 武 器 、 馬 等 の 大 き さ 比 率 こ れ 参 照 で 


ブラ ッ ド マリ オ ネ ッ ト 無 作法 で すね 


/ ミ 


ダメ ー ジ () は ぁ / 人 < 侍 
ダメ ー ジ () ああ 、 そ ん な トン 
死亡 未練 … 偽 き この 命 … J 境 く まう に 
命令 愛 話 左 様 に いた し ます 出来 る で し ょ うか ? 
出撃 ( 再 出 区 ) 伺い ます 
成 お 村 い な く …・ ゞ 設定 (側面 較正 面 団 ) 
要 め 本 当 、 素敵 で すわ 、 ご 
__ お 様 文 略 部 分 を カロ スシ ム で 動か し だ いで す 
マス ター 通明 敵 マス ター に お 会 いい ( め 引 込み 上 等 で 良 り か と ) 
た し まし た ク 
マス ター コー スト 到着 マスター ゴ コー スト を 拝 
見 し まし た 
目的 地 到 芽 着き まし て ご ざい ます 
撤退 この 場 は 失礼 いた し ま 
了 8 
対面 時 劣勢 予想 野 訟 な 連中 で ご ざい ま 
す 
優勢 (対面 時 ) 弱く て お 相手 に な り ま 
せん 
呼び か け ご めん あそば せ 
※ 未 実装 
HH 
+ 設 定 ( 下 器 ) ツ > 設定 (コス チュ ー ム ) 
GUILTY GEAR 2 OVERTURE- MATERIAL COLLECTION 


< SW 


ME 1 1 DUMPNMN NE 


NO 

に ーー】 
槽 桶 を 模 し た ミニ オン 。 目 的 も 希望 も 失っ た 卑屈 な 性 格 。 や む を 得 な し に マス ター の 言い な り に な っ て いる が 、 
決し て ヴァ レン タイ ン の 味方 で は な い 。 勝 て そう な 敵 を 見 つけ る と 、 少 し は うれ し いら し い 。 


前 か ら > 横 か ら > 後ろ か ら > 
民 と 文 フ タダ 


太 4 本 と も 同じ 仙 


受け だ ダメ ー ジ に 
わせ て 


合 
刺さ っ て いる 和 創 が 
抜け て い を ます 、 
全て 抜け だ 時 (死亡 時 ) 
「 フ ァ イ ナ ルス トラ イク 」 
が 半 動 し ます 。 
+ 設 定 ( 宰 桶 内 部 ) eb + 設 定 ( モ ーション ) + 設 定 ( 刻 ) 
計 太い つの 攻撃 、 フ ァ イ ナ ルス トラ イク イメ ー ジ 
厚 # 欲 し いか も 中 に 閉じ 込め られ て い だ 霊 が 解放 され ます 
中 身 は テク スチ ャ で ご いつ は 旭 天 する だ け で す 
いて 一 

+ 設 定 ( 陣 寺 ) ャ デザ イン 案 


ゞ 設定 (全身 ) 


吾 > 
普通 の 廊 の 橋 造 で す 


GUILTY GEAR 2 OVERHTURE MATERHIAL COLLEC ON 


ゞ ャ クリ エイ ター コメ ント 

ゲー ム 上 で は きっ と 察する こと が 
で き な い と 思う の で 、 ブ ラウ ニー の 
悲し い 設定 を ここ に 記し まし ょ う 。 
彼 は も と も と 、 人 間 の 死者 の 魂 で あ 
り 、 ヴ ィ ズ エル 兵 で も バッ ク ヤ ー ド 
人 で も あり ませ ん 。 た だ 、 運 悪く ヴァ 
レン タイ ン に 捕まっ て 槍 桶 の 中 に 閉 
じ 込 め ら れ て いる の で す 。 マ スタ ー 
の 持 と し て 充分 に 働い た と きのみ 、 
自ら を 縛る 剣 が 抜け て いき 、4 本 全て 
の 剣 が な く な れ ば 初め て 解放 され る 
の で す 。 敵 の 攻撃 を 受け て 剣 が 抜け 
る 設定 は 、 初 期 段階 で ゲー ム に も 組 
み 込 まれ て いた の で す が 、 カ メラ ア 
ング ル や モデ ル サ イ ズ の 都合 で 「 こ ん 
な の 見 えな いよ 」 と いう 結論 に な り ま 
し た 。 (石渡 ) 

本 来 は も っ と ポリ ゴン 数 を 割 い て 
も 良かっ た は ず な の で す が 、 デ ザイ 
ン 担 当 か ら 、 「 あ えて プリ ミ テ ィ ブ な 
形状 で ! 」 と いう 注文 が あめ っ た た め 
に 、 か な り ロ ー ポ リ で 作ら れ た キャ 
ラク ター で す 。 そ の 割り に は か な り 
凝っ た ギミック が 仕込 まれ て いて 、4 
本 の 剣 が すべ て 抜け 落ち る と 本 お け 
の 蓋 が 開き 、 中 か ら 紗 填 が 飛び 出し 
て くる 、 と いう アク ショ ン が 用 意 さ 
れ て いま し た 。 苦 労 の 甲斐 な く 、 剣 
の ギミック は 分 か り に くい の で 省略 
され 、 半 透明 の 幽霊 も や め っ と いう 間 
に 消え て し まっ て ほとん ご ど 見 えな い 
と いう 残念 な こと に な っ て し まい ま 
し た 。 (本 村 ) 


+ ゞ キャ ラク ター ボイス 

シチュ エー ショ ン  。 ボイス 

自由 だ や っ と 開放 され る 
死 また 、 聞 の 中 だ … 
命令 有 放 は ほ い 

出撃 行け ば いい ん で す よ ね 
感 時 鬼 の 目 に も 涙 か … 

束 め 汰 V ん で すね … 

マス ター 通 骨 一 の マス ター か な 
マス ター コ ゴー スト 到着 マス ター ゴー スト か な 
目 8 地 到着 着い た と 思い ます 
授 逃げ て も いい で す よ ね 
対 時 劣勢 予 相 多分 、 ま ける か な 
作 勢 (対面 時 ) か 、 勝て そう か な 
呼び か け すん ませ ん 


物語 の 舞台 と な る イリ ュ リ ア 連 王国 の 王 と し て 登場 し た カイ 。 
コス チュ ー ム デザ イン に は 成城 を 感じ させ る 装飾 が 多数 施さ れ て いる 。 


LILIJN い MM M DI い M bh 
描き お ろ し イラ スト 
オリ ジ ナ ル ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


カイ ニキ スク 


誰が 為 の 正義 


シン ウェ ポン 


生体 氏 書 は 人 類 が 生み 出し た 心 持 た ぬ 条 且 氏 等 で あ 
る 。 し か し その よう な 忌 むべ き 生 体 兵 回 の 中 に 一 人 の 心 
優し 少女 が 誕生 し た 。 人 間 と 生体 兵器 と の 間 に 生ま れ 
た 彼女 は 穏やか で 優し い 心 を 持つ 可憐 な 少女 で あっ た 。 
し か し 、 生 体 兵 医 で ある と いう 唯 その 一 点 の み に お いて 、 
彼女 は 人 間 か ら 多 額 の 賞金 を 掛け られ 、 そ の 生命 を 常に 
脅かさ れ て いた 。 ea 

そん な 彼女 と 対生 体 兵器 の 戦闘 エキ スパ ー ト 集団 で あ 
る 「 王 騎士 団 ] の 元 団長 を 務め た カイ = キス ク の 初め て の 
出会い は 二 年 前 で あっ た 。 最前 線 で 生体 兵器 と の 死闘 を 
繰り 広げ て きた カイ に と っ て 破壊 や 殺 且 を 極端 に 嫌う 必 
優し い 少女 と の 出会い は 新鮮 か つ 不思議 な も の で あっ た 。 

その 後 、 何 度 か の 再会 を 経て カイ の 中 で 少女 の 存在 は 
次 第 に 「 護 る べき も の 」 へ と 変化 を 遂げ て いっ た 。 恋 の 
始ま り を 定義 むす る の で あれ ば 、 そ れ は 正 に この 時 期 だ っ 
た ろう 。 カ イ は 彼女 を 匿う こと を 決意 し た 。 
それ が 彼 が 信じ 貫い て きた 正義 と 人 道 に 背 反 する 行為 で 
ある と 知り な が ら 

二 人 は 共同 生活 を 始め た 。 公務 員 で ある カイ は 勤 角 に 
公務 に 精 励 し 、 少女 も また カイ の 帰宅 を 待ち な が ら 懸 命 
に 家事 を こなし 家 を 守っ た 。 そ ん な 日 々 を 送る 二 人 が 心 
を 通わ せ 、 お 互い を 信頼 し 合い 、 そ の 存在 を 求め 合う よ 
うに な る まで に 多く の 時 間 は 要ら な か っ た 。 カ イ は 彼女 
を 心から 愛し 、 彼 女 も また 心から カイ を 敬い 慕う よう に 
な っ た 。 カ イ は いつ し か 、 彼 女 を 愛す る 自分 の 本 心 を 偽 
る こと も 隠す こ と も 出来 な く な っ て いた 。 

国籍 も 戸籍 も 持た な い 彼 女 は 婚 畑 な ど 出来 な い 。 その 
こと を 知り つつ も カイ は 彼女 に 求婚 し た 。 二 人 は 世間 に 
刻 め られ ぬ ま ま 邊 り を 交わ し 衣 久 の 突 を 赤い 合っ た 。 因 
悪 感 に 音 ま れ な が ら 

そし で 二 人 大人 は 一 入り の 吉信 な 時 代 を 通 ご し た 。 幸せ 
な 時 間 は カイ の 心 の 奥 で 煽っ て いた 罪悪 感 と 背徳 心 を 次 
第 に 薄れ させ て ゆく 。 し か し 、 そ ん な 感情 を 呼び 覚ます 
出来 事 が 起こ っ た 。 妻 の 妊娠 で ある 。 

し 合う 若い 夫婦 で ある 、 そ の 結果 自体 は 別段 不思議 
な こと で は な い 。 二 人 の 事情 を 知る 数 少な い 理解 者 の ひ 
と り で ある 医師 か ら そ の 事実 を 告げ られ た 時 、 二 人 は 手 
を 取り 合っ て 喜ん だ 。 

し か し 、 和 妊娠 に よっ て 起こ っ た 彼女 の 身体 の 変化 は 人 
間 の それ と は 異な っ て いた 。 彼女 の 腹部 は 借 か 三 週間 ほ 
ど で 人 間 で いう 妊娠 中 期 ほど に 膨らん で いた 。 性 急 すぎ 
る 発育 。 彼 女 が 生体 兵器 で あり 彼女 の 血 を 引く お 腹の中 
の 子 も また 生体 器 な の だ と いう 事実 を 改め て 突き 付け 
られ た カイ 。 心 の 中 に 眠っ て いた 罪 の 意識 が 一 気 に 再燃 
し た 。 追い 討ち を か ける よう に 医師 の 口 か ら 告げ られ た 
報告 は 大 き な 痢 を 生ん だ 。 

「 胎 児 が 見 え を ませ ん 。 どう や ら 硬 質 な 殻 に 包ま れ て いる 
よう で す 」 

「… つ まり … そ れ は … ど うい うこ と で すか ? 」 

目 の 前 が 暗く な る の を 感じ ながら 、 問 い 質 す 。 

「 生 体 兵器 … 失 礼 …。 奥様 は 卵生 の よう で す …」 


o 


る る すす する する $ す する $ る る $ る ぐる を 


永き に 理 っ た 聖戦 は 世界 各地 の 主要 都市 に 壊滅 的 な ダ 
メー ジ を 残し 、 多 く の 人 々 が 生活 の 場所 を 失っ た 。 し か し 、 
それ で も 人 々 は 生き て ゆか ね ば な ら な い 。「 生 きる こと ] 
の み が 至 上 命題 で ある 。 当時 の 人 々 は 戦 袖 を 避け 、 力 を 


合わ せ て 新しい 土地 を 開発 し 、 都 市 を 復興 し て いっ た 。 

や が て 彼ら の 努力 が 実 を 結び 、 都 市 の 復興 が 進ん で 生 

活 に 安定 が 訪れ る と 、 そ れ ま で 陰 を 潜め て いた 問題 が 
表面 化し た 。 「 生 きる こと 」 の み に 特 化し て 形成 され た 
社 会 は 、 区 図ら ず も 異な る 多数 の 思想 ・ 理 念 、 款 旨 な ど 
が 入り 乱れ て 混在 する 「 る つぼ 」 と な っ て いた 。 度 肉 に 
も 都市 再建 を 遂げ て は じ め て 人 々 は この 異常 な 状況 に 気 
づい た の だ 。 幸い な こと に 戦争 の 苦渋 を 痛い ほど 知る 当 
時 の 人 々 は 、 さ ほど 大 き な 争 い を 起こ すこ と も な く 、 共 
通 の 思想 ・ 宗旨 を 持つ 者 同士 が 寄り 添う 形 で 自然 に 分 派 
し 、 それ ぞ れ の 社会 を 再 形成 し て いっ た 。 

そん な 情勢 下 、 形成 され て ゆく 数 を の 社 合 に 対し て 、 国 

連 の 幹部 た ち は 英 大 な 資本 の 投下 を 行い 支援 し た 。 精 時 、 
彼ら は 各地 の 社会 に 対し て 強大 な 発言 力 ・ 影 響 力 を 持つ 
に 至り 、 い つ し か 彼ら は 欧州 全域 と エー ラ シ ア 大 陸 西 部 
と いう 広い 範囲 を 支配 下 に 置く こと に 成功 し た の だ 。 

こう し て 、 世 界 は 支配 構造 面 か ら 二 極 化 し た 格好 と 
な っ た 。 国連 加盟 国 の 勢力 と それ 以外 の 国家 や 自治 体 の 
それ で ある 。 

近年 、 さ ら な る 支配 力 の 強化 を 求め た 彼ら は 、 国 家 再 
編 に 着手 し た 。 彼 ら が 支配 する 国家 ・ 自 治 体 を 三 つ の 地 
域 に 区 分 けし 、 そ れ ぞ れ に 国王 を 擁立 し て 統治 させ る 体 
制 へ の 大 規模 な 変革 で ある 。 現在 まで に 既に 二 つ 王 国 が 
建国 され 、 残 す と ころ は 後 一 つ 。 カ イ の 住む せこ の イリ ュ 
リア 地方 の みあ る 。 「 イ リュ リア 連 王 国 ] と いう 名 称 が 既 
に 決定 し て いる この 国 が 誕生 すれ ば 、 総 面積 こそ 世界 で 
二 番 手 と な る が 、 世界 一 の 市 場 規 模 を 持つ 国家 と な る 。 
まさ し く 人 類 再建 の 中 心 都市 と な る こと は 疑い な か っ た 。 


る ぐる する ぐる る る する る ぐる $ す すす ぐる すぐ 


その 日 、 招 際 に 応じ て 出頭 し た カイ は 国連 の 本 部 庁舎 
に いた 。 払 暗い 小さ な 会 議 室 で 「 国 連 元老 院 ] を 名 乗る 
人 物 た ち に 囲ま れ て いた 。 急 な 出頭 命令 が 何 を 意味 する 
の か ? 「 生 体 兵器 を 匿っ て いる こと 」 が 発覚 し た の で 
あれ ば 、 賜 気 に 手紙 で 招集 し た り は し な い だ ろ う 。 大 軍 
を 以 て 我が家 を 包囲 すれ ば いい 。 と は いえ 、 油 断 は 出来 
な い 。 
「 警 察 庁 長官 カイ = キス ク 、 出 頭 い た し まし た 」 
[今日 、 君 を 呼ん だ の は 他 で も な い 。 ひ と つ 協 力 を 仰ぎ 
た い 」 
カイ は 胸 を な で 下ろ し た 。 どうやら 妻 の 件 で は な いら し 
い 。 心 に 平静 を 取り 戻す 。 
「 私 は 国連 管轄 の 公 僕 で す 。 然 る べき 命令 に は 背 き ませ 
ん 。 で す が 、 あ な た 方 は 私 に 命令 する 権限 を お 持ち な の 
で すか ? 」 
これ は 卒 制 で ある 。 同時 に 彼ら 元老 院 と 呼ば れる 組織 の 
実態 を 探る 意図 も 含ま れ て いた 。 
「 命 令 じ しゃ な いよ … 協 力 だ 。 私 は 先ほど 、 そ う 言 っ た は 
ず だ が ? 」 
「 な る ほど 、 分 か り ま し た 。 そ れ で 、 私 に … 何 を せよ 、 と ? 」 
し ば し の 沈黙 。 低 い 声 を 出す 男 が コ ホ ン と 咳払い を し て 
か ら 口 を 開い た 。 
「 君 に は イリ ュ リ ア 連 王国 の 国王 に な っ て も らい た い ]」 
予想 し て いな か っ た 一 言 に カイ は 驚か され た 。 
「 間 も な く イ リュ リア 連 王 国 が 誕生 する 。 年 明け に は 国 
王 を 選ぶ 国民 投票 も 始ま る 。 君 に は 是非 この 選挙 に 出馬 
し て も らい た い の だ よ 」 


「 君 は 英雄 だ 。 剣 術 と 法 術 の 天才 に し て 、 若 くし て 重 著 

士 団 の 団長 を 務め た 。 お まけ に 美男 子 だ 」 

「 左 様 。 君 な ら 民衆 か ら の 十分 な 人 気 を 得る こと が 出来 
まう 」 

「 我 々 は 全力 で 君 を 支援 する こと を 約束 し よう 。 君 に と っ 
て も 魅力 的 な 話 だ と 思う が … ど うか な ? 」 

カイ は 遊 巡 し た 。 実 は 以前 、 国 王 選 挙 の 出馬 を 真剣 に 考 
えた こと が あっ た 。 国 王 に な る こと は 等 し く 世 界 を 変え 
る 実権 を 得る と いう こと だ 。 苦し む 民 の た め 、 妻 や 生ま 

れ て くる 子 の た め … 世 界 を 変え た い - これ は 絶好 の 
会 で は な いか ! だ が … 国 連 元老 院 の 思惑 は どこ に あ 
る ? ここ は 様子 を 見 る べき か … カ イ は 判断 し た 。 

「 ご 推挙 を 頂き 光栄 で す が 、 私 は 武官 で す 。 政 治 が 出来 
る と は 思え を ませ ん …」 。 

慎重 に 言葉 を 選ん で 態度 を 保留 する 。 分 か り 易 い 反 応 は 

期待 し て いな か っ た の だ が …。 

「 い いん だ よ 、 政 治 な ん て し な く て も 。 君 は 黙っ て 玉座 
に 座っ て りゃ いい 」 

これ 以上 な い 友 応 が あっ た 。 カ イ は 完全 に 理解 し た 。 彼 
ら は 便 偶 を … 自 分 た ちの 言い な り に 出来 る 飾り の 国 主 を 

欲し て いる の だ 。 恐る べき は その こと を 隠 そ うと も し な 
いこ と で ある 。 そ れ は 彼ら の 自信 の 表れ だ ろう 。 彼 ら は 
私 の こと を 「 手 玉 に 取れ る 程度 の 人 物 ] だ と 判断 し て い 

る の だ 。 と に か く 今 は 考え る 時 間 が 欲し い …。 

「… 即 断 、 出 来 か ね る 内 容 で す 。 考 える 時 間 を … 頂 きた 

い …」 

「… ふ む 。 ま あ 、 

えよ み 」 

「… 有 難 う ご ざい ます 」 

「… と ころ で 君 の 内 縁 の 奥さん 、 随 分 と チャ ー ミ ング だ 

ね ぇ 」 


いい だ ろう 。 で は 、 し ば らく 猫 予 を 与 


「 ど こ か で 見 た 記憶 が ある ん だ よね 、 君 の 奥さん の こと 。 
… ど こ だ っ た か ね ぇ を ? 」 

甲高い 声 が 響い た 。 そ の 言葉 は ニヤ ニヤ と 笑う 口元 か ら 
発せ られ た 。 カ イ は 身震い し た 。 彼ら は … 恐 らく 全て を 
知っ て いる 

「 い い 返 事 を 期待 し て いる よ …]」 


【 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 22、2 


その 日 、 カ イ = キ スク は 早朝 か ら 馴 染み の 教会 に 向 
か っ た 。 聖母 像 の 前 、 修 ら に 剣 を 置き 、 。 月 れ 込 む 様 に 片 
膝 を つく 。 苦悩 の 日 々 は 彼 の 精神 と 肉体 の 両方 を 館 ん で 
いた 。 

答え は 未だ 出 て いな い 。 選択 すべ き 正 義 は 差 本 に も 別 
れ て いる 。 か つて の 自分 は 己 の 信じ る 正義 を 貫き 、 戦う 
男気 と 誇り を 持っ て いた 。 だ が …。 我 が 正義 は 何処 に あ 
る の か ? 我 が 正義 は 誰が 為 に ある の か ? 

人 間 と 生体 兵器 と の 共存 一 一 一 そん な 世界 を 私 は 築く こ 
と が で きる の だ ろう か ? 

多く の 罪 を 抱え る 自分 に 世界 を 導い て く 資 格 な ど あ る だ 
ろう か … ? 

自問 自 答 を 繰り 返す 。 どれ ほど の 時 間 が 経過 し た 頃 で あ 
ろう か 背後 か ら 足音 が 聴こえ て きた 。 

こん な 時 間 に め ずら し いな …。 振り 返る と 、 今 最も 顔 を 
見 られ た く な い 男 の 姿 が あっ た 。 
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し 生 11194 (WM DU ES さ に 1 さら 


イニ テキ ズ スク 


呈 仕 事 、 対 人 、 自 ら の モラ ル 、 そ の 全て に お いて 実直 で あり 、 ま じ め 一 辺 倒 な 性 格 。 正 義 を こよ な く 愛 し 、 弱 き を 助け る 姿勢 は 模 節 人 間 
と し て 出来 すぎ て いる ほど で ある 。 し か し その 反面 、 規 則 や 秩序 を 乱す も の に 過剰 な 嫌悪 感 を 抱き や すく 、 そ れ が 表面 に 出 て し まう 。 冠 を 
拝 し て 以来 、 そ の 府 意 は や や 勢い を 失っ た が 、 代 わり に 広い 視野 を 手 に 入れ た 。 


ゞ クリ エイ ター コメ ント 

カイ は [成長 し た 姿 を 見 せる 」 こ と 
を コン セプト に 描い て いま す 。 手 っ 
取り 早く 短髪 が 長髪 に な っ た …… と 
いう 話 は お いと いて 、 か つて の イメ ー 
ジ を 踏 械 し つつ 王 の 威厳 を 表現 し た 
つも り で す 。 こ だ わっ た ポイ ント は 
肩 口 の デザ イン 。 布 で で きた 肩 バッ 
ド み た いな も の を 表現 で き な い だ ろ 
うか と 、 こ こ に 関し て は 何 度 も 描き 
直し て いま す 。 ヒ ゲ の ラフ イラ スト 
(PO96) は プロ ト タ イブ の 頃 に デザ 
イン し た も の で 、 そ の 時 点 で は 何 十 
年 も 先 の 話 を 考え て いた か ら で す 。 
カイ が ジジ イ に な っ て 、 新 キャ ラク 
ター が ワイ ワイ 出 て くる 物語 を 考え 
た ん で す が 、 こ れ は 個人 的 に も が っ 
か り だ な ー と 。 カ イ と いう キャ ラク 
ター を 老け させ る に は まだ 早 す ぎる 
だ ろう と いう こと で 考え 直し まし た 。 
(石渡 ) 

人 気 の あ る キャ ラク ター な の で 
幾度 も テクス チャ や モデ ル を 修正 し 
まし た 。 本当に プロ ジェ クト の 最後 
の 最後 まで いじ っ て まし た ね 。 シ ン 
や イズ ナ が 比較 的 早期 に モデ ル が 四 
まっ た の に 比べ て 、 な か な か この 時 
代 の カイ の イメ ー ジ が 確定 せ ず 、 若 
く な っ た り 年 を くっ た り を 繰り 返し 
て まし た 。 お か げ で 最終 的 に は な か 
= ゞ 決定 稿 (全身 ご バ スト アッ プ ) な か 疫 得 の 行く 形 に 落ち 着い た と 選 
いま す 。 テク スチ ャ 担当 者 が が ん ば っ 
て くれ た ん で 、 イベ ント シー ン で アッ 
プ に な っ て も か な り [ 見 られ る 」 レ ベ 
ル に な っ た の で は な いか と 自 負 し て 
いま す 。 カ イ に 限ら ず ゲ ー ム 全体 に 
お いて 、 漫 画 っ ぽい 絵 に する か 写実 
的 に 攻め る か 、 と いう 方 針 が な か な 
か 確定 し ませ ん で し た 。 結局 中 間 あ 
た り の 絵柄 に まとまり まし た が 、 個 
人 的 に は も う 少 し 思い 切っ た 選択 を 
すべ きだ っ た か と 思っ て いま す 。 今 
後に 活か し た い 反 省 点 で すね 。 (本 村 ) 


*+PROFILE 


身長 : 178cm 

体重 : 58kg 

血液 型 :AB 型 

出身 : フラ ンス 

誕生 日 : 1 1 月 20 日 

アイ タイ プ : 青 緑 

趣味 ティ ー カ ッ プ コレ クシ ョ ン 
大 切な も の : みん な の 笑顔 
嫌い な も の : ソル 


素材 
@ 季 ら か い 布 (デフ + ル ト で し わが あり 潜 条 っ て いる ) 
合金 


ゞ 設定 (コス チュ ー ム ) @ 人 
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ロ と 8 


MASTER CHARACTE 呈 


KK 札 


ゞ 設定 (正面 較 側 面 囲 ) 


支 下記 の 辺 で アタ ッ チ され て いま す 
(都合 よく 調整 し て くだ さい ) 


ゞ 設定 (マン ト エン プレ ム ) 。 ょ 設定 (武器 各部 生 帥 ) 。 


全 徐 う の 草 装 條 部 分 の み 
一 彼 下 が っ て いる 疫 定 で す 
二天 区 アン ゲル 


半生 な 武 問 で は な く 、 
区 的 な 妃 を カイ 用 に 狂 ア レン ジ し た 名 に です 


GUILTY GEAH 2 -OVEHTUHRE- MATERIAL COLLEGTION 


ロ おち ]〕 


11 の めい BaMDi 朋 


MASTER CHARAOCTER 


いる 細い 3 に 3 ら 


+ キ ャ ラク ター ボイス 


* ャ エンブレム 案 


シチュ エー シ 


ヒレ ス ボイス 


攻撃 0 は っ ノ や っ ノ ぶ ん は あっ! ノ て ぇ やっ! / と あっ ! 状態 化 (不利 ) 加入 で き な い 組織 力 だ な … ン 読み 違え た か …… で きる な / こ こ 特 天 敗 北 (vs シン ) か Bu…・、 際 を つか され る と は な (シン : 気 を 抜い た な 、 ら し く 

1 ファ フカ っ まで の 使い 手 と は … ね え ) ノ 見 中 えた な … 妨 し いよ (シン : 何で 遍 刻 を 使わ ね えん 
攻撃 (大) ここ だ ! ン そこ か ! 見 切っ た ! 町 1 / 断 1 ノン これ な ら ! ニーー ーー た リン あお あこ 人 ci( ウ お し: 
攻 還 ( 和 狗 ) どう だ ! ン こ っ ち だ ! 何処 を 見 て いる ! 2 た だ ろう な ?) 
スタ ン エ ッ ジ スタ ン - エ ッ ジ ! ン こ こ だ 1 そこ ! タメ ー ジ (⑬) 2 敗北 … 皆 、 す まな い / こ 、 こ こま で 来 て …… ノ これ まで か 
SE チャ ー ジ アタ ッ ク 聖二 異 技 ! / 本 気 を 見 せま し ょ う / こ れ を 使う と は ……! タダ メー ジス) 2 ュー ニッ ト る ソー ド マ ン ! ノ ガ ント レッ ト ポ ディ ! ンス プリ ング ポッ ク ! ノ ツ 
ニニ 由 = ゃ 癌 ダメ ー ジ (特大 ) ぬ あ あぁ ! プ し まっ た ぁ ! プ ま ずい …… イン トリ ガー ! プ ワ イズ マン ! アコ ン ヴ ィ ク ト ハ ンマ ー ! 〆 ヘ ヴ 
ディ バイ ンダ イス ディ バイ ン . ゲ イス ! / 御 加 謀 の も と に ! ノ 言 い 立て ! に ーー クス 
チェ イン ライ トニ ング ※ ゼロ ファ イト . チ ェ イン ! サポ テン の 鎖 ノ 臨 け ノ 輪 卓 の 時 で す の の = こ っ 
ソウ ル タ イ バー ソウ ル ダ イ バー ! / 且 志 を 消 め た まえ ! 生 土 首 を 示し まし ょ う ! フフ ンド スタ ー ト どう し て も 時 いま すか ジロ で 言 っ て も 所 か … ン 同 硬 の 所 アー ーー 

ーー 人 ご 5 以 を お 教え し よう バナ ナ ポ イ ス ! バナ ナ か ! 油断 し まし た 一 ! 馬原 に され て いる ? 

太 電 生計) に 人 Ce 科 > コ フロ ニ フィグ 江 状況 の 報告 を / 陣 時 司令 名 を 開く 指揮 を 軌 り ます チャ ッ ト 用 挨 失 いか が お 週 ご し で すか ? 

世俗 に 真理 あら ば 、 移 容 に 。 健 や か に 心 育 お 時 、 四 海 は その 注 。 "ブリー フィ ング 子 脱 な る ほど ノ 以 上 ン さ て チャ ッ ト 用 別れ で は また 、 お 会 いい た し まし ょ う 
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「 あ の 男 」 の 側近 の ひと り と し て 暗躍 する 不死 の 男 、 レ イヴ ン 。 
ウ ァ レン タイ ン と 同様 、 死 を イメ ー ジ させ る デザ イン に 仕上 げ ら れ て いる 。 


LIN い M MDI い M bh 


描き お ろ し イラ スト 
オリ ジ ナ ル ・ シ ョ ー ト スト ー リ ー 


レイ ヴ ン 


だ まり の 詩 


死 を 得る た め に 生き る 。 哲 学 的 な 見 地 か ら す れ ば 、 そ 
れ は 陳腐 な 表現 で ある か も し れ な い 。 し か し な が ら 、 男 
は 本 気 で 死ぬ た め に 生き て いた 。 逆 に 言え を ば 男 に と っ て 
「 生 きる こと 」 その も の に 価値 は な い 。 数 百年 に り 繰 
り 返 し て きた 日 常 は 退屈 を 通り 越し て 億 効 で あっ た 。 最 
近 で は 遂に 何 も 感 じ し な く な っ た 。 目 に 映る も の 、 耳 に す 
る も の 、 鼻 で 吊 ぐ も の 、 味 わ う も の 。 五感 か ら 受 容 し う 
る 刺激 に 対し て 、 男 は 等 し く 何 も 感じ しない 。 し か し 、 た 
だ 一 点 “痛み "に 対し て の み 新 鮮 な 感覚 楽し むこ と が 
出来 た 。 

「 死 」 は 「 生 の 充足 」 を 得る た め の 必 要 条 件 で ある 。「 生 
の 充足 ] は 「 死 を 享受 する 」 た め の 十 分 条件 で ある 。 
で は 、「 浴 死 」 は どう か ? 生命 が 究極 と し て 求め る 「 不 
死 性 ] は 、「 生 きる こと 」 と 同値 た り 得 る の か ? 

男 は その 命題 に 、 明 確 な 解答 を 持っ て いた 。 

男 は いつ か ら か 死 を 求め る よう に な っ た 。 死 へ 到達 す 
る 過程 で 覚え る 苦痛 は 、 男 に と っ て 生 の 実感 を 呼び 覚 ま 
す 何 者 に も 代え られ な い 快 感 で あっ た 。 男 は 死 を 
死に 限り な く 近 い 苦 痛 を 常に 追い 求め た 。 死 へ の 渦 望 は 
数 回 に 及ぶ 自殺 と いう 形 で 表現 され た 。 し か し 、 過 去 に 
行っ た それ ら の 挑戦 は 基 く 失敗 し た 。 

男 は 期し て 、 死 を 手 に 入れ よう と 試み よう と し て いた 。 
円 柱 の 両端 に 八角 細 を 取り 付け た 専用 の 器具 。 こ れ で 脳 
幹 を 人 貫 け ば 、 あ る い は …。 


Komm susser Tod 


ーー 甘 き 死 よ 来 た れ ! 


祈り と 共に 、 男 は 運 身 の 力 を 込め て 、 自 身 の 額 を 打ち 付 
けた …。 
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ーー 一 自分 は 何 の た め に 生き て いる の か ? 

人 類 が 文明 を 持ち 始め て 以来 、 こ の 世に 生 を 受け た 人 
間 の 誰 し も が 一 度 は 考え る で あろ う 普遍 的 な 命題 を 片 時 
も 忘れ る こと な く 過 ご す 青 年 が いた 。 

今 か ら 千 年 以上 も 過去 の 話 で ある 。 独逸 の ご く 平均 的 
な 中 流 家庭 に 生ま れ 育 っ た この 青年 は 二 十 代 半ば に し て 
徴兵 を 受け 、 他 国 へ の 遺 征 に 従軍 し た 。 血 と 死 の 匂い が 
充満 する 戦場 で 、 青 年 は 与え られ た 武器 を 振る い 、 敵 を 
打ち 倒し 、 懸 命 に 戦っ た 。 元 々 優れ た 身体 能力 と 体 双 を 
持っ て いた 彼 は 、 初 陣 に し て 素晴らし い 戦 果 を 挙げ 、 以 
後 も 順調 に 武勲 を 重ね て いっ た 。 彼 の 活躍 も あり 、 遠 征 
軍 は 次 々 と 敵 軍 を 破り 、 英 国内 へ と 歩 を 進め て いっ た 。 

し か し 、 了 戦争 が 長期 化す る に つれ 、 遠征 軍 は 長く 延び 
た 補給 線 の 維持 が 困難 に な っ て いっ た 。 彼 の 所 属す る 最 
前 線 の 部 隊 も また 次 第 に 孤立 し て いっ た 。 戦 地 に お ける 
孤独 と 負 館 状態 は 大 士 た ち に 不安 感 を 与え 、 冷 静 な 判断 
を 失わ せ た 。 軍 紀 は 形骸 化し 、 兵 士 た ちはや が て 敵国 の 
農村 を 環 い 食糧 を 自給 自足 する よう に な っ た 。 

彼 が 従軍 し て 一 年 余り が 過ぎ た 頃 、 部 隊 は 山間 に ある 
英国 の 小さ な 農村 を 筐 っ た 。 久 々 に 人 間 ら し い 寝 床 と 食 
欄 を 得 た 兵士 た ち は 、 夜 遅く まで 宴会 を 行い 酔い つぶ れ 
た 。 彼 ら が 寝静まっ た 頃 、 部 隊 は 夜襲 を 受け た 。 民 家 の 
一 宣 で 眠っ て いた 彼 が 目 を 醍 まし た と き に は 、 既 に 部 隊 


は 半壊 し 、 阿 鼻 叫 喚 の 様 を 呈し て いた 。 故 く 鐘 の 音 、 悲 鳴 、 
径 号 、 全 て が 一 つの 音 と な っ て 彼 の 耳 を 上 く 。 敵 国 は 焦 
土 作 戦 の 一 環 と ば か り に 一 つの 村 を 餌 に する 格好 で 、 彼 
の 部 隊 を 扉 め た の で あっ た 。 

( 逃げ な く て は 1! ) 

危険 を 察知 し た 彼 は ベッ ド の 脇 に 置い て あっ た 甲 再 に 
手 を 伸ばす 。 し か し 、 間 近 で 三 音 が 響き 、 そ の 手 を 止め 
た 。 家 の ドア が 蹴 破 ら れ た の だ 。 次 の 瞬間 に も 敵 兵 は こ 
の 部 屋 に 押し 入っ て くる だ ろう 。 そ う 理 解 し た 彼 は 甲 再 
を 諦め 、 軽 装 の まま 刀剣 の み を 帯び て 逃げ る こと を 即断 
し た 。 音 を 立て ぬ よ う 注 意 し な が ら 窓 を 開け 、 そ の 身 を 
外界 に 躍ら せる 。 

夜明け 前 。 東 方 の 空 が 白 み 始め て いた 。 無防備 な 自軍 
と 用 意 周到 な 敵 軍 で は 勝負 に な ら な い 。 一 方 的 な 虐殺 で 
あっ た ろう 。 部 隊 は も の の 数 分 で 壊滅 的 な ダメ ー ジ を 受 
け て いた 。 

(と に か く 、 馬 だ …) 
敵 兵 に 見 つか ら ぬ よう 細心 の 注意 を 払い 、 障 害 物 で 身 を 
隠し な が ら 馬 を 探す 。 
程なく し て 、 主 を 失い 行き 場 を な くし て 侍 む 馬 を 見 つけ 
た 。 誰 の 所 有馬 か は 分 か ら な い が 、 そ ん な こと は この 際 
問題 で は な い 。 そ っ と 近づき 、 馬 を あや す 。 気性 は 悪く 
な いよ うだ 。 鎧 に 足 を 掛け 、 力 任せ に 飛び 上 が り 噂 っ た 


いな を な 


瞬間 、 馬 が 断 いた 。 そ の 鳴き 声 に 敵国 の 兵士 が 気づき 、 


彼 は 捕捉 され た 。 
「 生 き 残 り が いた ぞ ! こっ ち だ !」 
「 取 り 囲 め ! 馬 だ ! 馬 で 逃げ る ぞ ! !」 


山林 を 逃げ 道 に 選ん だ 彼 は 、 敵 か ら の 執 拓 追撃 を 受 
け 、 半 時 ほど を 逃げ 生 衝 っ た 。 身 を 預け る 馬 の 脚 に は 数 々 
の 候 撃 の 矢 が 刺さ り 、 自 分 自身 も また 数 本 の 矢 を 背 に 受 
け て いる 。 

矢 傷 が 効い た の だ ろう 数 里 を 駆け 抜け た と ころ 
で 、 馬 が 大 きく 中 き 、 突 如 転 倒し た 。 彼 の 体 は 馬 体 か ら 
放り 出 きれ 、 大 きく 宙 を 舞っ た 。 全 身 を 地面 に し た た か 
に 打ち 付け 、 苦 痛 に 表情 を 歪め る 。 痛 み を 堆 え て 立ち 上 
が ろう と し た 時 に は 、 既 に 敵 兵 が 追い つき 、 彼 は 五 人 の 
敵 氏 に 取り 囲ま れ て いた 。 
懸命 に 起き 上 が り 大 剣 を 構え る 。 だ が 、 そ の 剣 は 敵 兵 に 
届く こと な く 彼 の 手 か ら こ ぼれ 落ち た 。 彼 は 敵 兵 か ら の 
弓 の 斉 射 を 受け 、 幾 本 も の 矢 を その 身 に 浴び て が っ くり 
と 膝 を 着い た 。 

矢 傷 か ら 流れ 出る 陵 し い 量 の 血液 が 足下 に 流れ 、 地 面 
に 紅 黒 い 海 を 作っ て いく 。 そ の 様子 を ぼん や り と 眺め な 
が ら 、 彼 は 自ら の 人 生 の 経 幕 を 予感 し た 。 視 界 が 徐々 に 
狭く 、 暗 く な っ て いく 。 戦地 に 起 い た 時 か ら 死 の 覚悟 
出来 て いた 。 死 に 対す る 恐怖 は 人 並み に 持っ て いた は ず 
だ っ た が 、 い ぎ そ の 時 を 迎え る と 不思議 と 何 の 感 情 も 湖 
か な か っ た 。 あ あ 、 自 分 は これ で 死ぬ の か 漠然 と 
そん な こと を 考え て いる と 、 ず ちゃ 、 ず ちゃ 、 と 気味 の 
悪い 音 が 聞こ えて きた 。 そ れ は 耳 が 捉え た も の で は な く 、 
自分 自身 の 体内 を 伝わっ て 響い て きた 音 だ っ た 。 そ れ が 
自ら の 胸部 と 腹部 に 前 後 か ら 丸 が 突き 立っ た 音 だ と 理解 
し た と ころ で 彼 は 間違い な く 汐 命 し た 。 
これ が 彼 が 体験 し た 初め て の 死 だ っ た 。 


る る る する る る する る すす $ す る る ぐ 


ここ は 何処 だ ? 天国 か ? オレ は 死ん だ の か ? 
彼 は 未知 な る 場所 に 居 た 。 直径 十 メ ー ト ル 程 の 円 筒 状 の 
空間 。 八 方 に 窓 が あり 、 そ こ か ら 光 を 取り 込ん で いる が 、 
外 の 風景 は 全く 見 えな い 。 窓 は 鏡 の よう に 自分 自身 の 姿 
を 映す の み で ある 。 

身体 は 宙 に 浮か ん で いた 。 三 半 器 官 は 正常 に 機能 し て 
お り 、 天 地 の 感 覚 は 明確 に ある 。 
五体 を 確認 する 。 異常 は 見 あたら な い 。 否 、 死 因 と な っ 
た 矢 傷も 刺傷 も な い の は 異常 と いえ ば 異常 だ ろう か 。 
そう だ 。 自 分 は 戦場 で 敵 兵 か ら の 矢 を 浴び 、 胸 部 と 腹 
部 を 刀剣 で 刺し 貫 か れ た は ず だ 。 そ れ は 間違い な く 致 命 
傷 だ っ た 。 思考 が まとまら ず 、 男 は 頭 を 抱え た 。 

その 時 、 不 意 に 男 は 誰か に 鑑賞 され て いる よう な 視線 
を 感じ た 。 数 は 定か で は な い が 、 少 な く と も ー つ や ニ つ 
で は な い 。 大 観 飛 に 一 斉 に 見 つめ られ て いる よう な 感覚 。 
猛 信 を 囲う 机 の よう だ … 男 は 思っ た 。 

感じ て いた 視線 は 、 痛 み を 伴い 始め た 。 手 に 脚 に 顔 に 
腹 に 五臓 に 。 触 覚 を 受 窒 する あり と あら ゆる 器官 に 対し 
て 、 鋭 利 な 東 が 挟 り 込ま れる よう な 痛 苦 。 絶え間 な く 続 
くそ の 痛覚 は 外 的 な 傷 を 与え を る こと な く 男 の 剥き 出し の 
神経 を 忠 中 し て いっ た 。 痛 み に 単 位 は 存在 し な い の が 残 
念 で ある が 、 こ の 時 に 彼 が 受け た 痛 苦 は 、 恐 らく 人 間 が 
感じ る こと の で きる 最大 値 で も っ た だ ろう 。 男 は 気絶 す 
る こと も 声 を 上 げ る こと も 出来 ず 、 の た うち 回 る こと し 
か 出来 な か っ た 。 
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数 分 後 、 不 意 に 痛み が 止ん だ 。 同時 に 彼 は 見 慣れ た 風 
景 を その 暗 に 映し た 。 

今 の は 夢 の 出 来 事 だ っ た の だ ろう か ? 地面 に は 自ら が 
流し た 大 量 の 血液 が 染み を 作り 、 先 ほど 我が身 に 起こ っ 
た こと が 紛れ も な い 事 実 で あっ た こと を 物語 っ て いた 。 
し か し 、 自 分 は 未だ 生き て いる 。 

で は 、 生 き 返 っ た の か ? 大 し た 信心 も な い 自 分 に 神 の 
加護 が あっ た と も 思え な い 。 
受け た 傷 の 数 々 を 確認 する 。 傷 は 塞がっ て いた 。 し か し 、 
先ほど と は 違い 、 傷 その も の が 無く な っ て いる わけ で は 
な い 。 う っ すら と 謀 が 残っ て いた 。 傷口 が 急激 に 完治 し 
た よう だ っ た 。 仕組 は 分 か ら な い 。 心当たり も な か っ た 。 


1mmortalL 


彼 の 不死 の 生活 は こう し て 幕 を 開け た …。 


GEAHR 2 -OVEHRTURE- 


MATERIAL COLLECTION 


ロロ) 


補 紳士 で は な い が 、 感 情 に 流さ れず 落ち 着い た コミ ュ ニ ケー ショ ン を と れる 
大 人 な 性 格 。 一 見 穏やか だ が 、 痛 み に 快 楽 を 覚え て 開 え た り 、 静 か に いや ら 
し く 成 跡 す る よう な 変態 的 な ハイ テン ショ ン も 垣間見 せる 。 人 並み の 立 意 は 
持ち 合わ せ て いる が 、 目 的 の 為 に 見 知ら ぬ 人 間 を 巻き 込む 程度 の 事故 で 、 彼 
の 人 生 観 を 変え る こと は 出来 な い 。 彼 の 感情 を 大 きく 揺さぶる も の に 、 大 き 
な 関心 を 寄せ る 。 叶 か つて 世界 を 恐怖 で 有 震 搬 さ せ た 「 あ の 男 」 が 率い る 3 人 の 側 
近 の 一 人 。 ど うい う 仕掛 け か 、 彼 は 寿命 も なく 、 そ の 身 が 塵 と 化し て も 蘇る 
不死 の 体 を 有 し て いる 。 彼 自身 の 目的 も 不明 だ が 、「 あ の 男 」 の 行動 に 奉 同 し 、 


その 忠誠 心 も 本 物 で ある 。 


ゞ 決定 策 ( バ スト アッ プ ノ 全 身 ) 


支 的 柏 評 引 


ゞ 設定 (三面 囲 ) 


支 胸 の 文字 年 尋 、 意 洒 は 分 か り ま せん 


AvO HOPTG た ん WE OGA EEOE 
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焼 め な いと 思う の て で 宴 囲 気 だ け お 騒い し 


ャ クリ エイ ター コメ ント 

レイ ヴ ン は 名 前 が 示す と お り 、 カ 
ラス を デザ イン に 取り 入れ て いま 
す 。 過 去 の 小説 で 一 度 デ ザイ ン し て 
は いる ん で す が 、 何 の アイ デン ティ 
ティ も な い 仕 上 が り だ っ た た め 、 全 
身 を マン ト で 包 お よう な シル エッ ト 
に 変更 し まし た 。 シ ンプ ル に し よう 
と いう 目論見 も あり 、 マ ント を 閉じ 
た と き に レイ ヴ ン の マー ク が 浮か び 
上 が っ て くる よう な 雰囲気 を 意識 し 
て いま す 。 た だ 、 無 地 の マ ント だ と 3 
人 称 視点 で 見 る と お も し ろ 味 が まっ 
た く な い の で 「 狼 の 文字 を 加え て い 
ます 。 レ イヴ ン の 目 に は コイ ン が 付 
いて いま す が 、 こ れ は キリ スト 教 で 
死ん だ 人 間 の 両目 に コイ ン を 置く 風 
習 を モチ ー フ に し て いま す 。 彼 は 生 
き な が ら に 死ん で いる 、 と いう こと 
で コイ ン を ひと つ だ け 付 けた ん で す 。 
(石渡 ) 

中 ボス と し て 登場 する キャ ラク 
ター で し た が 、 後 々 マス ター と し て 
登場 する こと が 決ま っ て いた た め 、 
通常 の マス ター と 同じ フォ ー マ ッ ト 
で 制作 され た キャ ラク ター で し た 。 
マス ク を 被っ て いる た め 顔 の 表情 は 
あま り 苦 労 せ ず 、 衣 服 も 体 に ぴっ た 
り フ ィ ッ ト し た シン プル な デザ イン 
だ っ た た め 、 さ ほど 苦労 せ すず に モデ 
ル を 作る こと が で きま し た 。 デ ザイ 
ン 次 第 で モデ リン グ の 難易 度 が 大 き 
く 変 化す る 事例 の ひと つ で す 。 ほ か 
に は 、 マ ント が 開閉 する ギミック が 
ある の で す が 、 そ の 部 分 の 処理 に 手 
間 が か か っ た ぐら いで し ょ うか 。 モー 
ショ ン だ け で な く 、 プ ログ ラム 側 か 
ら の 制御 も 必要 に な っ た た め 、 作 業 
を 終え て か ら 実 際 の ゲー ム 中 の 見 た 
を チェ ッ ク す る の に 長い タイ ムラ 
グ が 生ま れ 、 な か な か 調整 が 終わ り 
ませ ん で し た 。 あ まり に も 特徴 的 な 
その アク ショ ン は 、 モ ーション 担当 
者 と ディ レク ター の 間 で 出さ れ た ネ 
タ が ふん だ ん に 盛り 込ま れ て ます 。 
覚醒 必殺 技 の ポー ジン グ バ リエ ー 
ショ ン は 必見 で す 。 (本 村 ) 


yPROFILE 

年 齢 : (本 人 も 覚え て いな い ) 
誕生 日 :3 月 8 日 
血液 型 :A 

身長 :181cm 


大 切な も の : 殺意 を 感じ させ て くれ る 人 
新しい 発見 、 発 明 を し て くれ る 人 


嫌い な も の : 何 も 愛す る こと が で き な い 自 
分 


欲し いも の : 生き た 証 


LILI 


GEAR 2 OVERHTURE 


ゞ 設定 ( 頭 部 プス カー ト 内 部 プ コ スチ ュー ム プ エンブレム ) 


ーー デーーーーーー 


1 
ーー E 
本 この ニュ アン スロ 潮 で す か / 
壇上 の 棋 禁 年 / 
本 両 金属 で 『 
スペ ー ス あわ せ で | | 式 寺 盾 二 
アレ ッ ジ お 太 い し ます 1 の 7 針 を 山 定 し た 指 答 を 人 基 し 析 と 中 林 に は め て ます 
ィ イ ン 導 」 / 


[yoroxo( (spo6oc] 
V 
て 1 4 


護 格 ぬ 立体 本 時 サレ し の ニュ アン ス と っ た 
目 の コ イン は ほぼ 正 細 を 仙人 よ うに 本 年 し て ( 


表 マ スク の 中 前 、 
中 に 人 能 が ある こと に 留 韻 し て モデ リン 


と 


テー Me 
広 針 は 区 を 人 通し て いま す ば 


ャ キャ ラク ター ボイス 


シチュ エー ショ ン ボイス 


攻撃 () さ ノ お ん / し ゃ ノ し えい ノ / か ぁ / け え 命 人 (停滞) ここ で 良い 、 こ こ に 陣 取 れ / こ の 場 に 来る 者 は 減 ぼ せ / ブリ ー フ ィング 突入 作戦 を 立て る か …… ン 働け ーー ン 小 賢 し い … 
攻撃 (大 ) そお お お ! / 悠 長 じ ゃ な いか ノ 印 い ! / 民 え て いる の か お や み に 動く な ブリ ー フ ィング 離脱 "グー ト ( よ し )/ う お ノン こん な と ころ だ 
ノ 着 の だ よ / 青 いな …… アイ テム 使用 ( 回 衝 系 ) 永 ら え て どう な る …ー ノ 多少 は 腕 に 覚え あり …- か ン や 生 和 WC で 各 穫 う 人 が:[ 質 る 5 お 1 
トリ オリ ヒ ツ ィ ー ガ ー トラ オリ ヒ ツ ィ ー ガ ー ! / 手 遅れ だ / は あぁ ! る じゃ あな いか 望 を こぼし て し まっ た / が っ か り だ 、 が あっ か り だ よ 
レー ディ ヒ ブ リッ ク レー ディ ヒ ブ リッ ク ! ン ま ど ろ め ば いい ノ / あ あ 、 遇 図る ノイ テム 使用 (攻撃 系 ) し ゃ い !/ そ うわ !/ へ あ ! 敗北 も …… 申 し 開き も あり ませ ん …… ン 遅れ を と る だ と …… 
が 良い さ …… サー ヴァ ント 格納 来い / 従 え ン 来 る ん だ 私 が ?/ 今 の うち に 逃げ る が いい 、 次 は な い ぞ 
シュ メル ツ ベ ル ク シュ メル ツ ベ ル ク ! / 去 い ! 刺す ! アビ ピール (挑発 ) 痛み と は 何 か を 解っ て な い ……/ ち っ と も だ 、 ち っ と も ユニ ッ 呼 び か け アイ ン ツ ンプ ツ ヴァ イン ドラ イン フィ アン フュ ン フ ン ゼ ッ 
フラ イセ ウェー フラ イ ゼ ン ヴェ ー | 28 が さん ン 前 い 絶望 し な いも っ と 条 訪 を 暦 げ クス ノ ズ ィ イー ベン ノア ハト ノノ イン ノ ツ ェ ー ン 
EID ウ ウ イジ バーコ フミ 5D ウ ウリ に っ] フ 和 り B の に な 2 の の ビ つ M 才 BBH 好 重 を 抱く ガー ド な っ て な いな ノ 慌 気 だ な / そ れ じ ゃ 無理 だ 
打 机 投げ ※ 用 心 が 足 りな いよ ノ ト ロ い な ぁ ノ それ じゃ あ 琴 目 の っ 5 な 役 委 だ あ ノ 見 更 じ ゃ あな い に 連 敵 生 当 ーー ーー ニー 
そこ じゃ あな い そこ じゃ ぁ な い ノ 見 えて いな い の か ? / 感 じ ろ 、 視 線 を Sa ・ やぁ 、 = 
ステ ッ プ ぶ は は は 1 プ く っ くっ く / は は ぁ ー! 状 馬 化 (有利 ) 科 だ 、 仙 記 な で た え だ ノ 不慣れ な よう だ な 、 戦っ も ニッ ント 用 区 5 ざら は だ 
シュ ヴァ ルツ ヴォ ルケ ン シュ ヴァ ルツ ヴォ ルケ ン ! / お お 、 娘 た ち ノ 間 の 抱擁 ろ い 回 だ 、 青 二 す め チャ ッ ト 用 ! 同 肌 至 定 は せん よ 
を …… 状態 変化 (不利 ) 引け を と る と は な …… ン 「 あ の お 方 ] に 顔 向 け で きん / な チャ ッ ト 用 - 吾 定 どう か な ぁ ? 
覚醒 必殺 技 ( 準 備 ) 「 あ の お 方 ] に 背く な あき ら め ろ ノ 必要 な い の だ 、 お 前 は め て いた な 、「 や れる 」 よ うだ チャ ッ ト 用 怒り も う 一 度 言っ て みろ 
覚醒 必殺 技 (発動 ) フェ アツ ヴァ イフ ェ ル ト ! 絶望 は いつ も 隣 に ある …… タダ メー ジ (⑭ り に ょ ちょ う / ほ あ ! チャ ッ ト 用 - ア ピー ル 私 は 塵 に し て 、 土 境 の 王 
プア ウフ ヴィ ー ダ ー ゼ ン ( さ よ な ら ) ダメ ー ジ (中 ) うく お / も っ と …… 名 マ スタ ー、 討 ち 取 り ボ イス 他愛 も 無い …… 
245 人 あ な nr/ 生 と 9 が こっ め う ダメ ー ジ (大) そう だ 足り ん ! プ も っ と だ ! ラウ ンド 開始 時 みね うち 宣言 最低 限 の ダメ ー ジ で 沈 時 させ る の だ な ? 
命令 (前 進 ) 前 だ 、 前 へ 行け 後退 は 許さ ん 、 進 め / 征 け 。 征 け くん だ ダメ ー ジ (特大 ) 気持 ち 良い ! まだ 足り ん の だ ! も っ と 深く ! マッ プ 確 認 マッ プ を 見 る が いい 
命令 (好き に し て ) 自由 に 、 自 由 に だ / 己 に 従う ん だ 指示 な ど 待 た な く て 死亡 か お お お お いえ …… 痛い じゃ あな いか は ぁ …… ン 、 回 収 要請 それ を 見 つけ る こと だ / そ れ を 回 収 すれ ば いい 
こ ンー こ Sea 良い 感想 そう 、 それ で いい 
古人 ( 拉 退 し ろ ) 退く ん だ 、 コ コ は …… ン いい じゃ あな いか 逃げ て 退陣 ラウ ンド スタ ー ト 我 こそ は 許 穫 に あり し 間 / 無 駄 は 省 さ た い 。 邪 麻 立 て は ーー」 
を 許可 する 無用 だ ノ お 前 に 期待 は し て いな い 悪い 感想 違う 、 違 うじ ゃ あな いか 
※ 未 実装 
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「 あ の 男 ] 


サシ リー ズ の 黒幕 的 存在 で あり 、 主 人 公 ソ リル の 最終 攻略 目標 。GEAR 計 画 の 発動 と 共に 、 歴 史 の 裏側 で 暗躍 を 続け る 怪人 。 そ の 正体 や 出自 
は 世間 的 に は 全く 不明 。 生 態 兵 器 と し て の GEAR を 生み 、 了 帯 戦 の 引き 金 を 引き 、 日 本 列島 消失 に 大 きく 関与 し て いる と 言わ れ て いる すべ 
て の 元凶 。 憎 悪 と 関心 を 一 手 に 担い 、 多く の 人 間 に 何 ら か の 影響 を 与え て いる 彼 だ が 、 ソ ル と は 旧知 の 仲 で あり 、 特に 深い 因果 関係 に ある 。 
[あの 男 」 の 周り に は 常に 三 人 の 側近 が 従え られ て いる 。 イノ と レイ ヴ ン の ほか 、 あ と 一 名 は まだ 正体 が 明か され て いな い 。 科 学者 時 代 
の ソル と 同期 で ある こと か ら 、100 年 以上 生き て いる こと に な る の だ が 、 自 ら の 身体 を 改造 する こと に よっ て 生き な が ら え て お り 、 肉 体 
は 十 代 後 半 に 保っ て いる 。 そ の 副作用 か 、 口 調 も 若い 。 


+ ゞ クリ エイ ター コメ ント 

「 あ の 男 ] の デザ イン で す が 、 本 作 で 
は 正体 不明 の 人 物 で あめ る こと を 強調 
する 必要 が あり まし た 。 こ れ が 彼 の 
最終 的 な 密 で は な く 、 あ くま で 正体 
を 隠す た め の フ ー ド 姿 に 過ぎ な いん 
で す 。 た だ 、 物 語 終盤 に フー ド 姿 で 
出 て き て も 威厳 が な いな ぁ と 思っ た 
の で 、 や た らき ら び や か が 装飾 を 加え 
て デザ イン し て み ま し た 。 い ざ ゲ ー 
ム に し て みる と 細か い テ クス チャ を 
要求 する わり に 装飾 が よく 見 えな い 
と いう 問題 が 発覚 し て 、 も っ と シン 
プル に 色 が は っ きり 分 か れ て いる デ 
ザイ ン の ほう が 見 栄え が 良かっ た と 
反省 し て いま す 。 フ ー ド に 隠さ れ た 
彼 の 本 当 の 姿 も 、 今 後 の 物語 で お 見 
せ し て いき た いで すね 。 ち な み に 、 
まわ り を 飛ん で いる ビッ ト に は 役 自 
身 が 書き た め た 法力 や 法 術 に 関す る 
本 が セッ ト さ れ て いて 、 本 の 内 容 に 
よっ て ビッ ト が 攻撃 や サポ ー ト を し 
て くれ る と いう 裏 設 定 が ありま す 。 
本 を カー トリ ッ ジ に する と いう と こ 
ろ が 、 個 人 的 に は ナイ ス ア イデ ア と 
思っ て いる ん で す が 。 エ ロ 本 と か 入 
れ た ら ど うな る の で し ょ う 。 (石渡 ) 


+PROFILE 
年 齢 : 不明 
誕生 日 : 不明 
血液 型 : 不明 
身長 : 不明 
大 切な も の : 不明 
新しい 発見 、 不 明 
ゞ 設定 (全身 ) 嫌い な も の : 不明 
欲し いも の : 不明 
(御名 〕 男 HEEN MAE MRER 7 で 
RsAsoN ぁ 
EN RESPEcT HEN fo 座 R 
OWN _sAkE . 」 
% 文字 ネト 困 . を 時 に 
修 ス < だ さい 。 


ペグ 


ゞ 設定 (側面 図 正面 図 / 脚 部 ) (tvg 表 ] 
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法力 の 基礎 理論 を 完成 さき せ た 人 類 は 、 休 む 間 も な く 
様々 な 分 野 へ の 理論 の 応用 研究 を 開始 し た 。 各 国 は 利権 
を 求め 、 我 先 に と 研究 に 巨額 の 投資 を 行い 、 優 秀 な 科学 
者 を 次 々 と 登用 し た 。 科 学者 た ちゃ また 、 恵 まれ た 環境 
の 中 で 新 技術 発展 の た め に 人 遺 進 し て いた 時 代 。 法 力 応用 
研究 の 最 先 敵 アメ リカ の 半 国営 研究 機関 に は 新進 
気鋭 の 若き 三 人 の 頭脳 が 集 っ て いた 。 

「 も ぅ ! また 、 研 究 室 で 煙草 吸っ て る ! 」 

ファ イル を 小脇 に 抱え 、 軽 や か に ドア を 開け て 滑り 込ん 
で きた の は 研究 室 の 紅 一 点 、 肩 口 まで 伸び た 赤い 髪 が 特 
徴 の 女性 で 名 を アリ ア と いっ た 。 十 代 に し て 情報 工学 の 
博士 学位 を 取得 し た 紛れ な い 才 媛 で ある 。 言動 が 大 人 び 
て いる た め 実 際 の 年 齢 より 落ち 着い て 見 える が 、 時 折 見 
せる 仕草 が まだ あど け な い 少女 の 面影 を 残し て いた 。 

「 う る せ ぇ な 。 こ れ は 煙草 じゃ ね ぇ …」 

窓際 に 腰掛 け 、 気 だ ち そ うに し て いた 男性 が 応じ る 。 研 
究 者 と いう より アス リー ト に 近い 引き 締まっ た 体 駆 を 持 
つ 長 身 の 男 は 名 を フレ デリ ッ ク と いっ た 。 ア リア より も 二 
つ 年 上 に な る 彼 は 素 粒子 物理 学 の 学位 を 持ち 、 先 頃 制定 
され た 法力 エネ ルギー 物理 学研 究 の 第 一 人 者 で も ある 。 


「… あ ! 気づい て くれ た ん だ ? 」 
es 別に … 普 通 、 気 づく だ ろ 」 
「 ん も ぅ ! 普通 は 似合っ て る ぜ ー と か 言わ な い ? あ 、 


や っ ぱり いい や 。 フ レデ リッ ク が 気 の き いた こと 言う の 
を 想像 し た ら 、 寒 気 が し て きた …」 

フン 、 と 鼻 を 鳴ら し て フレ デリ ッ ク は そっ ぱ を 向く 。 
「 は は 、 随 分 バッ サリ と 思い 切っ た ね …」 

湯気 の 立つ コー ヒー カッ プ を 両手 に 持ち 、 の っ そり と 現 
れ た の は 、 こ の 研究 室 の 主任 を 務め る 細身 の 男性 で あっ 
た 。 彼 も また 若く し て 生命 科学 を 修め 、 法 力学 基礎 理論 
完成 の 一 翼 を 担っ た 若き 天才 科学 者 で ある 。 現在 は バイ 


移し 、 同 研究 室 の 主任 と し て 応用 法力 学研 究 の 陣 豆 指揮 
を 封 っ て いる 。 

「 あ 、 お は よう ! 暖か く な っ て きた し 、 長 いと 仕事 の 
邪魔 に な る こと が 多く て …」 

「 う ん 、 ず いぶ ん と 印象 が 明る く な っ た よ 」 

「 わ あ ! ホン ト ? 1」 

[… フ ン テ メ ェ も よう や く 学 生気 分 が 抜け て きた らし いな …」 
フレ デリ ッ ク が 昔々 し げに 毒 づ いた 。 

、 ほ ら 、 フ レデ リッ ク 。 熱 いか ら 気 を つけ て ね ] 
海 れ た て の コー ヒー を 手渡 す 。 フ レデ リッ ク は 無言 で 受 
け 取 り 、 プ ラッ ク の まま 口 を つけ た 。 

「… で 、 二 人 は また 、 徹 夜明け な の ? 」 

「 う ん 、 ま あ ね 。 で も 、 仕事 を し て た わけ じゃ な いん だ 。 
少し 話し 込ん で し まっ て ね …」 

「 五 時 間 を 少し と は 言わ ん …] 

面白 く な さそ うに そっ ぱ ぽ を 向い た まま 、 フ レデ リッ ク が 


「 ハ ハハ … 


毒 づく 。 

「 う わぁ 、 五 時 間 っ て 。 二 人 と も よく 飽き な いね …。 で 、 
何 の 話 ? 」 

「 現 代 に お いて まだ 議論 の 余地 が 残る 事象 に つい て 話し 
て いた ん だ ]」 

「 な ん だ 、 が っ か りー。 仕事 の 話 と 大 差 な いじ ゃ な い …」 


た め 息 を つく アリ ア 。 そ ん な 彼女 の 様子 を 無視 し て フレ 
デリ ッ ク が 言う 。 

「 俺 た ち も 科 学 も 万 能 じ ゃ ね ぇ 。 解明 出来 ね を こと だ っ 
て ある だ ろう ]」 


「 も ちろ ん それ は 否定 し な い 。 僕 が 言い た い の は 僕達 
の 理解 が 足り ず に 解明 出来 な い 事象 "と “僕達 が そ も そ 
も 知覚 で き な い 事象 "と は 別 だ と いう こと だ ]」 

「 知 覚 で き な い 事象 っ て 、 ど うい う 意 味 ? 」 

[例え を ば … そ うだ ね 、 神 と いう 存在 だ 。 信 心 の 有無 は こ 
こ で は 置く と し て 、 僕 達 は 神 と いう 概念 を 理解 し て いる 。 
けれ ど 、 神 の 存在 を 科学 的 に 立証 し て は いな い 」 

「 神 様 は 神様 で いい じゃ な い 。 信 じ る 者 は 救 わ れる 、 っ て ね 」 
「 隊 え が 悪かっ た ね 。 もう少し 身近 な 話 に し よう 。 僕達 
の 肉体 は DNA に よっ て 役割 を 定め られ た 約 六 〇 兆 個 の 
細胞 に よっ て 構成 され て いる 。 二 十 世紀 に な っ て 僕達 は 
この メカ ニズム を よう や く 解 き 8 明か し た 」 

「 テ メ ェ の 専門 分 野 だ な …」 

コク リ 、 コ ー ヒ ー を 唆 りな が ら 人 く 。 

「 け れ ど 、 こ の メカ ニズム が “誰が どの よう に し て 構築 
し た も の な の か "は 判っ て いな い 」 

「 誰 が っ て …。 自然 が 織り な す 試 行 錯誤 の 結果 で し ょ ? 
失敗 し た ら や り 直 し 、 成 功 し た ら 次 の ステ ッ プ へ 。 も ち 
ろ ん 稚 変 自 も あっ た で し ょ うけ ひど] 

アリ ア は … 変 異 も 含め て これ ら 全 て が 自然 界 の 偶然 の 
産物 だ と ?」 

「… そ れ 以 外 に 考え られ な いじ ゃ な い 」 

「 そ れ は 、 確 率 的 に 極め て 低 す ぎる 。 確率 論 は 君 の 専門 
分 野 だ ろう 」 

「 確 率 的 に は 正しい よ 。 で も 、 他 に 何 が ある と いう の ? 」 
「 も うい い 。 結論 は な ん だ ? 」 

し びれ を 切ら し た フレ デリ ッ ク が 促す 。 

「 ご めん 、 フ レデ リッ ク 。 で は 、 結 論 を 急 ご う 。 事象 の 
な り ゆ き を ある 単 一 の 方 向 に 向かわ せる よう な 力 を 持つ 
存在 が ある と し た ら ? この 世 の あ り と あら ゆる 事象 の 
行方 を 事細か に 定義 する 存在 だ 」 

「 え 一 っ と 、 そ れ っ て 神様 の こと で し ょ ? 」 5 
「 イ メー ジ と し て は 近い か な 。 で は 、 こ れ を 仮に “ 神 " 
と 呼 ぼ ほう 。 そ し て 、-* 神 "は 僕ら が 根源 的 に 知覚 で き な 
いも の だ と し た ら …」 

「… そ れ が 仮に 存在 し た と し て 、 何 が 恐い と いう の ? 」 
「 ミ ッ シ ン グリ ンク っ て 知っ て いる か い ? 連続 性 が 期待 
さき され て いる 事象 に 対し て 、 非 連続 性 が 観察 きれ た 際 に そ 
の 顕著 な 間隙 を 指す 用 語 だ 。 分 か り 易 く 生 物 学 で 例え る 
と A 種 か ら C 種 へ の 進化 の 過程 で 発生 すべ き B 種 の 存 
在 が スッ ポリ と 抜け 落ち て いる 状態 だ ね 。 で は 、 ミ ッ シ 
ング リン ク が どの よう に し て 起こ る の か ? 僕 は この 現 
象 は “ 神 " の 制御 ミス じゃ な いか と 考え て いる 。 つ まり 
“ 神 ” の 事象 定義 は 常に 正常 に 動作 し て いる わけ じゃ な い 
と 言え る 。 … で は 、 制 御 ミス は な ぜ 起 こる の か ? 機構 
その も の に 欠陥 が ある の か … 第 三 者 に よっ て 変異 を 促さ 
れ た の か …。 僕 は 後者 だ と 考え て いる ん だ 。 つ まり “ 神 " 
が 自然 の な り ゆ き と し て 定め た A 種 か ら B 種 へ の 進化 を 
“第 三 者 " が 介入 し て 、C 種 へ の 進化 を 示唆 する … あ る い 
は B 種 へ の 可能 性 を 消す 。 と も か く B 種 を 経て C 種 へ と 
進化 する の が 本 来 の 姿 で ある の に "第 三 者 "に よっ て C 
種 へ 直接 進化 する よう に プロ グラ ム を 書き 換え られ て し 
まう 、 と 。 僕 は この 第 三 者 を "啓示 "と 呼ん で いる 」 

「 ち ょ 、 ち ょ っ と 待っ て ! 全然 分 か りや すく な い …」 
アリ ア が ぷぅ と 類 を 膨らませ た 。 そ の 様子 を 見 た フレ デ 
リッ ク が 腕 を 組み 直し て フォ ロー する 。 

[1m の キリ ン の 首 を 10m に する の に 2m、3m、4m と 
段階 を お く 必 要 は ね ぇ っ て こと だ 。 一気に 10m に し ち 


まえ ば いい 。DNA を 書き 換え て な 。 た だ 、 コイ ツ は こ 
の DNA の 書き 換え は “ 神 " で は な く “啓示 "っ て ヤツ 
の 仕業 だ と 言っ て る 」 

「 理 屈 は 分 か っ た けど 、 突 飛 す ぎる わ 。 そ れ に 進化 を 促 
す 存 在 な ら 問 題 な いん じゃ な い ? 」 

「 い や 、 そ うと は 限ら な い 。 ミ ッ シ ン グリ ンク が 確認 さ 
れ て いる 種 に は 少な か ら ず 絶滅 種 も 存在 する 。 生 物 の 進 
化 の 究極 は 種 を 氷 久 的 に 存続 させ る こと だ 。 改 に 絶滅 竹 
は 進化 の 成功 例 と は 言 を ない 。 こ れ は 僕達 人 上 類 に も 当て 
は まる 。 正しい 進 化 を 遂げ よう と し て いる 僕ら に 啓 
示 " が 介入 し て 、 あ ら ぬ 方 向 へ 進化 させ られ て し まっ た 
ら ー 一 僕達 は 減 び の 道 を 辿る こと に な る 」 

こと さら に シリ アス な 口調 だ っ た 。 ア リア が 色 を 失う 。 
「… ア リア 、 全 部 コイ ツ の 妄言 だ 。 真 に 受け る な 」 

「 ハ ハハ 、 妄 言 と は 酷い ね フレ デリ ッ ク 。 仮 説 と 言っ て よ ] 
「 そ 、 そ れ で 、 フ レッ ド は どう 思う の ? 」 

「 テ メ ェ の 道 は テ メ ェ で 決め る の が 一 番 だ 。 誰 か の 手 に 
よっ て 変え られ る な ん て 我慢 な らん … そ れ だ け だ 」 

「 よ ょ か っ た 。 君 も 僕 と 同じ だ ね …」 
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過 暗 い 室 内 に 、 電 子 的 な 警告 音 が 響い た 。 
「 や れ や れ 、 また 容量 限界 を 超え て し て し まっ た か -」 
長身 の 黒 ず く め の 男 が 昔々 し げに 舌打ち し た 。 コ ン ソ ー 
ル を 叩き 装置 を 停止 させ る 。 男 は 祭壇 へ ヘ 上 が る か の よう 
な 厳か な 足取り で 端末 の 先 一 一 一 巨大 な 桶 の よう な 装 
置 に 歩み 寄っ た 。 

スイ ッ チ を 押す と 音 も な く 装 置 の 上 蓋 が 外れ た 。 や や 
あっ て 、 装 置 の 中 か ら 色 白 で 華 秦 な 少年 が 身 を 起こ す 。 
装置 の 中 は 無色 の 液体 で 満た され 、 外 界 か ら の 和 干渉 を 
譜 っ て いた 。 粘度 の 高い 液体 が 一 糸 ま と わ ぬ 少年 の 身体 
に ま と わ り つ い た 。 

少年 の 脳 禁 に は 数 百 を 超え る 極細 の 金属 糸 が 黄 が れ て 
いた 。 写 憶 を 海馬 へ と 再 定着 させ て いく 処置 。 よ 具体 
的 に 説明 する な ら ば HPC サー バ か ら 一 生保 存 し た 記憶 
を 受け 取り 、 失っ た 記憶 の 復元 を 行う 処理 で ある 。 
肉体 を 若返ら せる 処置 に は 、 代償 と し て 高 確率 で 記憶 
の 可 失 と 混濁 を 引き 起こ す と いう 致命 的 な 欠陥 が あっ 
た 。 そ の た め 少 年 は 記 億 の 水 久 的 な 消失 に 備え 事前 に 
記憶 の 一 人 保存 を 行っ て いる 。 

「 い か が で すか 、 お 身体 の 調子 は …」 
「 瑞 々 し い 感 覚 で 研ぎ 澄 ま さ れ て いる 。 復元 は 問題 な く 
完了 し た よ 」 
「 し か し 、 幼 若 ホ ル モ ン の 拒絶 反応 は 厄介 で すね …」 

「 元 々 、 人 間 の 生理 活性 物質 で は な いか ら ね 。 : 当面 は 事 
前 に 記憶 を 一 - 衝 保存 する し か な いね 」 
「] と 描か れ た マン ト を 翻 し 、 黒 い 男 が 燕 し く 頭 を 下 
げ る 。 
「 と ころ で 、 い か が され まし た ? 
れ て いた よう で す が …」 
「… あ あ 、 古 い 記憶 を 久々 に 見 て し まっ て ね 。 感情 が 此 
ぶっ た の か も し れ な い 」 


途中 、 少 々 脳波 が 乱 
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ラク ター を モチ ー フ に し た 作品 を ピッ クア ッ プ し て 公開 ! イラ スト レー ター に よる コメ ント も 掲載 し て いる の で 、 併 せ て 楽し た で いた だ きた い 。 


ゲー マガ 2008 年 02 月 号 掲載 / 


アー クシ ステ ム ワ ー ク ス 東 京 支社 の 木村 祐一 で す 。 「 ホ シ ガ ミ 」 で 有名 な 木村 樹 さ ん と は 別人 で (イラ スト の 趣旨 と は 関係 な く …… 今回 は 弊社 澤 身 の 新 タ イト ル 「 ブ レイ ブル ー」 に 関す る 話題 で 
す 。 主 に 原画 や 動画 を 描く 仕事 を し て いま す 。 今回 は イラ スト の 御 鉢 を 回 し て 頂け た の で いろ い す 。 僕 は この 「 ブ レイ ブル ー」 の 作曲 担当 と し て 関わ っ て いま す 。 こ の 作品 は まさ に 2D 格 闘 の ネ 
ろ と 試行 錯誤 し な が ら 描 いて み ま し た 。「 お 正月 風 の イ ラス ト を 描い て 一 ]」 と の オー ダー だ っ た の クス トス テッ プ と いえ る 大 作 で す 。 画面 を 見 た だ け で も この 言葉 に 過言 は な いと ご 理解 いた だ け 
で 、 先 日 「 ギ ル テ ィ ギ ア ら 」 も 発売 され た こと も あり 、 ヴ ァ レ ンタ イン を 僕 の 脳 内 アレ ンジ で お 正 る か と 思い ます し 、 開 発 スタ ッ フ の 意気 込み も まさ に 次 世代 に ブ っ 飛ん で いる 作品 で す 。 僕 は と 
月 仕様 に し て み ま し た (石渡 さん すみ ませ ん )。 今 見 る と ル シ フ ェ ロロ 羽子板 が テカ テカ し て いて 若 いう と 、 そ の 革新 的 な 内 容 に 見 合っ た サウ ンド を 作る と いう 点 で 格闘 し て いる の で す が 、 気 負わ 
千 気 持ち 悪い で す が 、 こ れ も ご 愛 婚 と いう こと で 。 今回 は 「 ギ ャ ル さ え 描 けれ ば いい ん だ ! 」 と い ず に 慣れ 親しん だ ギタ ー サ ウン ド を 活か す 方 向 性 で 製作 し て いま す 。「GG2」 の 作曲 で 得 た 経験 を 
う 欲望 の まま ヴァ レン タイ ン を 描き まし た が 、 機 会 が め われ ば 次 は カイ を 描き た いと 思い ます …… さら に ステ ッ プ アッ プ さ せ て 、 か つ 、 従 来 に は 無かっ た アプ ロー チ な ど を 試み て いま す の で 僕 自 
多分 。 最 後に な り ま し た が 来年 も アー クシ ステ ム ワ ー ク ス を 応援 し て くだ さい ! 年 未 年 始 は お 身 楽 し ん で 作れ て いま す 。 こ れ は 「 ギ ル テ ィ ギ ア 」 の サウ ンド が 好き だ と いう 方 に も 、 「 ブ レイ ブ 
家 の コ タツ で 「 ギ ル テ ィ ギ ア 2] 三 昧 に な っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 そ れ で は 皆様 よい お 年 を 。 ルー」 の 世界 が 気 に な る 新規 の 方 に も 期待 し て いた だ いて よい の で は ! っ て な 感じ で す 。 
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初め まし て こん に ち は 。 ア ー ク シス テム ワー クス 東京 支社 の ささ み チキ ン 櫻 庭 申 し ます 。 こ ん ゲー マガ 読者 の 皆様 、 こ ん に ち は 。 ア ー ク シス テム ワー クス の 田代 と 申し ます 。 普段 は に つい っ 
な 素敵 な 場 で イラ スト を 描か せ て 頂け る と は 夢 に も 思っ て いな か っ た の で 大 変 光 栄 で す 。 イ ラス た イラ スト を 描く 機会 が の まり な いせ いか 、 か な り 緊 張 し て いま す ……。 今 回 描か が せ て いた だ い 
ト の テー マ が 季節 も の …… と いう こと で 、 遅 咲き で は あり ます が 私 の 名 に も ある 「 桜 」 の お 花見 な た レイ ヴ ン は 、 フ ィ ッ ト し た 衣装 に マン ト と いう 大 好き な 要素 が 詰まっ た キャ ラク ター な の で 、 
感じ で 仕上 げ て 見 まし た 。 キ ャ ラク ター は 和風 テイ スト か つ 私 好み の イズ ナ を チョ イス 。 イ ズ ナ と て も 楽し く 描か せ て 頂き まし た 。 彼 は どう いっ た 経緯 で め の よ うな 外見 に な っ た の か が 、 と て も 
と 一 緒 に 演歌 を 口ずさみ な が ら 全国 各地 の ご 当地 油揚 げ 食 べ 比べ 行脚 を し て 、 彼 の ハイ ブリ ッ ド 興味 深い で す キ ャ ラク ター だ と 思い ます 。 ミ ステ リア ス な 部 分 が 少し で も 描け て いれ ば うれ し い 
方 言 を 学べ る と 良き か な と 思っ て いま す 。 最 後に な り ま す が 、 今 春 ご 卒業 、 ご 入学 、 社 会 人 デビ ュー で す 。 ア ー ク シス テム ワー クス 最新 作 「 ブ レイ ブル ー」 も 稼動 に 向け て スタ ッ フ 一 同 頑 張っ て いま 
の 方 々 、 心 より お 祝い 申し 上 げ ま す 。 そ れ で は 、 ま た いつ か お 会 い 出来 る 日 まで 。 す の で 、 こ ちら も 併せ て 応援 し て や っ て くだ さい 。 
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Na 本 作 の 開 人 初期 に 描か れ た マス ター ゴー スト の 各種 スケ ッ チ 。 当初 
マス タタ ーー つく ) か ー ズ ス 、 ト か ら マ スタ ー そ れ ぞ れ の パー ソナ リティ を モチ ー フ に 、 デ ザイ ン が 


検討 され て いた こと が わか る 。 決定 稿 と の 違い に 注目 し よう 。 


ゞ パラ ダイ ム ・ マ スタ ー ゴ ー ス ト 
検討 用 スケ ッ チ 

Dr. パ ラダ イム の マス ター ゴー スト と 思わ れる スケ ッ チ 。 
、 書庫 を モチ ー フ と し た デザ イン は 変わ ら な い が 、 決 定 稿 よ 
り も メカ ニカ ル な イメ ー ジ で 描か れ て いる 。 また 、 目 印 と 
. も いえ る トー テム ポー ル の よう な 神像 は 、 こ の 時 点 で は 考 
えら れ て いな か っ た よう だ 。 


ゞ イズ ナ ・ マ スタ ー ゴ ー ス ト 

検討 用 スケ ッ チ 

イズ ナ の マス ター ゴー スト の 検討 用 スケ ッ チ 。 ス ケッ チ 中 
央 と 左 は 決定 稿 と 同様 、 九 尾 の 狐 を モチ ー フ に 描か れ て い 
る が 、 そ の 後方 に は 鳥居 と 異な る オブ ジェ クト が 据え られ 
て いる 。 注目 は 右 の スケ ッ チ 。 龍 の 頭蓋 の よう な デザ イン 
も 検討 され て いた よう だ 。 


ェ シ ン ・ マ スタ ー ゴ ー ス ト 検 討 用 スケ ッ チ 
シン の マス ター ゴー スト の 検討 用 スケ ッ チ 。 卵 を 抱き さか か えた イメ ー ジ は 決定 稿 と 同じ だ が 、 こ 


・ の 時 点 で | な る モチ ー フ \ れ て いる 。 : 。 万 チー フ が サー ヴァ シ 
還 時 点 で は 女神 像 と は 異な る モチ ー フ が 描か れ て いる 。 注 目 は 右 下 。 モ チー フ が サー ヴァ ント の 
会 へ ヴ ン ズリ ブラ に 似 た デザ イン に な っ て いる 。 
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*+ ヴ ァ レ ンタ イン ・ マ スタ ー ゴ ー ス ト 検 討 用 スケ ッ チ 

ヴァ レン タイ ン の マス ター ゴー スト の 検討 用 スケ ッ チ 。 モ チー フ で ある アイ アン メイ デン こ 
そ 同 じ だ が 、 ス ケッ チ で は 内 部 に 閉じ 込め られ て いる オブ ジェ クト の デザ イン が 描か われ て い 
る 。 ゲ ー ム 中 で は 再現 され な か っ た 要素 だ 。 
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キャ プチ ャ ー は マス ター ゴー スト と 同様 、 マ スタ ー そ れ ぞ れ の パー 
ソナ リティ を 反映 し た デザ イン が 施さ れ て いる 。 決 定 稿 に 至る まで 
に 用 意 され た 多数 の 検討 用 スケ ッ チ を まとめ て 公開 し よう 。 


ゞ キャ プチ ャ ー 答 討 用 スケ ッ チ 
キャ プチ ャ ー の 初期 デザ イン 案 。 ソル 、 イ ズ ナ 、 く いし ん ぼう ( 誰 ?) と いっ た 各 マ スタ ー 

の キャ プチ ャ ー 素 案 が 描か れ て いる 。 まだ まだ 粗い デザ イン だ が 、 こ の スケ ッ チ を ベー ス 

に 各 ト ライ ブ の キャ プチ ャ ー デ ザイ ン が 練り 込ま れ て いっ た よう だ 。 


ャ トラ イブ 別 キ ャ プチ ャ ー ス ケッ チ 
トラ イブ 別に 用 意 さ れ た キャ プチ ャ ー の スケ ッ チ 。 ペ ー ジ 左上 の キャ プチ ャ ー 検 討 用 スケ ッ チ に 
比べ て 、 キ ャ ラク ター イメ ー ジ が より 色濃く 反映 され た も の に な っ て いる 。 
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Na 、) 40 体 以上 も の 個性 的 な サー ヴァ ント が 登場 する 本 作 。 も ちろ ん 、 
oo それ ら を 形作る 過程 で 、 さ ま ざ ま な デザ イン が 描き 起こ され て いる 。 
ここ で 一 部 サー ヴァ ント の 検討 用 スケ ッ チ を お 見 せ し よ う 。 


* ャ ファ イヤ ー ホ イー ル 検 討 用 スケ ッ チ 
決定 稿 で は バイ ク を ベー ス に し た デザ イン に な っ て いる ファ イヤ ー ホ イー ル だ が 、 検 討 用 スケ ッ 
チ で は 「 車 輸 」 の ある さま ざま な 乗り 物 が モチ ー フ に な っ て いる 。 左側 の 蒸気 機関 車 を モチ ー フ に 


eS 


グ ) 


1 の よ 
+ ゞ ギガ ント 検討 用 スケ ッ チ 
ソル サー ヴァ ント で も 圧倒 的 な 大 き さ と 人 迫力 を 誇る ギガ ント の スケ ッ チ 。 巨大 ロボ ッ ト と いう コ 
ン セ プ ト は 当初 か ら 決 まっ て いた こと が わか る は ず 。 し か し 、 ス ケッ チ で は 衣 の と れ た デザ イン 
に な っ て いる た め 、 決 定 稿 より も や や 人 迫力 不定 な 印象 が ある 。 


メ ャ クイ ー ン 窒 討 用 スケ ッ チ 
し SON 中 NN クン グ 」 女性 的 な フォ ルム が 印象 的 な クィ ー ン 。 検討 用 スケ ッ チ で は 決定 積 よ り も 胸 を 強調 し た 丸み を 操 
1 AN | - 「 ぴた デザ イン に な っ て いる 。 ま た 、 頭 部 の 形状 に さま ざま な 試行 錯誤 の あと が うか が える 点 に も 
が 注目 。 買 重 な 女性 キャ ラク ター の デザ イン に は つい 力 が 入っ て し まう …… と いう こと か 。 
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* プ ロッ ク ヘ ッ ド 検討 用 スケ ッ チ 

オイ ル ラ イタ ー が デザ イン の モチ ー フ に な っ て いる 、 ブ 
ロッ ク ヘ ッ ド 。 モ チー フ 自 体 は 決定 稿 と 変わ ら な いも の の 、 
スケ ッ チ で は 人 型 ロ ボッ ト に 変形 する ギミック が 描か れ て 
いる 。 変形 後 の ア クシ ョ ン が 気 に な る と ころ で ある 。 


* ガ ンド レッ ト ボ ディ 検討 用 スケ ッ チ 
重 装 歩兵 と いっ た 出で立ち の ガン ドレ ッ ト ボ ディ だ が 、 検 討 用 スケ ッ チ の 時 点 で は 丸い 目玉 が 可 
愛 い ロボ ッ ト 兵 士 と いっ た コミ カル な デザ イン に な っ て いる 。 決定 稿 で は 戦意 を 手 に し て いる が 、 
当初 は トゲ 付き ハン マー が 考え られ て いた よう だ 。 


* で い だ ーー ら プ ご で い だ ー ら の 使い 検討 用 スケ ッ チ 
右 が で い だ 一 ら と で い だ ーー ら の 使い の スケ ッ チ 。 左 は で い だ ー ら の 使い の 各種 デザ イン 案 と 
な っ て いる 。 開発 初期 の で い だ 一 ら の 使い は 決定 稿 の よう な 二 足 歩行 の 妖怪 で は な く 、 四 本 
足 の も の と し て 描か れ て いた 。 ま た 、 右 の スケ ッ チ を 見 て わか る よう に 、 背 中 か ら 鳥 居 が 生 
えて いる 、 と いっ た デザ イン が ここ で 登場 し て いる 。 
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+ ゞ 猫又 ちゃ ん 検討 用 スケ ッ チ 
数 少な い 女性 キャ ラク ター と し て 人 気 の 猫又 ちゃ ん 。 決 定 策 で は 顔 が 隠さ れ て いる が 、 検 討 
用 スケ ッ チ で は 人 間 の よう な 豊か な 表情 が 見 て と れる 。 ま た 、 右 上 の スケ ッ チ で は 、 羽 子 板 
や 鈴 と いっ た 決定 稿 と は 異な る 武器 が 描か われ て いる 。 


ゞ 願 訪 検討 用 スケ ッ チ 

衣 有 麟 の 検討 用 スケ ッ チ 。 そ も そ も 鹿 麟 は 伝説 上 の 生き 物 と され て お り 、 参 考 資料 が 限ら れ て 
いる は ず 。 検討 用 スケ ッ チ で は 応 有 麟 の イメ ー ジ を 再現 すべ く 、 さ ま ざ ま な デザ イン が 描き 起 
こさ れ て いる 。 頭 部 形状 の バリ エー ショ ン に 注目 し た い 。 


* バ ウ ワ ー 検 討 用 スケ ッ チ 

バウ ワー の デザ イン 検討 用 と 思わ れる スケ ッ チ 。 ゲ ー ム 中 で は いわ ゆる 「 犬 ] を モチ ー フ と し 
て 描か れ て いる バウ ワー だ が 、 開 発 初期 の 時 点 で は 未知 の 獣 と し て デザ イン され て いる 。 鋭 
角 に 張り 出し た 肩 で 、 敵 を 突く よう に 攻撃 する の だ ろう か ? 
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ゞ ボーン バ パ バ イター 検討 用 スケ ッ チ 
ボー ン バ イ ター の 検討 用 スケ ッ チ 。 巨 大 な ドラ ゴン と いう コン セプト は 決定 稿 と 変わ ら ず 。 
た だ し 、 ス ケッ チ で は 婦 が 小さ く 、 か な り 細 身 な 印 象 と な っ て いる 。 ま た 、 背 中 に 何かしら 
の 装備 を 背負 わせ る こと も 考え られ て いた よう だ 。 


ゞ ココ ペリ 検討 用 スケ ッ チ 
決定 稿 で は 土着 の 神 の よう な 姿 の ココ ペリ だ が 、 検討 用 スケ ッ チ で は 鳥類 や ロバ と いっ た 動 
物 を モチ ー フ に 描か れ て いる 。 手 に し た 得 物 (太鼓) の デザ イン も 決定 積 と は か な り 異 な る 。 


ゞ ミル フィ ー ユ 検討 用 スケ ッ チ 

悪魔 の よう な 出で立ち が 印象 的 な ミル フィ ー コ ユ の 検討 用 スケ ッ チ 。 頭 部 の フォ ルム は 決定 稽 
の 印象 と あま り 変わ ら な い が 、 大 きく 異な る の が ボディ の デザ イン 。 最終 的 に は 拘束 具 を 身 
に つけ た 女性 的 な 肉体 に 変え られ て いる 。 
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REFERENOE MATERIAL 
に Di て の い d b 


ャ エク レア 検討 用 スケ ッ チ 
ユー モラ ス な フォ ルム と 昆虫 的 な 動き の ギャ ッ プ が 、 気 色 悪 さ を 際立た せ て いる エク レア 。 


検討 用 スス ケッ チ で は 後者 の イメ ー ジ が 一 層 強 調 さ れ た も の と し て 描か れ て いる 。 躍 嫌い に 
は トラ ウマ に な り そ う な イラ スト ば か り だ 。 


*Miss テ ィ ラ ミス 検討 用 スケ ッ チ 
決定 稿 で は 女性 と し て 描か れ て いる Miss テ ィ ラ ミス 。 白骨 化し た 馬 に また が っ て いる と 
いう 点 は 同じ だ が 、 ス ケッ チ で は 巨大 な 鎌 を 手 に し た 死神 を 想起 させ る デザ イン 。 


+*+ サ ー ヴ ァ ン ト 検 討 用 スケ ッ チ 

上 の スケ ッ チ は サー ヴァ ント 検討 用 こし て 描か れ た 雑多 な スケ ッ チ 。 上 段 中 央 の ゲロ ッ パ 
の 原型 を 思わ せる スケ ッ チ 以外 は 、 い ずれ も お 蔵 入 り と な っ て いる 。 巨大 な 雄 和 牛 や 山猫 を 
モチ ー フ に し た サー ヴァ ント も 考え られ て いた よう だ 。 
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REFERENCE MATERIAL 


ゃ 開発 資料 に は 、 マ スタ ー ゴ ー ス ト 、 キ ャ プチ ャ ー、 サ ー ヴ ァ ン ト 芯 
M ) 外 に も さま ざま な ラフ スケ ッ チ が 残さ れ て いる 。 こ こ で は その 他 の 
オブ ジェ クト に 関す る 貴重 な スケ ッ チ を お 見 せ し よ う 。 


ャ 「 木 際 の 周 」 和 検討 用 スケ ッ チ 
シン の 母 、 そ し て カイ の 妻 で ある 「 木 陰 の 君 ]」」。 ゲ ー ム 中 で は キャ ン ペ ー ン の イベ ント シー ン で し 
か 見 られ な い が 、 さ ま ざ ま な 検討 用 スケ ッ チ が 描き 起こ され て いる 。 彼女 の 正体 は いっ さい 不明 
だ が 、 こ の スケ ッ チ か ら イ メー ジ を 膨らませ て みる の も お も し ろ い 。 


ゞ カイ 武器 検討 用 スケ ッ チ 
イリ ュ リ ア 連 王国 王 に な り 、 神 器 ・ 封 雷 剣 を 手放し た カイ 。 彼 が 新た に 手 に する 武 
器 の スケ ッ チ が これ ら 。 いずれ も 王 に ふさ わし い 華 美 な 装飾 が 施さ れ て いる 。 
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邊 Sp 
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こ や 
トー ぺ や ステ ー ジ [イリ ュ リ ア 」 の ペー ス と し て 描か れ た 街 の 設定 資料 歴史 ある 西欧 風 の 
rmes 街並み を 夏 起 させ る デザ イン が 施さ れ て お り 、 街 を 構成 する 建物 に も さま ざま な 
趣向 が な され て いる こと が わか る 。 


培 と 橋 パ ー ツ ・ 鎖 部 分 と の 接合 箇所 の 図解 で す 。 


: 全体 図 * 


・ 橋 の 両端 の 幅 ・ 役 差 : 2m・( 仮 JO5m 


ゞ 吊り橋 

街 の 主要 通路 を 結 京 刷り 橋 。 ソル と の サイ ズ 比 較 
を し た 資料 か ら も 見 て と れる よう に 、 当 初 は 相当 
大 き な 造 形 物 と し て デザ イン され て いた 。 サ イズ 
や 形状 は 異な る が 、 ゲ ー ム 中 で は イリ ュ リ ア の 中 
央 通路 と 南通 路 を 結ぶ 橋 と し て 再現 され て いる 。 


ーーーTTTTTTPTTTPNTNTTTYTRYTWTTFTWWTFT 


ゞ ピア ノ 風 の 屋敷 
街 を 構成 する 屋敷 の 一 つが こち ら 。 注目 は グラ ンド ピア ノ の よう に 展開 し て いる 屋根 の 部 分 。 リ アリ 
ティ を 感じ させ る ディ テー ル に 、 ゲ ー ム な ら で は の ケレ ン 味 が 効い た デザ イン に 仕上 が っ て いる 。 


REFERENCE MATERIAL 
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| 


H 


ゞ その 他 の 屋敷 
ステ ー ジ ( 霧 ) の 建物 の スケ ッ チ に は 、 前 述 の ピア ノ 風 の 屋敷 の ほか に 、 バ イオ リン 
や トロ ン ボ ー ン と いっ た 楽器 を モチ ー フ に し た 屋敷 が 多数 描か れ て いる 。 


ゞ 時 計 増 

街 の ラン ド マ ー ク と し て デザ イン され た 時 計 塔 。 左 の カ 

ラー イラ スト が 時 計 塔 内 部 の デザ イン 案 。 パイ プ オ ル ガ 

= 三 = 三 ン と 一 体 に な っ た デザ イン と し て 描か れ て いる の が わか 
ーー MW: る 。 右 が 街 か ら 見 た 時 計 塔 の 外観 。 時 が 来る と 街 に 荘厳 
ーー 1 な 鐘 の 音 を 響 か せる …… と いう 設定 だ っ た よう だ 。 
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に MYUFT DS みや Jl の 1) 


上 7 目 介 冒 中 


Ra、 ] 
ーー や や カイ が 統治 する イリ ュ リ ア 連 王国 、 そ の 城内 の 設定 資料 が こち ら 。 ゲ ー ム 中 で は 
mr ぐら イベ ント シー ン で 玉座 周辺 、 そ し て レイ ヴ ン と の 戦い の 舞台 と な る 大 広間 が 見 ら 
れる 程度 だ が 、 資 料 で は 城 を 構成 する さま ざま な 施設 が 描か れ て いる 。 


ゞ 玉座 

王 で ある カイ が 鎮座 する 玉座 の 設定 資料 。 玉 座 ひ と つ を と っ て も 、 複 
数 の デザ イン 案 が 検討 さこ れ て いた こと が わか る 。 な お 、 玉 座 周辺 の 様子 
は 、 ゲ ー ム 中 の イベ ント シー ン で も 確認 する こと が で きる 。 


ゞ 王 の 寝室 
設定 資料 で は 玉座 と 併せ て 、 カ イ の 繧 室 の 様子 まで 事細か に 描か れ て い 
る 。 も し か する と 、 シ ン が 生ま れ た の は この 場所 か も し れ な い ……。 
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ゞ 城内 の 各 施 設 

城内 の 資料 に は 玉座 や 王 の 寝室 と いっ た 施設 の ほか に も 、 さ ま ざ ま な 施設 が 用 意 さ れ て いる 。 上 段 左 は 城 の エン 
トラ ンス 、 右 が 裏庭 に ある 船 の 発着 場 、 中 段 左 は 大 浴場 、 右 が 宴 の 間 、 下 段 左 は 礼拝 堂 、 右 が 温室 と いっ た 構成 。 
城 の 全景 図 が な いた め 各 施設 の 位置 関係 は 不明 だ が 、 城 内 の 広 さ は 相当 な も の と 想像 で きる 。 
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ゞ 地下 都市 全景 

上 段 の イラ スト は 地下 都市 の イメ ー ジ ボー ド 。 人 気 の な い 地 下 琉 道 と いう ゲー ム 中 の イメ ー 
ジ と は 異な り 、 都 市 で 働く 多く の 人 々 が 生活 し て いる こと を 示す 、 さ ま ざ ま な オブ ジェ クト 
も 詳細 に 渡っ て 描か れ て いる 。 


ステ ー ジ 「 ベ ル ・ カ ント ・ ヴ ァ レ イ 」 の ペー ス と な っ た 地下 都市 の 資料 。 抗 内 を 列車 
が 疾走 する コン セプト こそ ゲー ム 中 と 同じ だ が 、 資 料 で は まる で RPG に 登場 し 
そう な イメ ー ジ と し て 描か れ て いる 。 
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ゞ 街 外れ の 住居 細 N 
資料 に は 街 外 れ に ある 住居 、 そ し て そこ の 住人 の イラ スト が 描か れ て いる 。 興味 深い の は 謎 の 文字 列 の 資 1 4 1.1 
料 。 こ れ は 彼ら が 使う 固有 の 文字 を 示す た め に 用 意 さ れ た よう だ 。 | 


REFERENOE MATERIAL 
(SE) 


SN 】 
rp や や Dr. バ ラダ イム 率い る ギア た ち が 住ま う 辺 境 の 地 、「 ガ ニ メ デ 」。 こ の ステ ー ジ の 
py ゆ ベー ス と な っ た 海上 都市 の 資料 が こち ら 。 ゲ ー ム 中 と 同様 、 魔 法 が 発達 し た 本 作 
の 世界 観 を 示す 摩 詞 不 思 議 な ステ ー ジ デザ イン に 注目 し た い 。 
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1 2 本 の ゼリー ダケ し か キノ コ は 生息 し て いな い 。 


ゞ 海上 都市 の 施設 

こち ら は 海上 都市 内 部 や 都市 周辺 を 示し た 資料 。 通 路 の 様子 を 描い て いる 上 段 の イラ スト は 、 ゲ ー ム 中 の 「 ガ ニ メ デ 」 
で も ほぼ 忠実 に 再現 され て いる 。 注目 は 右 下 の 都 市 周辺 の 様子 。 う っ そう と し た 樹海 を 想起 ささ せる イメ ー ジ ボー ド 
だ が 、 そ こ に は Dr. パ ラダ イム の 姿 は な く 、 な ぜ か ヴァ レン タイ ン が 描か れ て いる 。 


* テ スト パタ ー ン 


ゲー ム の 試作 用 に 作ら れ た 海上 都市 の ステ ー ジ プロ グラ ム 。 テ スト パタ ー ン と いう こと も あり 、 マ ッ プ の 構成 は シン プ 
ル そ の も の だ が 、 ス ケッ チ な どの 各種 資料 で 描か れ て いる 摩 詞 不 思 議 な イメ ー ジ は 十分 に 再現 され て いる 。 
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か ケリ レ カゲ ー 


石渡 太輔 cm 


ゼネ ラル ディ レク ター 


「 ギ ル テ ィ ギ ア 」 シリ ー ズ を 作っ た 中 心 人 物 で あり 、 ゼ ネ ラ ルディ レク ター を 務め る アー クシ ステ ム ワ ー ク ス 株 式 会 社 ・ 石 渡 太 輔 氏 に 、 
「GG2] に まつ わる 50 個 の クエ スチ ョ ン に お 答え 頂い た 。 本 作 の 世界 観 を より 深く 知る た め の ヒ ント に し て ほし い 。 


圏 Q.01 : 本 作 は |! ギル ティ ギア ゼクス : の S 年 後 が 舞台 
と され て いま す が 、 石 渡さ ん の 中 で は 前 作 の 物語 は どう 
いう 結末 を 迎え た の で し ょ うか ? 

田 A.01 :「 ギ ル テ ィ ギ ア ゼクス 」 シ リー ズ と 呼ば れる 
アー ケー ド 作 品 は 、1 作 目 の 「 ギ ル テ ィ ギ ア ゼクス の 時 
点 で 物語 が 完結 し て いま す 。 そ れ 以 降 の 作品 は すべ て 同 
じ 物 語 で す 。 タ イト ル を 重ね る ご と に キャ ラク ター は 追 
加 さ れ て いま す が 、 テ ー マ 性 は な く 、 各 キャ ラク ター が 
パラ レル に 目的 を 果たす よう に な っ て いる ん で す 。 全体 
的 な スト ー リ ー と し て は 、 デ ィ ズ ィ ー が 賞金 間 に か けら 
れ た けど 、 誰 も 彼女 を 退治 し きる こと が で きず に 、 ジ ェ 
リー フィ ッシュ 快 賊 団 に 引き 取ら れ た …… と いう 結末 で 
す 。 公 に は ジャ ム が 退治 し た こと に な っ て いて 、 彼 女 が 
賞金 を せしめ た 、 と いう 話 に な っ て いま す 。 


画 Q.02 : 前 作 か ら の 5 年 間 、 
件 も し く は 出来 事 と は ? 

画 A.02 : 本 作 の 舞台 に な る イリ ュ リ ア 連 王国 が 建国 さ 
れ た の が 大 き な 出 来 事 で す 。 建 国 に あたり 、 政 治 的 な サ 
スペ ンス ドラ マ が 用 意 さ れ て いる ん で す が 、 そ れ は 追い 
追い 見 せ て いき た いと 思っ て いま す 。 ソ ル に 関し て いえ 
ば 、 早 々 に カイ か ら シ ン を 引き 取り 、 賞 金 稼 ぎ を し な が 
ら 旗 を し て いま す 。 


ソル の まわ り で 起き た 事 


較 Q.03 : 物語 の スタ ー ト 地点 で ある トリ オラ は 、 ど ん 
な 場所 な の で し ょ うか ? 

田 A.03 : 具体 的 に イメ ー ジ し た 場所 は な いん で す が 、 
舞台 と し て は 魔女 の 国 と いう も の を 想定 し て いま す 。 こ 
の 世界 は 魔法 を いろ ん な 人 間 が 使え る と いう 設定 が あ 
り 、 そ の 中 で も 特殊 技能 や 特異 体質 を 持っ た 人 た ちか が 追 
害さ れ て コミ ュ ニ ティ を 作っ た 場所 。 そ の ひと つが トリ 
オラ と いう 場所 な ん で す 。 魔女 の 国 と いう の は 空 の 上 に 
存在 し て いる 浮島 で 、 そ れ ら を 総称 し て すべ て トリ オラ 
と 呼ば れ て いま す 。 


圏 Q.04: シン が ソル に 預け られ た 理由 は ? 

田 A.04 : 細か い 設 定 が あり ます が 、 別 の 機会 で お 披露 
目 し た いな …… と 。 本書 の ショ ー ト スト ー リ ー で は 、 大 
ま か な 背 景 を 表現 し て いま す 。 


証 Q.05 : シン が 右目 を 眼帯 で 隠し て いる の は な ぜ ? 
画 A.05 : 彼 が 眼帯 を し て いる の に は 理由 が あり 、 秘 客 
も あり ます が 、 現 時 点 で は 内 緒 で す 。 


園 Q.06 : シン が アホ な 子 な の は 、 誰 似 ? 

画 A.06 : 彼 が アホ な の は 遺伝 で は な く 、 育 て の 親 ソル 
せい で し ょ う ね 。 ソル 自身 は 非常 に 頭 の いい 科学 者 で す 
けど 、 物 事 を 教え る の が 性 格 的 に 苦手 な ん で す 。 一 応 、 
最低 限 の 読み 書き だ け は 教 を ん て や っ て いる よう で す が 、 
それ が 限界 で し た ( 笑 )。 シ ン の 母親 で ある 「 木 陰 の 君 ] は 、 
知識 的 に は カイ に は 及ば な いん で す が 、 人 格 者 で は あり 
ます ね 。 


置 Q.07 : 物語 の 序盤 で ソル が 原因 不明 の 「 さ ざら つき 」 に 
悩ま され ます 。 こ れ は 何 な の で し ょ う ? 

圏 A.07 : テレ パシ ー み た いな も ん で すね ( 笑 )。 ビ キュ 
ン っ て きま し た みた いな 。 あ まり 細か い 設 定 は 言え を な い 
ん で す が 、 ヴ ァ レ ンタ イン の 存在 が ソル に 何 か 電 波 信号 
の よう な 刺激 を 与え を て いる わけ で す 。 


較 Q.08 : ソル の 趣味 の ひと つ に 「QUEEN を 聴く こと 」 
と あり ます 。 賞金 稼ぎ の 旅 を 続け て いく 中 で 、 と どう や っ 
て 音楽 鑑賞 し て いる ん で すか ? 

田 A.08 : 彼 は こだわ り 派 な の で 、 レ コー ド で 聴い て い 
ます 。 な の で 、 旅 の 荷物 と し て 著 音 機 を 持ち 歩い て いる 
と いう 設定 で す 。 科 学者 と いう こと も あり 、 携 帯 蓄音機 
的 な も の を 自分 で 開発 し て いま す 。 


国 Q.09 : 物語 の 中 心 的 な 舞台 と な る イリ ュ リ ア と は と 
ん な 国 な の で し ょ うか ? 

田 A.09 : GEAR と 人 類 が 100 年 に 渡り 戦っ た 聖戦 の 戦 補 
で 、 ヨ ー ロ ッ パ が 土地 的 に 分 断 さ れ て し まい ます 。 土地 
ご と に 統治 する リー ダー の よう な 人 物 が 存在 する ん で す 
が 、 外 交 上 それ で は 都合 が 悪い 。 一 度 ヨ ー ロ ッ パ を 統一 
し 、 ひ と つの 国家 と し て 改め て 国連 に 加盟 させ よう …… 
イリ ュ リ ア は そん な 意図 の 下 に 国連 主導 で 建国 され た 国 
で す 。 た だ 、 イ ギリ ス や フラ ンス と いっ た 従来 の 国々 を 
統一 する に は 、 国 土 が 広 す ぎる 。 そ こ で 3 人 の 王 を 立て 
て 分 割 統治 し よう 、 と いう こと に な り 連 王国 に な り ま し 


た 。 地 域 に よっ て 差違 が ある た め 、 ひ と つの 国 に し て も 
文化 的 な 差違 が あり ます 。 や は り イ ギリ ス に 近い 土地 は 
食べ 物 が 不味かっ た りす る わけ で す 。 


是 Q.10 : 従来 の 設定 で は 国際 警察 機構 の 長官 だ っ た カ 
イ が 、 イ リュ リア 連 王 国 の 国王 と いう 立場 で 登場 し ます 。 
どう いう 経 紀 で 連 王 に な っ た ん で すか ? 

較 A.10 : カイ は 聖戦 に お ける 英雄 で す 。 イ リュ リア 建 
国 に あたり 選挙 が 行わ れ ま し た が 、 他 の 候補 者 と 比べ て 
も 国民 の 圧倒 的 支持 を 受け て いる 。 そ の た め 、 連 王国 の 
首都 的 な 位置 に ある イリ ュ リ ア を ま か さ れる よう に な っ 
た わけ で す 。 た だ 、 そ れ は あく まで 表向き の 話 で あっ て 、 
裏 に 手 を 引い て いる 存在 が あ り ます 。 便 偶 政 権 で な ん ら 
か の 理由 で 、 カ イ は 王 に な ら ざ る を えな か っ た ん で す 。 
本 書 の ショ ー ト スト ー リ ー で 大 筋 は 語ら れ ま し た が 、 細 
か い 部 分 に つい て は 、 今後 描い て いき た いな 、 と ( 笑 )。 


還 Q.11 : カイ は も と も と 地位 の 高い 人 物 だ っ た わけ で 
す が 、 連 王 に な っ た こと で 生活 は ? 

田 A.1 1 : 最大 の 変化 は 住居 に ある わけ で す が 、 生 活 環 
境 自体 は それ ほど 大 差 な いと 思い ます 。 為政者 と し て の 
職務 を 果たす た め に 、 生 活 サ イク ル は 変わ っ て も カイ に 
と っ て は 10 晴 の 部 屋 に 住ん で いた の が 20 叶 の 部 屋 に な っ 
た …… 程 度 の 違い で す 。 た だ 、 今 まで は 上 に 対し て 苦言 
を 星 す る 立場 だ っ た の が 、 下 か ら 苦 言 を 星 さ れる 立場 に 
な っ た 。 し か も 、 連 王 と は いっ て も 、 実際 に は も っ と 上 
の 立場 が 存在 し て いま す 。 板ばさみ に あっ て スト レス は 
相当 溜まっ て いる は ず で す 。 だ か ら こ そ 、 物 語 で は 盤 慣 
を 晴らす べく 、 あ ん な に 大 暴れ し て いる わけ で す 。 


還 Q.12 : カイ は 封 雷 剣 と は 違う 武器 を 手 に し て 戦い ま 
す 。 そ の 経緯 に つい て 詳し く お 聞 か せく だ さい 。 

田 A.12 : 封 雷 剣 と 失う 理由 に つい て は ゲー ム 中 の イベ 
ント で も 描い て いる ん で す が 、「 木 陰 の 君 」 を 凍結 保存 す 
る た め に 自分 ひと り の 力 で は な く 、 封 雷 剣 の 持て る 力 を 
すべ て 使い 切っ て し まっ た …… と いう 設定 で す 。 カ イ 自 
身 も 何 を し た か よく わか っ て いな いん で す が 、 と に か く 
必死 だ な っ た ん で すね 。 一 方 、 本 作 で 使っ て いる 武器 で す 
が 、 こ れ は 単純 に 連 王 に 献上 され た 剣 に 過ぎ ませ ん 。 一 
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応 、 業 物 で は ある ん で す が 、 装 飾品 と し て の 趣 で 実戦 向 
き で は な い 。「 こ ん な 剣 な ら 威 厳 が ある ん じゃ な い の ? 」 
と 手渡 され た も の な ん で す ( 笑 )。 た だ 、 そ こ は 用 意 周到 
な カイ っ て こと で 、 誰 も 観 て いな いと ころ で こっ そり と 
刃 を 磨い で いる と 思っ て くだ さい 。 


一 Q.13 : 将来 的 に カイ が 退位 し た と き は 、 次 期 連 王 の 
座 は シン が 受け 継 で の で し ょ うか ? 
田 Q.13 : それ は 絶対 に な いで す ( 笑 )。 シ ン 自 体 も 辞退 
する と 思い ます し 、 そ も そ も 人 心 を つか め る よう な 性 格 
で は な いで すか ら ね 。 イ リュ リア の 制度 は 大 統領 制 に 近 
い の で 、 世 襲 する の は 難し いで す 。 


田 Q.14 : カイ の 考 「 木 陰 の 君 」。 彼 女 は 普段 王妃 と し て 
臣民 の 前 に 姿 を 見 せる の で し ょ うか ? 

画 A.14 : 見 せま せん 。 カ イ が 妻 と 言っ て いる の は 、 あ 
くま で も ゃ 彼 の 決意 か ら な る 言葉 に 過ぎ ず 、 公 に 籍 を 入れ 
て いる わけ で は な いん で す よ 。 だ か ら 、 彼 は 世間 か ら の 
認知 と し て は 未婚 と な っ て いま す 。「 木 険 の 君 」 の 存在 は 
騎士 田 の ご く 一 部 だ けが 知っ て いる 情報 で す 。 


画 Q.15 :「 木 陰 の 君 ]」 っ て あの 人 で すか ? 


国 Q.16 : 本 作 で 「 木 陰 の 君 」 は 遺伝 子 的 に ジャ ステ ィ ス 
の クロ ー ン と 語ら れ て いま す が 、 具 体 的 に は どの よう な 
関係 に ある の で し ょ うか ? 

田 A.16: ぶ っ ちゃ け て し まう と 親子 で す 。 劇 中 で も ジャ 
ステ ィ ス が 封印 され る 前 に 子 を 和 宿 し て いた …… と いう く 
だ り が ある は ず で す 。 


園 Q.17 : ギア 消失 事件 が 解決 し た こと で 、 凛 結 状態 の 
「 木 陰 の 者 ] は 元 に 戻る こと が で きた ん で すか ? 

田 A.17: ヴァ レン タイ ン を 倒し た 時 点 で も 「 木 陰 の 君 」 
は 練 結 状態 の まま で す 。 エ ン デ ィング で 「 入 念 に 調べ よ 
う 」 と いう Dr. パ ラダ イム の セリ フ が あり ます 。 そ の 先 の 
話 は 今後 見 せ て いき た いで す 。 


田 Q.18 : イリ ュ リ ア は ヴァ レン タイ ン 率 いる ヴィ ズ エ 
ル の 攻撃 で 、 壊 滅 的 な 被害 を 受け まし た 。 こ の と き イ リュ 
リア の 住民 は どう な っ た の で し ょ う ? 

田 A.18 : 本 来 は 逃げ ま ど う 住民 た ち も 表 現し た か っ た 
ん で すけ ど 、 ゲ ー ム 的 に も ゴチ ャ ゴチ ャ し て し まい ます 
し 、 ス ペッ ク 的 な 問題 も あっ て 導入 し ませ ん で し た 。 ソ 
ル た ち が イ リュ リア に た どり 着い た と き に は は ほぼ 全 減 に 
近い 、 も し く は 避難 し て いる と 考え て も ら え る と いい と 
思い ます 。 


国 Q.19 : イズ ナ を は じ め 人 外 た ち が か が 住む 地 と し て 、 黄 
泉 平 坂 が あり ます 。 こ こ は ヴ ァ レ ンタ イン を 生ん だ バッ 
ク ヤ ー ド と は 別物 な ん で し ょ うか ? 

田 A.19 : バッ ク ヤ ー ド と いう 意味 で は 共通 し て いま す 
が 、 イ ズ ナ の いる 黄泉 平 坂 は バッ ク ヤ ー ド 上 の み に じ 形 成 
され た 土地 、 現 世に 表現 で き な い 土地 と し て 存在 し ます 。 
ここ は イズ ナ の 体験 や 記憶 が 反映 きれ て で き て いる ん で 


す が 、 イ ズ ナ 自身 その こと を 認識 で き て いま せん 。 気 が 
付け ば 黄泉 平 坂 が 存在 し て いた ……: そ ん な 場所 で す 。 劇 
中 で 「 あ そこ を 通る と 近道 だ ] と いう セリ フ が あり ます 
が 、 情 報 の 集積 体 で も る バッ ク ヤ ー ド 上 に 存在 する が ゆ 
え に 、 時 間 や 距離 を 縮め られ る と いう 設定 で す 。 


主 Q.20 : 黄泉 平 坂 に は イズ ナ の 仲間 と し て 、 た くさ ん 
の 妖怪 が 住ん で いま す 。 劇 中 に 登場 し た 以外 に も 妖怪 は 
いる ん で すか ? 

画 A.20 : 本 当 は 達 麻 や な ま は げ は 妖怪 じゃ な いん で す 
が 、 仲 間 は た くさ ん いま す 。 オ リ ジ ナ ル の 妖怪 も 考え て 
は いる ん で す が 、 水 木 し げ る 先生 の 権利 に 抵触 し な いよ 
うに 注意 し な いと …… ( 笑 )。 


国 Q.21 : イズ ナ 自 身 も 妖怪 の ひと り で し ょ うか ? 

田 A.21 : 本 作 に お ける 妖怪 の 定義 と し て 、 バ ッ ク ヤ ー ド 
で 自然 発生 し た 生命 体 す べ て が 当て は まり ます 。 そ うい っ 
た 意味 で は イズ ナ も 妖怪 で すね 。 た だ し 、 ヴ ァ レ ンタ イン 
の サー ヴァ ント は バッ ク ヤ ー ド 生ま れ と は いえ 、 ヴ ァ レ ン 
タイ ン が 故意 に 生み 出し た も の な の で 妖怪 と は 違い ます 。 


置 Q.22 : イズ ナ は 方 々 の 土地 で 身 に つけ た ハイ ブリ ッ 
ド 方 言 で し ゃ べり ます が 、 彼 が 使う 方 言 の 発祥 の 地 で あ 
る 日 本 は 、 ジ ャ ステ ィ ス 率い る GEAR に よっ て すでに 消 
滅 さ せら れ た の で は ? 

田 A.22 : 本 書 の ショ ー ト スト ー リ ー で も 触れ ます が 、 彼 
の 生い立ち は 平安 時 代 か ら 始ま り ま す 。 メ イン キャ ラク 
ター で は 一 番長 生き で すね 。 イ ズ ナ 以前 に も 妖怪 は いた 
の で 、 カ ッ パ と か の ほう が 生ま れ は 古い か も 知れ ませ ん 
の Sc 。 イズ ナ は 聖戦 が は じ ま る 造 か 昔 に ハイ プ ブリッド 
方 言 を 身 に つけ た 、 と いう 解釈 で お 願い し ます 。 


還 Q.23 : テー マ パ ー ク の よう に も 見 えま す が 、 Dr. パ ラ 
ダイ ム が いる ガニ メデ は どん な 施設 で し ょ う ? 

田 A.23 : あれ は Dr パラ ダイ ム の 指導 に より 、GEAR 
た ち が 作 り 上 げた 施設 で す 。 国連 に よる 管理 を 嫌っ た 
GEAR た ち が 、 人 類 の 視線 に 入ら な いよ うな 孤島 に 移住 
し 、 そ こ で 文化 を 形成 し て いま す 。 当初 は 人 型 の GEAR 
も 住ん で いた ん で す が 、「 こ ん な 狭い と ころ じゃ や っ て 
らん ね ぇ よ 」 と 皆 出 て いき まし た 。 残っ て いる の は お と 
な し い GEAR だ け で す 。 そ れ で も 人 類 に 見 つか っ た ら 空 
爆 さ れる ん で し ょ うけ ど ( 笑 )。 


一 Q.24 : Dr. パ ラダ イム が 読ん で いる 本 は 、 ど ん な 情報 
が 書か れ て いる 書物 な の で し ょ う ? 

田 A.24 : 彼 自身 が 手 に し て いる 本 は 、 ス クラ ッ プ プ ブッ 
ク で す 。 彼 は 必要 な 情報 を まとめ て スク ラッ プ し て いる 
ん で す 。 ガニメデ に は た くさ ん の 書物 を 収め た ライ ブラ 
リー が ある ん で す が 、 そ こ に は 人 間 が 書い た 本 が 大 き な 
割合 を 占め て いま す 。 


置 Q.25 : Dr. パ ラダ イム を は じ め 、GEAR が 人 の 言葉 を 
し ゃ べ れ る 理由 と は ? 彼ら に は 人 間 の 遺伝 子 が 組み 込 
まれ て いる の で し ょ うか ? 

画 A.25 : 人 間 の 遺伝 子 が 組み 込ま れ て いる と いう わけ 


で は あり ませ ん 。 彼ら が 生物 と し て 進化 し た と き に 、 副 
産物 と し て 知能 を 得 て 、 一 部 の 個体 が し や べ れ る よう に 
な っ た だ け で す 。 言 葉 は 理解 で き て も し ゃ べ れ る ほう が 
稀 で すね 。 バ ウ ワ ー も 「 ワ ン 」 し か 言え な いで すけ ど 、 メ ッ 
セー ジ は 「 シ ャ バ い や ろう だ ぜ 」 っ て 。 単純 に Dr. パ ラダ 
イム は と り わ け 知 能 が 高かっ た だ け で す 。 


固 Q.26 : Dr. パ ラダ イム は 自我 を 持っ た 自律 型 GEAR と 
され て いま す 。 兵器 と し て 誕生 し た GEAR に と っ て 、 自 
我 は むし ろ 邪 魔 な の で は ? 

田 A.26 : これ は 初代 「 ギ ル テ ィ ギ ア 』」 か ら の 設定 で す が 、 
GEAR は 本 来 自 我 は 廃し て デザ イン され て いる も の の 、 
例外 的 に バグ と し て 自我 が 残っ た 個体 生まれ て し まい 
ます 。 そ うい っ た 個体 は 素 体 の 段階 で 体験 し た 記憶 が 
残っ て いる 。 テ スタ メン ト も そう いう タイ プ で すね 。 パ 
ラダ イム は 自我 が 残っ て いた うえ に 、 偶然 に も 高度 な 知 
能 を 得る こと が で きた た め 、 い ろ い ろ 勉 強し た 結果 あん 
な 風 に な っ た わけ で す 。 き っ と は 最初 は ト オ レ 、 ト リ 」 く 
らい し か 知能 が な か っ た と 思い ます よ 。 


還 Q.27 : ベル ・ カ ント ・ ヴ ァ レ イ は どん な 土地 ? 

田 A.27 : いわ ゆる 炭鉱 で す 。 あ そこ で し か と れ な い 鉱 
物資 源 が あっ て 、 そ れ を 掘り 起こ すこ と で で きた 土地 で 
す 。 本 編 に 深く 関わ る 設定 で は な いん で す が 、 こ こ で は 
骨 が 人 金銭 に 等 し い 価値 を も ち 、 何 で も 骨 で 解決 する よう 
に な っ て いま す 。 と いう の も 、 実 は 聖戦 の 跡地 で GEAR 
の 死体 が た くさ ん 埋まっ て いる ん で す よ 。 そ の 骨 に 文物 
資源 的 価値 が あり 、 宝 石 の よう に 取り 引き され て いま す 。 
ちな み に 、 あ の 渓谷 に は 労働 者 た ち が 住ん を で いて 、 一 部 
の 成金 は 骨 造 り の 家 を 建て た り し て いま す 。 炭鉱 内 を 走 
る 列車 は 資源 運搬 用 で す が 、 労 働 者 た ちの 帰省 に も 使わ 
れ ま すね 。 


還 Q.28 : 本 作 の 敵 キ ャ ラク ター と し て 登場 する ヴァ レ 
ンタ イン 。 彼女 は バッ ク ヤ ー ド か ら ど ん な 理由 で 生ま れ 
た の で し ょ うか ? 

画 A.28 : 現時 点 で は 秘密 で す 。 た だ し 、 彼 女 の 誕生 に 
つい て は 具体 的 な ドラ マ が 存在 し ます 。 


国 Q.29 : ヴァ レン タイ ン は キュ ー ブ 進 入 の 「 鍵 ] を 手 に 
入れ る た め に GEAR 消 失 事 件 を 起こ すわ け で す が 、 最 終 
的 な 彼女 の 目的 と は ? 

A.29 : 目的 に つい て は まだ 答え られ ませ ん 。 た だ 、 
彼女 は キュ ー ブ を 通過 し た か っ た だ け で す 。 彼女 に と っ 
て の 定期 航路 に キュ ー ブ プ が あり 、 そ れ が ある か ら 進 め な 
い …… 通 り た い だ け な の に …… と いう こと で 、 キ ュー プ 
に 進入 し 、 破 壊し よう と し て いる ん で す 。 


還 Q.30 : ヴァ レン タイ ン は ソル の 元 恋人 で ある アリ ア 
と いう 女性 と 姿 形 が 似 て いる そう で すね 。 彼女 た ち は 具 
体 的 に は どん な 関係 な の で し ょ うか ? 

画 A.30 : 姿 形 に 関し て は 、 ヴ ァ レ ンタ イン に ある 触覚 
以外 は 完全 に 一 致し て いま す 。 た だ し 、 同 一 人 物 で は な 
い …… と だ け 言 っ て お きま し ょ う 。 彼女 た ち も が そっ くり 
な 理由 は 存在 し ます 。 


田 Q.15 :「 木 険 の 君 」 っ て あの 人 で すか ? 。 田 A.15:……。 
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置 Q.31 : ヴァ レン タイ ン の セリ フ に 出 て くる 「 お 母 さ 
ん 」 と は 具体 的 に は どん な 存在 で し ょ うか ? 

田 A.31 :「 あ の 男 」 が 「 慈悲 な き 啓 示 ] と 呼ん で いる も の 
で すね 。 ヴ ァ レ ンタ イン と いう 個体 を この 世に 送り 込ん 
で きた 存在 で す が 、 具 体 的 に どん な も の な の か は 今後 明 
ら か に し て いき た いと 思い ます 。 


田 Q.32 : ソル と 「 あ の 男 」 の 因 絹 の きっ か け と は ? 

圏 A.32 : ソル と 「 あ の 男 」 は 、 聖 戦 の 前 に 同じ 研究 所 で 
働い て いた 同僚 で あり 、 仲 間 だ っ た わけ で す 。 ソ ル の 恋 
人 アリ ア も 一 緒 で し た ね 。 フ レン ド シ ッ プ が 高い レベ ル 
に あっ た に も 関わ ら ず 、 ソ ル は 突然 「 あ の 男 」 に 裏切ら れ 、 
GEAR に 改造 され て し まう 。 恨み の 一 念 の み で 怒り を 蓄 
えて いま す 。 な ぜ 「 あ の 男 」 が そう し た の か 、 ソ ル は まる 
で 答え を 得 ら れ て いな いん で す が 、 次 の 次 の 「GG2]」 あ た 
り で 理由 を 明らか に し て いき た いと 考え て いま す 。 


較 Q.33 : ソル は 100 年 も る 「 あ の 男 ] を 探し て いた わけ で 
す が 、 彼 は どこ に いた の で し ょ うか ? 

田 A.33 : 「 あ の 男 ] は バッ ク ヤ ー ド に 籠 も っ て いて 、 基 
本 的 に は 現世 に は いま せん 。 ソル 自身 、「GG2] ま で バッ 
ク ヤ ー ド の 存在 に つい て 確証 が 持て な か っ た の で 、 偶 然 
的 に 出会う こと が あっ て も 見 つけ 出す こと は 不可 能 と い 
うわ け で す 。 


圏 Q.34 : そし て 遂に ソル は 「 あ の 男 」 と 再会 を 果たし ま 
す 。 ふ た り が 再会 する の は 何 年 ぶり で すか ? 

較 A.34 : そこ は グレ ー ゾ ー ン で すね 。 現 時点 で 考え て 
は いま せん が 、 こ れ か ら 彼 ら に 関す る エピ ソー ド を 書き 
た く な る か も し れ な い の で ……。 


国 Q.35 :「 あ の 男 」 が 若い 姿 を 保ち 続け て いる の は 、 ソ 
ル と 同様 に GEAR に 改造 し て いる か ら で し ょ うか ? 
田 A.35 : 彼 は ソル と 人 違い 、 若 さ を 保 っ て いる わけ で は 
あり ませ ん 。 緩やか に 年 齢 が 逆行 し て いる ん で す 。 


題 Q.36 :「 あ の 男 ]」 と レイ ヴ ン の 会 話 で 、 ソ ル が 何 か に 
浸食 され て いる こと が 明か され ます 。 そ れ は GEAR 細 胞 
を 指す の で し ょ うか ? また 、 完 全 に 浸食 され る と ソル 
は どう な っ て し まう の で し ょ う ? 

田 A.36 : どこ まで 明か すべ きか 難し い 話 で すね 。 ソ ル 
は ドラ ゴン イン スト ー ル に 浸食 され て いま す 。 本 作 の ド 
ラゴン イン スト ー ル は 2D の と き と デ ザイ ン が 変わ っ て 
いま す が 、 こ れ は ソル の 内 面 的 転機 が 訪れ る た びに 形 が 
変わ っ て し まう ん で す 。 こ れ か ら さ ら に じ 形 が 変わ る 可能 
性 が あり 、 そ の 最終 形態 を 「 あ の 男 ] や 「 レ イヴ ン 」 は す で 
に 知っ て いる ん で す 。 最 終 形態 で 何 が 待ち 受け て いる か 
は 秘密 で す 。 


還 Q.37 : レイ ヴ ン と ソル は 見 知っ た 顔 の よう だ た けど 、 
以前 に も 会 っ た こと が ある の で し ょ うか ? 

圏 A.37 : あり ます 。 既出 の 小説 に も 彼ら が 旧知 の 仲 で 
ある こと は 語ら れ て いま す 。 


還 Q.38 : 一 部 の ファ ン の 間 で は 、 レ イヴ ン と アク セル 
が 同一 存在 と 言わ れ て いま す が ……。 
画 A.38 : うー ん 。 そ ん な 設定 を 用 意 し た 覚え は な いで 
すけ ど ね ( 笑 )。 た だ 、 完 全 否 定 す る の も つま ら な いか も 
し れ な い の で 、 ご 想像 に 任せ ます 。 


置 Q.39 : 本 作 で は 「 あ の 男 」 と レイ ヴ ン が 登場 し まし た 
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が 、 も う ひ と り の 側近 で ある イノ の 姿 は 見 えま せん で し 
た 。 彼女 は 側近 を 辞め た の で し ょ うか ? 

田 A.39 : いえ いえ 。 イ ノ は 「 あ の 男 」 か ら 何 う 大 役 を 任 
きれ て いて 、 今 回 の 事件 の 裏 で 暗躍 し て いま す 。 


証 Q.40 : レイ ヴ ン と イノ 、 も う ひ と り の 「 あ の 男 」 の 側 
近 っ て どん な キャ ラク ター で し ょ うか ? 
田 A.40 : 正体 は 秘密 で す 。 今後 の 物語 に 登場 し ます 。 


国 Q.41 : ほか の 『 ギ ル テ ィ ギ ア ! キ ャ ラク ター た ち は 事 
件 の と き 、 ど ん な 様子 だ っ た の で し ょ う ? 

一 A.41 : キャ ラク ター それ ぞ れ で 違う ん で し ょ うけ ど 、 
ニュ ー ス 程度 に は 開き 及 ん で いる と 思い ます 。 政治 的 な 
チャ ン ネ ル の 多い ジョ ニー や ポチ ョ ムキ ン は 精度 の 高い 
情報 を 仕入れ て いる で し ょ うし 、 チ ッ プ も 舞台 の 裏 で 一 
生 懸 命 大 統領 に な る た め の 勉 強 を し て いる の で 、 き っ と 
詳し い は ず で す ( 笑 )。 


一 Q.42 :「 チ ッ プ が 大 統領 」 っ て な ん の 話 で す ? 

田 A.42 : 実は [ギルティ ギア ゼクス 」 か ら 「GG2] ま で の 
エピ ソー ド の ひと つ に 、 チ ッ プ が 選挙 活動 する と いう 設 
定 が ある ん で す 。 どん な 国 で 活動 を し て いる と か 、 成 果 
に つい て は 秘密 で す ( 笑 )。 


還 Q.43 : 本 作 に 登場 する 「 ち まき 」 っ て 何で すか ? 

田 A.43 : 雑誌 の 読者 ペー ジ で 誕生 し た キャ ラク ター な 
ん で す が 、「 ギ ル テ ィ ギ ア 』 シ リー ズ で も マス コッ ト を 確 
立 し た いと いう 、 大 人 の 発想 で で きた キャ ラク ター で す 。 
彼 は すご い ツ ワ モ ノ で 「C1000 組 」 と いう 組織 に 所 属す る 
武士 で し た が 、 目 的 を 果たし て お 払い 箱 に な っ た …… と 


ゞ 設定 (全身 ) 


ガス マス 子 ち ゃ ん ( 佑 ) 謎 定 資 料 


本 書 の 制作 過程 の 最後 の 最後 で 発掘 され た 、 「GG2」 の キャ ン ペ ー ン 専用 キャ ラク ター の 設定 資料 を 公開 。 
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田 Q.49 :「GG2] の 続 和 訪 の 見 通し は 立っ て いま す ? 
田 A.49 :[ 社長 作 ら せ て くだ さい ! 」 っ て 感じ で す 。 


いう 設定 が 一 応 あり ます 。 


一 Q.44 : 石渡 さん 的 に ひと 言 で マス ター コー スト を 説 
明 す る と どん な も の な の で し ょ うか ? 

画 A.44 : スタ ンド で す ( 笑 )。 そ れ ぞ れ の 人 間 が バッ ク 
ヤー ド に 持っ て いる 魂 を 現世 に 具現 化 、 可 視 化 させ た も 
の で すね 。 


証 Q.45: サー ヴァ ント の 定義 と は ? シン や カイ の 
サー ヴァ ント は 人 間 と は 異な る の で し ょ うか ? 

田 A.45 : マス ター ゴー スト と 同様 、 バ ッ ク ヤ ー ド に ある 
魂 を 具現 化し た も の で す 。 ゲ ー ム の 都合 上 、 サ ー ヴ ァ ン 
ト と 呼称 し て いま す が 、 厳 密 に 言う と 、 ソ ル 、 ヴ ァ レ ン 
タイ ン 、 イ ズ ナ 、 シ ン だ けが 当て は まり ます ね 。Dr. パ ラ 
ダイ ム と カイ に 関し て は 、 前 者 が GEAR で 、 後 者 は 人 間 
で す 。 本 来 サ ー ヴ ァ ン ト は 普通 の 生物 に は 干渉 で き な い 
存在 で す が 、 物 語 の 過程 で 干渉 する 術 を 得 た …… と いう 
設定 に な っ て いま す 。 ち な み に 、 イ ズ ナ は サー ヴァ ント 
を 妖怪 仲間 と 語っ て いま す が 、 バ ッ ク ヤ ー ド で 形成 され 
て いる と いう 点 で サー ヴァ ント の 類 に 当て は まり ます 。 


置 Q.46 : バッ ク ヤ ー ド っ て どん な 世界 な の で し ょ う 。 
パラ レル ワー ルド で し ょ うか ? 

画 A.46 : 違い ます 。 例え る と 、 ゲ ー ム と コン ピュ ー タ 
の 関係 に 近い 。 コ ンピュータ か ら ゲ ー ム を 作り 出す 工程 
は 、 き さまざま な 要因 に よっ て 作ら れ ま す 。 そ の 出来 上 が っ 


た ゲー ム が 現世 。 そ こ に 意図 は 介在 し て な く て 、 海 が 生 
き 物 を 作っ た よう に ご く 自 然 玩 生 的 に 現世 が 形成 され て 
いる 。 コ ンピュータ と いう ハー ド が も つ 可 能 性 が バッ ク 
ヤー ド な ん で す 。 


置 Q.47 : バッ ク ヤ ー ド に ある キュ ー ブ と は 、 何 の た め 
に 誰が 作っ た も の な の で し ょ うか ? 

画 A.47 : 細か い 設 定 は 明か せま せん が 、 簡 単に 説明 す 
る な ら バ ッ ク ヤ ー ド に お いて 地球 を 形成 する 情報 を 取り 
囲ん だ 物体 で す 。 作っ た の は 「 あ の 男 」 で すね 。 彼 に は 「 慈 
悲 な き 啓 示 ] が キュ ー プ に 接触 する と 、 人 類 は お そら く 
全滅 する だ ろう と いう 見 通し が あり 、 そ れ を 防ぐ た め に 
登場 し た わけ で す 。 結 果 的 に バッ ク ヤ ー ド に ソル を 送り 
込み 、 ヴ ァ レ ンタ イン を 倒さ せる こと で 目的 は 達成 で き 
た わけ で す が 、 仮 に ソル が 失敗 し た と し て も 「 あ の 男 」 自 
身 が 阻止 し て いた こと で し ょ う 。 彼 も 伊達 な 存在 で は な 
い の で 、 彼 の 側近 を 送り 込ん だ り 、 彼 自身 の 隠さ れ た カカ 
が 発動 する な ど し て 、 事 件 を 解決 し た 可能 性 は あり ます 。 


置 Q.48 : 『GG2j の 海外 版 が リリ ー ス され る こと に な り 
まし た が 、 ど ん な 内 容 で し ょ う ? 

画 A.48 : 日 本 で アッ プ デ ー ト され て いる も の と 同じ で 
す が 、 テ キス ト だ け で な く ボ イス も 海外 の 役者 に お 願い 
し て 録 り 直し て いま す 。 マ スタ ー も サー ヴァ ント も 全部 
で す 。 内 容 も 直訳 で は な く 、 ス タッ フ と 綿密 に 打ち 合わ 
せ て 、「 こ れ は こう いう ニュ アン ス だ 」 と いう 部 分 も し っ 


か り 再 現し て いま す よ 。 イ ズ ナ の ハイ プ ブリッド 方 言 は 、 
プリ ティ ッシュ 、 ア メリ カン 、 ア イル ラン ド 託 り を 交え 
た 澤 身 の 出来 で す 。 あ と Dr. パ ラダ イム の 声 が 異常 に か っ 
こい い の も 見 どこ ろ で すね 。 北米 版 の 発売 で 、 い よい よ 
ワー ルド ワイ ド な 対戦 が 可能 に な り ま す 。 ぜ ひ 皆 さん に 
も っ と 対戦 を 楽し ん で 頂き た いで すね 。 


男 Q.49 : 「GG2! の 続編 の 見 通し は 立っ て いま すか ? 

画 A.49 : [社長 作ら せ て くだ さい |! 」 っ て 感じ で す 。 ア 
クシ ョ ン や RTS、 さ ら に ドラ マ に お いて も 、 絶 対 に お も 
し ろく な る 自信 が あり ます 。 も ちろ ん 、 新 キャ ラク ター 
も 追加 し た いで すし 。 選 挙 カ ー に 乗っ た チッ プ や 全身 メ 
カ 化 し た ポチ ョ ムキ ン と か を 出し て みた い 。 実は 後者 は 
デザ イン が すでに 出来 て た りす る ん で す が …… ( 笑 )。 


固 Q.50 : 最後 に 読者 に メッ セー ジ を 御 応 い し ます 。 
画 A.50 : 「CG2] は 僕 に と っ て か な り の 意気 込み を 持っ 
て 作っ た 作品 で す 。 そ れ だ け に た くさ ん の 資料 が この ま 
ま 埋没 し て し まう の は 惜しい と 思っ て いま し た 。 そ ん な 
折 、 本 書 に よっ て お 披露 目 する 機会 を 頂い た こと に 大 変 
感 席 し て お り ま す 。 ゲ ー ム 中 で は 「 洋 ゲー テイ スト 」 で 描 
か れ て いま す が 、 設 定 イ ラス ト を 見 て も ら う こと で キャ 
ラク ター の 魅力 が さら に 広がる と いい な と 思っ て いま 
す 。 「GG2]】 を まだ プレ イ し て いな い 方 に と っ て も 、 世 界 
観 を ふく ら ま せる 一 助 に な れ ば と 願っ て いま す 。 
(2008 年 8 月 29 日 アー クシ ステ ム ワ ー ク ス に て ) 
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